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1991年にLinus B. Torvalds氏が最初の
Linuxを作ってから9年が経った。Linuxは当時
の主流だったi386をターゲットに開発がスター
トした。
その頃、PCのOSは、MS-DOSが主流であり、

シングルタスク、メモリ空間は640Kバイト、
コンソール画面という非常に制限された環境だ
った。i386は、マルチタスクのサポート、4G
バイトのメモリ空間を持った完全なる32ビット
CPUなのに、その真価を発揮していなかったの
である。
その後、i486、Pentium、Pentium II、

Pentium IIIと新しいCPUが出てきた。アーキ
テクチャがめざましく改良され、その処理スピー
ドは何百倍にもなった。また、Windowsの登場
は32ビットCPUの能力を必要としていた。し
かし、CPUのクロックが1GHzに届こうとして
いる今も、基本的には高速のi386として使って
いるのが現状だ。
ところが、ハードウェアの進歩はすごいもので、

メモリやハードディスクの実装容量が、i386ア
ーキテクチャの限界を超える日が近くなっている。
そして、もうすぐ出荷される64ビットCPUの
Itaniumは、i386で確立されたIA-32アーキテク
チャを捨てて、IA-64アーキテクチャを採用する。
IA-64用のLinuxはすでに稼働し始めていて、

この土俵ではLinuxが先頭を走っている。今まで
サーバ用途では、ある程度の地位を占めてきた
Linuxだが、これを機会に一層の飛躍が望めない
か、今後に期待がかかっている。

IA-64でLinuxは
飛躍するか？
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プラネックスコミュニケーションズから、OSに
Linuxを採用したコンパクトなインターネット／イ
ントラネットサーバ「PLASMA2000」が発売され
た。オープン価格だが、同社による参考価格は12
万8000円。
OSにRed Hat Linux 6.0を採用し、連続稼動が

必要な環境でも、安定した性能を発揮できるとし
ている。またインターネットと接続する際に問題
となるセキュリティについては、ファイアウォー
ル機能により対応している。
WWW、メールなどインターネット接続環境に

必要なサーバ、Samba、Netatalkなどイントラネ
ット環境向けファイル／プリントサーバの両方を

備える。またシリアルポートに接続したモデムや
TAの共有も可能だ。
コネクタを備えてはいるが、本機にキーボードや

マウス、モニタを接続する必要はない。「PLASMA」
というユーティリティソフトが動作しており、初期
設定や運用時の設定変更は、Webブラウザを用い
てリモートから行うようになっている。
CPUにCyrixのMediaGX 133MHzを採用し、メ

モリは64Mバイト、ハードディスクは標準で4Gバ
イトを搭載している。サイズは290mm（W）×
225mm（H）×53mm（D）と、ほぼ電話帳サイ
ズだ。また縦置き、横置きどちらも可能なため、
設置場所に困ることはない。

Hardware

Linux搭載の小型サーバ
「PLASMA2000」

発売日 1999年11月25日

URL http://www.planex.co.jp/

発売 プラネックスコミュニケーションズ株式会社
TEL 0120-415976
価格 オープン価格（参考価格12万8000円）

テンアートニから、ウィルスチェッカをバンドル
したLinuxサーバ「Xuni-L S」（テンユニエルエス）
が発売された。
コンパックのサーバ専用機ProLiant800に、英語

版のRed Hat Linux 5.2をインストールし、アンチ
ウィルス専門メーカーのトレンドマイクロが開発し
たサーバタイプのウィルスチェッカ「InterScan
VirusWall」をバンドルしたもの。サーバ専用ハー
ドウェアとLinuxの組み合わせにより、安定した運
用を実現できるとしている。セキュリティを重視
して、インストールされているソフトウェアは、最
小限に限定されている。
InterScan VirusWallは、サーバ上で動作し、メ

ールやダウンロードしたファイルに混入しているウ
ィルスを発見、除去できるウィルスチェッカ。ア
ンチウィルス機能以外にも、スパムメールの防止
など、LAN全体のセキュリティを高める機能を持
つ。今までにSoaris版、WindowsNT版などがリリ
ースされている。Linux版の開発には、テンアート
ニが協力している。
基本モデルでは、CPUにPentiumIII 500MHzを1

個（最大2個）、メモリは256Mバイト、ハードディ
スクは9.1Gバイト×2を搭載している。またUPS
も装備しており、ハードディスクの二重化とあわ
せて、フォールトトレラントに配慮している。

Hardware

ウィルスチェッカをバンドルしたLinuxサーバ
「Xuni-LS」

発売日 1999年11月4日

URL http://www.10art-ni.co.jp/

発売 株式会社テンアートニ
TEL 03-5298-2924
価格 オープン価格

アスキーは、ホームページの閲覧状況などを解
析する「SiteTracker 4.1」を発売した。1つのサイ
トを扱うプロフェッショナル版が9万8000円、複数
のサイトを扱えるエンタープライズ版が19万8000
円から124万7500円。
Linux（x86、glibc2）、Windows 95／98／NT

（x86）、Solaris（SPARC、x86）、FreeBSD 2.x、
Cobalt Qubeの各プラットフォームに幅広く対応し
ている。Apache、Microsoft IIS、Netscapeなど主
要なWebサーバプログラム上で動作可能だ。また
エンタープライズ版は、プロキシ（Squ i d、
Microsoft Proxyなど）、 FTPサーバ（Wu-ftp、
Microsoft IISなど）にも対応している。

SiteTrackerはサーバマシン上で動作し、操作は
Webブラウザで行う。ログファイルをローカルに
コピーせずに操作できるため、帯域を無駄に使う
ことがない。
ユーザーがどのようなキーワードで検索したか、

アクセス頻度の高いサイトはどこか、初めて訪れ
たユーザーがどこから来たか、などの分析が可能。
多種のサマリレポート機能を用いて、さまざまな
視点の統計が行える。分析結果は、グラフ化して
見ることができる。また、Excel、Word、Access
などへのデータエクスポートが可能で、データの再
利用が簡単に行える。

Software

Webサイトのアクセスログを解析
「SiteTracker 4.1」

発売日 1999年11月8日

URL http://www.ascii.co.jp/

発売 株式会社アスキー
TEL 03-5351-8590
価格 9万8000円～

News Express
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Alpha 21264プロセッサを最大2個搭載可能なサ
ーバ「AlphaServer DS20E」がコンパックコンピ
ュータから発売された。価格は225万3000円から。
DS20Eは、同社のサーバ中のエントリーラインに
属する製品。OSは、コンパックTru64 Unix、
OpenVMS、Linuxに対応。
標準モデルは、500MHzのAlpha 21264（EV6）

プロセッサを1個（最大2個）、メモリを256Mバイ
ト搭載している。ハードディスクはオプション。
2000年初頭には、667MHz（EV67）のプロセッ

サ搭載モデルを追加予定。600MHzのモデルからは、
プロセッサボードの交換でアップグレードが可能。
また、3Dグラフィックス機能を付加したワークス
テーションモデルも追加される予定。
ラックマウントでの使用を前提にした設計で、

特にラック実装時は従来機のほぼ半分の省スペー
スを実現している。Alphaプロセッサの浮動小数点
演算能力を活かした科学技術計算用途、または大
規模な商用サーバに最適としている。

Hardware

デュアルCPU構成が可能なAlphaプロセッサ搭載サーバ
「AlphaServer DS20E」

発売日 1999年11月16日

URL http://www.compaq.co.jp/

発売 コンパックコンピュータ株式会社
TEL 0120-018589
価格 225万3000円～

プラネックスコミュニケーションズは、小型で低
価格のスイッチングハブ2機種（FX-05SMC、FX-
08SMC）、スイッチングポート付きデュアルスピー
ドハブ2機種（DNS-502、DNS-802）を発売した。
オープン価格だが、同社による参考価格は、6900
～9900円。
100BASE-TX／10BASE-T、全二重／半二重

（DNSシリーズは1ポートのみ）を自動認識するた
め、既存の10BASE-T環境を無駄にせず、段階的

な100BASE-TX化が行える。スイッチング方式に
は、ストア＆フォワードを採用。FXシリーズは最
大1000、DNSシリーズは最大8000のMACアドレ
スを自動学習可能。
サイズは、5ポートモデルが114mm（W）×

82mm（D）×28mm（H）、8ポートモデルが
160mm（W）×82mm（D）×28mm（H）と非常
にコンパクト。底面の磁石で、机の脇などにも設
置できる。

Hardware

小型、低価格のスイッチングハブ／デュアルスピードハブ
「FX-05SMC／FX-08SMC／DNS-502／DNS-802」

発売日 1999年11月11日

URL http://www.planex.co.jp/

発売 プラネックスコミュニケーションズ株式会社
TEL 0120-415976
価格 オープン価格

Linuxのあらゆる情報をデイリーで発信している日刊

アスキーLinux（http://www.linux24.com/）から、最新

ニュースをメールで配信するサービス「日刊アスキー

Linux Weekly News」が始まった。

毎週月曜日の朝に、日刊アスキーLinuxに掲載された

記事から1週間分をまとめてダイジェストでお届けする。

そのほか、米国の有力Linuxサイト「Linux Today」の

コラム、「Linux.com」のTips、日刊アスキーLinuxで好

評の「今日のコラム」、今週のアンケート、今週のイベ

ント、アスキーの雑誌に掲載されたLinux関連記事など

が掲載される。

週刊メールニュース「日刊アスキーLinux Weekly

N e w s 」の申し込みは、日刊アスキー L i n u x

（http://www.linux24.com/）で受け付けている。

「日刊アスキーLinux Weekly News」

http://www.linux24.com/

FX-08SMC

12/6スタート！
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米Red Hatと
米Cygnus Solutionsが合併

1999年11月16日

米国の大手Linuxディストリビュータ

Red Hatと、オープンソースの開発環境や

組み込み用ソフトウェア開発で有名な

Cygnus Solutionsが合併に合意した。法

的手続きを経て正式に合併完了するのは、

2000年1月27日となる。合併後は、Red

Hatの社長Matthew Szulik氏が社長兼

CEOに就任する。

Cygnus Solutionsは、日本法人として、

「日本シグナスソリューションズ」を構え、

組み込み用リアルタイムOS「embedded

Cygnus operating system」や、UNIX、

Windowsなどのマルチプラットホームに対

応したコンパイラ／開発ツール「GNUPro

ツールキット」、ソースコード解析ツール

「ソースナビゲータ」などを手がけている

（いずれも国内における製品名）。

今回の合併で気になるのが国内におけ

る展開だが、レッドハット、日本シグナ

スソリューション両社とも、合併発表後

間もなく、現段階では発表できるものが

ないことに加え、2000年の合併完了まで

は法的にも具体的なコメントができない

ことを告げた。よって、正式な発表は

2000年1月27日以降になる。

Red Hat （http://www.redhat.com/）

Cygnus Solutions

（http://www.cygnus.com/）

「LASER5 Linux 6.0」配付版が
マザーボードにバンドル配付される

1999年11月15日

レーザーファイブは、国内大手ベンダ

ー数社のマザーボードへの「LASER5

Linux 6.0」配付版のバンドル配付を開始

したと発表した。バンドルされる

「LASER5 Linux 6.0」配付版は、CD-

ROMと簡単なインストール案内が付いて

いる。なおバンドル先のベンダーは、契

約により公開できないとのこと。

なお同社では、今後マザーボード以外

のハードウェアへのバンドルも検討して

いる。

レーザーファイブ

（http://www.laser5.co.jp/）

オライリー・ジャパンが、「オープンソー
ス・ソフトウエア」の日本語Web版を公開

1999年11月12日

オライリー・ジャパンが、書籍「オー

プンソースソフトウェア － 彼らはいかに

してビジネススタンダードになったのか」

の邦訳を同社Webサイト上で公開してい

る。同社によれば、原著者の意向（原書

のテキストファイルが、今年5月末に米オ

ライリー社のWebサイトで公開）を翻訳

書にも反映させ、本の内容、オープンソ

ースの考え方を広く認知してもらい、こ

の運動の本質を理解してもらうために公

開に至ったとのこと。

オライリー・ジャパン

（http://www.oreilly.co.jp/）

System Commander 4の無償
バージョンアップキャンペーン

1999年11月8日

ソフトボートは「System Commander

4」から「System Commander 2000」へ

の無償バージョンアップキャンペーンを、

12月1日より開始する。キャンペーン期

間は、System Commander 2000の発売

前日まで。

System Commander 4は、Windows

98／95／3.1、WindowsNTや、Linuxを1

台のパソコンに共存させ、切り替えて使

うことができるマルチOSブートユーティ

リティ。同製品は2000年2月にSystem

Commander 2000にバージョンアップさ

れる予定。主なバージョンアップ機能は、

「Windows 2000への対応」、「NTFSや

Linuxファイルシステムのパーティション

操作のサポート」、「Activate Move／

Copy」、「Undoウィザード」、「ネットワ

ークインストール」、「OSウィザード」の

改善等が予定されている。

また、System Commander 4の姉妹製

品Commander Premium Packについて

も、System Commander 2000への無償バ

ージョンアップキャンペーンが行われる。

ソフトボート（http://www.softboat.co.jp/）

アクセスが組み込み用Webブラウザ
「NetFront for Linux」を発表

1999年11月8日

アクセスは組み込み用Webブラウザ

「NetFront for Linux」を発表した。12月

15日より、アクセスのWebサイトにて評

価版の無償配布を開始する。プログラム

の実行コードサイズは、約2Mバイトと小

さい。

NetFrontは、情報家電向けにコンパク

トに実装されたWebブラウザで、国内外

の約50製品に採用され、すでに400万台

以上が出荷されている。Linuxが組み込み

分野でも注目されているため、評価版を

無償配付し、市場のニーズの掘り起こし

を行うという。今後、市場の要求を見て、

2000年中に製品版をリリースする予定。

価格は現時点では未定。

NetFront for Linuxは、NetFrontの最新

バージョンである2.5をLinuxに移植した

もので、cookie、Javascriptなどの機能を

サポートしている。

動作環境はカーネル2.0.23以降、glibc

2.0または2.1、GTK+1.2、zlib 1.1が必要。

LASER5 Linux 6.0、Vine Linux 1.1での

動作を確認済み。

アクセス（http://www.access.co.jp/）

Linux用のジャーナルファイル
システムがリリース

1999年11月8日

米 Namesys（ The Naming System

Venture）は、Linux用のジャーナルファ

イルシステムを搭載した「ReiserFS」の

from

www.Linux24.com

News HeadlineNews Headline

News Express
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正式版をリリースした。ReiserFSはファ

イル名だけではなく、ファイルそのもの

をB-treeに収納している。またパフォーマ

ンスが向上しているという。

ReiserFSの開発には、SuSEが協力し

ており、SuSE 6.3にはReiserFSが搭載さ

れ、ジャーナリングがサポートされる予定。

ReiserFSはNamesysのサイトからダウ

ンロードできる。

Namesys

（http://www.devlinux.org/namesys）

「SoundBlaster Live!」のLinux用
ドライバをGPLに基づき公開

1999年11月8日

米Creative Technologyは、「Sound

Blaster Live!」のLinux用ドライバの正式

版 を 、 GPL（ GNU General Public

License）に基づき公開した。今までも、

同製品のドライバのβ版は公開されてい

たが、カーネルのバージョンによる制限

があった。今回のREADMEファイルには

制限については記載されていない。

今回、同社は「Creative Open Source

page」というページを持つサーバを公開

した。今後、オープンソースのソフトウ

ェアに関しては、このサーバで公開され

ることになると思 われる。現 在 、

SoundBlaster Live!用のドライバのほか

に、PC-DVD Dxr2用のβ版ドライバが公

開されている。

Creative Technology

（http://www.creative.com/）

Creative Open Source page

（http://opensource.creative.com/）

Linux上からMacintoshフォーマット
のディスクを読み書きする「Linuxmac」

1999年11月7日

米LinuxOneは、Linux上からMacintosh

フォーマットのディスクとCDを読み書き

するための製品「Linuxmac」を発表した。

Linuxmacは、マウスによるドラッグ＆

ドロップ、ポイント、クリックをサポー

トしていて、ファイルのコピーであれば単

にファイルアイコンをフォルダにドラッグ

するだけでよい。Linuxmacの全機能は、

マウスで操作可能だという。

LinuxOne （http://www.linuxone.net/）

米SGIが「Linux Kernel Crash dump
s」プロジェクトの開始を発表

1999年11月7日

米SGIは「Linux Kernel Crash dumps」

プロジェクトの開始を発表した。Linux

Kernel Crash dumpsは、システムがクラ

ッシュした場合、カーネルメモリイメー

ジを保存し、リブートするときにそのメ

モリイメージを回復、分析することによ

って、その原因を探ることができるよう

にしようというもの。システムがクラッシ

ュした場合の、信頼性が高い調査方法と

なることを意図している。

メモリイメージは、SCSIディスクの

swapパーティションへのポインタとして、

/dev/vmdumpの中に保存される。そして

再起動の際に、lcrash（Linux Crash）と

いうプログラムにより、swapパーティシ

ョンがマウントされる前に回復され、レポ

ートが/var/log/vmdumpの中に作成される。

「raw I/Oのためのパッチ」、「カーネル

の変更、ライブラリ、コマンド」、

「/etc/rc.d/rc.sysinitへのパッチ」の3つか

ら構成されており、バージョン1.0のソー

スコード、RPMともにSGIのサイトから

ダウンロードできる。

SGI （http://www.sgi.com/）

SGI - Linux Kernel Crash dumps

（http://oss.sgi.com/projects/lkcd/）

ディアイティがネットワーク設定ソフト
「LINSE」を配布開始

1999年11月5日

ディアイティは、Linux上で動作するネ

ットワークセットアップユーティリティ

「LINSE」の配布を始めた。

LINSEは、X Window System上で、メ

ールの設定やユーザーの追加／削除、

DHCPサーバ、RADIUSサーバ、プロキシ

サーバ、IPマスカレードの設定などをGUI

によって行うことができる。動作環境は

TurboLinux4.0で、Red Hat Linux6.0も確

認中。順次ほかのディストリビューショ

ンでも確認を行っていくという。

LINSEはまた、GPLライセンスのオー

プンソースとして提供される。Webから

のダウンロードは無料。CD-ROMによる

配布は入手費用として5000円が予定され

ている（開始は12月1日が予定されてい

る）。

なお、PCやPC周辺機器を販売してい

るロジテックが、LINSEを組み込んだ製

品の出荷を予定している。

ディアイティのLINSE Webページ

（http://www.dit.co.jp/linse/）

テンアートニらが、開発したシス
テムをオープンソースとして公開

1999年11月2日

外食産業のニュートーキヨーと、Java

とLinuxでシステムインテグレートを行う

テンアートニは、共同で開発したJava

ServletとLinuxによる受発注システム「セ

ルベッサ（CERVEZA）（スペイン語でビ

ールの意）」を、オープンソースとして公

開した。

提供の方法は、ソースコード、実行プ

ログラム、インストールの説明書がそれ

ぞれダウンロード可能なほか、セルベッ

サの使用、改変再利用、改変再販売も無

償で行うことができる。また、テンアー

トニでは、改変したソースコードを再登

録する仕組みを用意し、システムのバリ

エーションを拡げていく方針。テンアー

トニはこれにより、サポートサービスなど

の収益をねらう。

セルベッサは、バックエンドのデータ

ベースにOracle8 for Linuxを採用し、

Java ServletやXMLによるアプリケーショ

ンサーバを構築。ニュートーキヨーのチ

ェーン200店舗を結ぶ。

ニユートーキヨー

（http://www.newtokyo.co.jp/）

テンアートニ

（http://www.10art-ni.co.jp）
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News Express

DistributionDistribution
メディアラボは、Windowsとの親和性が高いLinuxディスト

リビューション「Linux MLD 4」を8800円で発売する。

「Linux MLD 4」は、Windows 95／98、Windows NT 4.0か

ら、インストールできるLinuxパッケージの最新版。今回のバ

ージョンアップで、カーネルは2.2.12、X Window Systemの標

準環境はKDE 1.1.2になった。XFree86は、最新版の3.3.5を採

用し、より多くのビデオカードでX Window Systemが利用で

きるようになった。商用ソフトウェアは、「Wnn6 Ver.3」、

「DynaFont（5書体）」がバンドルされる。

Windows 95／98からインストールする場合、インストーラ

がWindowsからハードウェア情報を読み、デバイスを自動設定

する。また、WindowsのFAT領域にインストールできるため、

パーティションを切り直す必要もない。さらに、Windowsのネ

ットワークで、ほかのマシンに接続されたCD-ROMドライブが

利用できれば、ネットワークインストールをすることもできる。

FAT領域にインストールするとはいえ、Linuxの標準ファイ

ルシステムであるext2のディスクイメージを1つのファイルとし

てFAT上に作り、そのイメージをloopbackデバイスによってマ

ウントするので、ファイル名なども通常のLinuxと全く同じよ

うに利用できる。また、通常のディストリビューションと同じ

ように、ext2パーティションを作って、そこへインストールす

ることも可能だ。

メディアラボ（http://www.mlb.co.jp/）

Windowsパーティションにインストールできる「Linux MLD 4」12月10日発売

米Caldera Systemsはネオナジーと提携し、11月27日に

「OpenLinux 2.3 日本語版」を発売した。価格は1万2800円で、

販売をネオナジーが行う。カーネルは2.2.10。デスクトップ環

境はKDE 1.1.2で、ディスプレイでの視認性にすぐれた日本語フ

ォント「さいもん」を採用。商用アプリケーションは、かな漢

字変換ソフトウェアATOK12 SE、Wnn6 Ver.3、日本語ワード

プロセッサdp/NOTE、パーティショニングツールPartitionMagic

Caldera Edition、ブートマネージャBootMagicなどが付属する。

付録CD-ROM No.2にFTP版を収録したので、インストールする

場合は、42ページからの記事を参考にして欲しい。

ネオナジー（http://www.openlinux.ne.jp/）

Caldera Systems、ネオナジー「OpenLinux 2.3 日本語版」を発売

10月29日に、Slackware 7.0がリリースされた。Slackware

7.0はコアコンポーネントに、カーネル2.2.13とglibc 2.1.2を採

用しており、X Window Systemとデスクトップ環境には、

XFree86 3.3.5、KDE 1.1.2、October Gnome（1.0.53）が使

われている。

Slackwareの前バージョンは4.0であったが、新バージョンは

いきなり7.0となった。Slackware ProjectリーダーのPatrick

Volkerdingは、次のように語っている。

「他のディストリビューションが、マーケティング目的のた

めにバージョンナンバーを上げているため、（バージョンナンバ

ーが若い）Slackwareの内部のソフトウェアは、古いものだと

いう誤解を招いている。Slackwareのライブラリ、コンパイラ

などは、一般に6.0といわれているものよりも、良いもののは

ずだ。今後、ほかのディストリビューションがバージョンナン

バーを上げなければ、もうこういう事はやらないつもりだ」

インストーラはテキストベースで、デザインは4.0までのバー

ジョンとまったく同じになっている。

SlackwareのWebサイトのほか、いくつかのミラーサイトか

ら、ダウンロードが可能だ。またCD-ROM4枚組のSlackware

7.0がWalnut Creekから39.95USドルで発売されている。

Slackware (http://www.slackware.com/) 

「Slackware 7.0」がリリース
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ターボリナックス ジャパンは、11月29日に、「TurboLinux

Server 日本語版 6.0」、「TurboLinux 日本語版 6.0 SOHO

Edition」を発売すると発表した。価格は、「TurboLinux Server

日本語版 6.0」が2万9800円、「TurboLinux Server 日本語版

6.0 SOHO Edition」は1万9800円。教育／研究機関を対象にし

たアカデミックプライスは、それぞれ1万9800円と1万4800円。

両製品は、セキュリティや安定性を重視した、サーバ構築用

Linuxディストリビューションの最新版だ。旧バージョンのカ

ーネルが2.0.38だったのに対し、新バージョンでは2.2.13を採

用。これにより、マルチCPUでのSMP環境でパフォーマンス

大幅に向上した。「TurboLinux Server 日本語版 6.0」は、セキ

ュリティ上危険性のあるパッケージを排除し、Enhanced

Software Technologiesの商用バックアップソフトウェア

「BRU」をバンドルする。

また、今回ラインナップに加わったエントリーモデルの

「TurboLinux Server 日本語版 6.0 SOHO Edition」には、

「BRU」はバンドルされないが、ホライズン・デジタル・エン

タープライズの「HDE Linux Controller for TurboLinux 」をバ

ンドルする。「HDE Linux Controller for TurboLinux 」は、

Webブラウザからサーバ設定や起動・停止、バックアップなど

が行えるツールだ。

両製品とも、対応ハードウェアの認識・設定、インストール

までの範囲で、WebおよびE-Mailによるサポートを90日間、3

インシデントまでサポートする。

既存のTurboLinux Server 日本語版ユーザー、同アカデミッ

クユーザーには、同社のWebサイトを通じアップグレード価格

での販売が行われる。

なお、同社は11月29日に東

京都渋谷区3-3-5 モリモビル5

階に移転した。

ターボリナックスジャパン

（http://www.turbolinux.co.jp/）

「TurboLinux Server 日本語版 6.0」12月15日発売開始

カナダのCorelは、11月15日に「Corel LINUX 1.0」をリリ

ースした。ダウンロード版は同日より、製品版は11月30日よ

り出荷される。

Corel LINUXは、Debian GNU/Linuxをベースにしたディスト

リビューション。英語版のCorel LINUXは、カーネルに安定版

の2.2系列を採用し、デスクトップ環境にKDEのカスタマイズ

バージョンを用いている。さらに入力する項目がわずか4カ所

のインストーラ、Windowsネットワークの参照、FTP機能の統

合を行ったオリジナルのファイルマネージャなどCorel独自の

ソフトウェアが含まれる。

これらの機能を含んだダウンロード版は、同社のFTPサイト

から取得できる。ダウンロード版に、Netscape Communicator、

Adobe Acrobat Reader、Corel WordPerfect 8 for Linux（ライ

ト版）や、そのほか再配布可能なソフトとソースコードCD-

ROMを加えたスタンダード版は59.95USドル、スタンダード

版にCorel WordPerfect 8 for Linux（完全版）、BRU Backupソ

フト（パーソナル版）、Civ i l i za t ion（ゲーム）、4Fron t

Technologiesの拡張OSSサウンドドライバなどを加えたデラッ

クス版は89.95USドル。

なおCorelは11月1日の記者会見で、時期は未定としながら

も、Corel LINUXの日本語化を行うと発表した。日本での取り

扱いは、メディアビジョンが行う。

Corel （http://www.corel.com/）

「Corel LINUX 1.0」11月30日より北米で出荷開始

カナダのStormix Technologiesは、Storm Linuxベータリリ

ース4を発表した。10月にリリースされた、ベータリリース3の

不具合を修正したもの。同社のFTPサイト、またはミラーサイ

トから、ダウンロード可能。

Storm Linuxは、Debian GNU/Linuxベースのディストリビュ

ーションで、Storm Administration System（SAS）と呼ばれる

ツールが特徴だ。SASにより、ネットワーク上のマシンをリモ

ートで管理、設定することができ、SASのインターフェイスは、

キャラクターベース、GUIの両方をサポートしている。Storm

Linuxのインストールは、SASを利用したグラフィカルインター

フェイスで行う。インストール後は、普通のDebian GNU/Linux

と同等の機能を持つ。

また同社は、製品版のStorm Linux 2000に関するアナウンス

も近日中に行う予定。StarOffice 5.1a、VMware（試用版）、

Applixware Office 4.4.2（試用版）など多数のソフトをバンド

ルする。

Stormix  Technologies（http://www.stormlinux.com/）

「Storm Linux Betaリリース4」発表
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トラストガード/TGDFは、IDEイ

ンターフェイスに接続するミラーリ

ング（RAID1）専用のRAIDディス

ク・ユニットである。ミラーリング

とは、2台以上の記憶デバイスの間で

まったく同じデータのコピーを保持

することで、1台が故障してもデータ

のアクセスを途絶させない技術であ

る。本機の場合、1インチ厚の3.5イン

チIDEハードディスクを2台まで内蔵

し、一方のハードディスクが故障し

ても、残ったハードディスクで稼働

することによりシステムを運用し続

けられる。

今回評価したのは、1999年12月末

までの限定キャンペーンモデル（13G

バイトのみ）である。なお、試用機

は出荷前の試作品なので、仕様や性

能が製品版と異なる可能性がある。

;; ----------------------------

Linuxでも専用ドライバは必要なし

;; ----------------------------

ハードウェアでRAIDを実現する製

品には、PCIバスなどのシステムバス

にRAIDコントローラを接続するタイ

プと、SCSIやIDEのケーブルにRAID

コントローラを接続するタイプに大

別できる。本機は後者のタイプに属

し、PCから見ると単なるIDEハード

ディスクとして認識される。そのた

め、PC側のIDEハードディスク用ド

ライバが存在し、かつハードウェア

レベルでの接続に問題がなければ、

利用可能だ。つまりOSごとに本機専

用のドライバを必要としないという

メリットがある。もちろんLinuxで

も利用できるし、そのほかのOSにつ

いても、表1のように動作保証されて

いる。

シリンダ／ヘッド／セクタ数ある

いはLBAのセクタ数などのジオメト

リパラメータは、内蔵ハードディス

クのものがそのままPCに伝えられる

ようだ。メーカーによれば、一般的

なIDEデバイス同様、本機とほかの

OSを選ばないIDE接続のミラーリング専用RAIDディスク

トラストガード/TGDF
Linux／FreeBSDで利用可能な日英／英日翻訳ソフト

翻訳魂

32

34

最近のハードディスクは容量増加が著しいが、故障時の損失も増大しているので、ハードウ
ェアRAIDで信頼性を高めたいというニーズは強まっている。Linuxの場合、専用ドライバの
いらない本機のようなRAIDディスクが、こうしたニーズに対するひとつの解といえよう。

トラストガード/TGDF

OSを選ばないIDE接続のミラーリング専用RAIDディスク

製品名 トラストガード/TGDF
価格 9万9800円（13Gバイト／1999年12月末までのキャンペーンモデル）

12万8000円（13Gバイト）～18万2000円（34Gバイト）
問い合わせ先 株式会社エヌエスピー研究所

E-mail: trustguard@nspi.co.jp、TEL. 0120-797-112
http://www.nspi.co.jp/

Linuxでも専用ドライバは
必要なし
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IDE／ATAPIデバイスを1本のケーブ

ルに接続して運用できるという。セ

ットアップからソフトウェアのイン

ストール、運用まで、単体のIDEハ

ードディスクと同じ扱いができるわ

けだ。

;; ----------------------------

性能は単体のハードディスクとほぼ同じ

;; ----------------------------

本機のフロントパネルには、各ハ

ードディスクごとに電源やアクセス、

故障などを示すインジケータLEDが

備わっている。ドライブが故障して

アクセス不能になると、故障を示す

LED（Fault LED）が赤く点灯してブ

ザーが鳴り出して、ユーザーに知ら

せる。その際、PCの電源を止めずに

故障したハードディスクを取り出し

て、新品に交換できる。その後、無

事だったハードディスクから新品へ

データをコピーするリビルドという

作業が自動的に行われる。リビルド

中でも、PCから本機へは読み書き可

能だ（もちろんアクセス速度は遅く

なるが）。つまりドライブが1台故障

してから回復するまで、PCを止める

ことなく運用を続けられるわけだ。

なお、PCからのアクセスがまったく

ない状態で13Gバイトモデルの試用機

がリビルドを完了させるのに、約1時

間20分かかった。

RAIDで気になる性能については、

内蔵ハードディスクを単体で使うの

とほぼ同じといえそうだ。Red Hat

Linux 6.1JにてBonnieというベンチマ

ークでテストしたところ、シーケン

シャル書き込みでは13％ほど本機の

ほうが単体のハードディスクより遅

かったが、逆に読み出しはわずかに

速いくらいで、実用上問題はないだ

ろう（転送レートは16M～17Mバイ

ト/秒だった）。ただしこれはあくま

でもUltraDMA/33での結果で、PIO

モードでは1Mバイト/秒を切ること

すらあり、実力をまったく発揮でき

ない。本機はなるべくUltraDMA/33

モードで使いたいところだ（なおキ

ャ ン ペ ー ン 以 外 の 通 常 モ デ ル は

UltraDMA/66に対応している）。

;; ----------------------------

小規模システムへ手軽にRAIDを導入するのに好適

;; ----------------------------

SCSIディスクを用いる上位機種の

TGDPシリーズと比べると、本機は容

量や速度を高めるRAIDレベルに対応

していない、故障発生を遠隔地に知

らせられない、といった制限がある。

しかし、RAIDに慣れていないユーザ

ーが比較的容易に扱えることもまた

事実だ。そのほか、ディスクの予備

を用意しておけば、ディスクを交換

するだけで、その時点でのバックア

ップを取れるという副次的な機能も

あって便利だ。本機は、クライアン

トPCや小規模なネットワークでのフ

ァイルサーバをIDEハードディスクで

運用している環境で、ディスクサブ

システムの信頼性を高めたい場合に

好適だろう。

性能は単体のハードディスク
とほぼ同じ

小規模システムへ手軽に
RAIDを導入するのに好適

写真1

フロントパネルを空けて内蔵ハードディスクを取り出すところ。ハー
ドディスクは専用アダプタで装着されており、鍵を開けて取り外す。
装着時には、鍵を閉めると自動的にハードディスクの電源がオンにな
る。ディスクの冷却にも注意が払われており、2つの空冷ファンを装
備したり、熱伝導のよい金属製ケース（クロームメッキ）を採用した
りしている。

写真2

背面を覆っている金属
カバーを取り外したと
ころ。ユーザーが触れ
るのは、IDEコネクタ
と電源コネクタ、マス
ター／スレーブ設定用
ジャンパポストだけだ。
普通のIDEハードディ
スクと同じであり、設
定やケーブルの接続は
容易といえる。基板上
にあるほかの部品は、
RAIDのコントロール回
路の一部で、この裏面
に主な回路が実装され
ている。

記録容量 13Gバイト～34Gバイト
PCとのインターフェイス UltraDMA/66対応IDE（キャンペーンモデルのみUltraDMA/33）
内蔵ハードディスク UltraDMA/66対応7200rpm IDEハードディスク
機能 ミラーリング（RAID1）、ホットスワップ可、ブザー音による故障の通知
装着可能なドライブベイ 5.25インチ・フルハイト
動作保証OS Windows 98／NT／2000、Linux、SGI IRIX、Sun Solaris
最大消費電力 DC5V： 7A、DC12V： 4A（いずれも瞬間最大値）
外形寸法（mm） 149（W）×230（D）×85（H）
重量 約3kg（内蔵ハードディスク2台を含む）
保証期間 ハードディスク：1年（交換・即日配送）、空冷ファン：1年（修理・交換）、

コントローラ部：3年（修理・交換）
表1 トラストガード/TGDFの主な仕様
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オムロンソフトウェアから11月5日

に、Linux／FreeBSDに対応した日

英・英日翻訳ソフト「翻訳魂」が発

売された。WindowsやMacintosh向

けの翻訳ソフトと決定的に違うとこ

ろは、クライアント／サーバ型の構

造を持つことである。そのため、ク

ライアントとサーバを別のマシンで

動かすといった、分散処理も可能で

ある。

Mule（Emacs）クライアントは

Lisp言語で記述されていて、そのソ

ースコードはGPLライセンスで公開

されている。また、クライアント／

サーバ間の翻訳のためのプロトコル

も公開されているので、技術があれ

ば、自分好みのクライアントプログ

ラ ム を 作 成 で き 、 W i n d o w s や

Macintoshからさえも利用可能である

（インストール後のファイル/usr/local/

honyaku/lisp/PROTOCOLにプロト

コルが説明されている）。

インストールは、製品付属のイン

ストールツールInstallをroot権限で実

行する。インストール先のディスク

（デフォルトでは/usr/localディレク

トリ以下）に十分な空きがあれば、

メニューに答えていくだけで、イン

ストール、サーバ設定が終了する。

今回はLASER5 Linux 6.0で試用した。

;;

;;X版翻訳クライアントxhonyaku

;;

X Window System環境が使えるな

らば、GUIをもつ翻訳クライアントを

利用できる。コマンド名はxhonyaku

である。使い方はいたって簡単。2分

割されたウィンドウの上半分（原文

入力領域）に文書を書き込み、文書

に合わせて左上の「E／J」（英文和訳）

または「J／E」（和文英訳）ボタンを

押すだけである。するとウィンドウ

の下半分（翻訳結果表示領域）に翻

訳結果が表示される。

まず英文和訳を試してみる。使っ

Linux／FreeBSDで利用可能な日英／英日翻訳ソフト

インターネット上の資源を活用したり、PC-UNIXを使いこなしたりするためには、英文を
読み書きしなければならない場面が、まだまだ多い。英語が苦手で、憂鬱になっている人の
ためのお助けソフトがついにLinux／FreeBSDで利用できるようになった。

翻訳魂

製品名 翻訳魂
価格 1万5000円（標準添付：１ライセンス）

追加ライセンス（別売）7800円（１ライセンス）
問い合わせ先 オムロンソフトウェア株式会社

TEL 044-246-6006
http://www.omronsoft.co.jp/

X版翻訳クライアント
xhonyaku

画面1

X版クライアントでの翻訳例。上側のウィンドウに元の文章を入れて、左上の
「E／J」ボタンを押すと数秒後には結果が得られる。

画面2

和文英訳も同様に、日本語の文章を入力して「J／E」ボタンを押すだけで翻訳さ
れる。



た例文は、Solarisの2000年問題パッ

チを当てるときに表示されたメッセ

ージである。リモートログインして

いるターミナルからこのメッセージ

をコピー、翻訳クライアントのウィ

ンドウの上半分にペーストし、「E／J」

ボタンを押すと、翻訳結果が下のウ

ィンドウに表示される（画面1）。

こ れ く ら い の 文 書 で あ れ ば 、

Pentium 166MHzマシンで、5秒くら

いで結果が出る。HDDの音などを聞

いていると、辞書参照のためにかな

り大きな資源を使っているようであ

る。より速い処理を求めるなら、

CPUパワーより、ディスクアクセス

の速さに気を使ったほうがよさそう

である。

日本語の文章が少しぎこちない感

じだが、英日が対になって結果が表

示されるので、意味を取りたい場合

の手助けには便利である。コンピュ

ータ専門語辞書も搭載されているの

で、コンピュータメッセージ、ネッ

トワークセキュリティ情報（CERT

Advisory）など、読むのに時間をか

けられない文書を参照する場合、特

に便利だろう。

次に和文英訳を試してみる。ちょ

っとしたツールを作り、いろんな人

に使ってもらいたい場合、英文の説

明書を付けておけば、思いがけない

人にも使ってもらえるかもしれない。

そんな場面を考えて例文を作り、翻

訳させてみた結果が画面2である。

文章の入力は、コピーペーストで

貼り付けてもよいが、ウィンドウの

上半分（原文入力領域）ではXIMプ

ロトコルをサポートしているので、

xwnmoやkinput2などのIMを利用し

て直接入力もできる。翻訳結果は、

同じくコピーペーストで別のアプリ

ケーション（エディタなど）に貼り

付けて最終的な文書に仕上げる。

;;

;;Mule版翻訳クライアント

;;

「翻訳魂」の翻訳サーバの機能は、

X版クライアントxhonyakuで使い切

っているわけではない。

もうひとつの付属クライアント、

エディタMuleから呼び出して使う

Mule版クライアントでは、訳語や品

詞候補を表示しながらの再翻訳、単

語辞書引きなどができる。また、こ

のクライアントは、emacs-lispで記述

されており、Muleが動作する環境が

あれば利用でき、カスタマイズする

ことも可能である。

Muleでは範囲を指定してから、英

日なら［F9］を、日英なら［F10］キ

ーを押すと翻訳される。Ema c s

（Mule）で、先ほどの英文を使用して

訳語候補の表示を行ってみた（画面

3）。翻訳結果が不自然だった場合に、

英文の単語にカーソルを移動してス

ペースキーを押すと、訳語候補の一

覧が表示され、その中から適切な訳

を選ぶと再翻訳される。

ほかに、青空文庫（http://www.

aozora.gr.jp/）にあるような文学作品

なども試してみたが、わからない部

分は日本語のまま残したり、あまり

に時間がかかる場合（複雑な文章）

には、翻訳をあきらめるなど、無理

のない軽快な翻訳を持ち味としてい

るように感じた。

製品のもうひとつの顔であるマニ

ュアルは、簡潔に要領よくまとめら

れていて好感が持てる。印刷された

物は、インストールに必要な部分だ

けで、CD - ROM内のマニュアル

（doc/ディレクトリ以下のドキュメン

ト）が、すべてのマニュアルである。

ネットワークライセンス方式を採

用しているため、1人で複数のウィン

ドウで実行したり、複数の人が同時

に使うためには追加ライセンスを購

入する必要がある。それにしても、

昔のUNIX上の翻訳ソフトの値段を知

っている人には、驚異的な低価格だ

ろう。
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Mule版翻訳クライアント

画面3

Mule（Emacs）版翻訳クラ
イアントを使うと、英単語
から訳語候補を一覧表示、
選択することで再翻訳が可
能だ。
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Red Hat Linux 日本語版6.1

OpenLinux 2.3 日本語版
1999年10月号で紹介したCaldera OpenLinuxの最新バージョ
ンが日本語化されてデビューした。早い時期からKDEを採用し、使い
やすいデスクトップ環境を提供してきたOpenLinuxだが、ディスプ
レイで読みやすい日本語フォントを採用するなど、そのこだわりは日本
語版にも受け継がれている。グラフィカルなインストーラ「Lizard」
も日本語化され、よりインストールがしやすくなった。日本に上陸した
ばかりの新ディストリビューションを紹介する。
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も日本語化され、よりインストールがしやすくなった。日本に上陸した
ばかりの新ディストリビューションを紹介する。

米国でのリリースから1カ月、Red Hat Linux 6.1の日本語版が登
場した。GUIインストーラ「Anaconda」は日本語化されており、不
慣れなユーザーでも画面上でヘルプを参照しながら、インストールが可
能だ。またハードウェアの自動認識システム「kudzu」によって、パ
ーツの交換、追加も手間いらずで行える。「デファクトスタンダード」
Linuxの最新バージョンを紹介する。

米国でのリリースから1カ月、Red Hat Linux 6.1の日本語版が登
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Linuxの最新バージョンを紹介する。

OpenLinux 2.3 日本語版

Red Hat Linux 日本語版6.1
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Red Hat Linux 6.1（英語版）が10

月4日に発売されたとお知らせしたの

は、先月号のことだ。その1カ月後の

11月12日に、日本語に対応したRed

Hat Linux 6.1日本語版が、1万2800円

で発売された。

システムのコアコンポーネントであ

るカーネルは2.2.12、Cライブラリは

glibc 2.1.2と米国版と同じバージョン

を用いている。デフォルトのデスクト

ップ環境であるGNOMEは1.0.39に、ま

たKDEは1.1.2と前のバージョンよりも

新しくなっており、安定さを増してい

る。さらにXFree86も3.3.5になってお

り、対応するビデオカードが増えてい

る。新しめのビデオカードを使ってい

ても大丈夫だ。

ついにRed Hatも「Anaconda」と

呼ばれるグラフィカルインストーラを

採用した。テキストベースでもGUIで

も、最終的に設定する項目は変わらな

いのだが、GUIのほうが簡単なように

思えるから不思議だ。またインストー

ル中、画面左側に常に説明文が表示さ

れているため、初心者への負担はずい

ぶんと軽減されている。

バージョン6.1の目玉とも言える新機

能が、ハードウェアの自動検出／設定

プログラム「kudzu」だ。「くず」と読

んで、たいしたものじゃないと思うの

は、間違いだ。

システム起動時のメッセージに

「Checking for new hardware」とい

う行があるはずだ。これが「kudzu」

の出力だ。ビデオカードやネットワー

クカードを変更すると、この出力の後

で、ハードウェア環境の変更を検出し

たというメッセージと、それにともな

う設定の変更内容が表示される。ユー

ザーは内容を確認したうえで、変更を

指示できるというわけだ。もちろん、

マシンを再起動する必要などまったく

ない。もし手元に予備のハードウェア

があるなら、ぜひ一度「kudzu」の機

能を試してみたい。

製品版には、日本語入力ソフトウェ

アのATOK12 SE、Wnn6 Ver.3、日

本語ワープロの一太郎Ark for Java

Technology Preview、 dp/NOTE、

そしてTrueTypeフォントのDynaFont

が5書体含まれている。

ただ、収録のしかたには、もう一工

夫が望まれる。たとえば、ATOK12

SEはtarボールの形式で収録されてい

る。できればRPMパッケージ化してお

いて、コマンド一発で済むようにして

欲しいものだ。

登録したユーザーは、インストール

関する30日間の電話サポート、90日間

の電子メールによるサポートが受けら

れる。また登録ユーザー専用のFTPサ

イトが、180日間優先的に利用可能だ。

付録CD-ROM No.1に商用ソフトウ

ェア、サポート権を含まないFTP版

Red Hat Linux 6.1日本語版を収録し

た。

Red Hat Linux 6.1日本語版

画面1
デスクトップ画面。
デフォルトでは、
GNOMEを採用して
いる。

画面2
gEdit上でATOK12
を使用中。

注目の新機能

サポート

付属の商用ソフト

付録CD-ROMに
FTP版を収録

レッドハット株式会社
03-3257-0411

http://www.jp.redhat.com/
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Red Hat Linux 6.1のインストール
グラフィカルインストーラ Anaconda

CD-ROMブート可能なマシンでは、Red Hat Linux 6.1日

本語版（以下Red Hat 6.1J）のCD-ROMをドライブに入れ

て再起動します。CD-ROMブートできない場合は、Win

dows上で起動用フロッピーを作ります。手順は以下の通り。

(1)Red Hat 6.1JのCD-ROMをドライブにセット。(2)DOS

窓を開き、D: [Enter]と入力。CD-ROMドライブが「D:」以

外の場合は、それを入力。(3)cd ¥dosutils [Enter]と入力。

(4) rawrite -f ¥images¥boot.img -d a [Enter]と入力。(5)

「 Please insert a formatted diskette into drive A: and

press --ENTER--:」と表示されたら、フォーマット済みの

フロッピーディスクをAドライブに入れ、Enterキーを押し、

しばし待つ。

インストーラの起動

CD-ROM、またはフロッピーから起動すると、黒地に「Welcome to Red

Hat Linux 6.1!」と表示されますので、[Enter]を押します。

旧バージョンと同じテキストベースでインストールしたい場合、またはグラフィ

カルインストーラが動作しなかった場合は、text [enter]と入力します。

キーボードの選択

キーボードの種類を選択します。106または109タイプのキーボードならば、

モデルは「Japanese 106-key」を、レイアウトに「Japanese」を選びます。

しかし、インストーラに不具合があるため、この設定は反映されません。そこで

L i n u x を 起 動 後 、 次 の よ う に 設 定 す る 必 要 が あ り ま す 。 ま ず 、

/etc/sysconfig/keyboardというファイルにエディタで「KEYTABLE=jp106」

と記述します。続いて/etc/X11/XF86ConfigというファイルのSection

keyboardでXkbModelに「"jp106"」を、XkbLayoutに「"jp"」をそれぞれ記

述します。これでコンソール、X Window Systemどちらの環境でも、キー配列

が正しくなります。

マウスの選択

現在使われているマウスは、ほとんどがPS/2マウス、またはシリアルマウスで

す。これらを使っているなら、「Generic」という項目の下から選びます。2ボタ

ンマウスを選ぶと、自動的に「３ボタンマウスのエミュレーションを設定します

か？」という項目が有効になります。これは左右のボタンを同時に押すことで、中

ボタンの代用をさせる機能です。
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インストールパス

ここから先のインストール方法を選択します。「GNOMEワークステーション」

「KDEワークステーション」「サーバ」は、そのマシンをRed Hat 6.1J専用にす

る際に便利な選択肢です。これらを選択すると、ハードディスク内の今あるパーテ

ィションを削除します。すでに別のOSがインストールされていて、デュアルブー

トで使用するつもりなら、絶対に選択してはいけません。Windowsとのデュアル

ブート環境や、インストールするソフトを自分で決めたいときは、「カスタム」を

選びます。

以下、「カスタム」を選択したと想定して、説明を続けます。

「アップグレード」は、Red Hat Linux 6.0などに上書きアップグレードする

際に選択します。

パーティション設定を自動的に行う（前画面で「カスタム」以外を選択時）

この画面はインストールパスの設定画面で、「カスタム」以外を選択したときに

現れます。「データの削除」を選ぶと、今あるパーティションやデータをすべて削

除して、Red Hat 6.1J用にパーティションを切り直しますので、Red Hat

6.1J専用マシンにするとき以外は選択してはいけません。

「パーティションを自分で設定する」を選ぶと、インストールパスの画面で「カ

スタム」を選択した場合と同じ画面に移動します。

パーティション

手動でパーティションを設定します。Red Hat 6.1Jをインストールするには、

少なくともLinuxシステム用とスワップ用の2つのパーティションが必要です。

Linuxシステム用のパーティションを作るには「追加」ボタンを押し、サブウィン

ドウで「マウントポイント」を「/」に、「パーティションタイプ」を「Linux

native」に、「サイズ」をMバイト単位で指定します。全部のパッケージをインス

トールするには、2Gバイト（2048Mバイト）程度あれば大丈夫です。

スワップパーティションは、「パーティションタイプ」を「Linux swap」にし

ます。サイズは64～128Mバイトくらいが適当です。

デュアルブート環境を作る際には、パーティション構成をメモしておくことをお

勧めします。

フォーマットするパーティションの選択

ここではLinuxをインストールするパーティションが表示されています。画面で

は/dev/hda5になっています。チェックが入ったパーティションはフォーマット

され、その中のデータは削除されます。そのパーティションを本当にフォーマット

してもよいのか、もう一度確認しましょう。

「フォーマット中に不良ブロックを検査する」にチェックをしておくと、フォー

マット中にハードディスクの不良ブロックを確認します。フォーマットに時間がか

かりますが、チェックしておくのが安全です。
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LILO設定画面

Linuxを起動するローダの設定です。「ブートディスクを作成する」をチェックす

ると、この後で起動用フロッピーを作成します。備えあれば憂いなしなので、作成

しておきましょう。「LILOをインストールしない」は、常に起動用フロッピーを用

いる場合にチェックします。

「LILOブートレコードをインストールする場所」は、システムコマンダーなどの

ブートセレクタを利用しているならば、「ブートパーティションの最初のセクタ」を

選びます。Red Hat 6.1J専用マシンにする時や、Windows 9xとのデュアルブ

ートをさせる時は、「マスターブートレコード」を選びます。

画面下のリストからLILOに登録するOSを選択し、ラベルを付けると、そのOS

を選んで起動できるようになります。

ネットワークの設定

インストーラがネットワークカードを自動認識していると、この画面が表示され

ます。「DHCPを使って設定する」は、LAN内のDHCPサーバからIPアドレスを

取得する場合に選びます。IPアドレスを固定的に設定する場合は、IPアドレス以

下の各項目を指定します。

タイムゾーンの選択

マシンの設置場所と協定世界標準時（UTC）の時差を設定します。日本国内で

使うならば、世界地図上で東京を指定します。

アカウントの設定、認証の設定

ユーザー登録とパスワードの設定を行います。「rootパスワード」とすぐ下の

「確認」欄には、rootユーザーのパスワード（同じもの）を入力します。

必要に応じて一般ユーザーの登録も行います。数字のみのユーザー名は、登録で

きません。（例、326→不可、suzuki3→可）

認証の設定画面では、ネットワーク上のNISサーバで認証を行う場合に「NISを

有効にする」をチェックします。詳細についてはネットワーク管理者へ問い合わせ

てみてください。家庭内で小規模なLANを試してみる際には、設定を変更する必

要はありません。
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パッケージグループの選択

インストールしたいパッケージを選択します。どれを選んでよいのか分からなか

ったら、「Everything（全部入り）」にしてみましょう。

Xの設定

インストーラがビデオカードの自動検出を行った結果が、表示されています。こ

こで正しく認識されていれば、そのまま進みます。うまく自動認識されていない場

合は、下の「Xの設定を行わない」をチェックして先に進み、再起動後に

XF86Setupなどを使って設定します。

XF86Setup起動時に文字化けが発生する場合には、画面左下のボタンを押し

てXF86Setupを終了し、コマンドラインから「export LANG=C」と入力後、

再度XF86Setupを起動してください。

「X設定のカスタマイズ」をチェックすると、次の画面で解像度や色数を指定で

きます。「グラフィカルログインの使用」をチェックするとマシン起動時にグラフィ

カルなログイン画面が表示されます。

インストール開始

以上でインストールに関する設定は、終わりました。「次」を押すとパッケージ

のインストールが始まります。少々時間がかかりますが、じっと待ちましょう。進

行状況が棒グラフで表示されます。

インストール終了

これでインストール完了です。CD-ROMやフロッピーディスクをドライブから

抜いて、右下の「終了」ボタンを押すと、マシンが再起動し、Red Hat Linux

6.1日本語版が起動します。
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10月号で紹介したCaldera Open

L i n u x が正 式 に日 本 語 対 応 し、

OpenLinux 2.3 日本語版として、11月

27日に発売される。価格は1万2800円。

Caldera OpenLinuxは、米Caldera

Systems社が開発・販売・サポートを

手がける、米国で人気のディストリビ

ューションだ。今回発売されるOpen

Linux 2.3 日本語版（以下OpenLinux）

は、東京にあるインターネットソリュ

ーションプロバイダー、ネオナジーが

国内販売を行う。

システムは、カーネル2.2.10、日本語

Localeに対応したglibc 2.1.1を採用。

デスクトップ環境は、日本語対応版の

KDE 1.1.2で構築され、同梱の各種ソ

フトウェアも日本語化されている。

KDE（The K Desktop Environment）

は、UNIX系OSで利用可能な統合デス

クトップ環境で、美しいデザインと高

い機能を持つ。OpenLinuxでは、日本

語に対応するだけでなく、ディスプレ

イ表示を前提にデザインされたフォン

ト「さいもん」を標準装備し、メニュ

ーなどの文字表示に利用している（画

面1）。

Xサーバは、XFree86 3.3.5+X-TT

パッチで、日本語TrueTypeフォント

をきれいに表示できる。

OpenLinuxは、グラフィック表示に

よ る わ か り や す い イ ン ス ト ー ラ

「Lizard」により、Linuxの初心者でも

比較的簡単にインストールできる。実

際のインストール手順は、次ページか

らの解説を参考にしてほしい。

ソフトウェアパッケージ管理システ

ムは、標準になりつつあるRPM（Red

Hat Package Manager）だ。

製品版には、日本語入力ソフトウェ

アATOK12 SE、Wnn6 Ver.3、サウ

ンドシステムOpen Sound System

（OSS）がバンドルされる。さらに、日

本語ワードプロセッサdp/NOTE、英

語ワードプロセッサWordPerfect 8も

含まれる（画面2）。

また、製品版にはWindowsなど、ほ

かのOSとのマルチブート環境を構築す

るのに便利なパーティショニングツー

ル PartitionMagic Caldera Edition、

ブートセレクタBootMagicも同梱され

ているので、マルチブートを考えてい

る初心者のかたにはパッケージ購入を

お勧めする。

30日間までの電話サポート、あるい

は90日間までの電子メールによるサポ

ートが、あわせて5件まで無料で受けら

れる。Linuxのインストールのほか、

インターネット接続、メールクライア

ント環境など、ソフトウェアの基本的

な設定についても標準サポートされる。

付録CD-ROM No.2に商用ソフトウ

ェア、サポート権を含まないFTP版

OpenLinuxを収録した。今までの日本

語ディストリビューションとは一風変

わったOpenLinuxを体験してほしい。

OpenLinux 2.3 日本語版

画面1
GNOMEと並んで人気の高
いデスクトップ環境のKDE
を日本語化。メニューにデ
ィスプレイフォント「さい
もん」を採用。KDE付属の
予定管理ソフトKOrganizer
も日本語化されている。

画面2
製品版に付属の英語版
WordPerfect 8で GPL
Ver.2を表示。自動的に
文法チェックをしてくれ
るのが嬉しい。日本語を
使う場合は、dp/NOTE
が利用できる。

株式会社ネオナジー
03-3252-4300

http://www.openlinux.ne.jp/

Linuxとしての基本スペック

商用ソフトウェア

サポート

付録CD-ROMに
FTP版を収録
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OpenLinux 2.3日本語版のインストール
グラフィカルインストーラ　Lizard

使用言語、マウス、キーボードの選択

アニメーションのあと、言語の選択画面になります。デフォルトの「Japanese」

を選び、「次へ>>」ボタンを押して次に進みます。

続いてマウスの設定をします。ここでマウスを動かすと自動的に種類を判別しま

すが、うまくいかないときはキーボードで設定します。2ボタンマウスを使ってい

るなら、「3ボタンのエミュレーション」にチェックするとよいでしょう。これは、

左右のボタンを同時に押すことで、真中のボタンと同等の働きをさせる機能です。

次はキーボートの選択です。利用するキーボードに合わせて種類を選択します。

日本語106、または109キーボードを利用するなら「日本語106キーボード」を

選びます。

ビデオカードの選択

自動的にビデオカードを検出し、「カードタイプ」に認識結果が表示されます。

「プローブ」ボタンを押すと、搭載しているビデオRAMの容量やモードクロックを

自動設定できます。ただし、プローブに失敗して、コンピュータが動作しなくなる

こともありますので、そのときは手動で設定します。

モニタ、ビデオモードの選択

利用するモニタを選択します。リストに利用しているモニタがあればそれを選び

ます。日本で販売されている機種を含め、数多くのモニタデータが用意されていま

すが、リストの中にない場合は、モニタの取扱説明書で水平同期幅、垂直同期幅

を調べて、直接数値を入力しましょう。モニタが追従できないほど高い数値を設定

すると、モニタに物理的なダメージを与えてしまうので注意が必要です。

次に、ビデオモードを選択します。利用できるモードの一覧が表示されますので、

解像度、リフレッシュレートと、表示色数を選びます。選んだら、「モードのテス

ト」ボタンを押して、実際にそのモードで表示できるかチェックします。

CD-ROMブートが可能であれば、OpenLinux 2.3 日本語

版（以下OpenLinux）のCD-ROMから起動します。

CD-ROMブートができない場合は、Windowsなどでブー

トフロッピーを作成します。Windowsが起動したら、フォー

マット済みのフロッピーディスクをドライブに入れ、

OpenLinuxのCD-ROMをドライブにセットします。Auto

Runで起動するインストーラで「製品のインストール」―

「インストールディスクの作成」を選択してフロッピーを作り

ます。また、CD-ROMの¥cpl¥launch¥floppyディレクトリ

にあるバッチファイルでも同様の手順で作成できます。

インストーラを起動すると、黒地の画面に「boot:」のプロン

プトが表示されますので、通常はEnterキーを押してください。
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インストール先の選択

OpenLinuxをインストールするハードディスクの使い方を選びます。1台のハー

ドディスクをOpenLinux専用にするなら「ハードディスク全体」を選びます。こ

の場合、選んだハードディスク内のパーティションが切り直され、すべてのデータ

が消去されますので注意してください。

「既にあるパーティション」は、ほかのLinuxや、PartitionMagicのようなパ

ーティション作成ツールで、あらかじめLinuxパーティションを作ってある場合に

選びます。

「カスタム」は、パーティション設定をすべて手動で行う場合に選びます。ここ

では、カスタムを選択したものとして解説します。

ハードディスクのパーティション設定

ディスク1台につき、4つの領域が表示されます。拡張パーティションがあると、

その中の論理領域も表示されます。

設定する領域を選び、「編集」ボタンを押すとダイアログが開くので、各種条件

を設定します。OpenLinux用のパーティションは、「システムタイプ」を「Linux」、

「マウントポイント」を「/」にして、「起動可」にチェックします。スワップパー

ティションは、「システムタイプ」を「Swap」にして、搭載メモリ量の1～2倍ほ

どの容量を割り当てましょう。

設定がすんだら、「書き込み」ボタンを押してパーティション情報を書き込みま

す。必要な領域を消さないよう十分に注意してください。

次に、「パーティション情報」画面で領域をフォーマットします。

インストールの選択、サウンドカードのテスト

用途に応じてインストールするパッケージを選びます。画面の右側に各インスト

ールオプションの説明が表示されますので、これを参考にするとよいでしょう。こ

の説明画面は、ハイパーリンクになっていますので、下線付きのリンクがある用語

をクリックすると、その説明を読むことができます。

ここでは「すべてのパッケージ」を選んだものとして解説します。「次へ>>」ボ

タンを押すとファイルのコピーが始まります。これ以降、ファイルのコピーはバッ

クグラウンドで行われます。マルチタスクの特性をうまく活かしていますね。

サウンドカードがある場合は、サウンドカードのテスト画面になります。ここで

ボリュームとバランスを調節できます。

ルートパスワードの設定、ログイン名の登録

システム管理者であるルートユーザーのパスワードを設定します。「パスワード」

欄に入力後、「パスワードの確認」欄に同じパスワードを入力します。

次は一般ユーザーの登録です。最低でも1つのユーザーアカウントを作る必要が

あります。名前、ログイン名、パスワードのほか、ログインしたときにデフォルト

で起動されるシェルの種類も設定できます。ユーザー情報を記入したら「ユーザ追

加」ボタンを押して、アカウントを登録します。

「ユーザ追加」ボタンを押したあと、名前の入力から同じ手順を繰り返すことで、

いくつでもアカウントを登録することができます。
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ネットワークの設定

イーサネットで利用するTCP/IPの設定を行います。ダイヤルアップなど、イー

サネットカードを使わないネットワークの設定はここでは行えないので、インスト

ールしてから個別に設定します。

DHCPサーバが利用できる場合は、「DHCPで設定」を選んで「ホスト名」を設

定するだけです。

DHCPサーバを利用しないなら、「イーサネットの設定」を選び、各項目に必要

な情報を入力します。予備のネームサーバがある場合は、「バックアップ#1」欄で

指定します。

Linuxの起動

OpenLinuxを起動するためのプログラムLILO（LInux LOader）を書き込む場

所と、LILOから起動するほかのOSを登録します。Windows 9Xとデュアルブー

トする場合は「マスターブートレコード（MBR）」を選び、Windows 9Xがイン

ストールされているパーティションにチェックを入れます。

PartitionMagicなどのブートセレクタを利用している場合は、「インストール先

（T）」を選びます。

複数OSでのマルチブートには、状況によってさまざまな問題が発生しがちです。

114ページからの「特集2 マルチブート完全制覇！」もあわせてご覧ください。

タイムゾーンの選択

そのままで「Asia/Tokyo」が選択されていますので、日本国内で利用する限り

変更する必要はありません。変更する場合は、世界地図上をクリックするか、リス

トから地域を選びます。

ラジオボタンは「ハードウエアクロックをローカルタイム（I）に設定」にチェッ

クしたままにしておきます。

インストール終了までゲームで遊ぶ

これで設定は終わりです。ファイルのコピーと設定が終わるまで待つだけです。

ただ待つのは退屈でしょうということなのか、みなさんよくご存じの落下型ゲーム

で遊ぶことができます。カーソルキーとスペースバーで操作します。

インストールがすべて終了すると、「終了」ボタンの文字がグレーから黒にかわ

り、ボタンを押せるようになります。ボタンを押すと、OpenLinuxが起動します。
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2000年のLinux
ディストリビューション
最前線
Linuxは他の多くのOSとは違い、何種類ものディストリビューションが作られ、それぞれが切磋琢磨して発展を

遂げてきた。最近では、次々と商用ディストリビューションが発売されるなど、Linuxの進化はますます加速している。

日本語環境が整備され、実用的なLinux環境が手軽に構築できるようになる一方、ファイルの配置や設定ツールの

違いなど、ディストリビューション間の差異がかえってLinuxを難解なものにしているという声も聞こえる。

本特集では、人気の4製品を中心に、特徴的なディストリビューション30本を紹介する。この戦国時代に、あなた

はどれを選択するだろうか。
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Linuxは、マイクロソフトのように、

すべてを1社で開発しているわけではな

く、インターネットを利用して多くの

エンジニアたちが意見を交換しながら

開発している。そして、Linuxの名前

を冠した複数のディストリビューショ

ン（＝配布パッケージ）が存在し、新

しいディストリビューションが今も増

え続けている。さまざまなパッケージ

が販売されているため、Linuxに最初

に触れたときには「どれが本当の

Linux？　なにが違うの？」と思うこ

とだろう。実はどれも本物なのだが、

そうしたLinuxの「ディストリビュー

ション」とは何なのか、まずは少し整

理しておこう。

Linuxは、91年にフィンランド、ヘ

ルシンキ大学の学生だったLinus B.

Torvalds氏が開発を始めたOSである。

当時、学生にOSの勉強をさせるための

教材としてソースが公開されていた16

ビットCPUの8086用MINIXの機能に

不満があったため、32ビットCPUであ

る80386を生かしてマルチタスク、仮

想記憶などを実装するために新たに開

発した。本来、「Linux」とはカーネル

（OSの基本部分）のみを指している。

その「Linux」は現在もTorvalds氏が

中心になって開発、改良が進められて

いる。

カーネルだけでは使えないので、い

ろいろなコマンドやアプリケーション

プログラムが、Linux用に開発された

り、移植されたりしている。Linuxで

使われているコマンドの多くは、

UNIXのコマンドと同等の機能を持つ

プログラムであり、GNUプロジェクト

によって開発されたものを使用してい

る。AT＆Tが開発したUNIXとそれに

含まれるコマンドは商用OSとしてライ

センスされているため、GNUプロジェ

クトはライセンスフリーなUNIXシス

テムを目指して、UNIXのソースコー

ドを使わずに、新たにプログラムを開

発している。

LinuxカーネルとGNUプロジェクト

のプログラムは、GPL（The GNU

General Public License）というライ

センスによってソースコードを公開し

ている。GPLではソフトウェアの使用

条件として、自由（ソースコードを含

めた再配布など）を妨げないことを使

用者に要求している。これがLinuxは

フリーなソフトウェアと言われる所以

である

しかし、必要なプログラムのソース

コードを個別に入手して、コンパイル

することでシステムを構築するには、

膨大な時間と知識が必要になる。そも

そも、最初にソースコードをコンパイ

ルする環境がないといけない。この問

題を解決すべく、誕生したのがディス

トリビューションだ。コンパイル済み

のバイナリパッケージとインストーラ

などをセットにして、ユーザーが手軽

にLinux環境を手に入れられるように
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GNUプロジェクトのWebサイト「GNU's Not Unix!」
http://www.gnu.org/home.ja.html

KERNELNOTES.ORG
http://www.kernelnotes.org/

Linuxカーネル最新版の情報は、このWebサイトで調べることができる。

Liunxのディストリビューションとは？



するためにディストリビューションは

作られた。

当初はフリーソフトウェアだけで構

成されていたディストリビューション

だが、現在では、商用ソフトウェアや

サポートを含むパッケージ製品として

販売されているものも多い。

そして、ディストリビューションと

してまとめられたもののうち商用ソフ

トウェアを除いた部分は、GPLなどの

ライセンスに準じて、それぞれのFTP

サイトからダウンロードできるように

公開されている。雑誌や書籍の付録

CD-ROMにディストリビューションが

収められていることも多いが、フリー

ソフトウェアとして公開されている

FTP版をCD-ROMに収録しているわけ

で、製品版とは違い商用ソフトウェア

やサポートが含まれていないのはその

ためである。

Linuxの開発は日々続けられていて、

いろいろな機能を取り込んでいる。し

かし、開発中のカーネルにはバグも多

くあるだろうし、取り入れた新機能に

よって動作が不安定になることもあり

得る。そこで、開発がある程度一段落

した時点で新機能の追加を中止して、

動作確認とバグフィクスを行った安定

版カーネルを提供している。

開発版カーネルと安定版カーネルは、

バージョン番号の2番目の数字で区別

していて、奇数が開発版、偶数が安定

版となっている。現在の安定版カーネ

ルは2.2系で執筆時点での最新バージョ

ンは2.2.13である。

開発版のほうは2.3系で最新バージョ

ンは2.3.29である。2.3系の開発はいっ

たんフリーズされ、安定版の2.4カーネ

ルがもうすぐリリースされる予定だ。

ディストリビューションが採用して

いるのは、もちろん安定版のほうであ

る。安定バージョンとはいえ、セキュ

リティホールや新たなバグが見つかる

と改訂されるので、最新バージョンの

リリースには注意しておきたい。

ソフトウェアの管理をしやすくする

ために、多くのディストリビューショ

ンではパッケージ管理システムを採用

している。

1つは、Red Hat Softwareが開発し

たRPM（Red Hat Package Manager）

形式というパッケージ管理システムだ。

RPMを採用しているディストリビュー

ションはRed Hat系と呼ぶこともある。

Red Hat Linuxはもちろんのこと、

TurboLinuxやLASER5 Linux、Vine

Linuxなど、日本でメジャーなディス

トリビューションが採用している。

もうひとつは、Debianプロジェクト

が開発したdeb形式のパッケージ管理

システムだ。Debian GNU/Linuxや

Corel LINUXなどが採用している。

本来、Linuxで新しいソフトウェア

をインストールしたり、バージョンア

ップしたりするには、ソースプログラ

ムを入手してコンパイルすればよいの

だが、それにはディスクスペースと時

間が必要だ。CPUとOSが共通ならば

バイナリで提供した方が効率的である。

そういう理由からパッケージ管理シス

テムが開発された。そして、格納ディ

レクトリやパッケージファイルに必要

なライブラリ、ほかのプログラムとの

依存関係を記述しておくことで、ユー

ザーの便宜が図られるという利点もあ
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2000年のLinux

ディストリビューション最前線

XFree86 Project, Inc
http://www.xfree86.org/

Li18nux（Linux Internationalization Initiative）
http:/www.li18nux.org/indexsj.html

Linuxの国際化を進めるワーキンググループが1999年9月に発足した。

Linuxカーネルには
安定版と開発版の2種類ある Linuxを使いやすくした

パッケージ管理システム



る。また、ソースプログラムもパッケ

ージ形式で配布されている。

商用ソフトウェアでソースプログラ

ムを公開していない場合、バイナリを

パッケージ形式で配布することによっ

て特別にインストーラを用意しなくて

も済むことも、Linuxを普及させる点

で有利に働いているだろう。

L i n u xのウィンドウ環境は、X

Window Systemを使用していて、ど

のディストリビューションでも標準的

に使われているのは、XFree86という

フ リ ー ソ フ ト ウ ェ ア で あ る 。 X

Window Systemはクライアント／サ

ーバモデルとなっていて、そのXサー

バを使用するハードウェアに合わせて

カスタマイズすることによって、キー

ボードやマウスの入力、画面の表示を

行うといったハードウェアの違いを吸

収している。Linux用に新しいグラフ

ィックスカードを購入するときなど、

使用しているディストリビューション

のXFree86が未対応でも、最新バージ

ョンのXFree86では動作する可能性が

あるので調べてみるといい。

1年ほど前までは、ウィンドウマネージ

ャとしてWindow MakerやAfterStep、

fvwmなどを使用していた。これらの

ウィンドウマネージャは、見た目こそ

WindowsやMac OSのようだったが、

ウィンドウ上で動作するそれぞれのア

プリケーションはまったく独立して動

作していた。

しかし、最近のディストリビューシ

ョンでは統合デスクトップ環境である

GNOME、KDEが標準になってきた。

ファイルマネージャを使ってドラッ

グ＆ドロップでアプリケーションの連

携が行えるようになり、それぞれが統

一されたインターフェイスでルック＆

フィールを実現している。また、シス

テム設定の変更は、エディタで直接フ

ァイルを編集するのがふつうだったが、

デスクトップ環境ではGUIのツールに

よって各種の設定を変更できるように

なってきた。

Linuxで使われている基本Cライブラ

リは、libc5（＝glibc1）、glibc2.0、

glibc2.1とバージョンアップしてきた。

どのバージョンも国際化が不十分であ

り、日本語に対応するため、X_LOCALE

を使ってX Window System上で対応

したり、ライブラリにパッチを当てた

りしたため混乱を招いている。そのた

め 、 Linux International Initiative

（略称: Li18nux）というワーキンググ

ループで国際化を進めている。

現在リリースされている日本語対応

のディストリビューションでは、glibc2.0＋

wcsmbsライブラリまたは、glibc2.1を

使用している。

本誌では、毎号読者アンケートで

「使用しているディストリビューショ

ン」を調査している。11月号（10月8

日発売）のアンケートの集計結果は図

1のグラフのようになった（有効回答

350件）。複数回答なので合計は100％

を超えている。

TurboLinuxが42％とトップで、そ

れをRed Hat Linuxが35.7％、Vine

Linuxが29.7％と追いかけている形だ。

LASER5 Linuxは発売から約1カ月と、

ほとんど時間が経っていないが19.1％

とかなりがんばっているように見受け

られる。もっとも、その号の付録CD-

ROMに、LASER5 Linux 6.0（FREE

版）とTurboLinux 日本語版 4.2（ノ

ンサポート版）を収録しているため、

早速使用してみたという人も多かった

のだろうと推測できる。

最近あまり取り上げられない老舗の

Slackwareが、14.3％となかなかの数

字なのは、サーバ用途などで安定して

利用されている証拠なのかもしれない。
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図1 使用しているディストリビューション （有効回答350件）
Linux magazine 11月号の読者アンケートの集計結果より

TurboLinux 

Red Hat Linux 

Vine Linux 

LASER5 Linux 

Slackware 
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Debian GNU/Linux 
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OpenLinux 
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Pocket Linux 

Power Linux 

その他のディストリビューション 

ディストリビューションは使用していない 

無回答 
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グラフィックス環境

Cライブラリの違いと
日本語環境

本誌読者が使用している
ディストリビューションは？
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初期のディストリビューションは、

海外で作られたものしかなく、そのま

ま日本語を使えるものはなかった。し

かし、Linuxで日本語を使いたいとい

う要望は強く、日本の有志が、UNIX

の日本語環境ソフトウェアをLinuxに

移植していった。これらの日本語化プ

ログラムを集めたのがJE（Japanese

Extensions）というパッケージだった。

JEは、Slackwareというディストリ

ビューションに追加して使うようにな

っていたこともあり、数年前までは日

本でのデファクトスタンダードは、こ

のSlackwareだったのだ。

その後、これらの日本語環境ソフト

ウェアや、新たに日本語対応させたソ

フトウェアを集め、はじめから日本語

が使えるディストリビューションが登

場した。

現在では、このような日本語版ディ

ストリビューションが主流となり、フ

リーソフトウェアだけでなく、商用ソ

フトウェアやサポート権を含むパッケ

ージ製品として販売されているものも

多い。

その中でも人気の高いのが、次にあ

げる4つの日本語版ディストリビューシ

ョンだ。

・TurboLinux 日本語版 4.0

・Red Hat Linux 6.1 日本語版

・LASER5 Linux 6.0

・Vine Linux 1.1 CR

Section 1では、この4製品それぞれ

の概要、機能と特徴を紹介する。

この特集では、製品版を紹介するが、

商用ソフトウェア、サポート権を含ま

ないフリー版が、それぞれFTPや雑誌

付録CD-ROMなどで配布されている。

興味を持ったディストリビューショ

ンがあったらトライしてほしい。

人気の日本語版ディストリビューション4製品
TurboLinux 日本語版4.0／Red Hat Linux 6.1 日本語版／

LASER5 Linux 6.0／Vine Linux 1.1 CR

Section 1

TurboLinux PRO 日本語版 4.2 Red Hat Linux 6.1 日本語版

LASER5 Linux 6.0 Vine Linux 1.1 CR



Linux magazine January 200052

Li
nu

x 
m

ag
az

in
e 

Sp
ec

ia
l

TurboLinux 日本語版 4.0（以下

TurboLinux）は、ターボリナックス

ジャパンが1999年の7月9日に発売した

ディストリビューションだ。日本語デ

ィストリビューションとしては初めて

カーネル 2.2とGNOME、KDEを採用

した。発売からやや時間がたつが、後

発のディストリビューションに比べて

も遜色ない機能を持つ。

TurboLinuxが採用しているLinuxカ

ーネルのバージョンは2.2.9。Pentium

以上のCPUに最適化し、セキュリティ

フィックスを行うなど、チューニング

が施されている。インストール時に

SMPカーネルを選ぶことも可能だ。

カーネルと並び、システムの根幹を

なす標準Cライブラリはglibc 2.0＋

wcsmbsだ 。 Red Hat Linux 5.2や 、

Vine Linuxもglibc 2.0を使っているた

め、フリーソフトRPMパッケージなど

は、これらのディストリビューション

と同じものがほとんど使える。

XサーバのXFree86は3.3.3.1で、X-

TTパッチをあててあるため、日本語

TrueTypeフォントの表示もできる。

デスクトップ環境には、最近話題の

GNOMEとKDEの日本語対応版を選ぶ

ことができる（画面1）。これらの環境

は、見栄えもよく、さまざまな設定ツ

ールを装備するなど、Windowsにも匹

敵する操作性を提供する。

これらの統合デスクトップ環境は、

CPUへの負荷も大きく、Pent ium

200MHz以下のマシンではマウスのレ

スポンスが悪くなり、かえって使いに

くくなる。しかし、心配は無用だ。After

StepやWindow Makerなど、非力な

マシンでも軽快に動作するウィンドウマ

ネージャも健在だ（画面2）。日本では

まだなじみのないICE Window Manag

erを試すのもいいだろう（画面3）。

Linux初級者にとって、システムの

設定作業は大きな負担といえる。Red

Hat Linux系のディストリビューショ

ンのLinuxconfや、GNOMEやKDEの

Control centerなど、各種設定を一括

管理するためのツールも増えつつある。

TurboLinuxにはLinuxconfが付属しな

いかわりに、TurboToolsという設定ツ

ール群が付属する。たとえば、Xサー

バの設定をするturboxcfgのように、

これらのツールは“turbo”で始まる名

前が付けられており、テキスト画面で

のGUIで操作する。RPMパッケージ管

理、ネットワークの設定、ウィンドウ

マネージャの変更、ディスク管理など、

日常的な管理作業の手間をかなり軽く

してくれる。

TurboLinuxには、表に示す商用ソ

フトウェアがバンドルされている。

TurboLinux 日本語版 4.0
価格　9800円

画面1 デスクトップ
環境には、GNOME
のほかKDEを選ぶこ
ともできる。アップ
デートRPMパックで
最新版にしておこう。

画面2 TurboLinux
日本語版 3.0で標準
だったAfterStep。
動作が軽いので、ノ
ートPCなどで使う
とよいだろう。

TurboLinux 日本語版 4.0
TurboLinux PRO 日本語版 4.2

現代的なLinux環境を提供

充実した独自の設定ツール
ATOK12 SEなど、充実した
商用ソフトウェアをバンドル



UNIX系OSでは、CannaやWnn4な

どのかな漢字変換ソフトウェアがよく

使われているが、これらに不慣れな

W i n d o w s ユーザーにとっては、

ATOK12 SE for Linuxが強力な味方

となるだろう。

また、商用日本語入力ソフトウェア

として、Wnn6 Ver.3も用意されてい

るので、好みに合わせて使ってほしい。

日本語フォントは、リョービの

TrueTypeフォントが付属する。書体

は、明朝、ゴシック、丸ゴシック、極

太ゴシック、毛筆の5種類で、必要に

して十分なセレクションだ。

このほか、サウンドカード用ドライ

バのOpen Sound System（OSS）も

付属しているので、サウンドカードを

利用するなら、忘れずにインストール

しよう。

製品版ではないが、Javaで作られた

ワードプロセッサ、一太郎Arkの

Technology Preview版も同梱されて

いる（画面4）。通常のワードプロセッ

サとは違い、HTMLベースのものなの

で、できることはある程度限られるが、

十分実用になる。

19 9 9年 9月 10日に発売された、

TurboLinuxの姉妹製品がTurboLinux

PRO 日本語版 4.2（以下TurboLinux

PRO）だ。これは、TurboLinuxに商

用オフィススイートApplixware 日本

語版 4.4.2（以下Applixware）をバン

ドルしたものだ。

Applixwareは、ワードプロセッサ、

表計算、グラフィックス、プレゼンテ

ーション、データベースなどを統合し

たアプリケーションソフトウェアだ。

機能の詳細は、1999年11月号、12月

号で紹介しているのでお持ちの方はそ

ちらをごらんいただきたい。

TurboLinux PROのシステムまわり

は、基本的にTurboLinuxと同じだが、

XFree86、GNOMEをはじめ、たくさ

んのモジュールがアップデートされて

いる。

TurboLinux、TurboLinux PROと

も、対応ハードウェアの認識、設定か

らインストールまで、Web、E-Mailに

よるサポートが受けられる。期間はユ

ーザー登録後90日間、件数は3件まで

となる。

ターボリナックス ジャパンは、

TurboLinux、TurboLinux PROのシ

ステムを最新版にするアップデート

RPMパックをFTPサイトで公開してい

る。また、登録ユーザーには、実費に

てCD-ROMを配布している。まずは、

Webサイトをチェックしてほしい。

なお、サーバ向け「TurboLinux

Server 日本語版 6.0」（2万9800円）、

「TurboLinux Server 日本語版 6.0

SOHO Edition」（1万9800円）が、12

月15日に発売される予定だ。
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TurboLinux、TurboLinux PROの主なバンドルソフト

画面4 一太郎Arkは、HTML技術をベースにしたワード
プロセッサだ。Javaのオーバーヘッドも、最近の高速な
マシンでは気にならない。

画面3 TurboLinux PROでは、ウィンドウマネージャ
切り替えツールのturbowmcfgでICE Window Manager
も選択できる（TurboLinuxにもプログラムは入ってい
る）。日本語に未対応なので今後に期待したい。

TurboLinux PRO 日本語版 4.2
価格　2万9800円

日本語かな漢字変換 ATOK12 SE for Linux

Wnn6 Ver.3

日本語ワードプロセッサ 一太郎 Ark Technology Preview

商用TrueTypeフォント リョービ 日本語TrueTypeフォント5書体

マルチブート System Commander Lite 英語版

ドライバ Open Sound System

オフィススイート Applixware 日本語版 4.4.2（TurboLinux PROのみ）

ターボリナックスジャパン株式会社
http://www.turbolinux.co.jp/

TurboLinux PROは
オフィススイートで強化 サポート体制



1999年9月に米Red Hat Softwareの

100％出資により、レッドハット日本

法人が設立された。Red Hat Linux

6.1日本語版（以下Red Hat 6.1J）は、

そのレッドハットが最初に出した日本

語版のディストリビューションであり、

11月12日に発売された。

Red Hat 6.1Jは 、 Red Hat Soft

wareから10月4日にリリースされた

Red Hat Linux 6.1（英語版）を元に、

インターナショナル・ローカライゼーシ

ョンを行っている。インストーラなどの

メッセージを日本語化しているが、基

本的な部分はオリジナルの英語版とま

ったく変わらない環境を提供している。

Red Hat 6.1J製品版は、バイナリ

CD、ソースCD、コマーシャルCDの3

枚のCD-ROMとブートフロッピーディ

スク1枚、マニュアル1冊で構成されてい

て、価格は1万2800円。製品版には、イ

ンストールとX Window Systemが利

用できるまでの30日間の電話サポート、

90日間のWeb（メール）サポート、登録

ユーザーに対して高速な回線に接続し

たFTPサーバを提供する180日間の無

料FTPサイト優先使用権といったサポ

ートが含まれる。

インストーラは、このバージョン6.1

からグラフィックス表示となった。画

面左側に常時オンラインヘルプが表示

され、マウスで操作できるところなど

Windows 95／98のインストーラのよ

うにわかりやすくなっている。このあ

たり、テキストベースのインストーラ

では説明がわかりにくかった点が改善

された（画面1）。

システム周りは英語版と同じバージ

ョンであり、カーネルに2.2.12、GNU C

ライブラリはglibc2.1 .2、フリーのX

Window SystemであるXFree86は最

新のバージョン3.3.5を採用している。

そして、デスクトップ環境には、日本

語化されたGNOMEとKDEを選ぶこと

ができる。

ブートプロセスで自動的に組み込ま

れる各種ハードウェアドライバは、とき

には間違って認識されることがあるが、

そういう場合にそのサービスを起動す

るかしないかを、インタラクティブに

設定できるモードを選べるようになっ

たのは便利な点だ（画面2）。

製品にバンドルされている商用ソフ

トウェアは、あまり多くない。日本語

入力ソフトとして「ATOK12 SE」と
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画面1

日本語のメッセージ表示でわかりやすくなったグラフィカルインストーラを採用。
この画面ではインストールするパッケージを、マウスでクリックして選ぶことができる。

画面2

起動時のコンソール画面で、「Press 'I' to enter interactive startup」と出力されたとこ
ろでIを入力すると、以降のサービスを組み込むか否か対話形式で決めることができる。

公認 Red Hat Linux 6.1日本語版
1万2800円

Red Hat Linux 6.1 日本語版

グラフィカル・インストーラを採用

商用ソフトウェアは
日本語対応ソフトだけ



「Wnn6 Ver.3」、日本語ワードプロセ

ッサの「dp/NOTE」と「一太郎Ark

Technology Preview」、 そ し て 、

DYNALABの商用TrueTypeフォント

5書体である。

これらはすべてコマーシャルCDに入

っていて、ユーザーが別途インストー

ルする必要がある。DYNALABのフォ

ントはインストール方法や使いかたが

マニュアルに記述されていないためセ

ットアップが大変である。この点に関

しては早急な改善を期待したい。

デスクトップ環境も整ってきていて、

GNOME やKDE のメニューから

Linuxconfや各種GUIの設定ツールを

使うことで、ほとんどコンソール画面

を使う必要がないくらいだ。

ウィザード形式でインターネットに

接続するための設定ツールも用意され

ている（画面3）。画面に従ってプロバ

イダ名、電話番号などを入力していく

だけで、セットアップが完了する。

Red Hat 6.1から加わった新機能と

してアップデートエージェントがある

（画面4）。インターネット経由でRed

Hat社のサイトと接続し、更新された

ソフトウェアを調べて表示してくれる。

そして、必要なパッケージを選ぶと、

ダウンロード、インストールまで自動

的に行われる。いままでFTPサイトを

見にいって、ユーザーがバージョンの

違いを調べていたことを考えると便利

なツールである。製品を購入、登録し

たユーザーだけしか利用できない点は

非常に残念だ。

英語版リリースから約1カ月遅れと、

短期間で発売になったRed Hat 6.1Jで

あるが、日本語ローカライズの検証が甘

く、いろいろ不具合が残っているよう

だ。たとえば、インストーラで日本語

106キーを選んだにもかかわらず、イン

ストール後のキーボードの設定がUS

101キー配列になってしまうことや、日

本語（＝マルチバイト）が使えないコマ

ンドが一部入っていることなどである。

デスクトップ用途で使用するユーザー

のために、日本語関係のそういった点

を改善したアップデートパッケージを

早く整備することが望まれる。しかし、

サーバ用途や英語版での動作保証しか

ないソフトウェアを使用する場合など

には、今回追加された機能やサポート

を日本法人から受けられることなど、

日本語版ならではのメリットは大きい。

なお、サーバ用途向けに「日本語

redhat Linux6.0 Server Edition」（4

万9800円）もあるが、こちらは五橋研

究所（LASER5）から発売されている。
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画面4

新機能のアップデートエージェントは、Red HatのFTPサイトへ接続して更新
されたソフトウェアのリストを表示、ダウンロード、インストールすることが
可能。最新パッケージへのアップデートが便利になった。

画面3

インターネットへの接続もウィザードによって設定が簡単に行える。メインメ
ニューから［インターネット］―［Dialup Configuration Tool］と選択する。

日本語かな漢字変換 ATOK12 SE for Linux

Wnn6 Ver.3

日本語ワードプロセッサ 一太郎Ark Technology Preview

dp/NOTE 2.01

商用TrueTypeフォント DynaFont 5書体

DF華康明朝体W3、DF華康ゴシック体W5、DF特

太ゴシック体、DF行書体、DFまるもじ体W5

Red Hat Linux 6.1日本語版にバンドルされている商用ソフトウェア

レッドハット株式会社
03-3257-0411

http://www.jp.redhat.com/

PPP接続もGUIの
ウィザードで簡単に

アップデートエージェントで
最新パッケージに



LASER5 Linux 6.0は 、 Red Hat

Linux 6.0（英語版）をベースに日本

語化されたディストリビューションで

ある。発売元のレーザーファイブは、

Red Hat Linuxの日本語版を開発して

きた五橋研究所（Laser5）の子会社で、

'99年8月の米Red Hat Software社と

のパートナー契約終了に伴い、この

LASER5 Linux 6.0を 「 Red Hat

Linux 6.0（英語版）と99%互換のオ

リジナルディストリビューション」と

して、'99年9月より発売されている。

LASER5 Linux 6.0には、次の2種

類の製品が用意されている。

■LASER5 Linux 6.0

「LASER5 Linux 6.0」（以下、製

品版）は、Red Hat Linux 6.0（英語

版）をベースに日本語対応とした製品

である。90日間3件までのインストー

ルサポート（電話、FAX、電子メール、

Web）があり、動作不能の場合は購入

日から30日以内なら返品も可能であ

る。さらに、多くのソフトウェアがバン

ドルされている。

■LASER5 Linux 6.0日本語入力キット

もう1つの製品、「LASER5 Linux

6.0日本語入力キット」（以下、廉価版）

は、製品版からサポートと付属ソフト

ウェアを省いた製品である。

システム構成で目を引くのが、Cラ

イブラリとしてglibc2.1.1を採用してい

る点だろう。glibc2.1は、ロケール情報

を定義するlocaledefコマンドがマルチ

バイトに未対応であるため、採用を見

送っている日本語ディストリビューシ

ョンは多い。この問題には独自の対応

を行っているようで、試用した限りで

は特に問題を感じなかった。

カーネルのバージョンは2.2.5を採用

しており、2.2系列の特徴である、SMP

（対称型マルチプロセッシング）やソフ

トウェアRAIDなどに対応している。

また、XFree86はバージョン3.3.3.1が

搭載されている。

前述したとおり、製品版には数多く

のソフトウェアがバンドルされている。

中でも、後述するかな漢字変換システ

ムや2種類のOSを切り替えて利用可能

にする、ブートマネージャ「System

Commander Lite」が便利に使えるだ
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LASER5 Linux 6.0
1万2800円

日本語かな漢字変換 ATOK12 SE for Linux、Wnn6 Ver.3

商用TrueTypeフォント DynaFont 5書体

英日辞書引きソフト eWnn Version 1.01

（研究社「新英和・和英中辞典」）

日本語ワードプロセッサ 一太郎Ark Technology Preview

dp/NOTE（体験版）

マルチブート System Commander Lite英語版

F-SECURE SSH1、SSH2（評価版）

セキュリティ Roxen Challenger Web Server（168bit

暗号）Phoenix Adaptive Firewall

ウィルス対策 F-SECURE Anti-Virus

Sophos Anti-virus

3Dレンダリング BLENDER

オフィスサーバソフトウェア RDB各種、バックアップツール、オフィスツール

（試用版）

ドライバ 商用周辺機器ドライバ

開発ツール コンパイラ

LASER5 Linux 6.0バンドルソフトウェア一覧 画面1 3Dレンダリングソフトウェア「BLENDER」

LASER5 Linux 6.0
LASER5 Linux 6.0 日本語入力キット

2種類の製品形態 システム構成

豊富な
バンドルソフトウェア



ろう。また、3Dレンダリングソフトウ

ェア「BLENDER」は、他のディスト

リビューションにはバンドルされてい

ないソフトウェアである（画面1）。

廉価版には、これだけ多くのソフト

ウェアはバンドルされていないが、か

な漢字変換システムのように使用頻度

の高いものがバンドルされているので、

実用には十分だろう。

かな漢字変換システムとして、変換

効率のよい「ATOK12 SE for Linux」

（ジャストシステム）、「Wnn6 Ver.3」

（オムロンソフトウェア）がバンドルされ

ている。また、「XIM Switcher」と呼

ばれる、かな漢字変換システムをGUI

で切り替えるツールがバンドルされて

いるのが、他のディストリビューショ

ンにない特徴といえよう（画面2）。

さらに、デスクトップ環境のGNOME

やKDE、GUIシステム設定ツールの

Linuxconf、Gimpなどもメニューが日

本語化され、表示にも十分な配慮がな

されている。

製品版には9冊ものマニュアルが用

意されており（廉価版は6冊）、インス

トール方法はもとより、Linuxconfを

使ったシステム管理やGNOMEの利用

方法にいたるまで、このマニュアルか

らさまざまな情報を得ることができる。

このマニュアルの充実ぶりは、今回紹

介するディストリビューションの中で

も特筆できる特長といえよう。

インストーラは、Red Hatユーザー

にはおなじみのテキストベースのもの

である（画面3）。実用上は、特に問題

はないのだが、多くのディストリビュ

ーション（本家のRed Hat Linux 6.1

も）が、グラフィカルインストーラに

移行し始めているため、多少古くさい

ような印象を与えるのは否めない。

また、前バージョンとなる「日本語

redhat Linux 5.2」からのアップグレ

ードを行う際は、libwcsmbs（glibc2.0

の日本語対応の不備を補うライブラリ）

のアンインストールをユーザーが行わ

なければならないという問題がある。

これは、日本語化の際に対応してほし

かったところだ。

さて冒頭にも書いたとおり、LASER5

Linuxは「Red Hat Linux 6.0（英語

版）と99%互換」を謳っているディス

トリビューションである。では、非互

換の1%はどこなのだろうか？

非互換の部分として挙げられるのは、

terminfoが置かれている場所である。

このファイルは、Red Hat Linux 6.0

（英語版）では/usr/shareディレクト

リ以下に置かれているのに対し、

LASER5 Linuxでは/usr/libディレク

トリ以下に置かれている。これは、現

在のFHS 2.0で規定されているディレ

クトリ構造と異なるため、terminfoを

使用するアプリケーションで不具合が

発生する可能性がある。

Red Hat Linux 6.0（英語版）の発

売から、約5カ月経ってから発売され

た製品だけあって、全体的にLASER5

Linuxはよくまとまった仕上がりとな

っている。製品版は、初心者から上級

者まで幅広いユーザーに、廉価版も

Linuxそのものを有効利用したい中級

以上のユーザーにお勧めの製品である。
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LASER5 Linux 6.0 日本語入力キット
6800円

レーザーファイブ株式会社
03-5818-6626

http://www.laser5.co.jp/

万全の日本語対応

さらなる改善が望まれる
インストーラ

非互換の1%は？
高い総合力

画面2 XIM Switcher 画面3 テキストベースのインストーラ

充実のマニュアル



Vine LinuxはProject Vineが開発

し、技術評論社が製品版であるVine

Linux 1.1 CRを7800円で販売してい

る。Vine Linux 1.1はRed Hat Linux

5.2をベースとしたディストリビューシ

ョンで、CD-ROM2枚、インストールフ

ロッピー2枚、マニュアルで構成され、

商用TrueTypeフォントも付属する。

CD-ROMはVine Linux 1.1本体と

Vine Plusの1枚ずつで、Vine Plusに

はVine Linuxに対応した追加パッケー

ジなどが含まれている。また、パッケ

ージ数がそれほど多くないため、1枚の

CD-ROMにソースも収録されている。

Vine Linuxのかな漢字変換ソフトウェ

アは標準でCannaだが、Wnn6 Ver.3

をバンドルしたVine Linux 1.1 CR

with Wnn6も9800円（限定2000本）

で販売されている。

付属マニュアルは他のディストリビ

ューションと比べ分量は少ない。また、

説明が文章中心で、図とあまり関連性

がないので、初心者に向けもうもう少

し工夫が欲しい。

前述のとおりVine Linuxは約1年前

にリリースされたRed Hat Linux 5.2

をベースにしているため、カーネルの

バージョンが2.0.36、 glibcは 2.0.7、

XFree86は3.3.3.1と、ほかの日本語

Linuxディストリビューションと比べ

やや古さが目につく。特にXFree86な

どのバージョンが上がると、新しいビ

デオカードなど、サポートされるハード

ウェアが増えるので、新規にマシンを

購入する際、現状ではVine Linux以

外のディストリビューションを選択す

るユーザーも多いのではないだろうか。

Vine Linuxではインストール直後か

ら快適な日本語環境が提供され、

Linuxが初めてのユーザーでも日本語

環境の設定で悩むことがないよう配慮

されている。

まず、他のディストリビューション

に見られない充実したなEmacs（Mule）

の設定ファイル.emacsの標準装備があ

げられる。Emacs（Mule）を初めて使

うユーザーにとって、.emacsを慣れな

いELispで記述することは困難だ。そ

こでVine Linuxの用意する.emacsは

使用頻度が高いメールクライアント

（Mew）、ニュースリーダ（Gnus）、IRC

チャットクライアント（irchat）をデフ

ォルトで呼び出せるようになっている

ほか、nを2回入力し「ん」を表示させ

るなど細かいところまで設定が済まさ

れている。

ただ、Vine Linuxのデフォルトでは

メールの送受信などをMHというコマ

ンドで行うMew1.70がインストールさ

れるので、.emacsもMH用となってい

る。MHではなくIMを採用したMew

の最新版（1.94）を使用する時は設定変
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Vine Linux 1.1 CR
価格　7800円

画面1 Vine Linux1.1のデスクトップ。デフォルトのWindow Maker 画面2 namazuとApacheで日本語ドキュメントを検索

Vine Linux 1.1 CR

細部までこだわった
日本語環境



更が必要となる。

また、JFやJMANといったプロジェ

クトが、日本語化したLinux関連ドキ

ュメントやマニュアルを標準で用意し、

これらを全文検索エンジンnamazuと

Tc l /T kベースのフロントエンド

（TkNamazu）やNetscapeなどのWeb

ブラウザ（Apacheサーバを起動して

使用する）でキーワード検索が可能だ

（画面2）。

印刷環境についてもProject Vineで

独自に追加、作成した国産プリンタの

ドライバ（プリントフィルタ）を豊富

に用意しているので、比較的簡単に日

本語印刷が可能だ。

Vine LinuxではオリジナルのVine

Toolsがあり、グラフィカルなメールク

ライアント（Vma i l）とエディタ

（Vedit）が用意されている。これらは

必要最小限の機能にまとめられ、

WindowsユーザーなどGUI操作に慣れ

ている人にはうれしいツールだ。

また、ユーザーの情報交換の場所で

もあるVine-users MLは初心者でも入

りやすい雰囲気なので、これから

Linuxを始めるユーザーにとっても心

強い存在になるのではないだろうか。

メールの流量も多くVine Linux自体

の勢いも感じられる。

Vine Linuxの開発は、はねひでや氏

を中心としたProject Vineが行ってい

る。Project Vineは日本のLinux黎明

期から、Linux上での日本語環境構築

のため尽力してきたPJE（Project

Japanese Extensions）のメンバーを

中心としている。PJEではLinuxにア

ドオンという形で日本語環境を提供し

ていたが、それでもLinuxに慣れない

ユーザーにとって、日本語の環境構築

は容易でないため、より根本的なとこ

ろ（たとえばベースとしているRed

Hat Linux 5.2のインストーラ）から日

本語化を行っている。

現在Vine Linux次期バージョンの

アルファ版（Vine Seedと呼ばれてい

る）の開発が進められている。次期バ

ージョンではglibcの最新版、glibc2.1

や2.2系カーネルを採用し、デスクトッ

プ環境もKDE、GNOME、XEmacsを

収録するなど、GUI環境を好むユーザ

ーの選択肢が増えそうだ。

しかし、リリース時期が未定なこと

や、現時点でほとんどのディストリビ

ューションが、2.2系カーネルを採用し

ていることを考えると、一歩遅れてい

る感も否めない。

さて、Vine SeedをFTPサイトから

ダウンロードし、試験的にインストール

してみたところ、インストーラは現行の

Vine Linux 1.1がテキストベースであ

るのに対し、現段階でのVine Seedは

Red Hat Linux 6.1のインストーラ

（Anacondaと呼ばれる）を採用してい

る。AnacondaはGUIベースのインス

トーラなので、Linuxの経験が浅い初

心者も、より直感的にインストール作

業が進められるのではないだろうか。

またグラフィカルなログイン画面も

さま変わりし（画面3前面）、ログイン時

に各種ウィンドウマネージャが選択で

きるようになっている（画面4は

GNOME）。

次期バージョンのVine Linuxにも、

現行のVine Linuxと同様、設定面で

初心者にやさしく、導入後は完成度の

高さで安定した環境の提供を期待する。
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画面4 Vine SeedのデスクトップのウィンドウマネージャをGNOMEに
したところ画面3 Vine Linux1.1（左上）とVine Seed（右下）のグラフィカルログイン画面

株式会社技術評論社
03-3225-3481

http://www.gihyo.co.jp/

Vine Linuxならでは

注目のVine Seed



ここでは、Section 1で紹介した4つ

のディストリビューションを機能別に

比較する。それぞれの特色がよく現れ

ている次の5項目について、横断的に

解説する。

・インストーラ

・X Window Systemの環境

・設定ツール類

・日本語環境とフォント

・バンドルソフト、マニュアルとサポート

ついこの間までLinuxのインストー

ラはテキストベースだった。ところが9

月にリリースされたCaldera Open

Linux2.2をきっかけに、先月リリース

されたRed Hat Linux 6.1もAnaconda

というGUIインストーラを取り入れる

など、インストーラのGUI化は今後ま

すます加速していきそうだ。

また、Red Hat Linux 6.1日本語版

ではパーティション作成ツールのfdisk

がなくなっているなど、以前のインス

トーラより細かい設定がやりにくくな

っている。インストーラがブラックボ

ックス化されてきているのも最近の流

行といえるだろう。

●TurboLinux 日本語版 4.0

ウィンドウマネージャはたくさん用

意されているけれどインストーラが決

めてしまい、インストール後もどうや

ってウィンドウマネージャを変更すれ

ばよいのかわからないというユーザー

も多いだろう。

そこでTurboLinuxではインストー

ル中に使いたいウィンドウマネージャ

を選択できる（画面5）。このあたりは

ユーザーの遊び心をよくとらえたチュ

ーニングといえるだろう。

ISAカードの自動認識やSMP、

APMのカーネルタイプが選択できるな

ど、設定が多彩にできるTurboLinux

だが、ハードディスクからのインスト

ールがサポートされていないのが少し

気になった。CD-ROMドライブを装備

してないノートPCも多くあり、フロッ

ピーからインストーラを起動して各種

ファイルをハードディスクから読み込

むというケースも考えられるので、ぜ

ひサポートして欲しいところだ。

●Red Hat Linux 6.1日本語版

今回取り上げる4つのディストリビュ

ーションの中で、唯一GUIインストー

ラを採用しているのがRed Hat Linux

6.1日本語版だ。Red Hat Linux 6.1日

本語版に採用されているAnacondaは
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画面1

Turbo Linuxのインストーラ起動画面。ロゴがこっている。
画面2

SVGAサーバで表示されるRed Hat Linux 6.1日本語版
のインストーラ。他のディストリビューションもGUIに
なってゆくのだろうか。

画面3

LASER5 Linuxのインストーラ。Red Hat Linux 6.0とほ
ぼ同じだ。

画面4

Vine Linuxのインストーラ。

日本語版ディストリビューション機能比較
TurboLinux 日本語版4.0／Red Hat Linux 6.1 日本語版／

LASER5 Linux 6.0／Vine Linux 1.1 CR

Section 2

インストーラ



インストーラ起動後にSVGAサーバを

立ち上げ、X上のマウス操作でインス

トールを行う。

たとえばタイムゾーンの設定で、こ

れまでは全てのタイムゾーン一覧から、

キーボードでカーソルを上下させて選

択していた。目的のタイムゾーンを選

択するるのにひたすらカーソルを移動

させていくのは、結構面倒なものだ。

そこでRed Hat Linux 6.1日本語版

では画面に表示された世界地図上の日

本にマウスを合わせて時間が設定でき

る（画面6）。好みもあるだろうが、こ

のような設定方法はGUIならではだ。

また、これまでどおりテキストベー

スのインストールも選択できるので、

このあたりは、環境に合わせ適宜選択

すれば良いだろう。

●Vine Linux 1.1 CR

Vine Linuxではキーボード選択の

際、JP106とUS101の選択だけでなく、

それぞれでCtrlキーとCaps Lockキー

の入れ換えもできる（画面8）。Ctrlキ

ーはaキーの左側がよいという人にとっ

て、Linuxをインスールするたびにキ

ーレイアウトを設定しなおすのは面倒

なものだ。このあたりは開発者が昔か

らのLinuxユーザーであるVine Linux

の特徴で、玄人好みな設定項目だ。

また、初心者ユーザーを想定してい

るのかデフォルトでsendmailが起動し

ないようになっている。このあたりの

配慮もうれしいところだ。

●LASER5 Linux 6.0

最後にRed Hat Linuxと99%の互換

性をうたうLASER5 Linuxだが、メニ

ューを日本語化した英語版Red Hat

Linuxという向きで、他のテキストベ

ースのインストーラに比べると特にチ

ューニングされた箇所がない分やや見

劣りする。

●どれが良いの？

これからLinuxをインストールして

みようという人にはRed Hat Linux

6.1日本語版がお勧めだ。日頃マウス操

作に慣れたユーザーにとっては、同じ

設定内容なら、アイコンを見ながらの

直感的な作業のほうが、心理的負担が

少なくて良いだろう。ただし、少し

Linuxに慣れてきたらインストーラだ

けでなく、インストール後の環境も含

め、自分に合ったディストリビューシ

ョンを探して欲しい。
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画面7 LASER5 Linuxのプリンタ設定画面。

画面6

GUIならではの設定。画面はRed Hat Linux 6.1日本語版で、マウスポインタを地図上
にあわせるとタイムゾーンが選択できる。

画面8

Vine Linuxではキーボードの選択場面で、CtrlキーとCaps
Lockキーの入れ換えができる。

画面5

TurboLinuxではインストール中にウィンドウマネージャが選択できる。



Linuxでグラフィックス画面を使っ

て操作するのは、従来 X Window

System＋ウィンドウマネージャという

形であった。Linux（あるいはUNIX）

は、コンソールからコマンドを入力す

ることで操作したり、サーバ用のソフ

トウェアを動作させたりすることは得

意だが、そのウィンドウマネージャの

使い勝手は、Windows 95／98やMac

OSに比べると非常に物足りなかった。

しかし、1999年になって多くのディ

ストリビューションが、GNOMEと

KDEという統合デスクトップ環境を標

準採用した。統合デスクトップ環境で

は、アプリケーション開発用のツール

キットと、共通アクセサリを用意して

いる。それを使うことにより、メニュ

ーの表示形式やダイアログボタンなど

のルック＆フィールが統一され、ウィ

ンドウシステムの操作性が向上した。

GNOME（ GNU Network Object

Model Environment）は、GNUプロ

ジェクトが開発しているデスクトップ

環境で、ツールキットには「GTK＋」

を採用している。GNOMEには専用の

ウィンドウマネージャは存在せず、

Enlightenmentや Window Makerな

どのウィンドウマネージャの中で

GNOMEに対応するものを使用するこ

とになっている。

KDE（The K Desktop Environment）

は、「The KDE Team」によって開発

されていて、ツールキットには、ノル

ウェーのTroll Tech社が開発した

「Qt」が使われている。

TurboLinux、 Red Hat Linux、

LASER5 Linuxの3つとも、GNOME

とKDEの両方を含んでいる。それぞれ

の デ ィ ス ト リ ビ ュ ー シ ョ ン で 、

GNOMEを選んだ場合のメインメニュ

ーが画面1～画面3である。メッセージ

が日本語化されているか否か微妙に差

があるが、基本的に同じように使うこ

とができる。
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画面1 TurboLinux  日本語版4.0のデスクトップ環境GNOMEのメニュー。 画面2 Red Hat Linux 6.1 日本語版のデスクトップ環境GNOMEのメニュー。

画面4 Vine Linux 1.1 CRのウィンドウマネージャWindow Makerのメニュー。画面3 LASER5 Linux 6.0のデスクトップ環境GNOMEのメニュー。

ウィンドウ環境

統合デスクトップ環境の
採用で使用感が似てきた



KDEとGNOMEのどちらかを選ぶか

は、ユーザーの好みだが、両方ともイ

ンストールした場合には、Red Hat

6.1やLASER5では、メニューから相互

のプログラムが呼び出せるようになっ

ている（下から6番目に「KDEメニュ

ー」がある）。

Vine Linux 1.1には、デスクトップ

環境が含まれていない。ウィンドウマ

ネージャのWindow Makerを採用して

いる（画面4）。次期バージョンではデ

スクトップ環境も含まれるようだ。

なお、 KDE のデスクトップを

OpenLinux 2.3日本語版の例だが挙げ

ておこう（画面5）。OpenLinux 2.3で

は、KDEが標準のデスクトップ環境と

なっていてGNOMEは入っていない。

GNOMEやKDEには、ファイルマネ

ージャが含まれていて、Windowsのエ

クスプローラと同じ使い勝手を実現し

ている。（画面6）。

TurboLinuxでは、コンソールで動

作するユーティリティ「TurboWMCfg」

（プログラム名: turbowmcfg）によっ

て、画面7にあるようなウィンドウマネ

ージャを選ぶことができる。

Red Hat Linuxと LASER5 Linux

は、メニューの「システム」からデス

クトップの切 り替 えプログラム

「Desktop Switcher」を起動すること

で、GNOMEとKDE、それ以外の3種

類を選ぶことができる（画面8）。

ところで、CPUがPentium 200MHz

以下といったちょっと古めのマシンで、

統合デスクトップ環境を使ってみると

わかるが、動作が遅く時々マウスが止

まることもあるぐらいだ。実は非常に

大きく重いシステムになってきている。

そういう場合には、デスクトップ環境

ではなく、ウィンドウマネージャだけ

で利用するVine Linuxのほうが使い勝

手がよいだろう。

XFree86は 、 TurboLinux 4.0、

Vine Linux 1.1、LASER5 Linux 6.0

では3.3.3.1を、TurboLinux PRO 4.2

では3.3.4を、そしてRed Hat Linux

6.1では3.3.5を使用している。新しいバ

ージョンではサポートカードが増えて

いるため、インストール時にグラフィ

ックスカードを認識しないという問題

が解決されていることもある。
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画面5 OpenLinux 2.3日本語版のデスクトップ環境KDEのメニュー。

画面7 TurboLinuxのウィンドウマネージャ切替ツール「TurboWMCfg」。

画面8 Red Hat Linux 6.1 日本語版、LASER5 Linux 6.0でウィンドウ環境を切
り替えるプログラムDesktop Switcher。

画面6 GNOMEのファイルマネージャ「GMC」（GNU Midnight Commander）

ウィンドウマネージャの
切り替え



Linuxを含め、UNIX系OSでシステ

ムを設定するには、シェルでコマンド

を打ち込むか、設定ファイルをエディ

タで書き換える方法が一般的だ。しか

し、この方法は、初心者にとって非常

に敷居が高いうえに、システムを一括

管理しにくいという欠点がある。

これを解決すべく、各ディストリビ

ューションには、GUIで操作する設定

ツールが付属しており、旧来の方法よ

り簡単にシステム管理ができるように

なっている。ところが、ディストリビ

ューションによって付属するツールが

違うので注意が必要だ。

今回取り上げた4つのディストリビュ

ーションに付属するツールをみると、

TurboLinuxが自社開発の独自ツール

を積極的に取り入れているのに対し、

ほかの3つは比較的共通点が多い。

●TurboTools

TurboLinuxは、テキストベースの

GUIツール群「TurboTools」を用意し

ている。これは、パッケージ管理、フ

ァイルシステム管理、ユーザー管理、

ネットワーク設定などを行う個別のツ

ールの総称で、各ツールは独立したコ

マンドとなっている。

独立しているとはいえ、統一された

ルック&フィールを持ち、シェルのコ

マンド名補完によって簡単に見つけら

れるように各コマンドの名前を“turbo”

で始めるなど、使い勝手を考慮してい

る（画面1）。中でも、ウィンドウマネー

ジャを切り替えるturbowmcfgは簡単

に使えるので重宝するだろう。

しかし、次に紹介するLinuxconfな

ど、他のディストリビューションで採

用しているツールもあればより便利だ。

●Linuxconf

TurboLinuxを除いた3つのディスト

リビューションにはLinuxconfという

統合システム管理ツールが用意されて

いる。Linuxconfは、ユーザー管理、

ネ ッ ト ワ ー ク 設 定 は も ち ろ ん 、

sendmailやSAMBAサーバの設定まで

行うことのできる超多機能システム管

理ツールだ（画面2）。

ユーザーインターフェイスも豊富で、

シェルで使えるキャラクタベースGUI、

X用のGUIのほか、Webブラウザから

も利用できる。

TurboLinux 4.xを使っている方も、

開 発 元 である Linuxconf Projectの

Webページ（http://www.solucorp.

qc.ca/linuxconf/） か ら 、 Red Hat

Linux 5.1／5.2用RPMパッケージを入

手すれば、英語版が利用できる。

●RPMパッケージ管理

ここで取り上げたディストリビュー
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画面1

TurboToolsの1つ、
turbosoundcfg。コ
ンソールから使える
のは、意外と便利だ。

画面3

Gnome RPMは、Windows
のエクスプローラーライク
なユーザーインターフェイ
スをもつ。

画面2

LASER5 LinuxのLinuxconf
だけが日本語化されてい
る。多機能なぶん、読むべ
き情報量も多いので日本
語表示はありがたい。

画面4

以前はよく使われたRPM
パッケージ管理ツール
glint。動作が単純なので、
ちょっと使いたいときに
よいだろう。

システム管理ツール
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ションは4種類ともRPM（Red Hat

Package Manager）という仕組みを

使いソフトウェアのパッケージ管理を

行っている。これによってインストー

ルやアンインストールが正しく行える

ようになっているのだ。

RPMパッケージは、コマンドライン

からrpmコマンドにを使うことよって

管理することもできるが、Gnome

RPM（gnorpm）により、GUIで管理

することができる（画面3）。

LASER5 Linuxと、Vine Linuxでは、

Gnome RPMより単純なglintというツ

ールを利用することもできる（画面4）。

●ハードウェアの自動認識

Red Hat Linux 6.1には、Linuxの起

動時にハードウェアを自動認識する

「Kudzu」というソフトウェアが新たに

追加された。これは、起動する際にハ

ードウェア情報を調べ、前回の起動時

に保存しておいた情報と比べることで、

ハードウェア環境の変更を検出し、自

動設定する仕組みだ。

前回の起動時と構成が変わっている

と、画面5のようにKudzuが起動する。

ユーザーは、Kudzuが検出した変更内

容を確認して、設定変更するかどうか

を決めることができる。

X Window Systemのデスクトップ

をカスタマイズするのはもはや常識な

のかもしれない。GNOME、KDE、

Window Makerとも、柔軟なカスタマ

イズが可能だ。

●GNOME、KDE

Vine Linux以外に標準で付属する

GNOMEとKDEは、デスクトップを

「テーマ」でカスタマイズできる。それ

ぞれ、GNOMEコントロールセンター

（画面6）、KDEコントロールセンター

（画面7）からテーマを変更できる。

●Window Maker

Vine Linuxは、Window Makerが

標準のウィンドウマネージャとなる。

Window Makerは、GNOMEやKDE

のような統合環境は提供しないが、そ

の分、動作が軽快だ。カスタマイズの

自由度も高く、テーマによる一括カス

タマイズも可能だ。Vine Linuxには、

Window Makerの設定変更ツール、

wmakerconfを日本語化したものが用

意されている（画面8）。

各ディストリビューションで採用して

いる主な設定ツールを70、71ページの

表にまとめたので、あわせて参考にし

てほしい。

画面5

Red Hat Linux 6.1では、
起動時に新しいハードウ
ェアが見つかると自動設
定をするかどうか、ユー
ザー確認する画面にな
る。

画面7

KDEコントロールセンタ
ーは、テーマごとに実際
の表示イメージを見せて
くれる親切設計。

画面6

GNOMEのデスクトップテー
マ選択を行う。この例は日本
人にはなじめない色使い？

画面8

シンプルで上品な外観を持
つWindow Makerのカスタ
マイズツールwmakerconf。

デスクトップ設定



Linuxで日本語入力を行うための、

かな漢字変換ソフトウェアとしてよく

使われているのは、Canna、Wnn4、

Wnn6 Ver.3（以下Wnn6）、ATOK12

SE for Linux（以下ATOK12 SE）の

4種類である。CannaとWnn4はフリー

ソフトウェアで、そのうちのCannaは

今回の4ディストリビューションすべて

に含まれている。

Wnn6はオムロンソフトウェアが販

売している製品で、非常に多くの語彙

を収録した辞書によって変換効率を高

めている。WnnはUNIX上で長い間使

われてきた実績もあり、Mule（Emacs）

エディタとの相性が良いという特徴が

ある。

ATOK12 SEは、Windows環境で

根強いファンがいるATOKをLinuxに

移植したもので、強力な構文解析によ

ってかしこい変換を実現している。な

お、ATOK12 SEは単体では発売され

ていないため、これを使いたい人はバ

ンドルされているディストリビューシ

ョンを購入することになる。

Vine Linux 1.1は、標準ではCanna

を使用しているが、Wnn6をバンドル

した製品「Vine Linux 1.1CRW」（以

下Vine Linux CRW）も限定発売して

いる。そのほかのTruboLinux、Red

Hat Linux、LASER5 Linuxの各製品

版には、Wnn6とATOK12 SEの両方

をバンドルしている。

Wnn6やATOK12 SEのインストー

ル方法は、ディストリビューションご

とにそれぞれ違っている。TurboLinux

では、バイナリCDからLinuxをインス

トールすると同時に、ATOK12がイン

ストールされる。Vine Linux CRW

も、LinuxをインストールするとWnn6

が標準の日本語入力になるようにイン

ストールされる。

LASER5 Linuxでは、Linuxインス

トール後にプロダクトCDからインスト

ールする必要がある。Red Hat Linux

も、同様にコマーシャルCDからインス

トールする。LinuxではCDをセットす

るだけでインストーラが起動されると

いうような便利な機能はないので、ど

うしてもマニュアルを見ながらインス

トールすることになる。もっと簡単に
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画面2 Red Hat Linux 6.1
日本語版をインストールした直
後のNetscape Navigator

数字のほうが、日本語より少
し小さくなっている。

画面3 LASER5 Linux 6.0
をインストールした直後の
Netscape Navigator

数字のほうが、日本語よりかな
り小さくなっている。

画面4 Vine Linux 1.1CRをイ
ンストールした直後のNetscape
Navigator

画面1 TurboLinux日
本語版4.0をインストー
ルした直後のNetscape
Navigator

数字のほうが、日本語よ
り大きくなっている。

本格的に使うなら商用の
かな漢字変換ソフトが欲しい

日本語環境とフォント



使えるようにして欲しいものだ。

なお、LASER5 Linuxでは複数のか

な漢字変換を簡単に切り替えて使える

ように、XIM Switchというプログラ

ムを用意している（画面5）。ほかのデ

ィストリビューションには、このよう

な機能がほしいところだ。

WindowsやMacで日本語を表示する

場合、TrueTypeフォントを使用して

美 し い 表 示 を 実 現 し て い る 。 X

Window SystemはTrueTypeフォン

トを扱えないため、日本語版のディス

トリビューションでは、X-TT（X-

TrueType Server）と呼ばれるパッ

チを当てて、TrueTypeフォントを使

用できるようにしている。

また、製品版のディストリビューシ

ョンには、商用TrueTypeフォントを

数種類組み込んできれいな日本語表示

が行えるようになっている。

なお、TurboLinuxは、リョービ日

本語TrueTypeフォント5書体をバンド

ルしている。LASER5 LinuxとRed

Hat Linuxは、どちらもDYNALABの

DynaFont5書体をバンドルしている。

Vine Linuxでは、DynaFont4書体を

バンドルしている。

ところで、最近X-TTでも使われて

いるフリーなTrueTypeラスタライザ

「FreeType」が、Apple社の特許を侵

害している可能性があると報道された。

そのためか、Red Hat Linux 6.1日本

語版は、XFree86にX-TTを組み込ん

でいない。そしてDynaFontも単にフ

ァイルがCD-ROMに入っているだけで

インストーラがないため、ユーザーが

自分で環境を作る必要がある。

そこで、4つのディストリビューショ

ンで、インストール直後にNetscape

Navigatorを使ってみた（画面1～4）。

日本語と英数字のバランスを見てもら

うとわかるように、Navigatorのフォ

ントの設定を何もしないうちは、こん

な に も 表 示 が 読 み に く い の だ 。

TrueTypeフォントを使ったフォント

の設定をすれば画面6のようにきれい

に表示することができる。

Vine Linuxでは、インストール後の

デフォルトの設定でも十分なように使

い勝手のよい日本語環境を構成してい

る。ほかのディストリビューションで

は、Wnn6やATOK12 SEといった変

換精度の高い日本語入力ソフトと、商

用TrueTypeフォントに魅力を感じる

人もいるだろう。

ディストリビューションはユーザー

の便宜を図るために、各種のソフトウ

ェアをまとめてパッケージングしてい

るわけで、ユーザーはLinuxをインス

トールしたらすぐに使える環境が構築

されていることを期待するだろう。そ

ういった点では日本語環境の整備はま

だ不十分と感じる。
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画面5

LASER5 Linuxでは、メニューからこのXIM切り替えプ
ログラムを起動し、GUIでかな漢字変換ソフトを選ぶこ
とが可能だ。

画面6

フォントを画面のような設定にするまでに何回も試行
した。これはTurboLinux日本語版4.0のNetscape
Navigatorの画面。

Netscapeの表示で見る
インストール直後の設定

TrueTypeフォント



一般的なデスクトップ環境、および

サーバソフトウェアは、どのディスト

リビューションもひととおりそろって

いる。そのため、ここでは、特徴的な

ものに話題を絞ることにしよう。

●オフィス製品

Red Hat Linuxには日本語ワードプ

ロセッサ「dp/NOTE」が、LASER5

Linuxには「dp/NOTE（体験版）」が

バンドルされる。また、TurboLinux、

Red Hat LinuxとLASER5 Linuxには

「 一 太 郎 Ark for Java Technology

Preview」が付属する。

表計算ソフトウェアは、Vine Linux

以外の製品に、GNOME系フリーソフ

トウェア「gnumeric」が含まれる。こ

のソフトは、グラフ作成の機能こそな

いものの、表計算ソフトウェア本来の

機能は市販のものに劣らない（画面1）。

TurboLinux PROにバンドルされる

商用オフィススイート「Applixware

日本語版 4.4.2」は、ワードプロセッ

サ、表計算、グラフィックス、プレゼ

ンテーション、データベースなどのソ

フトウェアを統合した製品だ（画面2）。

ワードプロセッサの「Words」は、

文書中にクリップアートを挿入したり、

Microsoft Wordの文書を読み込むこ

とができ、表現力もかなりのものだ。

また、プレゼンテーション作成ツー

ルも、簡単な操作で資料を作成できる

が、ATOK12 SEで日本語を入力する

と、ときおりおかしな動作をした。

Linuxで動作する日本語対応オフィ

ス 製 品 は ま だ ほ と ん ど な い が 、

Applixwareが現時点で唯一実用にな

る製品だろう。なお、本製品は、

TurboLinux PROのバンドル販売のみ

となっている。

●3Dグラフィックソフトウェア

LASER5 Linuxには、3Dレンダリン

グソフトウェア「BLENDER」のフリー

版が付いている（画面3）。そのままでも

基本的な機能は利用できるが、ライセン

スを購入するとラジオシティ計算をはじ

め、より高度なCG計算が可能になる。

●英日辞書引きソフトウェア

LASER5 Linuxには研究社「新英

和・和英中辞典」のデータをもつ辞書

引きソフトウェア「eWnn」がバンド

ルされている。動作には、Mule 2.3を

必要とするが、LASER5 Linuxには

Muleが含まれていない。ぜひとも改善

するようお願いしたい。

今回は、試用のためTurboLinux上で

動作させてみた（画面4）。動いてしまえ

ばとても便利に使えるソフトウェアだ。

●ブートマネージャ

複数のOSを共存させ、起動時に利

用するOSを選べるようにするのがブー

トマネージャだ。1台のハードディスク

に複数のLinuxをインストールしたい

場合や、LinuxとWindowsを共存させ

たいときに便利なソフトウェアだ。

TurboLinux、 TurboLinux PRO、

LASER5 Linuxには、ブートセレクタ

ソフトウェア「System Commander

Lite」が添付される。LASER5 Linux

日本語入力キットには付属しないので

注意してほしい。

このユーティリティは、「System

Commander」の機能を限定したもの

だが、TurboLinuxとLASER5 Linux

に付属のものでは若干制限内容が異な

るようだ。詳細については各販売元に

確認してほしい。

マニュアルの量はディストリビュー

ションによって大きく違う。これは、
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画面1

虚飾を廃し、表計算ソフトウェア本来の機能を優先させる
Gnumeric。

画面2

TurboLinux PROにバンドルされるApplixware
のワードプロセッサとプレゼンテーション作成
ツール。

バンドルソフトウェア

マニュアル



意外と見落とされがちな点だが、

Linuxに不慣れなユーザーにとっては

重要なポイントの1つだ。

では、順に見ていこう。

●LASER5 Linux

一番充実しているのがLASER5 Linux

で9冊組だ。中心になるのは「インス

トールガイド」、「ユーザー活用ガイド」、

「システム管理ガイド」の3冊だろう。

それぞれとても丁寧に解説されており、

Linuxコマンドの説明も充実している。

さらに、JF（Japanese FAQ）、JMAN

（Japanese man）、LDP（Linux Docu

mentation Project）など、1万ページ

を超える文書を収録したドキュメント

CDも利用できる。このCD-ROMは、

Linux、およびWindowsから全文検索

エンジンNamazuを使って自由に検索

可能だ。

また、LASER5 Linux 日本語入力

キットには、サポート権、System

Commander Lite、ドキュメントCD

が含まれないので、これらに関する3冊

が省かれ6冊組となる。

●TurboLinux

TurboLinuxは300ページ弱のものが

1冊付属し、TurboLinux PROは3冊

に増えているが、Applixware関連の

説明が増えている以外はTurboLinux

とほぼ同じ量になる。TurboLinux独

自のコマンドだけでなく、基本的な

Linuxコマンドも説明されているので、

初級者の心強い味方になるだろう。

●Red Hat Linux

Red Hat Linuxには、150ページほ

どの「インストレーションガイド」が1

冊付属する。インストール説明と、

GNOME環境の利用解説、バンドルす

る商用ソフトのインストールがまとめ

られている。初心者がこのマニュアル

だけでLinuxに入門するのは難しい。

●Vine Linux

Vine Linuxのマニュアルは、130ペ

ージほどのものが1冊だ。インストー

ル、クイックスタートガイド、Vine

Toolsの使い方などが説明されている。

マニュアルの情報量は少ないが、全文

検索システム「TkNamazu」でVine関

連文書、JF、JMANといった有用な情

報を検索できる（画面5）。

製品に付属するサポートの範囲は、

各社ともインストールまでに限定してい

るが、TurboLinuxと、LASER5 Linux

は、インストール後に受けられる有償

のオプションサポートを用意している。

各社の基本的なサポート内容は、70

～71ページの表にまとめているのでそ

ちらをご覧いただきたい。

正式なサポートのほかにも、ユーザ

ー同士の情報交換の場として、メーリ

ングリストやWeb掲示板も活用しよ

う。LASER5 Linux、Vine Linuxは

メーリングリストが、TurboLinuxは、

メーリングリストとWeb掲示板がそれ

ぞれ開設されている。それぞれの案内

は各社のWebページを見てほしい。
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画面3

3DレンダリングソフトウェアBLEN
DERで描画した謎のガラス器。ひと昔
前のSFを彷彿とさせる。

画面5 

TkNamazuでLinux情報の
宝庫の全文検索。これな
しで迷い込んだら宝を見
つけるのは至難の業だ。

画面4

日英辞書引きソフトウ
ェアのeWnnをMule上
で使う。 L A S E R 5
Linuxでも使いたい。

サポート
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製品名

販売元

URL

CD-ROM／フロッピーディスク

マニュアル

価格

動作条件

インストール

インストーラ

システム構成

パッケージ管理システム

デスクトップ環境

日本語入力ソフト

バージョン

（注）

設定ツール

主なバンドルソフト

サポート

備考

CPU／メモリ

ハードディスク

日本語対応

ブートメディア

インストール元メディア

カーネル

標準Cライブラリ

XFree86

GNOME

KDE

ユーザー管理

ネットワーク

Xサーバ設定

ウィンドウマネージャ変更

サウンド

起動デーモン

パッケージ

日本語入力

日本語TrueTypeフォント

ブートマネージャ

そのほか

サポート内容

サポート方法

サポート期間

サポート件数

ターボリナックスジャパン株式会社

http://www.turbolinux.co.jp/

Pentium互換／32Mバイト以上

600Mバイト（最低200Mバイト程度）

日本語／テキスト

CD-ROM、フロッピーディスク、DOS

CD-ROM、FTP、NFS

RPM

2.2.9

glibc 2.0.7

turbousercfg

turbonetcfg

turboxcfg、XF86Setup

turbowmcfg

turbosoundcfg

turboservice、tksysv、ksysv

turbopkg、gnorpm

ATOK12 SE for Linux、Wnn6 Ver.3

リョービ 日本語TrueType 5書体

System Commander Lite

対応ハードウェアの認識、設定からインストールまで※1

Web、E-Mail

90日間

3件

※1 有償オプションとして、インターネット接続、プリンタ設定、サウンド設

定などのサポートあり

TurboLinux PRO 日本語版 4.2

CD 5枚／FD 3枚

3冊

2万9800円

GNOME、KDE、AfterStep、Window

Maker、Enlightenment、CTWM、ICE、

OpenLook、TWN

ATOK12 SE、Wnn6 Ver.3、Canna、

SKK

3.3.4（3.3.5）

1.0.7

Applixware 日本語版 4.4.2、OSS、Nmail、

一太郎Ark Technology Previewなど

TurboLinux 日本語版 4.0

CD 3枚／FD 2枚

1冊

9800円

GNOME、KDE、AfterStep、Window

Maker、Enlightenment、CTWM、

OpenLook、TWN

ATOK12 SE、Wnn6 Ver.3、Canna

3.3.3.1

1.0.4

OSS、一太郎Ark Technology Preview

など

公認 Red Hat Linux 6.1日本語版

レッドハット株式会社

http://www.jp.redhat.com/

CD 3枚／FD 1枚

1冊

1万2800円

Pentium互換／16Mバイト以上

500Mバイト以上

日本語／グラフィカル

CD-ROM、フロッピーディスク、DOS

CD-ROM、ハードディスク、FTP、

NFS、HTTP

RPM

GNOME、KDE、fvwm、fvwm2、

Window Maker、AfterStep

ATOK12 SE、Wnn6 Ver.3、Canna

2.2.12

glibc 2.1.2

3.3.5

1.0.39

1.1.2

linuxconf、kuser

netcfg、linuxconf

XF86Setup

switchdesk-gnome

sndconfig

linuxconf、Control Panel

gnorpm

ATOK12 SE for Linux、Wnn6 Ver.3

DynaFont和文5書体

―

dp/NOTE、一太郎Ark Technology

Preview

インストール、無料優先FTPアクセス、

Red Hatアップデートエージェンシー

電話、Web（E-Mail）

30日間の電話サポート、90日間のWeb

（E-Mail）サポート、180日間の無料

FTPサイト優先使用権

特に制限なし

日本語版4ディストリビューションの主なスペック

（注） バージョン内の（ ）かっこは、付属のCD-ROMからインストールが可能なバージョン

1.1.1
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製品名

販売元

URL

CD-ROM／フロッピーディスク

マニュアル

価格

動作条件

インストール

インストーラ

システム構成

パッケージ管理システム

デスクトップ環境

日本語入力ソフト

バージョン

（注）

設定ツール

主なバンドルソフト

サポート

備考

CPU／メモリ

ハードディスク

日本語対応

ブートメディア

インストール元メディア

カーネル

標準Cライブラリ

XFree86

GNOME

KDE

ユーザー管理

ネットワーク

Xサーバ設定

ウィンドウマネージャ変更

サウンド

起動デーモン

パッケージ

日本語入力

日本語TrueTypeフォント

ブートマネージャ

そのほか

サポート内容

サポート方法

サポート期間

サポート件数

レーザーファイブ株式会社

http://www.laser5.co.jp/

i486互換／16Mバイト以上

600Mバイト以上

日本語／テキスト

CD-ROM、フロッピーディスク、DOS

CD-ROM、ハードディスク、FTP、NFS、HTTP

RPM

GNOME、KDE、twm、fvwm、fvwm2、Window Maker、AfterStep

Lesstif WM

ATOK12 SE、Wnn6 Ver.3、Canna

2.2.5（2.2.11）

glibc 2.1.1

3.3.3.1（3.3.4）

1.0.11

1.1.1（1.1.2-pre3）

linuxconf、kuser

netcfg、linuxconf、netconf

XF86Setup、Xconfigurator

switchdesk-gnome

sndconfig

linuxconf、Control Panel、ksysv

gnorpm、glint

ATOK12 SE for Linux、Wnn6 Ver.3

DynaFont和文5書体

eWnn Ver.1.0 for Linux、一太郎Ark Technology Preview、BLENDER、SSH1、

SSH2、Adaptive Firewall、Atnti-Virus など

LASER5 Linux 6.0 日本語入力キット

CD 3枚／―

6冊

6800円

―

―

―

―

―

LASER5 Linux 6.0

CD 6枚／FD 2枚

9冊

1万2800円

System Commander Lite

基本サポート（インストールまで）※1

電話、FAX、Web（E-Mail）

ユーザー登録後から90日間

3回

※1 代表的なパッケージの設定方法も

ガイドする「オプションサポート」あり

Vine Linux 1.1 CR

株式会社技術評論社

http://www.gihyo.co.jp/

CD 2枚／FD 2枚

1冊

7800円（9800円 ※1）

Pentium以上推奨／32Mバイト以上

600Mバイト以上

日本語／テキスト

CD-ROM、フロッピーディスク、DOS

CD-ROM、ハードディスク、FTP、NFS、

SMB

RPM

Window Maker、Fvwm2

Canna

（Wnn6 Ver.3 ※1）

2.0.36

glibc 2.0.7

3.3.3.1

―

―

linuxconf、Control panel

netcfg、linuxconf、netconf

XF86Setup、Xconfigurator

―

sndconfig

linuxconf、Control panel

gnorpm、glint

（Wnn6 Ver.3 ※1）

DynaFont和文4書体

―

―

ユーザー登録後インストールまで

書面、FAX、E-Mail

特に制限なし

特に制限なし

※1 Wnn6をバンドルした「Vine Linux

1.1 CR with Wnn6」（9800円）を2000

本限定発売　　
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ディストリビューション最前線



前セクションまでは、4つの商用ディ

ストリビューションの紹介や比較を中

心に解説してきた。ここで取り上げた

ディストリビューションは、いずれも

ユーザー数が多く、完成度も高い。

しかし、それだけがすべてではない

はずだ。たとえ、使っているユーザー

が少なくても、日本語が利用できなく

ても、荒削りであっても、前述の4つ

のディストリビューションに負けない

くらいの魅力を持ったディストリビュ

ーションはたくさんある。そこで、こ

のセクションでは、そういったディス

トリビューションも数多く紹介してい

きたいと思う。

ただ、すべてランダムに紹介してし

まうとまとまりがなくなってしまうの

で、多少強引ながら、次のカテゴリー

に分類して紹介していくことにする。

■ポストRed Hat系

ここで紹介するのは、パッケージ管

理システムにRPM（Red Hat Package

Manager）を採用しており、次世代の

Red Hat Linuxの後継の座をねらう、

強力なディストリビューションたちで

ある。中には、自称「ベターRed Hat」

と名乗っているものもあり、鼻息は荒

い。具体的には、Caldera OpenLinux、

SuSE Linux、Linux Mandrake、

Kondara MNU/Linuxなどがある。

■Debian系

非常に強固なポリシーと強力なパッ

ケージ管理機能を持つDebian GNU/

Linuxの流れを組むディストリビュー

ションたちで、パッケージ管理システ

ムにdeb方式を採用している。Debian

GNU/Linuxが採用しているバイナリパ

ッ ケ ー ジ で あ る .debは 、 Red Hat

Linuxが採用している.rpmに対抗しう

るだけの豊富なリソースを持ち、最近

サポートするディストリビューション

が増え始めている。具体的には、本家

のDebian GNU/Linux、Storm Linux、

Corel LINUXなどがある。

■Slackware系

世界的なLinuxブームの牽引車の役

割を果たしたディストリビューション、

Slackwareの流れを組むディストリビ

ューションである。すでにRed Hat

Linuxにその役割を譲った感があるの

は否めないが、国内にもまだまだ多く

のユーザーがいる。けっしてわかりや

すいディストリビューションではない

が、システム内部を十分理解したいユ

ーザーに勧められることの多い、硬派

なディストリビューションである。具

体的には、SlackwareやPlamo Linux

などがある。

■非x86系

Linuxは、開発経緯（Linuxは、元々

Linus Torvalds氏がx86プロセッサの

アーキテクチャを勉強する目的で始め

られたものである）や普及台数などの

関係から、PC/ATマシンをターゲット

にしたディストリビューションが多く、

ユーザー数もPC/ATマシンの利用者が

圧倒的に多い。しかし、Macintoshに

使 われているPower PC、 Alphaや

SPARCなど、他のプラットフォームで

もLinuxが動作するように移植され、

ディストリビューションが用意されて

いる。具体的には、LinuxPPC、Alpha

Linux、Sparc Linuxなどがある。

■個性派ディストリビューション

Linuxは用途や目的に応じて、誰で

も自由にディストリビューションを作

ることができる。中にはある限定され

た用途だけでの利用を前提に作られた

ディストリビューションもある。ここ

では、そんな個性的なディストリビュ

ーションを紹介する。

具体的には、次のようなものがある。

・サーバ専用のディストリビューション

・Windowsと共存を図るディストリビ

ューション

・フロッピーディスクだけで起動する

ディストリビューション

ここで紹介しているディストリビュ

ーションは、知名度が低いものや、ま

だまだ実用できないものもあるが、け

っして負け組でないことは理解してお

いてほしい。どのディストリビューシ

ョンもいきなりトップに立つ可能性は

十分あるのだ。それが、Linuxの面白

さであり、Linuxの魅力なのだ。何よ

りも、Linux自身が数年前まではそう

いう存在だったのだから…。
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ディストリビューションライブラリ

Section 3
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Kondara MNU/Linux（以下、Kon

dara）は、Kondara Projectによって

開発されており、12月1日にデジタル

ファクトリジャパンから発売されたば

かりの最新ディストリビューションだ

（画面1）。

「コンダラ」、「MNU」とはどちら

も聞き慣れない言葉だが、「MNU」は、

「 Mount is Not Umount」 の略 語 、

「コンダラ」は、アニメ「巨人の星」

の主題歌の一節「思い込んだら」を

「重いコンダラ」と聞き違えたことが元

になっているそうだ。

；；

；；開発版の「Rawhide」ベース

；；

Kondaraは、Red Hat社が公開して

いる「Rawhide」をベースに、日本語

対応などの拡張を加えたものである。

そのため、Red Hat Linuxと互換性が

あり、Red Hat Linuxに対応したアプ

リケーションが動作するという。

Kondaraには、Red Hat Linux 6.1

で新たに採用された、GUIインストー

ラ「Anaconda」が日本語化されてい

る（画面2）。また、ハードウェアの自

動検出機能である「kudzu」が含まれ

ている。これにより、ハードウェアの

交換後に起動すると、設定変更を自動

的に行ってくれる。

；；

；；最新コンポーネントを収録

；；

Kondara Projectの方針として、各種

のコンポーネントは、極端に不安定なも

のを除いて、積極的に最新版を取り込

んでいる。たとえば、Netscape Commu

nicator／Navigatorは日本語対応を行

ったバージョン4.7、Gimpは開発バー

ジョンである1.1.10が採用されている。

；；

；；腕に覚えのあるユーザー向け

；；

初心者への敷居の高さを下げるため

か、最近リリースされたディストリビ

ューションの多くが、GUIのインスト

ーラを装 備 している。 もちろん

Kondaraもそうだ。

しかし、Kondaraは初心者よりは、

ある程度経験を積んだユーザー向けと

いえるだろう。それは、ソースパッケ

ージからバイナリパッケージを構築す

る方法の説明が、マニュアルに詳細に

載っていることからも明らかだ。海外

で新しいソフトウェアが発表されたと

聞くと、すぐにソースを取ってきて、

日本語化して、RPMパッケージを構築

したくなるようなユーザーに最適のデ

ィストリビューションである。
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画面1 Kondara MNU/Linuxのデスクトップ 画面2 日本語化されたGUIインストーラ「Anaconda」

ここで紹介するのは、RPMを採用していながら、独自の工夫を加えることで、

Red Hat Linuxに追いつき、追い越そうという意気込みを持ったディストリビュー

ションである。トップシェアを狙うのに十分な実力と知名度を持っており、今後が

期待されるディストリビューションである。

ポストRed Hat Linux系のディストリビューション

Kondara MNU/Linux
http://www.kondara.org/

開発版の
「Rawhide」ベース 最新コンポーネントを収録

腕に覚えのある
ユーザー向け



SuSE Linuxは、ドイツのSuSE社に

よって開発されているディストリビュ

ーションで、最新バージョンは6.2であ

る（ただし、この本が発売されるころ

にはバージョン6.3がリリースされる予

定となっている）。

；；

；；圧倒的なパッケージ数

；；

SuSEには、1300ものアプリケーシ

ョンが収録されたバイナリCD-ROMが

6枚も付属している。この中にはReal

Player 5.0やVMwareの試用版など、

思いつく限りのアプリケーションがバ

ンドルされている。すべてインストー

ルすると、6Gバイト弱ものディスク容

量を必要とするなど、重厚長大なタイ

プのディストリビューションである。

；；

；；独自色の強いディストリビューション

；；

SuSE Linuxは、パッケージ管理シ

ステムにRPMを用いているが、Red

Hat Linuxと似ている部分はほとんど

ない（元々は、Slackwareベースで開

発されていたようだ）。

たとえばインストールは、まず「Linux

rc」というプログラムによっていくつか

のモジュールがロードされ、そのあとで

「YaST」と呼ばれるパッケージセットア

ッププログラムがロードされる（画面1）。

このYaSTは、インストール後もシステム

管理ツールとして利用する。Xの設定ツ

ールも「 SaX」（ SuSE advanced X-

configuration）という独自のツールが

バンドルされている（画面2）。

また、標準のデスクトップ環境は

KDEだが、メニューを見る限り、かな

り手が加えられており、標準のKDEに

比べてアプリケーションの数がかなり

多くなっている（画面3）

；；

；；わかりづらいインストーラ

；；

SuSEの最大の問題点は、インスト

ーラだろう。前述のテキストベースの

インストーラ「YaST」は、とてもク

セのあるインターフェイスを持っている

うえ、一覧表示されている設定項目の

中からユーザーが自分で判断してイン

ストールを進めないといけないため、

次に何をすればいいのかわからなくな

ってしまうことが何度もあった。

なお、次バージョンとなるSuSE

Linux 6.3では、このYaSTがバージョ

ンアップして「YaST2」となり、GUI

ツールとなる。マルチリンガルに対応

し、モジュール構造を持たせて、拡張

可能となるようだ。

；；

；；望まれる日本進出

；；

SuSE Linuxは、とてもこの紙幅で

は伝えきれないほどの高機能ぶりなの

だが、残念なことに日本語対応につい

てはまったく考慮されていない。もち

ろん、Linuxには変わりないので、自

分でコンパイルすれば利用できないこ

とはないだろうが、使いやすいものと

はいえない。同様に、430ページにも

及ぶ詳細なマニュアルや60日間のイン

ストールサポートも多くのユーザーに

はあまりメリットがない。

Caldera OpenLinuxが日本進出へ積

極的な動きを見せているなか、SuSE

Linuxのも一刻も早く日本市場へ参入

し、そのユニークな機能と高い実力を

披露してもらいたいものだ。
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SuSE Linux 6.2
SuSE、Inc（49.95USドル）

画面2 X設定ツール「SaX」

画面3 SuSEのデスクトップ
標準デスクトップはKDEだが、かなり手を加えているよ
うで、メニューが入りきれないほどたくさんのアプリケ
ーションが並んでいる。

画面1 SuSEのインストーラ兼設定ツール「YaST」

SuSE Linux
http://www.suse.com/

圧倒的なパッケージ数

独自色の強い
ディストリビューション

わかりづらいインストーラ 望まれる日本進出
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OpenLinuxは、米国のCaldera

Systemsによって開発・販売・サポー

トがなされているディストリビューシ

ョンで、最新バージョンは2.3である。

；；

；；美しいインストーラ

；；

OpenLinuxで一番の特徴といえるの

が、「LIZARD」（画面1）と呼ばれる美

しいインストーラである。美しいムービ

ーとともに起動し、ほとんどの項目がマ

ウスだけで設定できるようになっている。

また、Windowsとのデュアルブートも

考慮し、ディスク管理ツール「Partition

Magic」の機能限定版がバンドルされて

おり、GUIでLinux用のパーティション

を作ることができる。また、ブートセレ

クタ「BootMagic」もバンドルされてお

り、初心者でもあまり戸惑わずに、デ

ュアルブート環境を構築できるだろう。

；；

；；しっかりと対応された

；；日本語環境

これまで、国内ではあまりメジャー

な存在ではなかったが、ネオナジーと

業務提携を結び、「OpenLinux 2.3 日

本語版」を'99年12月に発売した。

同製品では、インストーラの日本語

表示が可能になったほか、「ATOK12

SE for Linux」「Wnn6 Ver.3」といっ

た高精度のかな漢字変換システムがバ

ンドルされている。さらに、デスクト

ップ環境のKDEも日本語化されてお

り、日本語利用についてはまったく問

題はないはずだ。

；；

；；幅広いユーザー層にアピール

；；

GUIベースのインストーラから初心者

向けと思う読者もいるかもしれないが、

開発元のCalderaではOpenLinuxをビ

ジネス対応のディストリビューション

と位置づけている。精選されたパッケ

ージ構成とサポート・トレーニングなど

の環境の充実ぶりは、上級者までの幅

広いユーザー層にアピールするだろう。画面1 OpenLinuxのインストーラ「LIZARD」

Linux Mandrakeは、フランスの

MandrakeSoft社によって開発されて

いるディストリビューションである。見

た目の華やかさと、積極的な国際化と

いう2つの特徴を持つ。Red Hat Linux

をベースにしており、「99%コンパチブ

ル」であるとしている。

;;

;;おしゃれなデスクトップ

;;

フランスというお国柄のせいか、Linux

Mandrakeは、とても「おしゃれ」なデ

ィストリビューションである。Red Hat

Linuxのインストールの容易さや安定性

という特徴を維持しつつ、華やかで初心

者にも親しみやすいデスクトップを実現

している。同じウィンドウマネージャでも

アイコンのデザインや配色が違うせいか、

ベースになったRed Hat Linuxなどよ

りもあか抜けた雰囲気を持つ（画面2）。

また、最新バージョンの6.1では、デ

フォルトのKDEを始めとして、GNOME、

Enlightenment、 Window Maker、

AfterStepなど多くのウィンドウマネー

ジャやデスクトップ環境がバンドルさ

れている。

;;

;;国際化にも貢献

;;

メーカーの手による日本語版は発売さ

れていないが、木村順一氏が、Kondara

Project、Vine Project、日本KDEユーザ

会の成果物を用いて日本語化を行った

Mandrake-JPを発表している。

Linux Mandrakeは、アメリカでも

Macmillan社のブランドで発売されて

おり、シェアを伸ばしているという。

デスクトップのデザインは、いくらで

もカスタマイズできるものだが、初心

者には簡単なことではない。デフォル

トで美しいデスクトップを用意したこ

とが、Linux Mandrakeの人気の原因

のひとつであろう。

画面2 Linux Mandrakeのデスクトップ

OpenLinux
http://www.openlinux.ne.jp/

美しいインストーラ

しっかりと対応された
日本語環境

おしゃれなデスクトップ

ユーザーによる
日本語版

幅広いユーザー層に
アピール

Linux Mandrake
http://www.linux-mandrake.com/en/



Debian GNU/Linux（以下、Debian）

は、ボランティアグループであるDebian

Projectによって開発されているディス

トリビューションで、最新バージョンは

2.1（コードネーム「slink」）である。

Debianは、一度インストールさえして

しまえば二度と再インストールする必

要がないといわれるくらい、非常に強

力なパッケージ管理機構を持つ。

；；

；；ユニークな開発形態

；；

Debianの開発母体であるDebian

Projectは、Ian Murdock氏によって

1994年に設立されたボランティア組織

である。インターネットを活動の拠点

として、「社会契約」（Debian Social

Contact）と呼ばれる開発方針に従い、

メーリングリストやIRCを利用して開

発がなされている。また、重要な開発

方針は、開発者の同意や選挙などによ

って決定されるなど、その民主的な開

発スタイルは特徴的である。

■100%フリーソフトウェア

Debianは、 DFSG（ Debian Free

Software Guidelines）にしたがって使

用、修正、配布がなされている。DFSG

に完全準拠している、100%フリーのパ

ッケージは「main」、DFSGにしたがっ

てはいるが、動作の際DFSGにしたがっ

ていないものを「contrib」、DFSGに準

拠していないものを「non-free」と呼

んで、区別した形で配布されている。

■Debianの開発スタイル

Debianは、Linuxカーネル同様に

「安定版」と「開発版」の2つの系列を

持ちながら、開発されている。OSとし

て正式に公開されたものを安定版

（stable）と呼び、開発途中で公開され

ているものを開発版（unstable）と呼

ぶ。unstableは、新規パッケージやバ

ージョンアップしたパッケージを受け付

け、リリースを行う時期が近くなると、

コードフリーズ（frozen）となり、バグ

フィックス以外の変更は受け付けなく

なる。その後、問題ないことがわかっ

た時点でリリースとなる。一方、コー

ドフリーズされたバージョンのコピー

が次のunstableとなり、次バージョン

に向けて開発が行われることになる。

■Debian JP Project

日本においても、1996年8月より

Debian JP Projectが発足しており、

日本語パッケージや日本語インストー

ラの開発が進められている。ただ、他

のディストリビューションと大きく異

なるのは、「Debianの日本語対応版」

を作ることが目的ではなく、「Debian

本体に日本語パッケージを組み込むこ

と」を目的としている点である。

Debian JP Projectでは、この方針を

明確にするため、それまで作成してき

たJPパッケージを今後作成しないこと

を1999年5月に表明している。

；；

；；強力なパッケージ管理

；；

Debianにおいて最も特徴的なのがパ

ッケージ管理である。Debianのパッケ

ージ管理システムは、インテリジェン

トなパッケージの更新、依存関係の処

理、設定ファイルの保護など強力な管

理機構を特徴としている。パッケージ

選択のユーザーインターフェイスを

dselectが担い、実際のパッケージ管理

はdpkgが行っている。

dpkgは、パッケージ間の依存関係を

依存（depends）、衝突（conflict）だ

けでなく、提案（suggests）、置換

（replace）、推奨（recommends）と

いったきめ細かいレベルで管理してい
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RPM方式をパッケージ管理システムとして採用しているディストリビューション

は多い。しかし、このところdeb方式をパッケージ管理システムとして採用するこ

とを表明するディストリビューションが増えてきている。ここでは、それらのディ

ストリビューションをDebian系として紹介していく。

強力なパッケージ管理

ユニークな開発形態

DEBIAN GNU/LiNUX 2.1
ネットビレッジ（5800円）

Debian系のディストリビューション

Debian GNU/Linux
http://www.debian.org/
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る。さらに、「仮想パッケージ」という

仕組みにより、複数のパッケージに機

能ごとに仮想的な名前をつけておき、

それらに依存するパッケージは、仮想

パッケージ名のほうに依存するよう設

定しておくことで、個々のパッケージ

管理の手間を軽減している。

また、CD-ROMやハードディスクか

らだけなく、Anonymous FTPサイト

からもパッケージのインストールが行

えるので、常に最新状態に保つことが

可能である。

これらの多くの機能を備えている

Debianのパッケージ管理は、数あるデ

ィストリビューションの中でも群を抜い

ている。Corel LINUXやStorm Linux

などの新しいディストリビューション

がDebianをベースにしているのも、こ

のパッケージ管理の強力さゆえである。

；；

；；初心者には敷居は高い

；；

一貫したポリシーと強力なパッケー

ジ管理機構を持つDebianだが、初心者

には敷居の高いところも多い。たとえ

ば、インストーラはハードウェアの自

動検出を行ってはくれないし、インス

トール時に、システム設定などをこと

細かに質問してくるため、インストー

ルするのには、マシンやネットワーク

などの知識が多く求められる。

また、パッケージ管理のフロントエン

ドであるdselectも、強力なパッケージ

管理機構が災いして、一度依存関係で

問題が起こると、解消するにはシステ

ムに関する知識が必要になるし、メッ

セージも英語でわかりづらい（画面1）。

もちろん、ある程度経験のあるユー

ザーには大きな問題ではないのだが、

やはり初心者には敷居が高いといわざ

るをえない。ただし、これらの問題を

解決すべく、次期バージョンとなるコ

ードネーム「potato」では、インスト

ーラへの変更など、改善が図られるよ

うである。

Debian JP Projectが、今後はJPパッケー

ジを作成しないと発表したが、それとは別に、

2つのDebian関連のプロジェクトが国内で活

動している。もうひとつは「Dice Linux」で、

ひとつは「でびまる」である。

「Dice Linux」は、Debian GNU/Linuxと

100%の互換性を持つサブセットとして、

Project Dice（http://dice.debian.gr.jp/）によ

って開発されている。開発コンセプトとして

は、膨大になったDebianのパッケージを厳選

し、コンパクトな構成での配布が挙げられる。

また、dselectを用いないでインストール可能

な簡単インストーラを搭載し、初心者にもと

っつきやすくするようである。さらに、エディ

タ「dedit」、メーラ「demail」、PPPツール

「dppxp」など「Dice Tools」（通称dtools」と

呼ばれるツールも収録の予定である。

Project Diceによると、Dice Linuxは新しい

ディストリビューションではなく、Debian GNU

/Linuxの配布および導入への新たなスタイル

であるとしている。ただし、現在は開発段階

で、まだ具体的な成果物は公開されていない。

一 方 の「 でびまる GNU/Linux」 は、

Debian GNU/Linux 2.1.r2をベースに、でびま

る製作委員会（http://llc.linet.gr.jp/̃yochi

/debimaru/）によって開発されており、100%

の互換性を持つ。開発コンセプトとしては、

CD-ROM1枚に収まるようパッケージを厳選

し、開発中の独自インストーラによって、イ

ンストール手順の簡素化と自動化を図ること

が挙げられる。また、dselectを使用しないパ

ッケージ管理ツールの開発や、インストール

直後からの日本語利用を可能にするなど、初

心者にも配慮がなされている。現在、評価版

として「でびまるGNU/Linux 0.1」（コードネ

ーム、「大化」）が、ftp://ftp.linet.gr.jp/pub/

Debimaru/で公開されている。

両プロジェクトとも開発コンセプトなどは

非常に似ているが、具体的な成果物が提供さ

れているわけではないので、まだはっきりし

たことはわからない。今後の活動に期待した

いところだ。

Column

2つのDebian「推進」プロジェクト

画面1 パッケージ管理フロントエンド「dselect」 画面2 次世代のパッケージ管理システム「GNOME-APT」

初心者には敷居が高い
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Corel LINUXは 、 CorelDrawや

WordPerfectといったWindowsアプリ

ケーションベンダーとして知られてい

る、カナダのCorel社が開発・販売を

行っているディストリビューションで

ある。Debian GNU/Linuxをベースに

しており、主にデスクトップ分野への

進出をターゲットとしたディストリビ

ューションである。国内では、メディ

アビジョンが販売を行う。

；；

；；初心者にもやさしいインストーラ

；；

Corel Linuxは、新しいディストリ

ビューションだけあって、最近の流行

ともいえるグラフィカルなインストー

ラを装備している（画面1）。さらに、

入力項目を極力減らすことで初心者の

負担を軽減している。

；；

；；KDEベースの美しいデスクトップ

；；

デスクトップは、テーマセレクタが

搭載されたKDE 1.1.2がベースになっ

ており、さまざまなカスタマイズが可能

となっている。デスクトップ画面は、

KDE標準のものではなく、Corelがい

くつか手を加えている（画面2）。

たとえば、ファイルマネージャは、

KDE標準のkfmではなく、「Corel File

Manager」と呼ばれる、独自のものが搭

載されている。このCorel File Manager

にもkfmの特徴である、ローカルリソー

スとリモートリソースへのシームレスな

ファイルアクセスが可能となっている。

；；

；；Windowsとの親和性

；；

デスクトップ市場への展開を考えて

いるCorel LINUXは、現在のデスクトッ

プ市場を握っているWindowsとの親和

性も考慮されている。たとえば、KDEの

メニューから［Find］－［Computer］を

実行し、ダイアログボックスにコンピュ

ータ名を入力すると、ネットワーク上に

あるWindowsマシンを見つけることが

できる。さらに、その検索結果に表示

されているマシン名をクリックすると、そ

のマシンが公開しているリソースにアク

セスすることができる（画面3）。これは、

smbclientの機能を利用して実現して

いるのだろう。Windows NTをサーバ

として利用している会社などでも、デス

クトップマシンとしてCorel LINUXを

導入する際の障壁を取り除いてくれる

はずだ。

画面1 Corel LINUXのグラフィカルなインストーラ 画面2 KDEをベースにしたデスクトップ

画面3 Windowsマシンの検索とアクセス

Corel LINUX
http://linux.corel.com/

初心者にもやさしい
インストーラ

Windowsとの親和性

KDEベースの
美しいデスクトップ



Storm Linuxは、カナダのStormix

Technologies社が開発を行っているデ

ィストリビューションで、Debian

GNU/Linuxの2.0（slink）をベースに

している。このStorm Linuxは、原稿

執筆時点ではまだベータテストの段階

で、ベータ4が最新のリリースとなって

いる。開発コンセプトは、「ea s y

install」「easy to use」で、KDEをデ

スクトップ環境に採用し、Windowsを

使っているLinux初心者を主なターゲ

ットとしているようである。

；；

；；GUIとCUIを両サポートする

；；インストーラ

Storm Linuxはグラフィカルインス

トーラを搭載している（画面1）。ただ、

Storm Linuxのインストーラが他のデ

ィストリビューションのインストーラ

と異なるのは、ひとつのプログラムで

テキストベースのものとグラフィカル

なものの両方のインターフェイスを選

択できることである。

また、Debian GNU/Linuxをベース

にしているにもかかわらず、インストー

ラはハードウェアの自動検出も装備し

ており、「easy install」を実現している。

イ ン ス ト ー ル が 終 了 す れ ば 、

100%Debian GNU/Linuxとして動作

する。

；；

；；モジュール化された管理ツール

；；「SAS」

Storm Linuxの最大の目玉といえる

のが、このSAS（Storm Administration

System）である。SASは、ユーザーか

ら見ると単なるGUIベースの管理ツー

ルのように見えるが、その仕組みはも

っと奥が深い。

具体的には、クライアントサイドで動

作して、ユーザーからの入力や表示を行

うインターフェイス部分である「SAT」

（Storm Administration Tool）と、サ

ーバサイドで動作して、プログラムのイ

ンストールやコンフィギュレーション

を行う「Module」、SATからの送られ

てくる命令を解析してModuleの管理

を 行 う 「 MID」（ Module Inter

face Daemon）という3つのモジュー

ル群からなっている。

この仕組みの具体的なメリットとし

ては、インターフェイス部分をカスタ

マイズすることで、さまざまな特徴を

持ったStorm Linuxを構築できるな

ど、システムに高い柔軟性を持たせる

ことができる点が挙げられる。

；；

；；今後の展開

；；

Storm Linuxはまだ開発途上である

ため、今後どのような形で発展してい

くかはっきりとはわからない。当初は、

デスクトップ市場への進出をターゲッ

トとしていたようだが、同様にデスク

トップ市場への進出を狙うディストリ

ビューションにCorel LINUX（こちら

もDebian GNU/Linuxをベースにして

いる）があるため、方針を変更して

「ネットワークに強い」ディストリビュ

ーションへ方向を変更する案もあるよ

うだ。こういった戦略を立てられるの

も、SASという柔軟なアーキテクチャ

を持っているからといえよう。日本語

対応も含めて、今後に期待したいとこ

ろだ。
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Storm Linux
http://www.stormlinux.com/

今後の展開
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GUIとCUIを
両サポートするインストーラ



Plamo Linuxは、こじまみつひろ氏

らがSlackwareをベースに日本語化を

行ったディストリビューションである。

元になったSlackwareと同様に、パッ

ケージ管理システムを持たないシンプ

ルな構成が特徴で、ユーザー自身によ

るカスタマイズが容易になっている。

「Plamo」という名称も、プラモデルの

ように手を加えて自分用の環境を作っ

ていくことを表している。

;;

;;簡単なインストール

;;

インストールに関連するプログラム

のメッセージが日本語化されているた

め、英語で苦労することなくインスト

ールできる。

また国内でよく利用されているSCSI

カード、ネットワークカードのドライバ

を組み込んだカーネルが用意されてい

るため、対応したハードウェアを使って

いるマシンなら、特に設定をすること

なくそのまま利用可能だ。SCSIカード

やネットワークカードは比較的種類が多

く、適切なドライバを選ぶのは、初心者

には荷が重い作業なので、このような

配慮がされているのはありがたい。

さらに、作者のこじま氏がノートPC

をメインに使っているため、PCMCIA

やAPMといったノートPC用のコンポ

ーネントにも力を入れている。

;;

;;NEC PC-9801にも対応

;;

いわゆるDOS/Vマシンが普及する以

前は、事実上NECのPC-9801シリーズ

が国内の標準マシンだった。このPC-

9801シリーズへのLinuxの移植は、京大

マイコンクラブによって行 わ れ 、

「Linux/98」という名称で公開されてい

る。Plamo Linuxには、このLinux/98

を元にした環境も用意されている。

冒頭でも述べたように、P l amo

Linuxはパッケージ管理システムを持

たないが、代わりに「お勧めパッケージ

セット」というものが用意されている。

パッケージ選択時にこれを選ぶと、作者

であるこじま氏が使っているのと同じ

ソフトウェア環境がインストールされる

もので、パッケージ選択で悩むことな

く、定番ソフトがひととおりそろった

日本語対応のLinux環境が得られる。

以上の特徴からわかるように、Plamo

Linuxは日本国内での使用に特化した

ディストリビューションだ。同時にLinux

に不慣れな初心者への配慮がなされて

おり、初めてインストールする場合で

も、それほど戸惑うことはないだろう。

;;

;;待たれる

;;メジャーバージョンアップ

Plamo Linuxの安定版は、1.4.4が最

新である。「最新」と書いたが、カー

ネルが2.0.36、Cライブラリがlibc5とい

う組み合わせは、今となっては少々古

いものといわざるをえない。

だが、'99年8月に、Plamo 2.0のアル

ファ版（ベータ版よりさらに初期の開

発版）が発表されている。こちらはカ

ーネルが2.2.10、Cライブラリが-glibc

2.1.1と新しくなっており、デスクトッ

プ環境も日本語化したGNOMEとKDE

が用意されているということだ。

シンプルで扱いやすいといった特徴

を保ったまま、最新のコンポーネント

をそろえたバージョン2.0の正式リリー

スが待ち望まれる。
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画面1 Plamo Linux公式Webサイト 画面2 テキストベースのインストーラ

現在では、パッケージ管理システムを備えたディストリビューションが普及して

いるが、ほんの少し前までは、tarボールを自分で展開し、インストールまで手作業

で行うのが一般的だった。その時代に最も多く使われていたのが、Slackwareであ

る。ソフトのインストールは今よりたいへんだったが、自分で手を動かすことで身

につけた知識も多かったように思う。「生Linux」を体験したいユーザーに最適な

Slackware系のディストリビューションを紹介しよう。

Slackware系のディストリビューション

Plamo Linux
http://www.linet.gr.jp/̃kojima/Plamo/

簡単なインストール

NEC PC-9801にも対応

待たれる
メジャーバージョンアップ
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Slackwareは、 Patrik Volkerding

氏らによって作られているディストリ

ビューションである。'92年4月に最初

のバージョンがリリースされており、

今回の特集で紹介する中では最も歴史

の長いディストリビューションである。

また、日本国内でのLinux普及にも貢

献したディストリビューションだとい

える。当時、Linuxで日本語環境を使

用するためには、まず英語版をインス

トールしたあと、JE（Jap a n e s e

Extension）という追加パッケージを

インストールする必要があった。JEの

作者である真鍋氏がSlackwareを使っ

ていたため、「JEを使うにはSlackware

が安心」と言われていた。このころか

らLinuxを使っていたユーザーには、

今でもSlackwareを使い続けている人

が多いようだ。

;;

;;最新版の特徴

;;

Slackwareは、バージョン4.0で初め

てカーネル2.2系列を採用したが、その

リリースは他のディストリビューショ

ンよりも遅めだった。また、RPM系の

ディストリビューションが普及が進ん

だこともあり、このままフェードアウ

トしていくのかとも思われていたが、

本特集に合わせたかのようにバージョ

ン7.0が発表され、ファンを安心させた。

なおバージョンナンバーが4.0から一

気に7.0になっているが、これは数字が

小さいと古くさいものだと勘違いされ

るので、それを防ぐためとのことだ。

他のディストリビューションを追い越

したバージョンナンバーにふさわしく、

各コンポーネントに最新のものを採用

している。例を挙げれば、カーネルは

安定版の2.2.13を、また2大デスクトッ

プ環境のKDEは1.1.2を、GNOMEは

October GNOMEと呼ばれる1.0.53を

それぞれ用いている。

多くのディストリビューションが、

グラフィカルなインストーラを採用す

るなどして、初めて使うユーザーの敷

居を下げるような方向に変化してい

る。だがSlackwareは、最新の7.0でも

テキストベースのインストーラを採用

している。初心者への配慮よりは、

Slackwareを使い続けているユーザー

に、以前と同じ使い勝手で、最新バー

ジョンを提供することを目指している

のであろう。

;;

;;ウィザードを目指す人にお勧め

;;

率直なところ、まったくのコンピュ

ータ初心者にSlackwareは勧めにくい

が、以下の3項目のどれかに当てはま

る方なら、きっと気に入るだろう。

・旧バージョンのユーザー

・UNIX経験の豊富な人

・Linuxを学びたい人

■旧バージョンのユーザー

バージョン7.0は、カーネルをはじめ

とする各種コンポーネントに最新のも

のをそろえているが、各種設定ファイ

ルの構成や置き場所は、以前と大きく

は変わらない。そのため、今までの経

験や知識をそのまま活かしつつ、最新

の環境を体験できる。他のディストリ

ビューションがバージョンアップする

のを横目に、旧バージョンを使い続け

ていたユーザーは、これを機にバージ

ョンアップしてみてはどうだろう。

■UNIX経験の豊富な人

以前から仕事でUNIXマシンを使っ

ていて慣れている人が、Linuxを使い

始めるときにもSlackwareは適して

いる。それはSlackwareが、UNIX

の流儀を引き継いだディストリビュ

ーションだからだ。それはたとえば、

何か設定を変更する際には、GUIツ

ールでなくエディタでテキストの設定

ファイルを書き換えるといったこと

だ。Slackwareなら、UNIXでの経験

が違和感なく活かせるはずだ。

■Linuxを学びたい人

Linux上で何かをするというよりは、

いろいろいじり回してLinux、または

UNIXそのものに関する知識を増やし

たい人には、Slackwareが適している。

それはSlackwareがシンプルで手を加

えやすいからだ。Slackwareをベース

に、自分なりのシステムを構築して、

ウィザードを目指そう。
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画面2 Slackware公式サイト

画面1 setup

最新版の特徴

ウィザードを
目指す人にお勧め

Slackware
http://www.slackware.com/



Alpha AXPプ ロ セ ッ サ （ 以 下

Alpha）は、DEC（現コンパック）が

開発した世界最速のCPUである。初め

から64ビットのRISC（コラム参照）

CPUとして開発されている。

一般的にはそれほどなじみのない

CPUだが、Debian GNU/Linux、Red

Hat Linuxなど多くのディストリビュ

ーションが、Alpha版Linuxを用意し

ている。編集部で確認したディストリ

ビューション（Red Hat Linux 6.0と

Kondara MNU/Linux 1.0）では、カ

ーネル、Cライブラリなどの主要コン

ポーネントにx86版とほぼ同等のバー

ジョンが採用されていた。

;;

;;64ビット対応済み

;;

特筆すべきは、カーネルも含めた

Linuxシステム全体が、すでに64ビッ

ト化されていることだ。コンパイラも64

ビット用のコードを生成するため、CPU

の性能をフルに活かすことが可能だ。

一般的なx86マシンと比較してAlpha

マシンが優れている点は、64ビットの圧

倒的に広いアドレス空間が利用できる

ことと、浮動小数点演算が非常に高速な

ことの2点だ。Alpha版Linuxを用いる

ことで、これらの利点を活かした安定し

たシステムを、低コストで実現できる。

大規模なデータベースや、企業の基

幹サーバといった用途では、32ビット

のアドレス空間（2の32乗＝約40億）は、

すでに十分なものとはいえない。その

点、Alphaの64ビットアドレス空間（2

の64乗＝40億の40億倍）では、事実上

無制限ともいえるデータ量を扱うこと

ができるため、有用である。またLinux

を用いることで、優れたコストパフォー

マンスと高い安定性を両立させること

が可能だ。さらにコンパックのTru64

Unix用バイナリの動作も可能（ライセ

ンスが必要）なため、Tru64 Unix用

の商用アプリケーションも扱える。

;;

;;タイタニックを沈めた計算力

;;

また、科学技術計算やシミュレーショ

ン、特殊映像効果などの分野では、大

量の浮動小数点演算を実行する。

Alpha版Linuxは、これらの用途向け

に、高い演算性能を低コストで提供す

る。またLinuxは、ソースが公開されて

いるため、必要に応じてチューニング

も行えるのも、有利な点だ。

さらに、複数のマシンによる並列計

算が必要な場合にも、Linuxを搭載し

たAlphaマシンが有効だ。x86 PCと比

べるとAlphaマシンは高価だが、その

分性能も高いため、同じ計算能力を得

るために必要な台数が少なくてすむ。

結局、全体のコストはAlphaマシンを

用いたほうが安くなる。たとえば、'97

年に公開された映画「タイタニック」

の映像処理には、100台以上の、Linux

を搭載したAlphaマシンが使われてい

るそうだ。豪華客船を沈めたのは、

LinuxとAlphaだったのだ。

数値計算でRISCの性能を発揮させ

るためには、アーキテクチャに合わせて

高度な最適化が行えるコンパイラが必

要になる。Alpha版Linux用のFortran

とCコンパイラ（ベータ版）が、コンパ

ックより提供されており、Linux環境

からでもAlphaの性能をフルに活かす

ことが可能だ。

PowerPCを搭載したMacintosh

（PowerMac）用Linuxには、MkLinux

（ Micro kernel）とLinuxPPC（ Mk

Linuxと対比する意味で、Mono-Linux

ともいう。Monoはモノリシック、一

枚岩の意味）に大別される。

MkLinuxは、マイクロカーネル構造

のOSであるMach上で、Linuxサーバ

を動作させるものだ。AppleとOpen

Software Foundation（現The Open
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Linuxは、対応するCPUの種類がきわめて多い。現存するOSの中では、トップ

クラスだ。その数多いCPUの中から、利用者の多い（x86とは比べられないが）

Alpha、PowerPC、そしてSPARC用Linuxの現状を紹介する。

Red Hat Linux 6.0 For Alpha
Red Had Software（79.95USドル）

非x86系のディストリビューション

Alpha Linux
http://www.alphalinux.org/

Linux PPC
http://www.linuxppc.org/

64ビット対応済み

タイタニックを沈めた
計算力



Group）が開発支援を行っていた。'98

年にAppleが手を引いた後も、コミュ

ニティ主導で開発が続けられている。

LinuxPPCは、x86版と同様のモノリ

シックカーネルを採用している。Mk

Linuxよりもパフォーマンスが高く、

また対応するデバイスや機種も多いた

め、PowerMac用Linuxの主流になっ

ている。 以 下 の解 説 でも、 主 に

LinuxPPCを取り上げている。

PowerPC版Linuxを扱っているディ

ストリビューターにはLinuxPPC社、

TurboL inux社などがある。また

Debianプロジェクトでも、PowerPC

版が作られているようだ。

;;

;;ほぼ最新のソフト環境

;;

いくつかのディストリビューションの

主要コンポーネントのバージョンを確認

してみたところ、LinuxPPCの最新版、

1999 Q3は、カーネルが2.2.6、Cライブ

ラ リ が 2.1.1、Debian GNU/Linuxの

potato（開発版）は、カーネルが2.2.12、

Cライブラリが2.1.2だった。もちろんこ

れらは、後から最新版に入れ替えるこ

とができるが、始めから最新に近いも

のが使われているのは、何かと便利だ。

MacOSとLinuxPPCのデュアル

ブートは、BootXというプログラムを

用いることで、簡単に行える。BootX

の実体は、MacOS用のアプリケーショ

ンであり、MacOS／LinuxPPCの切り

替え以外にも、x86版L i nuxでは

lilo.confに記述するような起動パラメー

タを指定できるもので、インストール

時にも用いる。

;;

;;USBデバイスにも対応

;;

ベストセラーとなったiMac以降の機

種は、レガシーデバイスを大胆に廃止

しており、マウス、キーボードの入力デ

バイスもUSBで接続するようになって

いる。PowerMac用Linuxカーネルは、

すでにUSB機器（入力デバイス）に対

応しており、iMac、青白ボディのPower

Mac G3、PowerBook G3でLinuxPPC

を使うことができる。今のところ、最新

モデルであるPowerMac G4、iBook、

iMacDVには未対応だ。しかし、Linux

PPCコミュニティは非常に活発で、本稿

執筆時には、上記の最新モデルすべて

でカーネルの起動に成功したという情

報が得られている。正式対応が発表さ

れるのも、そう遠いことではなかろう。

SPARCは、Sunが設計したRISC

CPUであり、主に同社のワークステー

ションやサーバに用いられている。

UltraLinuxは、SPARC版Linuxのこと

であり、32ビット版と64ビット版の2

種類が存在する。Sun4c／m／d／uの

各シリーズのマシンが動作する。

SPARC対応のディストリビューショ

ン と し て は 、 Red Hat Linux 6.0、

Caldera OpenLinux 2.2がある。いず

れもx86版の最新版よりも1世代だけ前

の製品であり、極端に古いわけではな

い。またDebian Projectからも安定版

（slink）／開発版（potato）の両方がリ

リースされており、どちらもx86版と

ほぼ同じバージョンのコンポーネント

を用いている。同じソースコードから

ビルドされているので、別に不思議な

ことではない。

;;

;;純正OSに匹敵する安定性

;;

一般に、Sunのワークステーション

やサーバには、Solaris／SunOSが用い

られている。純正のOSがあるにもかか

わらずLinuxの需要があるのは、Linux

のSolarisに匹敵するほどの安定性に加

えて、オープンソースの自由な開発環

境が得られるからであろう。また、

Linuxは動作に必要なハードウェアリ

ソースがそれほど多くないため、少々

時代遅れのマシンの再利用という用途

もあるだろう。
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RISCは 、 Reduced Instruction Set

Computerのことで、単純な命令だけを用い

て、設計されたCPUのことである。それ以

前のCPUは、複雑で長い命令を含んでいた。

だが、それらの命令は使える状況が限定され

ていて、実際にはほとんど利用されていない

ことがわかったため、RISCが生まれた。複

雑な命令を持たないので、CPUの内部構造

が簡潔になる。その結果、クロックを上げや

すくなり、高性能が得られる。今回x86以外

のアーキテクチャとして紹介したAlpha、

PowerPC、SPARCは、いずれもRISCだ。

RISCの対語はCISC、Complex Instruction

Set Computerだ。インテルのx86シリーズプ

ロセッサ、特にPentiumまではCISCの代表

的な例だ。同じx86でもPentiumPro以降の

CPUや、AMDのK6やAthlonシリーズは、

x86命令を内部でRISC的な命令に変換して

処理しているため、CISCといいきっていい

のか微妙な存在だ。

逆にRISCにも、用途に合わせた複雑な命

令を加えることが多くなっている。たとえば、

PowerPC G4には、Velocity Engine（AltiVec）

という新しい命令セットが追加されている。

現在では、RISC／CISCの境界は曖昧になり

つつある。

Column

RISC

UltraLinux
http://www.ultralinux.org/

ほぼ最新のソフト環境

USBデバイスにも対応

純正OSに匹敵する安定性



Linuxは、その堅牢性などからサー

バ用途で利用されることが多い。しか

し、サーバ用途での利用となると、デ

スクトップで利用していたときよりも

セキュリティに気を配らなければなら

ないし、設定も面倒になる。そのよう

な状況を踏まえて、サーバ用途に限定

したディストリビューションがいくつ

かリリースされている。

■TurboLinux Server 日本語版 6.0

まず、12月15日より販売開始される、

ターボリナックスジャパンの「Turbo

Linux Server 日本語版 6.0」（2万9800

円）、「TurboLinux Server日本語版 6.0

SOHO Edition」（1万9800円）がある。

両製品は、SMPのパフォーマンスが

向上するようにカーネルがチューニン

グされており、サーバメモリを最大で

4Gバイトまで拡張可能にしているうえ、

プロセス数やセッション数も拡張され

ている。また、用途別のインストールが

可 能 な う え 、 SOHO Editionで は

「HDE LinuxController for TurboLinux」

というWebブラウザからサーバ設定を

行えるツールをバンドルして、利便性

を図っている。

サポートは、対応ハードウェアの認識

および設定、インストールまでの範囲

に限定した、WebやE-mailによる90日

間3件までのサポートが付属している。

■日本語 redhat Linux 6.0 Server

Edition

TurboLinux Serverと同様のコンセ

プトを持つ製品として、レーザーファ

イ ブ の 「 日 本 語 redhat Linux 6.0

Server Edition」（4万9800円）があ

る。こちらは、Red Hat Linux 6.0（英

語版）をベースに、独自の日本語イン

ストーラから、2枚差しのネットワーク

カード設定、IPマスカレード設定、

Samba設定、メールサーバ設定、DNS

設定、DHCP設定、UPS設定などが行

えるようになっている。

サポートは、インストールはもとより、

各サーバ機能の設定や運用方法までを

対象とした、電話、FAX、Web（E-

mail）による180日間に3回までの質問

が可能な基本サポートが付属している。

■プロサーバ for Linux Ver.2.0

「プロサーバ for Linux Ver.2.0」（1

万4800円）は、Debian GNU/Linux

をベースにギデオンが開発し、富士マ

グネディスク（http://www.fujifilm.co.

jp/fmd/linux/lintop.html）が販売して

いる、サーバ用ディストリビューショ

ンである。前述の2製品よりもさらに設

定項目を減らし、GUIベースでサーバ

設定が行える製品である（画面1）。

サポートは、販売元の富士マグネデ

ィスクがE-mailによる質問を受け付け

ており、2回までが無料となっている

（3回目以降は有料）。

なお、E-mailに感染したウィルスを

サーバ上で検出するデータフェロー社

製「FSAV Linux」を搭載した「プロ

サーバ with アンチウイルス」（初年度

のみ12万円～）も、販売されている。

サーバは、Linuxでは最も重要な使

用用途であり、またLinuxは元々サー

バに利用するのに十分なパフォーマン

スを持ったOSである。今後、このよう

にサーバ用途に特化したディストリビ

ューションは増えてくるだろう。
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ディストリビューションの中には、ある機能だけに特化させたものや、特別な仕

組みを持たせたものなど、個性的なものも多い。ここでは、そんなディストリビュ

ーションをいくつか紹介しよう。

画面1 プロサーバ for Linxuのシステム設定メニュー

個性派ディストリビューション

サーバ用ディストリビューション

TurboLinux Server 日本語版6.0
ターボリナックスジャパン（2万9800円）



これは、Windows上にLinux環境を

構築し、1台のマシンでWindowsとの

共存を図るディストリビューションで

ある。設定がより簡単であることや危

険なパーティション操作が不要である

ことなどがメリットとして挙げられる。

■Linux MLD4

Linux MLD4（以下、MLD4）は、メ

ディアラボ（http://www.mlb.co.jp/）

によって開発され、12月10日から販売

されるディストリビューションである。パ

ッケージ管理システムにはRPMを採用

しているので、rpmコマンドで新しいパ

ッケージを追加することも可能である。

MLD4の特徴は、Windows 95/98

のファイルシステムであるFAT16/32上

に、MLD4用の大きなファイルを1つ作

成し、そのなかにext2ファイルシステム

を構 築することである。つまり、

WindowsのなかにLinux環境を構築す

るのである。インストールは、Auto

Runによるインストーラから、コンパ

クト版（必要なディスク容量は250M

バイト以上）と標準版（必要なディス

ク容量は650Mバイト以上）のいずれ

かを選択して、インストールを開始す

るだけである。ハードウェア情報やネ

ットワーク情報などは、インストーラ

がWindows上のレジストリから自動的

に収集してLinuxに設定してくれるた

め、MLD4のインストール中は、設定

項目は一切ない。また、Windowsのフ

ァイルシステム上にインストールするた

め、パーティション操作も不要である。

インストール後は、インストール中

作成したフロッピーディスクか、

WindowsのMS-DOSモードなどから起

動する。その仕組みは、LOADLIN

（DOS上で動作するLinuxブートロー

ダ）を実行し、FAT上にあるext2領域

をループデバイスを使ってマウントし

ている。

Windows上のLinuxというと、どう

しても機能限定版といったイメージを連

想すると思うが、標準版をインストー

ルすればWnn6、XEmacs、Netscape

といった定番のアプリケーションはも

とより、GNOMEやKDEといったデス

クトップ環境も利用することができる。

■Phat LinuxとWinLinux 2000

海外にもMLD4と同様の仕組みを持

つディストリビューションがいくつか

ある。ひとつは、高校生のCameron

Cooper氏らが開発を行っているPhat

Linux（http://www.phatlinux.com/）。

Red Hat Linux 6.0をベースにしてお

り、パッケージ管理システムもRPMを

用いている。最新バージョンの3.2には

KDEがプレインストールされている。

もうひとつは、米JRCP社が開発し

ているWinLinux 2000（http://www.

winlinux.net/）。こちらもRPMを用い

ているようだが詳細は不明である。現

在は最終ベータ版が公開されている。
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2000年のLinux

ディストリビューション最前線

画面1 Windows上で動作するMLD4インストーラ 画面2 MLD4のグラフィカルログイン

Windows共存ディストリビューション

Linux MLD4
メディアラボ（8800円）



これはフロッピーディスクだけで動

作するディストリビューションで、

RAMディスクを利用するものが多い。

具体的なメリットとしては、環境を持

ち運べるので、どこでも同じように作

業ができるということや、ファイアウ

ォールなどを簡単に構築できるという

ことなどが挙げられる。こういったア

プローチは需要があるのか、かなり数

が多いので、ここではいくつか特徴の

あるものだけを紹介する。

■hal91 Floppy Linux

hal91 Floppy Linux（http://home.

sol .no/̃okolaas/hal91 .html）は、

Oyvind Kolas氏によって開発されて

いるディストリビューションで、Red

Hat 4.2をベースとしている。最新バー

ジョンは0.2.0で、ポータブルな利用や

レスキューディスクを主な用途として

いる。基本システムは、フロッピーデ

ィスク1枚で動作するが、追加ディス

クを利用すれば、CDプレーヤ、Lynx

やncftpなどが利用できるようになる。

■LRP

LRP（Linux Router Project：http:

//www.linuxrouter.org/）は、Dave

Cinega氏が中心になって開発されてい

るディストリビューションで、Debian

GNU/Linux 2.0をベースとしている。

最新バージョンは2.9.4で、そのプロジ

ェクト名からもわかるとおり、フロッ

ピーディスク1枚で動作するルータを主

な目的としており、ファイアウォール、

IPマスカレードなどの機能が標準で装

備されている。

■Tomsrtbt

Tomsrtbt（Tom's Root/Boot：http:

//www.toms.net/rb/）は、Thomas A.

Oehser氏によって開発されているディ

ストリビューションで、1.722Mバイト

フォーマットのフロッピーディスク1枚

を利用する。最新バージョンは1.7.185

で、レスキューディスクを主な用途と

している。PCカードやSMB、VFATを

含む12種類にも及ぶファイルシステム

のサポートなどが、レスキューディスク

としての性格をよく表しているといえ

よう。また、このTomsrtbtのサイトに

は、他のフロッピーLinuxへのリンクが

多くはられているので、興味のある方

はのぞいてみるといいだろう。

●

さて、このSection 3では、さまざま

なLinuxディストリビューションを紹

介してきたが、まだまだ紹介しきれな

いほどたくさんのディストリビューシ

ョンが世界中で作られている。

たとえば、Stampede GNU/Linux

（http://www.stampede.org/）は、

Pentium用に最適化されたgccである

「PGCC」でコンパイルすることで、

Pentiumで最適なパフォーマンスを発

揮するバイナリを用いているディスト

リビューションである。

ほかにも、ディストリビューションと

いう具体的な形にはいたっていないも

のの、クラスタリングに特化した試みで

あ る Extreme Linux（ http://www.

extremelinux.org）やMobileGear上で

Linuxを動かそうとするPocketLinux

プロジェクト（http://www.asahi -

net.or.jp/̃bg3k-ysd/pocketlinux/）

などがある。

これらのディストリビューションも

今後少しずつ紹介していきたいと思う。
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画面2 LRP 画面4 Stampede GNU/Linux

画面1 hal91 Floppy Linux 画面3 Tomsrtbt

フロッピーLinux&etc.
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1999年は「Linuxの年」と呼ぶのに

ふさわしいくらい、Linuxが注目され、

いろいろな動きがあった1年だった。そ

して、そんな活況を背景に、Linuxデ

ィストリビューションは爆発的に増加

した。個人、ベンダ、ボランティアグ

ループが各々の趣向を凝らし、ディス

トリビューションを競うように公開し

ている。開発者のLinus Torvaldsはも

ちろん、もはや世界の誰もすべてを把

握している人はいないに違いない。

；；

；；ディストリビューションの共通項

；；

すっかり混沌とした感のある昨今の

ディストリビューション事情だが、今

年リリースされたディストリビューシ

ョンを見ると、その中に共通の傾向を

いくつか見いだすことができる。それ

は、次のようなものだ。

■初心者にやさしいインストーラ

ひと頃と異なり、昨今のディストリ

ビューションのインストーラは、初心

者の取り込みへの努力がくみ取れる。

グラフィカルインストーラの採用やハ

ードウェアの自動検出、入力項目の削

減など、いずれも初心者ユーザーに向

けられた機能が多くのディストリビュ

ーションに搭載され始めている。初め

てインストールする初心者でも、ハー

ドウェア的なトラブルにあわない限り、

もはやインストールで行き詰まってし

まうことはないように思う。そういう

意味では、Linuxのインストーラは、

Windowsと遜色のないレベルへと近づ

きつつある。

■ユーザーインターフェイスの統一化

次に、ユーザーインターフェイス

（≒ウィンドウマネージャ）の標準化が

挙げられるだろう。ほとんどのディス

トリビューションが、デスクトップ環

境としてGNOMEやKDEを採用してい

る。そして、特に海外ではその標準の

デスクトップ環境としてKDEを採用す

るディストリビューションが増えてい

る。

■日本語入力環境の充実

こ れ は 国 内 だ け の 傾 向 だ が 、

ATOK12 SE for LinuxやWnn6 Ver.3

といった商用かな漢字変換システムの

バンドルも国内の商用ディストリビュ

ーションで共通することだ。これは流

行と見る向きもあるだろうが、むしろ、

Windowsを経由してきたユーザーに

は、旧来のUNIX環境で利用されてい

たCannaやWnn4といった、かな漢字

変換システムの変換精度に満足できな

かったと見るべきだろう。

；；

；；2000年のLinuxは？

；；

これらの傾向が意味するものは何だ

ろうか？　誤解を恐れずに言うなら、

こういった一連の傾向は、「フリー（無

料の）Windows」を目指した動きだっ

たといえるのではないだろうか。一度

浸透したWindowsパラダイムを「否定」

するのではなく、「取り込もう」として

いるのだ。

しかし、Linus Torvaldsが「今後、

Linuxカーネルに大きな変更はない」

と語っているとおり、Linuxは開発期

を過ぎて、すでに成熟期を迎えつつあ

る。もう環境が提供されるのを待つ必

要はない。いよいよ、Linuxならでは

という新しいパラダイムを切り開くと

きがやって来ているのだ。

2000年は、しばらく動きがなかった

Windows 2000もようやくリリースさ

れる。市場にもさまざまな変化がある

だろう。さて、Linuxにとって2000年

はどのような年になるのだろうか？　

画面　KDE 2.0のスナップショ
ット

マルチバイト対応のQt2.0をベー
スに作られた次世代のKDE 2.0。
CORBAベースのオフィススイー
ト「KOffice」のバンドルを始め
として、数多くの機能を持つ。
次世代のLinuxの標準インターフ
ェイスとなるのか？

ディストリビューションの
共通項

2000年のLinuxは？

ディストリビューションの向かう先は？
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Linuxマシン

バリバリチューニング

photo : Junko Kitade(Dee)

もっと速く！　もっと強力に！
それぞれ3万円以下で実現できるLinuxパワーアップ！



Windowsに比べると、LinuxはOS自

体が「軽い」構造なので、CPUをはじ

めとするハードウェアの性能が低めで

も快適に使える、とよくいわれる。し

かしユーザーが直接触れるクライアン

トPCに関しては、GNOMEやKDEな

ど「重い」ソフトウェアが標準で添付

されるようになってきた。たとえ

Linuxが「軽く」ても、その上で動く

ソフトウェアが「重け」れば、全体と

してハードウェアへの負担が重いこと

に変わりはない。

この記事は、最近ちょっと遅く感じ

られるクライアントのLinuxマシンを、

PCパーツの交換・追加で高速化しよ

う、というのが目的の1つだ。ただ、

Linuxに対する不満という点では、ハ

ードウェアサポートの弱さから実現で

きる機能がWindowsより少ないことの

ほうが、実行速度なんかよりずっと大

きいのではないだろうか？　そこで、

Linuxマシンの高速化だけではなく多

機能化にも挑戦してみた。パフォーマ

ンスチューニングには興味がないとい

う向きは、Linuxマシンでテレビを見

たり、3Dゲームを楽しんだりしてみる

のはいかがだろうか？

;; -----------------------------

損をしないPCパーツの買い方

;; -----------------------------

PCをチューニングするなら、PCパ

ーツの購入は欠かせない作業であり、

またお楽しみの一部でもある。しかし

PCパーツでは、製品自体は同じでも外

観や付属品の構成、保証規定などが異

なる複数のパッケージが店頭に並んで

いることが珍しくない。どれを買えば

よいのか、迷った経験を持つ人も多い

だろう。そこでパッケージごとの大雑

把な傾向を以下で説明しよう。

■化粧箱入りの日本語版パッケージ

メーカーや輸入代理店が1年程度の

無償保証とサポートをつけて販売して

いるパッケージだ。万一の故障にはシ

ョップではなくメーカー（か代理店）

が対応する（初期不良だけショップが

対応することもある）。海外メーカー製

品の場合、マニュアルぐらいは代理店

が日本語化する。しかしドライバを含

むソフトウェアは、日本語化にコスト

がかかるため、英語版でほぼ動作する

ならそのまま出荷するところと、あく

まで日本語化にこだわるところがあっ

て面白い。

ただし、もともと保証やサポートの

対象でないLinuxの場合、メリットは

マニュアルが日本語で読みやすいのと、

ハードウェア単体の保証がしっかりし

ているという2点に限られる。価格も高

めなので、どちらかといえばLinuxよ

りWindowsでの使用頻度が高い用途に

向いている。

■バルク品

PCメーカーなどOEM向けに納入さ

れるべき簡素なパッケージの製品が、

さまざまな（あやしい）流通ルートを

経て、そのまま販売店の店頭に並んで

しまったもの。付属品は薄いマニュア

ルとドライバCDだけという最低限のパ

ッケージであることが多い。たいてい

は化粧箱入りより安価なので、Linux

での使用頻度が高いなら、割り切って

買うのも悪くない。ただし基本的にメ

ーカーではなくショップが品質を保証

することは憶えておきたい。つまり故

障したらメーカーサポートは受けられ

ず、ショップが対応する場合がほとん

どだ。そのせいか、バルク品の故障は

初期不良交換期間が過ぎたら受け付け

ないショップもある。またメーカー保

証がないということは、保証付きの化

粧箱入り製品とバルク品では仕様が異

なる可能性もあるということだ。

こうしたリスクがあることから、今

回掲載したPCパーツはなるべく化粧箱

入りの日本語版を選んでいる。コスト

最優先でバルク品を選べばもっと安く

済んだはずだ。。

■化粧箱入りの英語版パッケージ

中身の品質はバルク品より信頼でき

るが、ショップが保証する点はバルク

品と同じ。アメリカでは売れていても、

日本では売れそうにない製品が、英語

版 のまま販 売 されることがある

（Voodoo3 2000/3000 PCIはその好例

だ）。Linux向けならWindows用ドラ

イバが英語版でも関係ないので、これ

もターゲットに入る。ただ価格が高い

場合も多いので注意したい。

■ジャンク品

古いPCから取り出した製品あるいは

古いPCそのものを指す。保証やサポー

トはまったくないが、ときたま格安の

新品に出会うこともあり、買う楽しみ

がある。Linuxで動作する古いパーツ

が必要なら、これもターゲットに入る

だろう。
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高速化と多機能化のどちらを目指す？

本記事に関してのご注意
本記事の中でテストした製品に関しては、

特記しないかぎり、どのメーカーもLinux

を正式にサポートしておらず、動作保証

もしておりません。本記事に関して各メ

ーカーに問い合わせることはご遠慮くだ

さい。また本記事で動作を検証した結果

は、メーカーおよび編集部で保証するも

のではありません。ご了承ください。

損をしないPCパーツの買い方



;; ------------------------------

テスト環境について

;; ------------------------------

各ハードウェアの動作を確認したの

は、Intel製440BXチップセットを搭載

したマザーボードに、 C e l e r o n -

300MHzとPC100 SDRAM 128Mバイ

トのメモリを組み合わせた自作PCであ

る。拡張カードやIDEデバイスについ

ては、Intel以外のメーカーによる互換

チップセットの環境で正しく動作しな

い可能性もあるので注意していただき

たい（最近は、こうした互換性問題も

少なくなってきたが）。

本記事のように、最新ハードウェア

をLinuxでテストする場合、単にドラ

イバを組み込むだけで動くのは幸運な

ほうで、カーネルのアップグレードを

強いられることが珍しくない。つまり、

なるべく新しいカーネルを採用したデ

ィストリビューションのほうが、何か

と面倒が少ない。もちろん新しいディ

ストリビューションのほうがハードウ

ェアのサポート範囲も広いので好まし

い。

そこで今回は、最新のRed Hat

Linux 6.1をベースに日本語化された公

認Red Hat Linux 6.1日本語版（以下

Red Hat Linux 6.1J）にてテストを行

った。本誌付録CD-ROMにも収録され

ているので、実際に試してみるとよい

だろう。カーネルのバージョンは2.2.12

と、原稿執筆時点で最新の2.2.13より

わずかに古いだけだ。このように、新

しすぎたせいか、日本語が正しく表示

されないなどの不具合が散見されたの

が難点ではある。

今回は、カーネルのリコンフィグ／

リコンパイルを要求するハードウェア

が非常に多かった。カーネルのリコン

フィグ／リコンパイルに慣れていない

場合は、実際に試す前に、本誌第2号

174～180ページの記事（ht tp : / /

www.ascii.co.jp/linux/allascii/linuxm

ag/articles/no_02/p174-180.pdf)など

の資料を参照しながら、リコンパイル

に慣れておいたほうが無難だろう。
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インターネット通販でLinux関連製品を取

り扱っているショップは、日本に限らず世界

中にあるので見つけるだけなら簡単だ。しか

し、実際に店頭でLinux関連製品を手に取っ

て確かめたり、店員さんに直接質問したりで

きるショップとなると、まだまだ少ないのが

現状だ。ここでは秋葉原でLinux対応製品を

店頭に並べている2つのショップを紹介しよ

う。どちらも特色あふれる面白いショップだ。

通販も受け付けている。

■ぷらっとホーム

秋葉原でも有数の老舗である同社は、

UNIX製品を幅広く取り扱うことで知られて

いる。LinuxをはじめとするPC UNIXだけで

はなく、SunやSGI製品、Windows、果ては

BeOSまで扱っている。店舗はビルの3F～5F

にあるが、そのうちLinux対応ソフトウェア

は4Fに、またハードウェアは主に5Fで販売

されている（ここには同社独自ブランドの製

品がある）。3FではPCパーツも販売している

ので、ここに来ればLinuxマシン構築に必要

なものはすべて揃えられるだろう。Linuxプレ

インストールサーバも販売されている。

住所：東京都千代田区外神田1-11-4

ミツワビル4F～5F

TEL： 03-3251-7611

URL： http://www.plathome.co.jp/

■otto（おっと）UNIX本舗

おっとUNIX本舗は、中古のサーバやワー

クステーションの販売を得意とするショップ

だ（新品も扱っている）。数年前には数十万

円もしたPCサーバが、中古とはいえ数万円

で購入できるため、企業ユーザーが部課の経

費で購入していくそうだ。Linuxをプレイン

ストールしたPCサーバも販売している。また

PCだけではなくSUNやHPのUNIXサーバ／

ワークステーションもあるが、これにLinuxを

インストールして運用するユーザーもいると

のこと。Linuxのインストールや環境構築は

自分でできるから、自作より信頼性の高いハ

ードウェアを安価に入手したい、というヘビ

ーユーザーが同店のリピーター客になってい

るようだ。

住所：東京都千代田区外神田3-12-15

チチブ電機ビル5F

TEL： 03-3257-2228

URL： http://www.ottonet.co.jp/

Column

Linux関連製品を
購入できるショップ

写真1-1 ぷらっとホームの店内

Linux対応ソフトウェアのある4Fには、このように多く
のディストリビューションが並んでいたほか、商用Xサ
ーバのAccelerated Xなど、ほかでは入手しにくい製品
も数多く見かける。

写真1-2 おっとUNIX本舗の店内

奥には大手メーカー製の中古PCサーバが格安の価格で
ずらりと並ぶ。手前のガラスケースには、内蔵プリンタ
サーバや専用メモリ、テープドライブなど入手の難しい
パーツが収まっていた。

テスト環境について



最近のメーカー製PCには、CD-RW

ドライブ内蔵モデルが少なくない。い

ずれも搭載しているのは、ATAPI接続

のCD-RWドライブだ。SCSI接続タイ

プだとSCSIホストアダプタの分だけコ

ストが上がるので不利であることは、

容易に想像がつく。また登場当初はト

ラブルの多かったATAPIタイプだが、

現在では安定動作するようになったこ

とも、採用増加に貢献しているようだ。

LinuxでもATAPI CD-RWドライブ

を利用する方法はある。もしSCSIタイ

プと遜色なく使えるなら、外付けSCSI

CD-RWドライブと比べて5000円～1万

円ほど節約できる。この差は大きい。

というわけで、今回購入したのがリ

コー製MP7060A-EDという製品だ（下

の写真）。同社製のCD-RWドライブの

中では最速の6倍速でCD-Rを焼ける。

この価格で6倍速は結構安いほうだが、

書き込みソフトなしのバルク品なら2万

5000円を切る場合もある。

;; ------------------------------

ATAPI CD-RWドライブのセットアップ

;; ------------------------------

Linuxカーネルには、ATAPIデバイ

スをSCSI機器に見せかけてコントロー

ルする「SCSIホストアダプタ・エミュ

レーション」という機能が実装されて

いる。もともとATAPI（ATA Packet

Interface）とは、SCSIで使われてい

るコマンドパケット体系を、ATAすな

わちIDEに導入した規格なのだ。そこ

でIDEインターフェイスをSCSIホスト

アダプタに見せかける特殊なドライバ

を設けると、CD-R書き込みツールのよ

うなSCSIのコマンドパケットを直接生

成するようなアプリケーションで、

ATAPIデバイスが使えるようになるわ

けだ（もちろんIDEとSCSIで異なる部

分は多く、制限も存在するはずだ）。

ATAPI CD-RWドライブも、SCSIホ

ストアダプタ・エミュレーションによ

りSCSI CD-RWドライブとして認識さ

せて使うのだ。

ここでは、2ポートのIDEインターフ

ェイスのうち、セカンダリのほうに

MP7060A-EDをマスタ、手持ちのパイ

オニア製ATAPI DVD-ROMドライブ

をスレーブにして接続して試した

（DVDに意味はない。ただのCD-ROM

ドライブとして使った）。この場合、前

者はhdc、後者はhddというデバイス

名が割り当てられる。

■カーネルのリコンパイル

SCSIホストアダプタ・エミュレーシ

ョンを有効にするには、カーネルコン

フィグレーションを変更してリコンパ

イルしなければならない。それにはま

ずroot権限で、

# cd /usr/src/linux

# make mrproper ; make xconfig

と実行して設定画面を表示させる。コ

ンソールモードならxconfigの代わりに

menuconfigを使うとよい。設定画面で

は表2-1のように各項目を設定し直す。

「y」だとカーネルに組み込み、「m」

はモジュール、「n」は組み込まない、

という意味だ。表2-1で特に重要なの

は 「 Include IDE/ATAPI CDROM

support」をモジュールにすることだ。

カーネルに組み込むとLinux起動時に

これがドライブを確保してしまい、

SCSIホストアダプタ・エミュレーショ

ン・ドライバが利用できなくなってし

まうのだ。

設定が済んだら、「Save and Exit」

でコンフィグレーションファイルを保

存し、リコンパイルする。

# make dep ; make clean

# make bzImage

# make modules

# make modules_install

■liloやconf.modulesの修正

次にliloの設定を変更して、これまで

動いていた環境を維持しつつ、新しい

カーネルで起動できるようにしよう。

それにはリスト2-1のように/etc/

lilo.confを書き替える。①はデフォルト
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株式会社リコー

MP7060A-ED
オープンプライス
http://www.ricoh.co.jp/

購入したATAPI CD-RWドライブ

購入価格：2万7800円

ATAPI CD-RWドライブでCD-Rを焼こう！

読み出しは最大24倍速（CAV）、書き込みはCD-Rで最
大6倍速、CD-RWなら最大4倍速が可能なCD-RWドラ
イブ。購入したのはATAPI（IDE）接続で内蔵タイプの
み。姉妹製品としてSCSI-2を採用した外付け／内蔵ド
ライブもある。CD-R書き込みツールはEasy CD
Creatorデラックス版が、パケットライトはDirctCD2.5
が添付されている（Windows用）。

ATAPI CD-RWドライブの
セットアップ



で新カーネルを起動する指定で、②は

新カーネルのために追加したセクショ

ンである。この最下行（本来は折り返

していないことに注意）が、ATAPI

CD-RWドライブとDVD-ROMドライ

ブをSCSIエミュレーションドライバ

（ide-scsi）で動かすためのおまじない

だ。

あとは、以下のように/bootを書き

替える。

# cd /usr/src/linux

# cp System.map /boot/System.map-cdrw

# cp arch/i386/boot/bzImage /boot/

vmlinuz-cdrw

# cd /boot

# rm System.map

# ln -s System.map-cdrw System.map

# /sbin/lilo

最後のliloの実行を忘れずに。

また、モジュールの依存関係などを

記したconf.modulesにも追加の記述が

必要だ（リスト2-2）。①はSCSI CD-

ROMドライバ、②はide-scsiドライバ

の自動ロードを指定している。③は

ide-cdドライバがATAPIドライブ2台

を制御しないよう無視させる指定だ。

■cdromデバイスの再構築

ここでいったんLinuxを再起動し、

新 カ ー ネ ル が 立 ち 上 が っ た ら

/dev/cdromへのシンボリックリンク

を修正する。

# rm /dev/cdrom

# ln -s /dev/scd1 /dev/cdrom

これでDVD-ROMドライブを/dev/

cdromでアクセスできる（CD-RWドラ

イブは/dev/scd0）。DVD-ROMドライ

ブに適当なCD-ROMを入れてマウント

してみよう。

# mount /mnt/cdrom

マウントが成功すると、dmesgは画

面2-1のように、各ドライブごとに①

や②のような諸元を記録する。一見し

ただけではATAPIデバイスとは分から

ない。

;; ------------------------------

CD-R関連ツールのインストール

;; ------------------------------

次にCD-Rを焼くためのツールをイン

ストールしよう。CDのイメージを作る

mk i s o f sや実際の書き込みを行う

cdrecordは、表2-2のようにRed Hat

Linux 6.1JのCD-ROMに収録されてい

る。そこで、

# cd /mnt/cdrom/RedHat/RPMS

# rpm -ivh cdrecord-1.8a29-2.i386.rpm

# chmod +s `which cdrecord`

# rpm -ivh mkisofos-1.12b5-5.i386.rpm
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リスト2-1 lilo.confの修正箇所

boot=/dev/hda

map=/boot/map

install=/boot/boot.b

prompt

timeout=50

default=linux-cdrw         ①

image=/boot/vmlinuz-2.2.12

label=linux

initrd=/boot/initrd.img

read-only

root=/dev/hda1

image=/boot/vmlinuz-cdrw

label=linux-cdrw

initrd=/boot/initrd.img     ②
read-only

root=/dev/hda1

append="hdc=ide-scsi 

hdd=ide-scsi"

リスト2-2 conf.modules

：
alias scd1 sr_mod ①
alias scsi_hostadapter ide-scsi ②
options ide-cd ignore=hdc,hdd ③

セクション

Block Device

SCSI

Filesystems

設定項目

Enhanced IDE/MFM/RLL … support

Include IDE/ATAPI CDROM support

SCSI emulation support

Loopback device support

SCSI support

SCSI CD-ROM support

Enable vendor-specific extensions

SCSI generic support

ISO 9660 CDROM filesystem support

Microsoft Joliet CDROM extensions

設定内容

y

m

m

m

yまたはm

yまたはm

ｙ

yまたはm

y

yまたはm

表2-1 ATAPI CD-RWドライブのためのカーネルコンフィグレーション

cdrecord のWebページ

cdrecord（Red HatのCD-ROM）

mkisofs（Red HatのCD-ROM）

X-CD-RoastのWebページ

xcdroast 0.96e-1

Red Hat Linuxミラーサイト一覧

http://www.fokus.gmd.de/research/cc/glone/employees/joerg.schillin

g/private/index.html

/RedHat/RPMS/cdrecord-1.8a29-2.i386.rpm

/RedHat/RPMS/mkisofs-1.12b5-5.i386.rpm

http://www.fh-muenchen.de/rz/xcdroast/

ftp://ftp.infomagic.com/pub/mirrors/linux/RedHatContrib/libc6/i386/xc

droast-0.96e-1.i386.rpm

http://www.redhat.com/download/mirror.html

表2-2 使用したファイルと情報

CD-R関連ツールの
インストール



とインストールできる。chmodコマン

ドを忘れるとroot権限を持たないユー

ザーがcdrecordを実行できないので注

意したい。

次はX-CD-Roast 0.96eというGUIベ

ースのCD-R書き込みツールをインスト

ールする。これは、cdrecordなどのコ

ンソールコマンドを呼び出して書き込

みを行なっている。ただし、すでにイ

ンストールしたcdrecord 1.8は使わず、

内部に抱えた古いバージョンのコマン

ドを使ってしまうのがデメリットだろ

うか。もっとも、今回のように比較的

新しいデバイスを揃えたにも関わらず、

X-CD-Roast 0.96eの動作に問題は特に

なかった。

X-CD-Roastは、表2-2を参考にrpm

ファイルをダウンロードしたら、

# rpm -ivh xcdroast-0.96e-1.i386.rpm

でインストールできる。

;; ------------------------------

X-CD-Roastを使ってみる

;; ------------------------------

ファイルやCDをバックアップするよ

うな用途なら、コンソールコマンドの

cdrecordよりGUIのX-CD-Roastのほ

うが扱いやすいのは自明だ。ブータブ

ルCD-ROMの作成など、X-CD-Roast

にはない特殊な機能が必要なときに

cdrecordなどのコンソールコマンドを

使えばよいだろう。

さてX-CD-Roastを起動したら、まず

は「Setup」ボタンを押して各種設定

をしなければならない。重要なのは画

面2-2の「CD Setup」である。最初

「Audio-Read-Mode」をAutodetectに

していたところ、音楽CDのトラック読

み出しに失敗してしまったのだ（ノイ

ズしか記録されなかったのにエラーは

出なかった！）。

また、音楽CDを読み出すATAPIデ

バイスは、SCSIエミュレーションを有

効にしないと、「Audio-Read-Device」

に選択肢として表れないので注意した

い。わざわざリスト2-1／2-2で、CD-

RWドライブだけではなくDVD-ROM

ドライブまでSCSIエミュレーションを

有効にするよう設定したのは、DVD-

ROMドライブで音楽CDのトラックを

読み出すテストをしたかったからだ

（最大10倍速で音楽データを取り出せ

ることを確認できた）。

X-CD-Roastの実際の使い方について

は、ヘルプなどを参照されたい。GUI

なのでコンソールコマンドよりはるか

に簡単に習熟できるだろう。しかし、

最近のWindows用書き込みツールに比

べると、X-CD-Roast 0.96eの機能はや

はり貧弱に感じられる（ブータブル

CD-ROM未対応など）。すでに新機能

が追加された0.98のアルファ版が登場

しているので、今後に期待したいとこ

ろだ。

Linux magazineJanuary 2000 93

Linuxマシン

バリバリチューニング

：
scsi0 : SCSI host adapter emulation for IDE ATAPI devices

scsi : 1 host.

Vendor: RICOH     Model: CD-R/RW MP7060A   Rev: 1.30

Type:   CD-ROM                ANSI SCSI revision: 02

Vendor: PIONEER   Model: DVD-ROM DVD-104   Rev: 1.14

Type:   CD-ROM                ANSI SCSI revision: 02

Detected scsi CD-ROM sr0 at scsi0, channel 0, id 0, lun 0

Detected scsi CD-ROM sr1 at scsi0, channel 0, id 1, lun 0

sr0: scsi3-mmc drive: 24x/24x writer cd/rw xa/form2 cdda tray

Uniform CDROM driver Revision: 2.56

sr1: scsi3-mmc drive: 0x/0x cd/rw xa/form2 cdda tray

：

画面2-1 SCSIエミュレーションが成功したときのdmesg出力

画面2-2 X-CD-Roastのセットアップ画面

Autodetectでは失敗する

6倍に設定

CD-R関連ツールの
インストール

①

②



PCの画面でテレビを見たり動画を録

画したりするには、TVチューナーやビ

デオキャプチャのカードをPCに組み込

むのが一般的だ。Windowsならカード

に付属のドライバで容易に実現できる

が、Linuxだってフリーソフトウェア

などでこうした機能を利用できるのだ

（ちょっと面倒だけど）。

今回Linuxで試したのは下の写真に

ある2製品で、どちらもTVチューナー

とビデオキャプチャ両方の機能を備え

たPCIカードである。実売価格はリモ

コンの有無やメーカーブランドなどに

よりピンキリだが、キャプチャだけの

カードなら5000円程度から販売されて

いるので、気軽に試せるのではないだ

ろうか。

製品選びで重要なのはコントローラ

チップだ。Linuxの場合、Conexant

（旧Brooktree）製のBt848（写真3-1）

やBt878（写真3-2）を採用した製品が

一番動かしやすいようだ。ZORANな

ど他のコントローラチップもサポート

されているが、製品数やネットでの成

功例はBtシリーズのほうが多い。それ

がこの2製品を選んだ理由だ。もっと

もBtシリーズなら確実に動作するとい

うわけではないが。

;; ------------------------------

Linuxでテレビを見るには

;; ------------------------------

Justy JTT-02でもAMI-999でもテレ

ビ画像を表示する場合、TVチューナ

ーで選局して得られる動画像をコント

ローラチップでキャプチャし、グラフ

ィックスカード上のフレームバッファ

に転送する、という手順が踏まれてい

る。これをLinuxで実現するのが

Video4Linuxというソフトウェアで、

ビデオを扱うのに必要なAPIを提供す

る。普通Video4Linux本体はLinuxカ

ーネルと共に配布されているし、コン

トローラのドライバなども含まれてい

ることが多い。

余談だが、Video4Linuxよりさらに

扱いやすいビデオ環境をLinuxで構築

するために、Video4Linux2というプロ

ジェクトがすでに登場している。

Video4Linux2対応のドライバ（後述の

bttvなど）もリリースされており、今

後が楽しみだが、ここでは従来の

Video4Linuxを用いることにする。

■Justy JTT-02のセットアップ

写真3 - 1、 2のB t 8 4 8 ／ 8 7 8 を

Video4Linux上で動作させるには、

bttvというモジュールを用いる。幸い

なことにJusty JTT-02は、Red Hat

Linux 6.1Jが採用するカーネル2.2.12付

属のbttvで問題なく動作した。また

Video4Linux自 体 も Red Hat Linux

6.1Jではモジュールとして組み込まれ

るので、カーネルのリコンフィグは不

要だ。

次は/etc/conf.modulesを編集してリ

スト3-1を追加し、各モジュールが適

切にロードされるようにする。リスト

3-1で、①はbttvと同時にtunerモジュ

ールもロードするための指定だ。②は

bttvにキャプチャカードの自動検出と

FMラジオ機能のオフを指定している。

④ではTVチューナーの種類にPhilips

NTSCを選んでいる。なおリスト3-1で

Justy JTT-02とAMI-999はbttvのオプ
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株式会社トライコーポレーション

Justy JTT-02
2万4800円
http://www.justy.co.jp/

購入したTVチューナー＆ビデオキャプチャカード

購入価格：1万6800円
別名TV WATCH MATE Proという製品で、TVチューナ
ーとビデオキャプチャをサポートするPCIカードと赤外
線リモコンがセットになっている。コントローラは
Bt848Aで、TVチューナーのモジュールはPhilips製だっ
た。Windows 98用ドライバが付属していないのが難点
か。

Amigo Technology

AMI-999
オープンプライス（輸入品）
http://www.amigo.com.tw/

購入価格：7680円
いちおう化粧箱には入っているがノーブランド品扱いだ
った輸入品で、TVチューナーとビデオキャプチャ対応
のPCIカードが入っていた（リモコンはなし）。コント
ローラにBt878を採用し、Lucky Gold製TVチューナー
モジュールを搭載していた。Windows 98用はもちろん
NT用ドライバも存在する。

Linuxでテレビを見よう！

Linuxでテレビを見るには



ション指定が異なり、前者は②を、後

者は③を有効にしなければならない

（行頭の#を入れ替える）。

conf.modulesを変更したら、

# modprobe bttv

# lsmod

と実行して各モジュールのロードを確

かめてみよう。正常ならbttvのほか

tunerとi2c、videodevがロードされた

と表示されるはずだ。

■AMI-999のセットアップ

Justy JTT-02同様、AMI-999のコ

ントローラチップBt878もbttvで動作

するはずなので、細かいオプション設

定（リスト3-1参照）を除けば、組み

込み手順は前述のJusty JTT-02とほぼ

同じはずだ。しかし、実際にはTVチ

ューナーから音声が正しく出ないとい

うトラブルが生じた。どうやらRed

Hat Linux 6.1Jに付属していたbttvの

問題だったようで、bttvのバージョン

を上げたら解決できた。以下にbttvの

アップグレード方法を記そう。原稿執

筆時点でbttvの最新バージョンは0.7.6

だったが、ここではより安定している

と思われる0.6.4hを、後述するxawtv

のホームページからダウンロードして

使っている（表3-1参照）。

bttv-0.6.4h.tar.gzファイルを適当な

ディレクトリにおいたら、リスト3-1の

変更をした後で（③を忘れずに！）、

# tar zxvf bttv-0.6.4h.tar.gz 

# cd bttv-0.6.4h

# make

# make ins

と実行し、モジュールの作成・組み込

みを行う。なおRedHat Linux 6.1Jで

はここでエラーが生じることがあった

が、一度カーネルをリコンパイルすれ

ば解消される。またmake insで新しい

モジュールがロードされるので、エラ

ーが生じなければ、

# cd driver 

# cp -i *.o /lib/modules/`uname -

r`/misc

と実行してモジュールを所定のディレ

クトリにコピーしよう。あとはLinux

を再起動して新しいモジュールをロー

ドすれば、AMI-999は動くはずだ。

■xawtvのインストールと設定

残るはテレビ画像のビューアを用意

することだ。Linuxでは、Gerd Knorr

氏によるxawtvというビューアがよく

知られており、機能も豊富である。こ

こでは最新バージョンである3.01を使

用した（Webページやダウンロードフ

ァイル名は表3-1を参照）。

xawtv 3.01はtar.gzファイルで配布

されているが、rpm形式でのインスト

ールにも対応している。そのためRed

Hat Linuxへのインストールはとても

簡単で、

# rpm -ta xwatv-3.01.tar.gz
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写真3-2 Conexant Bt878

Bt84xシリーズの改良版コントローラで、Bt848Aの機能
はすべて継承しつつ、音声もモノラルでキャプチャする
機能が追加された。ステレオ音声をキャプチャできる
Bt879という姉妹製品もある。

写真3-1 Conexant Bt848A

2～3年ほど前に多くのビデオキャプチャカードが採用
したコントローラ。アナログのビデオ信号をキャプチャ
してデジタル化し、PCIにバスマスタで転送できる。TV
チューナーの機能は含まれない。

Video4LinuxのWebページ

Video4Linux2のWebページ

xawtvのWebページ

bttv 0.6.4h

xawtv 3.0.1

XAnimのWebページ

XAnim（Red HatのCD-ROM）

RealProducer G2

RealPlayer G2アルファ版

LIRCのWebページ

Red Hat Linuxハードウェアサポート情報

http://roadrunner.swansea.uk.linux.org/v4l.shtml

http://millennium.diads.com/bdirks/v4l2.htm

http://www.in-berlin.de/User/kraxel/xawtv.html

http://www.in-berlin.de/User/kraxel/v4l/bttv-0.6.4h.tar.gz

http://www.in-berlin.de/User/kraxel/v4l/xawtv-3.01.tar.gz

http://xanim.resnet.gatech.edu/home.html

/RedHat/RPMS/xanim2.80.1-3.i386.rpm

http://www.realnetworks.com/products/producer/

http://proforma.real.com/real/player/linuxplayer.html

http://fsinfo.cs.uni-sb.de/̃columbus/lirc/

http://www.redhat.com/corp/support/hardware/index.html

表3-1 使用したファイルや情報

※バージョンが上がってファイル名が変わることがあるので注意されたい

▼リスト3-1 /etc/conf.modulesの追加部分

# capture driver

alias char-major-81 videodev

alias char-major-81-0 bttv

pre-install bttv modprobe -k tuner

options bttv card=0 radio=0

#options bttv card=19 radio=0

options tuner type=2

①
②
③
④



# cd /usr/src/redhat/RPMS/i386

# rpm -Uvh xawtv-3.01-1.i386.rpm

と実行するだけだ。ただ最後にxsetが

実行されるので、X環境でインストー

ル作業をしたほうがよさそうだ。

次はxawtvの設定だ。xawtvはその

起動時にユーザーのホームディレクト

リから.xawtvという設定ファイルを読

み込むので、ユーザーごとに.xawtvを

用意する必要がある。リスト3-2が今

回作成した.xawtvだ。ここで①には地

上波ならjapan-bcastを、CATVなら

japan-cableを指定する。②は音声出力

をつなぐサウンドカードのミキサーデ

バイスの指定で、lineまたはvolにすれ

ばxwatvから音量を調節できる。③で

は起動時の入力映像（ここではテレビ）

を選べる。④はオーバーレイ方式の指

定で、問題があればgrabdisplayに変

更してみよう（ただしCPUの負荷が増

える）。⑤はプリセットチャンネルの設

定で、リストでは編集部のある東京に

合わせている。ほかの地域では、[]内

の名称とチャンネル番号を差し替えて

ほしい。

ここまで設定したら、Xの起動後に

xawtvを実行してみよう。トラブルが

なければ画面3-1のように各ウインドウ

が開いてテレビ画像が表示されるはず

だ。一方、テレビの音声はTVチュー

ナー＆キャプチャカードの背面にある

音声出力端子から得られる。これをサ

ウンドカードの音声入力端子に接続す

れば、ほかの音とミキシングされて出

力されるようになる。またリスト3-2の

②を設定しておけば、音量も＋／－キ

ーで調節できる。

:: ------------------------------

Linuxでビデオキャプチャ

:: ------------------------------

テレビが表示できたら、録画もして

みたいところだ。bttvはテレビ画像の

録画はもちろん、外部ビデオ入力から

のキャプチャもサポートしている。

Video4Linux対応のキャプチャツール

はいくつかあるが、もっとも手軽なの

は、すでにインストールしたxawtvを

使うことだ。xawtvのウインドウ上で

Rキーを押すと、record moviesウィ

ンドウが現れる。これでキャプチャす

ると、320×240ドット／15ビットカラ

ー／モノラル音声／15フレーム/秒な

らCeleron-300MHz搭載PCで実用的な

画質が得られた。もっと画質を上げた

りフレームレートを高めたりするには、

より高速なCPUが必要だろう。

録画したファイルはAVIビューアの

xanimで表示できる。xanimはRed

Hat Linux 6.1J標準添付なので、プロ

グラムCDからrpm -Uvhでインストー

ルできる（表3-1を参照）。

xawtvなどでビデオをキャプチャし

ても、そのままでは動画を自分だけで

楽しむしかない。 しかし、 R e a l

Networksが提供するVideo4Linux対

応のRealProducer G2（画面3-2）を

使えば、事実上インターネットの標準

であるRealMedia形式の動画を作成で

きるのだ。RealServerと組み合わせて

個人でRealMedia放送局を作ってしま

えば、Linuxでキャプチャ環境を作る

醍醐味を味わうことができるだろう。

Linux用RealProducer G2はフリー版

を同社のWebサイトからダウンロード
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▼リスト3-2 .xawtvの例

[global]

freqtab = japan-bcast

mixer = line

fullscreen = 1024x768

[defaults]

source = television

norm = ntsc

capture = overlay

[NHK]

channel = 1

[ETV]

channel = 3

[NTV]

channel = 4

[TBS]

channel = 6

[FUJI]

channel = 8

[ASAHI]

channel = 10

[TOKYO]

channel = 12

[MXTV]

channel = 14

[VIDEO]

source = Composite1

画面3-1 xawtvの表
示例

真ん中のOptionsウィ
ンドウや右のChannels
ウィンドウは、自由に
開いたり閉じたりでき
る。キーボードからワ
ンタッチでチャンネル
や音量を変更できるな
ど、使い勝手はよい。

①
②

③

④

⑤

Linuxでビデオキャプチャ



できる（表3-1参照）。Red Hat Linux

6.1ではパッチをあてる必要があるので

注意したい。

作成したRealMedia形式のファイル

をLinuxで表示するにはRealPlayer G2

（画面3-3）が必要だ。しかしRed Hat

Linux 6.1で安定動作するプレーヤはま

だリリースされていないようだ。

RealPlayer G2のフリー版は、表3-1の

Webサイトからダウンロード可能だが、

まだアルファ版なので動作はかなり不

安定だ。RealMedia形式を表示できる

環境がLAN上にない場合、個人が映像

を撮り溜めるのにRealMedia形式を使

うのは、あまり現実的とはいえないだ

ろう。

:: ------------------------------

TVチューナーのリモコンも使える？

:: ------------------------------

試用したJusty JTT-02には赤外線

リモコンとその受光機が同梱されてお

り、Windowsでは利用できた。また

AMI-999にもリモコン受光機の接続用

とおぼしき端子が装備されていた。こ

うしたちょっとマイナーなデバイスに

対してもドライバが開発されているの

がLinuxの面白いところだ。現在、

LIRC（Linux Infrared Remote Control）

と呼ばれるプロジェクトで、さまざま

な赤外線デバイスをLinuxで利用でき

るようにする試みが進められている

（Webサイトは表3-1参照）。その成果

として、すでに一部のTVチューナー

カードでリモコン機能がサポートされ

るようになった。残念ながら今回はテ

ストできなかったが、Justy JTT-02の

リモコンもLinuxで利用するのは不可

能ではなさそうだ。

:: ------------------------------

サウンドカードの設定

:: ------------------------------

TVチューナーカードやビデオキャプ

チャカード単体では、音は聞けても、

音声をキャプチャできない。やはりサ

ウンドカードと併用すべきだろう。お

勧めなのは、今回試したクリエイティ

ブメディアのVIBRA 128のように、安

価なPCIサウンドカードである。1万円

以上の高価なサウンドカードはその特

徴をLinuxで生かせないことが多いし、

また音質も最近の安価なカードはそれ

ほど悪くないからだ（だいたいテレビ

音声に必要な音質などタカが知れてい

る）。ISAカードはセットアップが面倒

なわりにスペックが見劣りするので避

けよう。

Red Hat Linux 6.1Jの 場 合 、

VIBRA 128はsndconfigというツール

で自動認識されてドライバも組み込ま

れるので、インストールは非常に楽だ

（画面3-4）。同じメーカーのSound

Blaster PCI128も自動認識された。新

規にサウンドカードを購入する際には、

各ディストリビューションのハードウ

ェアサポート状況を確認してから製品

を選ぼう（Red Hat Linuxのハードウ

ェアサポート情報は、表3-1のWebサ

イトにある）。
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クリエイティブメディア株式会社

Creative VIBRA 128 for DOS/V
4500円
http://www.creaf.co.jp/

購入したサウンドカード

購入価格：3600円
Sound Blasterシリーズで知られるCreative Labs.の廉価
版PCIサウンドカード。小さな箱にカードとペラ1枚の
説明書とCD-ROMしか入っていないチープな構成だが、
日本語版である。サウンドチップはCreative（Ensoniq）
ES1371と認識された。PCM（Wave）を鳴らすならこ
れで十分だろう。

画面2 RealProducer G2

Linux用のフリー版だ。

画面3-3 RealPlayer G2

Linux用はまだアルファ版だ。

画面3-4：sndconfigの認識画面

テストに使ったCreative VIBRA 128を自動で認識した
ところ。サウンドチップが「Ensoniq ES1371」と識別
されているのがわかる。このあと、特にユーザーが設定
することはほとんどない。

TVチューナーの
リモコンも使える？

サウンドカードの設定



ハードディスクの大容量化と低価格

化はとどまるところを知らず、ついに

30GバイトのIDEハードディスクが3万

円台で購入できるまでになった。

ところで現在入手できるIDEハード

ディスクは、ほとんどがUltraDMA/66

対応のものだ。しかし、これまで多く

のPCはUltraDMA/33モードまでのサ

ポートだったので、その性能を活かす

ことができなかった。ただ、少なくと

も新製品のマザーボードはほとんどが

UltraDMA/66をサポートするようにな

ってきたし、Promise Ultra66などの

拡張カードを使えば既存のPC も

UltraDMA/66対応にすることができ

るなど、状況は変わりつつある。今回

はPromise Ultra66をLinuxで使う方

法を探った。

;; ------------------------------

UltraDMA/66対応はまだリスキー？

;; ------------------------------

Promise Ultra66を は じ め 、

UltraDMA/66に対応したドライバは

開発版カーネル2.3.xから収録されてい

る。しかし後述するように、パッチを

あてることで安定版カーネル2.2.xのま

までUltraDMA/66に対応可能だ。ま

だ標準リリースに取り込まれていない

機能である以上、ある程度のリスクは

覚悟しなければならない。少なくとも

パッチに付属しているドキュメント類

はかならず目を通すようにしよう。

今年末にリリースされる予定のカー

ネル2.4にはUltraDMA/66に対応した

ドライバも取り込まれるはずで、それ

まで待つというのもひとつの手だ。

;; ------------------------------

UltraDMA/66ドライバのインストール

;; ------------------------------

Promiseは表4-1に示した自社ホーム

ページで、Ultra66のLinuxドライバの

β版を配布しているが、今回はUnified

IDEパッチ付属のドライバを用いた。

Unified IDEパッチはカーネルと同様

に、kernel.orgから入手可能だ。日本

ではRingServerにミラーされているの

で、たとえば表4-1のso-netなどからダ

ウンロードできる。

カーネル2.2.12対応のUnified IDEパ

ッチも存在するが、今回は安定版カー

ネルの最新版2.2.13をインストールし

て、Unified IDEパッチも最新版を使

用した。カーネル2.2.13も表4-1のRing

Serverなどからダウンロードできる。

ダウンロードが終わったら、カーネ

ルを展開して、Unified IDEパッチを

適用する。実際のコマンドは画面4-1

の通りだ。

パッチ適用後にmake xconfigを実

行すると、カーネルの設定画面が表示

される。画面4-2は、カーネル設定画

面の「Block devices」セクションだ。

Unified IDEパッチを適用する前の同

セクションの画面と比較すれば一目瞭

然だが、たとえばABIT BP6マザーボ

ードなどが採用しているHPT366や、

Promise Ultra66が 採 用 し て い る

PDC20246など、UltraDMA/66に対応

したドライバが追加されている。

さて、Promise Ultra66のサポート

を有効にするには、「PROM I SE

PDC20246/PDC20262 support」 を

「y」にする。また、マザーボード上の

UltraDMA/33サポートを有効にする

「 Intel PIIXn chipsets supoort」 も

「y」を選択する。

「Block Devices」セクションで注

意しなければならないのは、「Use

DMA by default when available」オ

プションが有効になっているかどうか

だ。もし「n」となっている場合、「y」

に変更しなければならない。

今回用いたUnified IDEパッチは

「Block Devices」セクション以外は変

更しないので「Block Devices」セク

ション以外の設定については別途ドキ

ュメントなどで確認してほしい。make

xconfig以降のコンパイルや新しいカー
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Promise Technology

Ultra66
オープンプライス
http://www.promise.com/

IBM

DPTA-371360
オープンプライス
http://www.ibm.com/harddrive/

購入したIDEコントローラ／ハードディスク

高速・大容量ハードディスクを増設しよう！

購入価格：2万1240円
Ultra66は、2ポートのIDEを持つUltraDMA/66対応のIDEコントローラだ。ディスクBIOSがあるので、接続したハード
ディスクからブートできる。購入したのはシネックス扱いの日本語版パッケージで、簡易な日本語マニュアルが付属し
ていた。ハードディスクはIBM製Deskter 34GXPシリーズのうち、13.6GバイトのDPTA-371360を選んでいる。なお
購入価格は両方の合計だ。

UltraDMA/66対応は
まだリスキー？

UltraDMA/66ドライバの
インストール



ネルのインストール手順については、

91～93ページの記事を参照されたい。

;; ------------------------------

hdparmをアップデートする

;; ------------------------------

LinuxでIDEハードディスクのパラ

メータを変更したり、ステータスを確

認するにはhdparmコマンドを用いる。

hdparmコマンドは、Red Hat Linux

では/sbin/hdparmにインストールされ

る。ところでRed Hat Linux 6.1Jの

hdparmはバージョン3.4だが、Ultra

DMA/66のステータス表示ができない

という問題がある。現在の状況がわか

らないのはやはり気持ち悪いので、こ

の際hdparmも最新版に入れ替えてし

まおう。

hdparmの最新版はバージョン3.6で、

配布元は表4-1のとおりだ。ダウンロ

ードしたhdparm-3.6.tar.gzを、次のコ

マンドで展開する。

# tar zxvf hdparm-3.6.tar.gz

# cd hdparm-3.6

hdparm自体のコンパイルは簡単だ

が、標準のMakefileにはインストール

先に/sbinがないので、このままRed

Hat Linux 6.1Jにインストールすると

hdparmが更新されない。そこで、

Makefileの「install」セクションを一

部修正する。リスト4-1は、hdparm-

3.6のMakefileの「install」セクション

に変更を加えたものだ。まず古い

hdparmをちゃんと削除するよう①の

行を追加する。次に以前と同様/sbin

ディレクトリにhdparmをインストー

ルするように、②の行を「#」でコメ

ントアウトして、③を新たに追加する。

変更の必要なのはこれだけだ。あと

は、

# make ; make install

と実行すると、hdparmバージョン3.6

が/sbinにインストールされる。

;; ------------------------------

lilo.confを修正する

;; ------------------------------

IDEハードディスクをUltraDMA/66

モードで使うには、これまでの40芯ケ

ーブルではなく、80芯のフラットケー

ブルを使わなければならない、と

ATA/ATAPI4規格で定められている。

UltraDMA/66に対応したコントロー

ラはどのケーブルが使われているか自

動認識するのだが、Unified IDEパッ

チのPromise PDC202xxドライバはま
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http://pobox.com/̃brion/linux/Ultra-DMA.html

ftp://ring.so-net.ne.jp/pub/linux/kernel.org/kernel/people/hedrick/

ftp://ring.so-net.ne.jp/pub/linux/kernel.org/kernel/v2.2/linux-2.2.13.tar.bz2

ftp://metalab.unc.edu/pub/Linux/system/hardware/hdparm-3.6.tar.gz

http://www.textuality.com/bonnie/

http://www.promise.com/Latest/latedrivers.htm

Ultra-DMA Mini-Howto

Unified IDEパッチ

カーネル2.2.13

hdparm 3.6

Bonnie

Promise提供のUltra66ベータ

版ドライバ

表4-1 使用したファイルと情報

# cd /usr/src

# rm linux

# bzip2 -cd /tmp/linux-2.2.13.tar.bz2 | tar xvf -

# bzip2 -cd /tmp/ide.2.2.13.19991111.patch.bz2 | patch -p0

# mv linux linux-2.2.13

# ln -s linux-2.2.13 linux

# cd linux

# make distclean ; make xconfig

画面4-2 カーネルコンフィグレーションのブロックデバイス設定画面

画面4-1 パッチをあてるためのコマンドライン

ここではパッチとカーネルのアーカイブが/tmpにあると想定している。

「y」にする

リスト4-1 hdparm-3.6のMakefile修正箇所

：
install: all hdparm.8

if [ -f $(destdir)/sbin/hdparm ]; then rm -f $(destdir)/sbin/hdparm ; fi

if [ -f $(destdir)/usr/sbin/hdparm ]; then rm -f $(destdir)/usr/sbin/hdparm ; fi

：
#  install -m 755 -o root -g root hdparm $(destdir)/usr/local/sbin

install -m 755 -o root -g root hdparm $(destdir)/sbin

install -m 644 -o root -g root hdparm.8 $(destdir)/usr/local/man/man8

：

③
②

①

hdparmをアップデートする

lilo.confを修正する



だこの機能に問題があり、自動認識で

きない。この問題を回避するには、

Linux起動時にパラメータを指定しな

ければならない。そのパラメータとは

「ideX=ata66」（Xは0～3の整数）で、

今回はこれまで使ってきたオンボード

IDEインターフェイス（ide0とide1）

と併用する設定にしたため、Ultra66に

割り当てられたide2とide3に対してこ

のオプションを指定する。

Linux起動時にパラメータを与える

には、/etc/lilo.confに「append」コマ

ンドで指定するのがもっとも簡単な方

法 だ 。 リスト 4-2は Promise PDC

202xxドライバをインストールした場

合の、/etc/lilo.confの例を示している。

①の「default」という指定は、複数の

カーネルイメージのうちどちらを標準

とするかを、「label」行の名前で変更

している。新たにインストールしたイ

メージ（ここでは②）の動作を確認す

るまでは、古いイメージを標準とした

ほうが安全だ。③がここで追加した

「append」行だ。

なお、②のイメージを起動するには、

Linux起動時に表示される「boot:」プ

ロンプトで、ラベル名（ここでは

「linux-idepatch」）を入力すればよい。

;; ------------------------------

Ultra66の効果のほどはいかに？

;; ------------------------------

せっかくUltraDMA/66対応にした

のだから、ベンチマークテストでハー

ドディスク性能がどれくらい向上して

いるか調べてみよう。ただ、その前に

hdparmを用いてIDEの設定をチュー

ニングしておきたい。表 4 - 2は、

hdparmのDMA転送に関係するオプシ

ョン一覧だ。このほかにもパフォーマ

ンスに影響するオプションは多数ある

ので、詳細はmanを参照されたい。

テストにはBonnieというベンチマー

クプログラムを用いた（配布元は表4-

1参照）。テスト用PCはメモリを128M

バイト搭載しているので、ベンチマー

クのファイルサイズは256Mバイトとし

て、Linuxのディスクキャッシュが影

響しないよう注意した。

ベンチマークの結果は表4-3のように

なった。意外なことに、読み出しの性

能はまったく変わらない。これは今回

テストに用いたハードディスクの性能

の上限が、UltraDMA/33の転送レー

トで十分間に合ってしまうためだと予

想される。もっと高速・大容量のドラ

イブでは差が出るはずだ。

一方、書き込みについては、Promise

Ultra66がPIIX4E（オンボードIDEコ

ントローラ）より速いことは明らかだ。

;; ------------------------------

複数のハードディスクでOSを切り替えるには

;; ------------------------------

今回のようにディスクを増設した場

合、そこにOSをインストールすると

LILOによりOSの切り替えも複雑にな

る。それにLILOなどのブートセレクタ

ソフトウェアが壊れてしまうと再構築

はかなり面倒だ。

Winux（写真4-1）はブートセレク

タ機能をハードウェアで実現するユニ

ットだ。4つのハードディスクを管理で

きるが、同時に利用できるのは2台ま

でだ。仕組みとしてはハードディスク

のジャンパを切り替えているだけなの

で、ソフトウェアを必要としないのは

強みだ。複数のOSを1台のPCで本格的

に運用するなら、導入を検討してみて

はどうだろうか。
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写真4-1 Winux

最大3台のIDEハードディスクを切り替えてブートでき
るハードディスクセレクタ。マルチOS環境を常用する
場合、安全にOSを切り替えられる。IDEの転送モード
などには一切関係なく使える。

リスト4-2 lilo.confの追加例

boot=/dev/hda

map=/boot/map

install=/boot/boot.b

prompt

timeout=50

default=linux

image=/boot/vmlinuz-2.2.12

label=linux

initrd=/boot/initrd.img

read-only

root=/dev/hda1

image=/boot/bzImage-ide

label=linux-idepatch

read-only

root=/dev/hda1

append="ide2=ata66,ide3=ata66"

①

②

③
表4-3 ベンチマークテストの結果

書き込みでUltra66の効果が出ている
ことがわかる。

表4-2 hdparmのオプション

これはhdparmのもつ非常に多くの
オプションのなかの一部である。

IDEコントローラ

Ultra66

Ultra66

PIIX4E

転送モード

UltraDMA/66

UltraDMA/33

UltraDMA/33

書き込み

［Mバイト/秒］

24.3

24.3

21.9

読み出し

［Mバイト/秒］

19.9

19.9

19.9

設定済みのオプションを表示する

ドライブからステータスを得る

メディアからの読み出し速度を測定する

キャッシュからの読み出し速度を測定する

DMA転送を有効にする

DMA転送を無効にする

UltraDMA/33を有効にする

UltraDMA/66を有効にする

（なし）

-i

-t

-T

-d1

-d0

-d1 -X66

-d1 -X68

Ultra66の
効果のほどはいかに？

複数のハードディスクで
OSを切り替えるには
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ここ数年でLAN製品の価格は著しく低下

し、家庭やSOHOでも小規模なLANなら格段

に導入しやすくなった。写真5-1／5-2のよう

に、デスクトップPCとノートPCそれぞれ1

台をLAN接続することを想定して、Linuxで

使えるネットワーク機器を選んでみると、特

に10BASE-Tは安く済むことがわかる。ただ、

製品の選び方には若干の注意が必要だ。

■デスクトップPC用ネットワークカード

VIA TechnologiesのVT86C100Aというコ

ントローラ（あるいはその互換製品）を搭載

したPCIカードは、100BASE-TX対応でLinux

用ドライバがあり、2000円～3000円で販売

されている。写真5-1／5-2のコレガ製PCIカ

ードもこの互換チップを採用している。一方、

10BASE-T専用PCIカードは1000円でもお釣

りが来る価格だったりして、確かに安い。し

かしその多くは保証なしのバルク品だった

り、あやしいNE2000互換を謳っていたりと、

正直1000円程度の差額を惜しんで手を出す

ほど魅力的ではない。将来100BASE-TXのネ

ットワークに移行するのも容易になるので、

ここは100BASE-TX対応PCIカードを購入し

ておくのが無難ではなかかろうか。

VT86C100A搭載カードは、Red Hat Linux

6.0以降ならインストール時に自動認識され

るはずだ。モジュール名はvia-rhineである。

5.2のころは、このvia-rhineモジュールは存在

するのに自動で認識されないというトラブル

もあったが、手動で設定するだけで使えた。

ただディストリビューションとカードの組み

合わせによっては、なぜか動作しないことが

あるとも聞くので、安心を求めるなら、やや

高価だが歴史のあるIntel（旧DEC）21140-

AF採用カードを選ぶという手もある。

■ノートPC用ネットワークカード

ノートPCの場合、LAN接続にはPCカード

を使う。ところがPCカードには、16bit PC

カードとCardBusカードの2種類があり、選

択肢が複雑だ。

10BASE-TXの場合、PCカードには16bit

PCカードしか存在しないので迷わずに済む。

価格も2000円～5000円程度なので買いやす

い。写真5-1のプラネックス製PCカードは

pcmcia-cs 3.0.13以降なら自動認識される。

一方、100BASE-TXの場合、性能面では

CardBusを選びたい。16bit PCカードではPC

との転送レートがせいぜい1M～2Mバイト/秒

程度で、10Mバイト/秒の100BASE-TXの性

能をまるで生かせないからだ（それでもよい

なら10BASE-T専用PCカードを選べばよい）。

しかし、PCカードを制御するソフトウェア

pcmcia-csの現行バージョン（3.1.x）では、

CardBusサポートはExperimental、つまり実

験レベルに止まっている点が不安だ。写真5-

2のスリーコム製CardBusカードをpcmcia-cs

3.1.2で使ったことがあるが、問題は感じられ

なかった。しかしこのカードは実売で1万

7000円前後と高価なのが難点だ。ならば

6000円～1万円程度のIntel 21143コントロー

ラ採用カードを使いたいところだが、コント

ローラのリビジョンによって動作しない場合

があり厄介だ。

■ハブ

2台のPCをLAN接続するなら、クロスケー

ブルで接続するとハブが必要ないので、より

安く済む。しかし、クロスケーブル直結では

通信できないネットワークカードも存在する

し、ハブは導入しておくべきだろう

（10BASE-Tならダイヤルアップルータ内蔵ハ

ブで代用する手もあるが）。

10BASE-TX LANの場合、安価なのは

10BASE-T専用シェアードハブしかないので、

あとはポート数で選べばよい。5ポートなら

2000円台から購入できる。10BASE-T／

100BASE-TX LANの場合も、選択肢はスイ

ッチングハブしかないだろう。というのも、

シェアードハブやデュアルスピードハブは安

価なスイッチングハブに駆逐されて市場にほ

とんど残っていないからだ。なお100BASE-

TXシェアードハブは10BASE-T機器を接続で

きず不便なので、安くても買うのは避けよう。

家庭やSOHO向けの廉価なスイッチングハ

ブは、5ポートなら1万円以下から購入できる。

ただ、全ポートのうち全二重で通信できるの

は2ポートだけ、といった変則的な製品もあ

るので、スペックをよく確認して購入しよう。

Column

Linuxマシンを
LAN接続するための製品選び

写真5-1 10BASE-T LANのセット例

左から、PCカードはプラネックスコミュニケーションズのENW-3503-T、PCIカード
はコレガのFastEtherII PCI-TX（これだけは100BASE-TXも可）、5ポートのシェアー
ドハブはエレコムのLD-PHB5NA。購入価格は合計で7260円だった。100BASE-TXが
普及し始めていることもあって、最近10BASE-T製品はとても安い。ファイル共有を
多用しなければ、10Mbpsという速度でも十分だろう。

写真5-2 10BASE-T／100BASE-TX両用LANのセット例

左から、PCカードはスリーコムジャパンの3CXFE575BT-JP、PCIカードはコレガの
FastEtherII PCI-TX、5ポートのスイッチングハブはコレガのFast SW-5P。購入価格
は合計で2万7000円と、10BASE -Tの4倍弱になってしまったが、これは
3CXFE575BT-JPが高価なせいだ。逆に100BASE-TXスイッチングハブの価格はここ
1～2年でかなり下がり、家庭やSOHOでも導入しやすくなった。



実はCeleronがDual構成でも動作す

ることが世間にバレてから、パワーユ

ーザの間でDualonブームが起きたのは

記憶に新しい。なぜこれほど流行した

のだろうか。まず、導入コストが安い

ことがあげられる。Dual対応マザーボ

ードはそれほど高くはないし、Celeron

がひどく安いことはご存じのとおりだ。

また、Celeron-300AMHzが容易に

450MHzにオーバークロックできたこ

とも理由の1つだろう。

そのほか、LinuxやWindows NTが

SMP（対称型マルチプロセッサ）に対

応していたこと、マルチタスク環境を

高速化することなどさまざまな利点が

あげられるが、最大の理由はやはり楽

しいことだろう。SMPマシンを個人で

所有できるなんて、考えるだけでも楽

しいではないか。

;; ------------------------------

今回選んだマザーボード

;; ------------------------------

SMPマシンを組むために選んだの

は、ABIT ComputerのBP6だ。最初

からSocket370を2つ搭載するという、

ずいぶん思い切った仕様が特徴的だ。

同社はSocket370仕様のPentium III

（現在発売されているFC - PGA版

Pentium III）でSMPシステムを組む

ためのマザーボードだと言ってきた。

しかし実際に登場したFC-PGA版

Pentium IIIは、Celronと物理形状は

ほぼ同じなのに、信号レベルで互換性

がない。 また現 在 のF C - P G A 版

Pentium IIIはSMP構成をサポートし

ないとIntelは言っている。結局BP6は、

Dual Celeronにしか使いようのないマ

ザーボードなのだ。それでも、価格は

最安値で1万3000円台とこなれてきて

いるし、UltraDMA/66対応のHPT366

チップ（写真6-1）をマザーボードに

搭載するなど、マニア心をくすぐるお

買い得商品といえる。

;; ------------------------------

SMPを導入するには

;; ------------------------------

いままで使っていたPCのマザーボー

ドをBP6など別のものに付け替える場

合、Linuxしか使っていない場合は意

外に簡単で、拡張カードやドライブを

ごっそり移し替えてしまえばよい。も

っともISAカードを使ってる場合は、

システムリソースの設定を必要とする

が、今回はPCI／AGPカードのみとい

うことで話を進める。

LinuxをSMP構成に対応させるには

リコンパイルが必要だ。場合によって

は最新版のカーネルをインストールす

る必要があるだろう。リコンパイルの

方法は91～93ページの記事を、また最

新版カーネルの入手先は99ページの表

4-1を参照してほしい。

カーネルをSMP対応にするには、

make xconfigを実行した後に表示さ

れるカーネル設定画面の「Processor

type and features」セクション（画

面6-1）において、「Symmetric multi-

processing support」を有効にする。

なお参考までに記すと、Celeronの場

合 「 Processor family」 は 「 PPro/

6x86MX」であり、最大の性能を得る

には「MTRR support」を「y」にし

なければならない。

なお、一からLinuxをインストール

する場合は、たとえばRed Hat Linux

6.1Jのカーネルは最初からSMPサポー

ト付きでコンパイルされているので、

インストールするだけでSMPサポート

を有効にできる。こちらのほうがより

手軽なので、一度手元にあるディスト

リビューションがSMPに対応している

かどうか確認してみるとよいだろう。

;; ------------------------------

SMP動作の確認方法

;; ------------------------------

SMPサポートを有効にしても、果た

して両方のCPUがちゃんと動いている

か見た目ではわからない（昔のBeBox

みたいにLEDのCPUメーターでも付い

ていればいいのだが）。もっとも手軽に
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ABIT Computer

BP6
オープンプライス
http://www.abit.com.tw/

購入したCPUとマザーボード

Intel

Boxed Celeron（433MHz）
オープンプライス
http://www.intel.com/

購入価格：3万900円
BP6は登場当初、Celeron専用SMPマザーボードとして話題を呼んだマザーボードだ。ドーターカードを必要とせず安
価なCeleronを2個用意するだけでよいので、SMPシステムとしては非常にコストパフォーマンスが高い。また
UltraDMA/66対応を含む計4ポートのIDEを標準装備している点も特徴の1つだ。BP6と組み合わせたCelronはファン
付属の化粧箱入りを選んでみた。購入価格はBP6×1枚とCeleron-433MHz×2個の合計だ。

SMPマザーボードに換装しよう！

今回選んだマザーボード SMPを導入するには

SMP動作の確認方法



確 認 する方 法 は、 X を起 動 して

xosviewを実行することだ（画面6-2）。

CPU0とCPU1の2つのCPUが同時に動

作 し て い る こ と が 見 て 取 れ る 。

/proc/cpuinfoにはCPUの情報が記さ

れているので、こちらもcatなどで見て

みるといいだろう。CPU0とCPU1、そ

れぞれの情報が記されているはずだ。

;; ------------------------------

SMPの注意点とは

;; ------------------------------

SMP構成で注意しなければならない

のは、SMPでは動作しないドライバが

存在することだ。たとえばAPM機能は

SMP構成では利用できないし、98ペー

ジで紹介したPromise Ultra66ドライ

バもまだ開発版のせいか、SMPでは不

具合が出るという。また、ベンチマー

クプログラムのなかにはCPU占有率が

100%を越えてしまうなど、各CPUご

との情報を表示できないものがある。

BP6固有の問題としては、HPT366

（写真6-1）のドライバがカーネルに取

り込まれていないことがある。PIIX4E

に内蔵のIDEインターフェイスを用い

ればすむ話だが、どうしてもという場

合、Promise Ultra66の場合と同様、

開発版のドライバが用意されている。

手順はUltra66の場合と同じだが、起

動後にhdparmでステータスを変更し

てはならない、など制限があるので、

十分注意して用いる必要がある。

;; ------------------------------

SMPでどれだけ速くなるのか

;; ------------------------------

せっかくSMPを導入したのだから、

できれば2倍速くなってほしいのが人情

だ。しかし、ハードディスクやメモリ

などの入出力デバイスは1セットしかな

いので、実際には2倍になるわけではな

い。それではどれくらい高速になるの

だろうか。

よく知られている通り、マルチスレ

ッドに最適化したソフトウェアでなけ

れば単独でSMPの恩恵を受けることは

難しい。複数のソフトウェアを同時に

使っている場合は別だが、その快感を

数字で表わすのはちょっと難しい。も

っとも、SMP化で一番恩恵を得るのは

この部分だろう。日常の作業にこそ効

果が現われるといえる（負荷がかかっ

ても遅くなりにくいのだ）。

しかし、Linuxカーネルのコンパイ

ルならば、容易にSMPの効果を調べら

れる。makeにはジョブの数をコントロ

ールする-jオプションが用意されてい

る。LinuxのMakefileは、デフォルト

でジョブ数を1としているが、これを増

やして同時にジョブを動かすことで、

SMPの威力を知ることができるのだ。

今回は3に増やして実験してみた。

CPUはCeleron-433MHz×2個である。

/usr/src/linux/.configは、今回テスト

したハードウェア全てのドライバを含

んだコンフィグレーションにしたうえ

で、次のコマンドを実行して消費した

時間を計測している。

# make dep ; make clean ; make

bzImage ; make modules

その結果は、

SMP構成： 3分52秒

非SMP構成： 6分24秒

となった。約1.7倍高速になっている。

入出力デバイスが独立していないこと

を考えるとよい成績だといえるだろう。

SMP化の価値は十分にあることがわか

る。
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写真6-1 BP6搭載のHPT366

HighPoint Technologies製のUltraDMA/66対応IDEコン
トローラ。ドライバはまだカーネルに含まれておらず、
使いこなしが難しいので、Inte lチップセット内蔵
（PIIX4E）のコントローラを使うのも手だ。

画面6-2 xosviewの表示

CPUが2つ見える

Celeronならこれを選ぶ

両方とも「y」を選ぶ
画面6-1 カーネルコン
フィグレーションの
CPUタイプ設定画面

SMPの注意点とは

SMPでどれだけ速くなるのか



PCパーツの中でもグラフィックスカ

ードは最も早く世代が交代していく部

類に属するだろう。おかげで購入する

タイミングが難しい。特にLinuxの場

合、新しすぎるとソフトウェアサポー

トが間に合わず、かといって古いとア

ップグレードにならないということに

なりやすい。

そんな状況のもとで今回選んだのが、

Millennium G400と Voodoo3 2000だ

（下の写真参照）。どちらも販売済み製

品のなかでは最新だが、登場してから

数カ月ほど経っているため、意外に安

価に入手できる（特にバルク品だと1

万円～1万5000円と購入しやすい）。そ

れにソフトウェアサポートも充実して

いる。

Milllenium G400は AGP版 だ が 、

Voodoo3にはAGP／PCIの両方ともあ

る。AGPの場合、どちらを選ぶかは用

途次第だ。後述するようにLinuxで3D

グラフィックスを楽しむなら、現時点

ではVoodoo3のほうが面白い。

ところで全般的にPCIグラフィック

スカードをラインアップしているメー

カーは少なくなってきている。最新製

品は特に少ない。このVoodoo3 2000

PCIも化粧箱入りは見つけるのに苦労

した（バルク品のほうが探しやすいだ

ろう）あきらめてAGP対応システムに

切り替える時期に来ているのかもしれ

ない。

;; ------------------------------

XFree86をセットアップする

;; ------------------------------

何はともあれグラフィックスカード

を交換したら、X Window Systemが

表示できなくては話にならない。

Millennium G400とVoodoo3の場合、

1999年11月時点で最新のXFree86

3.3.5なら問題なく動作するので、これ

にアップグレードしておきたい。表7-1

のXFree86のサイトからダウンロード

するか、各ディストリビューションの

サイトからRPMなどのパッケージをダ

ウンロードしてアップグレードしよう。

Red Hat Linux 6.1Jの場合、どちら

のグラフィックスカードでも、差し替

えて起動すれば自動的に検出されて、

RedHatのXFree86設定ツールが起動

する（画面7-1）。自動で設定されるの

で便利だけど、グラフィックスメモリ

の容量やディスプレイはユーザーが指

定しなければならない。起動前に調べ

ておこう。

今回テストしたMillenium G400、

Voodoo3に対応したXサーバはともに

完成度は高く、DGAを用いるxawtvも

何の問題もなくオーバーレイ表示でき

た。ただしMillennium G400のデュア

ルディスプレイ出力やテレビ出力はサ

ポートされておらず、使えない。また

チューンナップという点では、グラフ

ィックスカードが十分すぎるほどの2D

性能を備えて久しく、XFree86の2D表

示では、性能差などまったく体感でき

ない（よほど古いカードからのアップ

グレードなら、多色高解像度の表示で

体感できるかもしれない）。やはり面白

いのは3Dグラフィックスだ。

;; ------------------------------

Voodoo3で3Dグラフィックスを楽しむ

;; ------------------------------

Voodoo3はLinuxにおいて、現在も
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Matrox Graphics

Miillennium G400／DUAL 16MB
オープンプライス
http://www.matrox.com/mga/

購入したAGP／PCIグラフィックスカード

購入価格：1万7800円
購入したのはG400シリーズのうち、デュアルディスプレ
イ出力とメモリ16Mバイトを装備したモデル。シングル
出力にすれば1万5000円を切るのでよりお買い得だ。な
おAGPのみでPCIには対応していない。写真はinfoMagic
扱いのものでWindows用日本語版ドライバが添付されて
いる。代理店によって添付品が異なるので注意しよう。

3Dfx Interactive

Voodoo3 2000 PCI
オープンプライス（輸入品）
http://www.3dfx.com/

購入価格：1万7800円
Voodoo3 2000は最も安価でビデオ出力もないベーシッ
クなモデルだ。搭載メモリは16Mバイト（どのモデルも
同じ容量）。AGP版なら日商エレクトロニクス扱いの日
本語パッケージがあるが、PCI版は英語版を輸入したも
のに限られる。そのせいか、写真のような化粧箱入りよ
り、安価なバルク品のほうが比較的見つけやすい。

グラフィックスカードを替えて3Dを楽しもう XFree86を
セットアップする

Voodoo3で
3Dグラフィックスを楽しむ



っとも3Dグラフィックス機能に優れる

グラフィックスコントローラといえる。

それは3dfxの独自APIであるGlideや後

述のOpenGL互換ライブラリで、3Dの

ハードウェアアクセラレーションが有

効に使えるからだ。

■Glideを組み込む

まずはGlideをインストールしてみよ

う。それにはXサーバーの2D環境が正

しく動作しているか事前に確認してお

きたい。特に640×480ドットなどゲー

ムで用いられる低解像度が表示できる

か注意したい。3Dアプリケーションが

解像度を変更しようとしても、もとの

Xサーバ自体にその解像度の設定がな

ければ、起動に失敗してしまうのだ。

Voodoo3のGlide用3Dモジュールは

3dfxのオフィシャルサイト（表7-1参

照）からダウンロードできる。Red

Hat Linux 6.1Jの場合、以下のファイ

ルが必要だ。

Device3Dfx-2.3-1.src.rpm

Glide_V3-2.60-8.i386.rpm

これらをダウンロードするには、

Webサイトで「Device3Dfx Voodoo3」

を検索し、詳細を記したWebページを

見つければよい。なお、どちらのモジ

ュールもバージョンが上がってファイ

ル名が変わることがあるので注意が必

要だ。また、Glide_V3＊.rpmにはglibc

2.0と2.1それぞれのためのモジュールが

提供されているので、あらかじめ

/lib/libc＊のファイル名を確認するな

どして、glibcのバージョンを調べてお

こう（上記はglibc 2.1用）。

さてインストールだが、画面7-2の

ようにコマンドを実行してrpmファイ

ルを展開後、Linuxを再起動すればよ

い。インストールが成功したかどうか

は、Xの起動後に次のコマンドを実行

すると確認できる。

# /usr/local/glide/bin/test3Dfx

正しくインストールされていれば、

3dfxロゴが一瞬だけ表示されるはずだ。

これでLinux＋Glide対応の3Dグラフィ

ックスアプリケーションを利用できる。

■OpenGL対応3Dゲームを動かす

Glideの次はOpenGLだ。Linuxには、

Mesaと呼ばれるOpenGL互換の3Dグ

ラフィックスライブラリがあり、Linux

環境でOpenGL対応ソフトウェアを利

用 するのによく使 われる。 特 に

Voodoo3をはじめとする一部のグラフ

ィックスカードとXFree86を組み合わ

せると、ハードウェアアクセラレーシ

ョンでMesaのファンクションを高速に

実行できるという特長がある。ここで

は、OpenGL対応の3Dゲームである

QuakeIII Arenaのテスト版でMesaを

試してみよう。

QuakeIII ArenaはWin32やLinuxな

ど複数のプラットフォームをカバーす

るマルチユーザー／ネットワーク対応

3Dゲームである。試用したのはLinux

版QuakeIII Arena Test 1.08だが、評

価後に最終テスト版であるQuakeIII

Arena Demo Test 1.10がリリースさ

れたので、そちらを使うとよいだろう。

Quake III Arena Testには、実行に

必要なMesaライブラリも一緒に配布さ

れるので、別途Mesaをインストールす

る必要はない。とはいっても環境によ

っては最新版のMesaライブラリが必要

になることもある。その場合、表7-1の

Mesa配布元から最新版のライブラリを

ダウンロードしよう。

一方、QuakeIII自体は50Mバイト前

後もあるアーカイブで配布されるので、

一次配布元よりはもっとネットワーク

に余裕のあるサイトからダウンロード

するほうがよいだろう（表7-1を参照）。

アーカイブはtar.gzとrpmの2種類があ

るが、rpmを選んでおけば以下のよう

に簡単にインストールできる。

# rpm -Uvh <rpmファイル名>
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XFree86

3dfxオフィシャルサイト

Mesa

Mesaライブラリ（一次配布元）

Quake3 Arena（一次配布元）

Quake3 Arena Test 1.08

Quake3 Arena Demo Test 1.10

Unreal Tournament

http://www.xfree86.org/

http://www.3dgamers.com/

http://www.mesa3d.org/

ftp://ftp.mesa3d.org/mesa/MesaLib-3.0.*

ftp://ftp.quake3arena.com/

ftp://www.cdrom.com/pub/idgames/idstuff/quake3/linux/old/q3test-

1.08-glibc-2.i386.rpm

ftp://www.cdrom.com/pub/idgames/idstuff/quake3/linux/q3demoTEST-

1.10-5.i386.rpm

http://unreal.epicgames.com/TournamentVersions.htm

表7-1 使用したファイルや情報

画面7-1 Xconfguratorでの自動検出例

これはRed Hat Linux 6.1J付属のXFree86設定ツール
で、Voodoo3 2000を自動認識したところ。後で手動設
定することも可能だ。 画面7-2 Glide用モジュールをインストールするコマンドライン

# rpm --rebuild Device3Dfx-2.3-1.src.rpm

# rpm -Uvh /usr/src/redhat/RPMS/i386/Device3Dfx-2.3-1.i386.rpm

# rpm -Uvh Glide_V3-2.60-8.i386.rpm



インストール自体はこれで終わりだ

が、描画パフォーマンスを向上させる

おまじないをしておこう。

# export FX_GLIDE_SWAPINTERVAL=0

これはリフレッシュレートと同期を取

らずに画面を描画する指定だ。毎回入

力するのは手間なので、ログインスク

リプト̃/.bashrcなどに上記のコマンド

を書き込んでおくといいだろう（最下

行に書き加えるだけだ）。

QuakeIII Arena Test Linux版の実

行は次のように行う。

# cd /usr/local/games/q3test

# ./linuxquake3

これでQuakeIIIが起動するはずだ（画

面7-3）。Xサーバのバージョンによっ

ては、linuxquake3実行時に「+set

in_dgamouse 0」というオプションを

指定して、DGAでのマウスサポートを

無効にしないと正しく動作しない場合

がある。問題があったら試してほしい。

QuakeIII ArenaをテストしたPC

は、CPUがCeleron-300MHzと（3Dゲ

ーム用としては）決して速くはないが、

ハードウェアアクセラレーションによ

り快適にゲームができる速度で動作し

た。ただ1.08では解像度が640×480ド

ットより上げられないという問題があ

った。1.10では解決しているかもしれ

ない。

また、今冬QuakeIIIと並んで注目を

集めているUnreal Tournamentにも

Linux版のDemoがある（画面7-4）。

コラムのように、今後3D環境がさらに

整備されて、こうした3Dグラフィック

ス対応ソフトウェアがさらに増えるこ

とを望みたい。

Linux magazine January 2000106

H
ar

dw
ar

e 
Sp

ec
ia

l

画面7-4 QuakeIII Arena

Linux版QuakeIII Arena Test
1.08をサーバーモードで起動
し、Windows版QuakeIIIから
LAN経由で接続し、マルチユ
ーザーでテストした。実際の
動作は安定している。

画面7 - 4 U n r e a l
Tournament

UnrealTournament 3.48
d e m o の 起 動 画 面 。
Windows版との大きな
違いはUTロゴの隣で微
笑むTux君か？　こちら
も動作は安定していた。

3dfxのVoodooシリーズはMesaそのものに

ハードウェアサポートが組み込まれているの

で、バイナリ形式で提供されているRed Hat

Linux 6.xならば、rpm形式のGlideおよび

Mesaライブラリを組み込むことで、最新のゲ

ームも実行可能な環境を容易に作ることがで

きる。

他のビデオカードの対応状況はどうだろう

か。nV id i aはRIVAシリーズに対応した

Mesa /GLX開発版をリリースしており、

http://www.nvidia.com/より必要な情報を入手

可能だ。GLX（OpenGL eXtention）とはも

ともとOpenGLの開発元であるSGIによって

開発された技術で、X Window Systemで

OpenGLを利用するためのしくみである。

SGIがGLXをオープンソースとして提供した

おかげで、GLXを利用してハードウェアアク

セラレーションを行うドライバが開発される

ようになった。

Millenium G400の3Dアクセラレーションド

ライバもやはりGLXベースで、OpenGLライ

ブラリにMe s aを用いている（h t t p : / /

glx.on.openprojects.net/）。

XFree86の次期メジャーリリースとなる

XFree86 4.0で は DRI（ Direct Rendering

Infrastructure）が導入され、3Dグラフィック

スのさらなる高速化が図られることになる。

DRIは Precision Insight（ http://www.

precisioninsight.com/）を中心に開発されて

おり、GLXおよびMesaもDRIを利用するよう

になる。またドライバのモジュール化も図ら

れるので、カードベンダによるXFree86対応

の強 化 も期 待 できる。たとえば A T I

TechnologiesはPrecision Insightと協力して

XFree86 4.0対応ドライバを開発中と表明し

ている。

なお現在、XFree86 4.0のプレリリース版

としてXFree86 3.9xを入手可能だ。3dfxのサ

イトではXFree86 3.9.16のLinux版をrpm形式

で配布しているので、Voodoo3を持っていれ

ば比較的手軽に試すことができる。

Column

3Dグラフィックスは
XFree86 4.0に期待？
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タッチパッドなどノートPCの内蔵ポインテ

ィングデバイスが使いにくいと感じているの

は筆者だけではないだろう。そこでモバイル

向けの小型マウスを一緒に持ち歩いて使うわ

けだが、こうしたモバイル用マウスはUSB接

続がほとんどで、Linuxで一般的なPS/2接続

は少ない。それに最近のノートPCだとPS/2

コネクタがないことも珍しくない。なんとか

LinuxノートでUSBマウスを使う方法はない

だろうか？

■USBマウスを認識させるには

実は、最新の安定版Linuxカーネルである

2.2系列には、すでにUSBをサポートするソ

ースコードが含まれている。とはいってもデ

フォルトではなく、またExperimental（実験

的）サポートでもなく、カーネルのコンフィ

グレーションファイルを直接編集しなけれ

ば、画面8-1のUSB設定メニューすら表示さ

れないのだ。

そこでまず、/ u s r / s r c / l i n u x / a r c h /

i386/config.inというファイルをエディタで編

集する。テストしたカーネル2.2.12の場合、

その175行目に、

# source drivers/usb/Config.in

という文字列があるので、先頭の「#」を取

り除くと、画面8-1のUSBドライバの設定画

面が表示されるようになる。なおテスト環境

ではIntel製チップセット内蔵のUSBコントロ

ーラを使うので、画面8-1ではUHCIを選択し

ている。この項目はPCに合わせて変更する

必要があるので注意したい。あとは通常の手

順でカーネルをリコンパイルしよう。新しい

カーネルで再起動したら、

# modprobe usb-uhci

とコマンドを入力・実行する。そこでUSBマ

ウスを接続すると、コンソールにさまざまな

メッセージが表示され、USBマウスが認識さ

れたことを告げてくれる。

■XでUSBマウスを利用するには

USBマウスをX環境で使うには、そのため

にデバイスファイルが必要だ。そこで、

# mknod /dev/usb-mouse c 10 32

と実行して、キャラクタデバイスのメジャー

番号10番（miscデバイス）、マイナー番号32

番（USB mouse）というデバイスを作成す

る。

次はXF r e e 8 6の設定だ。/ e t c / X 1 1

/XF86Configなどの設定ファイルでは、PS/2

マウスとして指定すればよい。PS/2マウスを

使うXFree86の設定がすでにあるなら、デバ

イス名を/dev/mouse（あるいは/dev/psaux）

から/dev/usb-mouseに変更すればすぐに使え

るようになる。ただし、Xの起動前にUSBマ

ウスが認識されていないとエラーが発生して

しまう。また内蔵ポインティングデバイスと

USBマウスを併用したいなら、リスト8-1の

ようにXinputセクションを設定ファイルに追

加しよう。

■ホイール機能はカーネル2.4待ち!?

あとはマウスのホイール機能が使えれば文

句なしだが、残念なことに写真8-1のマウス

やマイクロソフト製IntelliMouseで実験した

限りでは、カーネル2.2系列では動作しなか

った（第3ボタンとしては使える）。どうやら

カーネル2.2.xのUSBドライバにバグがあるの

が原因らしく、カーネルを最新の開発版であ

る2.3.28にアップグレードしたらホイールを

利用できた。とはいえ、開発版カーネルを常

用するのはお勧めできない。カーネル2.3系

列ではマウス以外のUSBデバイスもサポート

されているので、今は安定版の2.4を期待し

て待とう。

Column

Linuxノートで
USBマウスは使えるか？

写真8-1 テストした
USBマウス

サンワサプライのモバイ
ルマウス（シルバー、品
番MA-MBUSBSV）。実
売価格は3200円前後だ
が、ホイールのない製品
ならもっと安い。小型で
ケーブルも短く、持ち歩
くには便利だ。

▼リスト8-1 /etc/X11/XF86Configファイルの変更箇所

：
# *************************

# Pointer section

# *************************

Section "Pointer"

Protocol  "PS/2"

Device    "/dev/psaux"

：
EndSection

Section "Xinput"

SubSection "Mouse"

DeviceName "Second Mouse"

Protocol "PS/2"

Port "/dev/usb-mouse"

AlwaysCore

EndSubSection

：

併用するならこのブロック
をここに挿入する

画面8-1 カーネルコンフィグレーションのUSBドライバ設定画面

試す勇気はあるかい:-)



オフィスで仕事をするときに社内の

情報共有が必要だ。これを怠ると、各

自がてんでばらばらに作業をしてしま

い、だれがどこで仕事をしているのか

わからないなど、仕事の効率が落ちて

しまう。たとえば、上司に休暇の許可

を取っていたとしても、他の社員たち

には知らされてないといったようなこ

とだ。これでは、仕事のスケジュール

が立てられなくなってしまう。オフィ

ス内で縦のつながりがあっても、横や

斜めのつながりが希薄になっていては、

効率が良いとはいえない。

このように書くとオフィスの情報共

有があまりなされていないようだが、

昔からオフィス内で情報は共有されて

いる。どこのオフィスにも社員の予定

が書かれたホワイトボードがあり、こ

れを見れば、だれがどこで何をしてい

るかということがひと目でわかるよう

になっている。しかし、部署の全員が

出払っていたりして、他の部署の社員

が電話を取ってしまったりすると、わ

ざわざこのホワイトボードを見にいっ

たり、だれも出ない内線電話をしたり

とこれも効率が悪い。最悪、お客さん

からの電話をたらいまわししてしまう

かもしれない。これでは、せっかくビ

ジネスチャンスをも失いかねない。

;;

;;グループウェアとは

;;オフィスでの情報共有

そこで、コンピュータネットワーク

を利用して、オフィス内で情報共有を

することにした。コンピュータネット

ワークは情報共有用のサーバがあれば、

オフィス内のどこからでもアクセスし

て、情報を参照できるのだ。情報やデ

ータはすべてサーバ上にあり、情報が

歪められたりすることがない。

これがグループウェアの始まりであ

る。グループウェアとは、オフィス内

のコンピュータネットワークと、そこ

につなげられたコンピュータを利用し

て情報共有するための専用のソフトウ

ェアを指す。具体的には、情報共有の

ためのサーバソフトウェアと、そのサ

ーバにアクセスするためのクライアン

ト（ユーザー側）のコンピュータにイ

ンストールされたソフトウェアをまと

めていう。

グループウェアとは
オフィスでの情報共有
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クライアント クライアント 

ネットワーク 
プリンタ 
ネットワーク 
プリンタ 

グループウェアの 
サーバとデータ 

イントラネット 

オフィス内でつながっているコンピュータネットワーク

すべてのデータはサーバにあり、クライアント（ユーザー側）はサーバからデータを参照する。

文：上間 俊雄
Text：Toshio uema



;;

;; Webグループウェアの登場

;;

最近ではオフィスへのコンピュータ

の導入が進み、ひとり1台の時代にな

ってきている。さらに、インターネッ

トの普及とともにオフィス内もネット

ワーク化されている。そのため、これ

まで一部の企業にとどまっていたグル

ープウェアの利用が一般化してきた。

これで、仕事の効率が上がるはずだが、

新たな問題が2つ起こってきた。どちら

も突き詰めればコストの問題と言える。

まず、せっかくグループウェアを導

入しても利用しない、あるいは利用で

きない人が存在する。グループウェア

で情報共有ができるといっても、1人

でも利用できなければ意味がない。こ

の原因は、アクセスのわずらわしさや、

複雑な設定操作についていけないとい

うことにある。グループウェアを利用

するために、分厚いマニュアルを見な

がら仕事をしたり、使い方を何度も教

わっていたりすれば仕事の効率も上が

らない。それに、サポートするほうも

大変だ。

また、グループウェアのソフトをユ

ーザーのマシンにインストールするの

にかかる手間やコストの問題もある。

ユーザーが利用しているマシンのOSが

新しくなると、グループウェアの総入

れ替えという作業も出てくる。これら

にかかるサポートの手間とコストは馬

鹿にならない。オフィス内の全員で情

報共有をできるようにするためには、

ユーザーが簡単に利用できて、なおか

つサポートにかかるコスト面をできる

だけ抑えなくてはならないのだ。

そこで、登場してきたのが「Webグ

ループウェア」である。現在のオフィ

スのコンピュータネットワークは、イ

ンターネットやイントラネットの普及

でTCP/IPベースのネットワークに移

行されつつあり、Webサーバを立てる

環境がすでにできている。そこで、オ

フィス内にWebサーバを構築して、ユ

ーザーはWebサーバにあるグループウ

ェアをWebブラウザ上から利用するこ

とが考えられた。このWebサーバにあ

るグループウェアを「Webグループウ

ェア」という。

ユーザーはWebブラウザを利用して

いるため、使い慣れたWebブラウザの

インターフェイスですんなり使うこと

ができるのだ。ユーザー側にグループ

ウェアの専用ソフトウェアを導入しな

くて済むし、ユーザー側のマシンやOS

などにも左右されにくい。どのOSにも

Webブラウザがインストールされてい

るからだ。

グループウェアのサーバといえば、

これまでWindows NTの独壇場であっ

た。それは、オフィス内で利用されて

いるネットワークがWindowsのネット

ワークであったし、ユーザー側で利用

されているOSが、ワープロソフトや表

計算ソフトが揃っているWindows

95／98だったからだ。もちろん、そこ

ではサーバ側、クライアント側それぞ

れにグループウェアを導入する。しか

し、グループウェアがWebサーバで動

くということになれば、インターネッ

トの申し子とも言われてきたLinuxに

一日の長があるかもしれない。もちろ

ん、Linuxサーバを導入するに当たっ

てのコストはWindows NTよりも安

い。また、GUI化されたLinuxをクラ

イアントにしても良いだろう。

;;

;;サイボウズOffice3 Linux版

;;

サイボウズOffice3 Linux版（以下

サイボウズ3）は、Webグループウェ

アのけん引役として早くからLinuxを

サポートするなど、現在まで多くの企

業で導入、運用されてきた実績がある。

また、Linux以外にもWindows 95／

98、 Windows NTを は じ め 、

FreeBSDやSolarisなどのUNIX系サー

バ、そしてオールインワンサーバとし

て注目を集めたCobalt Cubeにも対応

している点も特徴だ。現在のバージョ

ンはサイボウズOffice3となっていて、

旧バージョンのサイボウズOffice2より

も、インストールのしやすさや、ユー

ザーごとのカスタマイズ性がかなり進
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サイボウズ
info@cybozu.co.jp
http://cybozu.co.jp/cb3/sup
port/question.html

Webグループウェアの登場

サイボウズOffice3 Linux版



歩している。

サイボウズ3は、10種類のグループ

ウェア機能が用意されている。特に今

回注目を浴びているのが、「パーソナラ

イズ」という機能だ。ユーザーはサイ

ボウズ3にログインしたら、ユーザー専

用のWebページが提供される。この専

用Webページはユーザーが自分だけの

オリジナルページとして作成することが

できる。これは、Yahoo! Japanの「My

Yahoo!（http://my.yahoo.co.jp/）」や、

Exciteの「マイエキサイト（http://

www.excite.co.jp/）」のような感覚だ。

たとえば、見落としがちな掲示板の書

き込みなどを考慮して、メッセージを

新着順に表示したり、更新されたもの

だけを表示するなど、自分の注目した

いものを集めたページにカスタマイズ

できる。昨今、インターネットのポー

タルサイトでよく見かけるこのような

機能をいち早く取り入れた点は非常に

新鮮だ。ほかにも、サイボウズ3では

Webメールの「サイボウズ Webメー

ル 3」や、稟議などの申請ができる

「ワークフロー」などが利用できるよう

になった。

;;

;;インストール

;;

サイボウズ3はサイボウズ社のサイト

からダウンロードして利用する（βバ

ージョンを付録CD-ROMに収録）。そ

の前にWebサーバのApacheがインス

トールされているLinux環境が必須だ。

なお、固定されたIPアドレスが割り当

てられているLinuxサーバを利用しよ

う。今回は、LASER5 Linux 6.0と、

Apacheを用いてインストールすること

にする。Apache以外でも動作する可

能性はあるのだが、どのLinuxのディ

ストリビューションでもデフォルトの

Webサーバとして採用されている

Apacheを利用したほうが問題は起き

にくい。

サイボウズ3はApacheと連動して動

作するので、Apacheで決められたデ

ィレクトリにインストールしなければな

らない。そこで、事前にドキュメント

ルートのディレクトリ、CGIを格納する

ディレクトリを調べておこう。サイボ

ウズ3では、ドキュメントルートのディ

レクトリが「/usr/local/www/data/」、

「/home/httpd/html/」のどちらか、

CG I を格納するディレクトリが、

「/us r / l o c a l /www/cg i - b i n /」、

「/home/httpd/cgi-bin/」のどちらかで

ない場合には、手動で入力する必要が

あるので、事前に調べておくことが必

要だ。なお、LASER5 Linux、Turbo

Linux、Vine LinuxなどのRed Hat系

のLinuxディストリビューションでは、

何もせずそのままインストールできる。

しかし、Apacheをソースからコンパ

イルして、デフォルトの設定のままイ

ンストールしたときや、De b i a n

GNU/Linux、Plamo Linuxのディス

トリビューションで使用するときには、

それぞれのディレクトリが違うので注

意しよう。各ディレクトリは、Apache

の設定ファイル「s rm . c o n f」の

「DocumentRoot」「ScriptAlias」の行

で確認できるはずだ。

サイボウズ3は、「http://cybozu.

co.jp/」より、ファイルをダウンロー

ドできる。また、今月号の付録CD-

ROMにβ版を収録している。ダウンロ

ードしたファイルは、「/tmp」などの

適当なディレクトリにコピーしよう。

このあとのインストール作業はすべて

コンソールで行う。インストーラは日

本語でも表示されるので、日本語が表

示できるようにkonや、GUI環境では

ktermを使って作業を進めよう。ダウ

ンロードしたファイルはtar＋gzip形式

で圧縮されているので、GNU tarで解

凍する。

$ tar zxvf cbof30jal.tar.gz

解凍が終われば、root権限でインスト

ーラを起動しよう。「cb3setup」とい

うシェルスクリプトだ。

$ su

Password:

# ./cb3setup

はじめに日本語が表示されているか

聞いてくるので、表示されているなら

［Y］キーを押して、［Enter］キーを押

す。次にソフトウェアのライセンスを

よく読んで、同意したら、インストー

ルを続行しよう。CGIを格納するディ

レクトリ、ドキュメントルートのディ

レクトリを指定する。Red Hat系なら

そのままで［Enter］キーを押して続

ける。「製品の選択」では、3つのパッ

ケージか、単体でオプションを指定で

きる。「サイボウズ ワークフロー 3」

のみ単体での購入となるので、インス

トールするときは忘れずに指定してお

こう。あとは対話式で答えるだけでフ

ァイルがコピーされ、インストールが

終了する。

インストールが終了したら、ブラウ

ザを起動して実際に実行してみよう。

サイボウズ3のCGIを直接指定する。

LASER5 Linux6.0の場合には、

http://ホスト名/cgi-bin/cb3/office.cgi

となる。ホスト名には実際のサーバ名

が入る。
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Webブラウザを起動して、URLを入

力すると、サイボウズ3が起動される。

初めて起動したら、まず、トップペー

ジの「システム設定」から「サイボウ

ズ Office 共通設定メニュー」の内容

を変更してみる。ここではパスワード

設定とユーザー、グループの追加、会

社情報を設定できる。さらに「ページ

の設定」では、ユーザーがログインす

るときに表示されるメニューの設定が

できる。最後に「管理・運用」の「設

定用パスワードの登録」で、設定変更

時のパスワードを設定する。これでひ

と通りの設定は完了だ。あとは、ユー

ザーがおのおのアクセスしてログイン

すればよい。
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インストールが終了したら、まず管理者が初
期設定を行う。会社の情報やグループとユー
ザーをそれぞれ追加していこう。管理用のパ
スワードを設定することも忘れないように。

ユーザーがログインするとユーザー

専用のトップページ画面となる。この

画面は、今回のバージョンから新たに

取り入れられたパーソナライズ機能で、

ユーザーに関係しているものだけが揃

えて表示されている。もちろん、ユー

ザーごとにトップページのレイアウト

をカスタマイズすることができる。

Webグループウェアの特徴として、

インターネットへの接 続 と同 じ

TCP/IPと、ホームページを見るため

のWebブラウザを利用しているため、

特にインターネットとの連携がはかり

やすいようになっている。まず、「リン

ク集」では、よく利用するWebサイト

を登録でき、リンクをクリックするだ

けで、そのホームページに移動できる。

それほど利用しないが、あると便利な

Webサイトが「ビジネス情報」にまと

められていて、企業情報を調べたり、

時刻表や列車の経路検索、ニュース・

天気予報のWebサイトにリンクされて

いる。また、「お探し物」の検索フォー

ムに調べたい事柄を入力すると、

Yahoo! Japanに移動して、インターネ

ット上の検索結果が表示されるように

なっている。

ユーザーごとにトップページのレイ

アウトをカスタマイズすることができ

る。カスタマイズはユーザーのトップ

ページの下にある「このページの設定」

から行う。必要な項目を並べ替えたり、

項目の「表示／非表示」の設定などが

できる。ユーザーパスワードの変更は

ユーザーのトップページの「パスワー

ドの変更」から行う。

起動と初期設定

ユーザーログイン後の
トップページ トップページのカスタマイズ
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プロジェクトを設定してお

くことで、プロジェクトの

進捗状況を把握できる。ユ

ーザーは個々に活動テーマ

を設定して、さらに細かな

期限や達成度を設定でき

る。また、完了したプロジ

ェクトも調べることができ

る。

プロジェクト管理 「掲示板」機能が一方的な

通知として使うのに対し

て、「電子会議室」は議論

する場所として利用する。

ユーザーは議題を設定し

て、各ユーザーが投稿でき

るようになっている。議題

はスレッド構造になってい

る。

電子会議室

WebブラウザからEメール

を利用できる。専用メール

クライアントのような高度

な機能はないが、Webベー

スであるためどの端末から

でもメールの読み書きがで

きる。「共有アドレス帳」

の登録アドレスへ簡単にメ

ールできる。

Webメール ToDoリストは現在進行中

の仕事の優先度をひと目で

チェックできる機能だ。

Webグループウェアとして

の特徴として、データの共

有があるが、ToDoリスト

でもグループでの共有がで

き、部署内の状況が把握し

やすい。

ToDoリスト

掲示板は告知などの一方的

な通知に利用する。本来は

紙に印刷してからそれぞれの

部署に配布されるということ

が多いが、掲示板の機能を

利用すれば瞬時に告知する

ことができ、紙のコストも省

ける。

掲示板 オフィスではアドレス帳を

共有したほうが便利な場合

が多い。たとえば、外出中

の社員宛てに緊急の用件が

入った場合に、別の社員が

たとえ面識がない取引先に

対しても電子メールや

FAX、宅配などの対応がで

きるのだ。

共有アドレス帳

個人のスケジュールは、ほ

かの人たちにはわからない

もの。しかし、グループウ

ェアを利用することで、だ

れがいつ、どこで、何をし

ているのかがひと目でわか

り、スケジュールを組みや

すくなる。

スケジュール 行き先案内板は、部署ごと

にあるホワイトボードのよ

うな感覚で利用できる。そ

れに加えて、他のグループ

（部署）も参照できるため、

違う部署に電話がかかって

きても、連絡が取りやすい。

行き先案内板

ここまでできるサイボウズ3
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企画書や資料、ドキュメン

トなど、共有して使えば便

利な文書をディレクトリ構

造で管理する機能。さらに

文書ことにキーワードを設

定しておくことで、文書を

検索することができる。

文書管理 組織が大きいと、許諾や稟

議に時間がかかるが、「ワ

ークフロー」の機能を利用

して早急に返事をもらうこ

とができる。ユーザーはこ

の内容を詳しく設定でき、

許可を取るべきユーザーに

申請する。

ワークフロー

グループウェアはユーザーがデータ

を共有して利用するため、必ず管理者

を置いて、管理しなければならない。

この管理者が行う作業は、ユーザーや

グループのアカウント管理と、バック

アップだ。サイボウズ3では、この管理

機能も同じWebブラウザから利用する。

ユーザーやグループの設定は初期起

動したときと同じく「システム設定」

の「サイボウズ Office 共通設定メニ

ュー」で利用でき、フォームに入力す

るだけでユーザーとグループの追加や

削除、変更作業が行える。

データのバックアップは管理者とし

て一番気を付けなければならない作業

だ。これを怠るといつデータがなくなる

かわからないので、だれも利用しなくな

る。「システム設定」の「データのバッ

クアップ」で行うことができ、1クリッ

クで全データが一括してバックアップ

される。管理者は退社前や出社時に、

このボタンを押すだけだ。また、バッ

クアップしたデータを別のマシンやメ

ディアにコピーするときには、Webブ

ラウザでファイルをダウンロードする

手順で、リンクされたファイルをクリ

ックするだけでダウンロードできる。

Webメールの機能を利用していると

きには、ユーザーのメールのデータがす

べてサーバ上にあるので、こまめにバッ

クアップを行ったほうがよい。これは、

「データのバックアップ」からはできな

いので、cronを設定してバックアップ

しておこう。または、FTPやSambaを

利用して、ローカルのMOやCD-RWに

コピーするのもいいだろう。

データのバックアップはワンクリックでできる。

サイボウズ3は、Webサイトを通じ

て販売されているため、パソコンショ

ップで購入することはできない。購入

してもパッケージやマニュアルが郵送

されるのではなく、インターネットか

らのダウンロードか雑誌のCD-ROM

からインストールして使う。60日間

の期間内は全機能を無償で試すこと

ができ、ライセンスキーを購入するこ

とで、利用期間の制限がなくなる。

サイボウズ3は機能を単体で販売し

ているのが特徴で、それぞれライセン

ス数50ユーザーからとなっている。複

数の機能をまとめたパッケージは3種

類用意されていて、「サイボウズ

Office パック EX 3」は、「ワークフ

ロー」以外の機能が利用でき、50ユー

ザーで使用する場合は19万8000円。

50ユーザーも必要ない場合のために

「サイボウズ Office SOHO 3」という

SOHOパッケージが用意されており、

こちらは10ユーザー7万9800円と非常

にリーズナブルだ。

また、スケジュール、行き先案内板、

掲示板、施設予約、Webメールとい

ったよく利用する機能だけを集めた

「サイボウズ Office パック 3」は、50

ユーザーを9万9800円で購入できる。

なお、「ワークフロー」の機能のみ単

体で購入するようになっている（9万

9800円）。前バージョンからのバージ

ョンアップの場合には割引販売も実施

されている。

サイボウズOff ice3は、サイボウズのWebサイト
（http://cybozu.co.jp/）からダウンロードして利用する。

サイボウズ3の購入方法

専門的な知識がなくても
管理・運用できる
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複数OSを1台に

マルチブート完全制覇！

サーバーマシンとしての利用を除いて、Linuxインストー

ル時に必ずといっていいほど直面する問題が、Windowsな

ど、それまで使っていたOSとの棲み分けである。潔く

「LinuxさえブートすればそれでOKさ」といってのけられる

達観したユーザーなら話は別だが、一般的にはなかなかそう

もいかない。仕事のデータの受け渡しがExcel形式だったり、

お気に入りのゲームがWindows版だったりと、理由はさま

ざまだが、とにかく現在稼動しているWindows環境はどう

してもそのまま残しておきたい。とはいえ、PCをもう1台

調達するというのは、予算的にも設置面積的にもそうそう余

裕がない。そんな都合のいい要求を満たしてくれるのが「マ

ルチブート環境」だ。

失敗しないマルチブート環境構築から、さらに快適なマル

チブート環境の構築、マルチブート環境トラブルシューティ

ングなど、マルチブート完全制覇を目指そう！

文：竹内充彦、竹田善太郎
Text : Michihiko Takeuchi , Zentaro Takeda
Photo : Shuichi Mito



1台のパソコンで複数のOSを使うと

言っても、同時にブートするわけでは

ない（当たり前だ）。ブート時にどの

OSを使うかを選択可能にするのだ。

MS-DOSの時代であれば、フロッピ

ーディスクからブートするのが当たり

前だった。したがって、システムを起

動するたびにフロッピーディスクを差

し替えれば、異なるOSをブートできた。

しかし、昨今のOSは大型になっており、

フロッピーだけでブートするものは少

なくなっている（Linuxもうまく収め

ればフロッピーディスク1枚からブート

するのだが…）。

ハードディスクもフロッピーディス

クのようにシステム起動前に差し替え

るという方法がある。リムーバブルハ

ードディスクを装備すればいい。しか

し、これは専用のソケットやら何やら

を備えなければいけないし、デスクト

ップ型PCでベイに余裕がない場合は、

外付けユニットを調達しなければなら

ない。

そこで、登場するのがブートマネー

ジャを使ったマルチブート環境である。

あらかじめ接続されているハードディ

スクに、複数のOSをインストールして

おき、起動時にソフトウェアでOSを選

べるようにするというものだ。

通常、PCを起動するとBIOSが自動

的にハードディスク等のブートデバイ

スの先頭を読みに行く。この先頭部分

はマスターブートレコーダ（MBR）と

呼ばれている。ここにInitial Program

Loader（IPL）と呼ばれる小さなプロ

グラムが書き込まれているのだ。いっ

たんこれをメモリ上に読み込み実行す

る。IPLには、OSのブートプログラム

がディスクのどこにあるかがわかって

いて、それをメモリに読み込み実行す

ることで、OSがブートがする仕組みに

なっているのである。

このとき、ブートするOSを複数の中

から選べるように作られたプログラム

（ブートマネージャまたはブートセレク

タなどと呼ばれる）を、このMBRに書

き込んでおくことで、起動するたびに、

任意のOSを選んでブートすることが可

能になるのだ。

ハードディスクドライブが1台しか接

続されていなくても心配することはな

い。パーティション分割という技を使

い、ドライブの中身を分割して使用す

ることで、擬似的に複数台のハードデ

ィスクとして扱うこともできるのだ。

本特集では、このタイプ、つまり

MBRにブートマネージャを書き込むタ

イプのマルチブート環境構築について

解説していく。

「マルチブート環境を構築する」と

言うと、なにやら難しいことのように

聞こえるかもしれないが、実はそんな

ことはない。Windowsの環境にLinux

を追加インストールする場合なら、な

おさらである。

なぜなら、多くのLinuxディストリ

ビューションパッケージでは、初めか

ら、そうした環境が想定されており、

最低限必要な構築ツールが付属してい

るのだ。したがって、ハードディスク

にLinuxをインストールするだけの空

き容量さえあれば、すぐにでも構築で

きるのである。

本特集でも、まずLinuxディストリ

ビューションパッケージのインストー

ルCDのみで構築する方法を解説する。

これからLinuxをインストールする

ユーザーはもちろん、すでにインスト

ールしたが、ブートセレクトをもっと

快適にしたいユーザーにも役立つはず

だ。とくにハードディスクドライブと

パーティションについての基礎知識に

ついては、詳しく解説しているので、

参考にしてほしい。

インストールCDだけでの構築では、

準備に手間がかかったり、ブートセレ

クタが使いにくいと感じたりするかも

しれない。そういった問題を解決する

ために、最近では、マルチブート環境

支援ユーティリティなるものが市販さ

れている。これを使えば、より複雑な

マルチブート環境を、より簡単に構築

することができる。本特集ではこうし

たユーティリティも紹介していく。も

し、作業がわずらわしいと感じる、あ

るいはより快適な環境を望むなら、こ

うした製品を使ってみるといい。

もし、あなたのハードディスクドラ

イブに余分な空きスペースがあるなら、

迷うことはない！ 今すぐ、マルチブー

ト環境を構築しよう！
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マルチブート環境の代表的な例とし

て、Windowsが稼動しているPCに、

Linuxを追加インストールする方法を

紹介する。これは、標準的なLinuxデ

ィストリビューションパッケージだけ

で構築できる、最も手軽なマルチブー

ト環境だ。

それには、現在使っているPCのハー

ドディスクに、Linuxをインストール

する領域を用意しなければならない。

そこで、まずはじめに、PCのハードデ

ィスクについての基本的な知識を押さ

えておこう。

■

■ハードディスクの接続

■

パーツを集めてPCを組み立てた人な

らば、自分のPCに接続されているディ

スク装置については知っているはずだ。

問題なのは、出来合いのPCをショップ

で購入してきて、未だにケースの蓋を

開けたことがないという人の場合であ

る。まず、PCとディスク装置の関係の

基礎を知っておこう。

PC互換機は、ディスク装置の接続用

として、IDE規格に準じたコントロー

ラを2系統備えている。プライマリIDE

コントローラとセカンダリIDEコント

ローラである。IDEコントローラ1系統

につきディスク装置を2台まで接続でき

る。この2台はマスタードライブとスレ

ーブドライブと呼ばれる。したがって、

プライマリ／セカンダリの2つのコント

ローラに、それぞれマスター／スレー

ブのディスク装置を接続すれば、合計4

台のディスク装置を接続できることに

なる。プライマリIDEコントローラの

マスター～セカンダリIDEコントロー

ラのスレーブまでを、接続されている

順に、ドライブ0～3と表現する（図1）。

また、これとは別にSCSI規格に準じ

たコントローラを搭載していれば、さ

らに7台～15台のディスク装置を接続

することができる（図2）。

現在、ショップで売られているPCの

ほとんどは、IDE接続されたハードデ

ィスク1台と、同じくIDE接続された

CD-ROMドライブ1台から構成されて

いる。したがって、筐体に余裕のある

モデルならば、先ほど述べた理由から、

IDEで接続するディスク装置をあと2台

増設できることになる。

SCSI接続のディスク装置は、IDE接

続のそれに比べてCPUに負荷をかけず

に高速に読み書きできることもあり、

サーバなど、特定の用途のハイエンド

マシンに採用されていることが多い。

また、SCSI接続用のディスク装置は

IDE接続用のものに比べて高価であり、

IDEとは別にSCSIコントローラが必要

なことから、一般的な用途のPCには、

あまり採用されていない。

さて、それでは個々のディスク装置

であるハードディスクドライブの中身

はどのよう使われているのだろうか？

■

■パーティションとは？

■

ハードディスクドライブは、その中

身を複数の領域に分割して利用できる

ようになっている。このように、複数

に分けられたディスクの個々の領域を

「パーティション」と呼び、1台のドラ

イブに複数のパーティションを設定す

る作業のことを「パーティション分割」

と呼んでいる。1台のドライブを複数の

「パーティション」に分割すると、OS

やアプリケーションからは、あたかも

複数のドライブが存在しているかのよ

うに見えるようになる（図3）。

せっかくの大容量のハードディスク
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を、なぜわざわざ小さなドライブに分

割しなければならないのか、という疑

問を抱くかもしれない。これはもっと

もな疑問で、1台のハードディスクをま

るごと1台のドライブとして使ったほう

が、混乱も少なく、使いやすい場合も

ある。

しかし、LinuxやWindows 98を含

む、現在使われているOSの多くは、取

り扱えるドライブの最大容量に制限が

あったり、極端に大きなドライブを使

用したりする場合、ドライブの記憶領

域の利用効率が悪くなるなどの事情が

ある。このため、市販のWindows PC

の多くは、出荷時にOSの起動用のドラ

イブ（Cドライブ）と、もう1つの自由

に使用できるドライブ（Dドライブ）

の2つのパーティションに分割されてい

ることが多い。

このほか、本特集で扱うマルチブー

ト環境、すなわち1台のPCにWindows

とLinuxなどの複数のOSをインストー

ルして、場面に応じて使い分けたいよ

うな場合、それぞれのOSが使用するド

ライブは専用の形式でフォーマットし

なければならないため、必然的に1台の

ハードディスクを複数のパーティショ

ンに分割することになる。

パーティションの情報は、ハードデ

ィスクの先頭にあるパーティションテ

ーブルと呼ばれる領域に記録され管理

されている。

■

■パーティションの種類

■

パーティションはハードディスクを

区切った「枠」のようなものであり、

その中身をどのように使うかについて

は、そこにインストールされるOSが決

めることである。しかし、あるOSが起

動したあとで、ディスク上のパーティ

ションをマウントしようとする場合、

そのパーティションの中身（フォーマ

ット形式）が、そのOSでサポートされ

ているかどうかが、あらかじめ分かる

ようになっていなければならない。こ

のため、パーティションテーブル中の

各パーティションのエントリには、そ

のパーティションがどのようなOSでど

のような形式に使われているものなの

かを示す「タイプ」情報（パーティシ

ョンタイプID）が含まれている（表1）。

通常、OSに付属するパーティション

設定プログラム（DOSのFDISK.EXE、

Linuxのfdiskなど）が、パーティショ

ンの領域確保とともに、パーティショ

ンの「タイプ」を設定するが、自分の

OSがサポートしていない「タイプ」の

パーティションの設定を変更したり、

追加・削除したりすることができない

ことがある。 たとえば、 D O S や

Windows 95／ 98に 付 属 し て い る

FDISK.EXEでは、FATパーティショ

ン以外のパーティション情報を操作す

ることはできない。しかし、Linuxに

付属するfdiskコマンドでは、Linuxの

ext2形式のパーティションだけでなく、

DOS／WindowsのFAT／FAT32、

OS2のHPFSなどのパーティション情

報を操作できる（ただし、パーティシ

ョンの中身のフォーマット処理につい

ては、たとえばDOSやWindows 95／

98に付属しているFORMAT.COMの

ような、別のユーティリティが必要に

なる）。
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パーティション 

パーティション 

パーティション 

パーティション 

OS

4台のドライブに見える 実際には1台 

ハードディスク 

ID パーティションタイプ

01 FAT12（DOS）

04 FAT16 32Mバイト以下（DOS）

06 FAT16（DOS）

05 拡張領域（DOS）

07 HPFS（OS/2）/NTFS（WindowsNT）

0A OS/2のブートマネージャ

0B FAT32（Windows9x）

0C FAT32 LBA（Windows9x）

0E FAT16 LBA（Windows9x）

0F Windows95/98の拡張領域

3C PartitionMagic

82 Linuxのswapパーティション

83 Linuxのファイルシステム（ext2）

85 Linuxの拡張領域

86 NTFS（Windows NT）

87 NTFS（Windows NT）

A0 ハイバネーション領域

A5 BSD/386のファイルシステム

A6 Open BSDのファイルシステム

A7 NeXT STEPのファイルシステム

B7 BSDIのファイルシステム

B8 BSDIのswap領域

EB BeOSのファイルシステム
表1 代表的なパーティションタイプID図3 パーティションの概念

パーティションの種類



■DOS／Windows用のパーティション

DOSやWindows 3.1／95／98では、

「FAT」と呼ばれるディスクフォーマ

ット形式が用いられている。FATには、

Windows 95 OSR2以前に使われてい

た 「 F A T 1 2 」「 F A T 1 6 」 と 、

Windows 95 OSR2以降で使えるよう

になった「FAT32」といった3種類の

フォーマットが存在する。このうち、

FAT16については、扱えるドライブの

大きさが、最大2Gバイトに限られてい

るため、現在ではほとんど使われるこ

とはない。

DOSやWindows 9xでは、1台のデ

ィスク装置上に、1つの「基本領域」

（プライマリパーティション）と1つの

「拡張領域」（拡張パーティション）を

確保できる。基本領域は、それ全体を

1つの「ドライブ」としてフォーマット

するが、拡張領域については、その中

に複数の「論理ドライブ」を割り当て

て、それぞれを単一のドライブとして

フォーマットすることになる（図4）。

たとえば、Windowsがプリインストー

ルされたPCで、出荷時に内蔵されてい

るディスク装置が「Cドライブ」と「D

ドライブ」の2つのドライブにフォーマ

ットされている場合、そのディスク装

置は、1つの基本領域（C）と1つの拡

張領域が確保されており、拡張領域の

中にさらに1つの論理ドライブ（D）が

確保されている。

■Linux用パーティション

Linuxの場合、Windowsでいう「基

本領域」に相当する「プライマリパー

ティション」を、1台のディスクに最大

4つまで確保し、それぞれを1台のドラ

イブとみなせるようになっている。

Windowsによって、すでに基本領域と

拡張領域が確保されてしまっているデ

ィスクでも、あと2つまでのプライマリ

パーティションを追加して、Linux用

に使うことができる（もちろん、ディ

スクに空き容量がある場合に限るが

…）。

基本領域とは別に、Windowsで拡張

領域が確保されており、かつ拡張領域

内に空き領域（論理ドライブが割り当

てられていない領域）がある場合は、

その中にLinux用の論理ドライブを作

成することも可能だ（図5）。拡張領域

の中にドライブを作成する場合、あら

かじめ確保されている拡張領域の大き

さを超えるドライブの作成ができない

など、領域確保に制限があることが問

題 に な る が 、 後 述 す る よ う な

PartitionMagicやシステムコマンダー

などのマルチブート支援ユーティリテ

ィを使用すれば、領域を拡大するなど

の操作も簡単に行える。

現在のLinuxでは、「ext2」という形

式のドライブをOSの起動ファイルや各

種データファイルの保存用に使用する

ほか、スワップ専用のパーティション

を使うこともできる。スワップパーテ

ィションは、仮装記憶に用いるディス

ク領域だが、パーティションを分けて

おくことで、Diskfullなどからくるアク

シデントを避けられる。主要なディレ

クトリごとにパーティションを分ける

やり方もあるが、これは各パーティシ

ョンの容量の見積もりが難しい。した

がって、一般的にはext2形式のパーテ

ィションを1つと、スワップパーティシ

ョンを1つの、合計2つのパーティショ

ンを用意すればいいだろう。

■Linuxから見たパーティションの名前

Linuxをはじめ、UNIX系のOSでは、

ディスク装置は「デバイスファイル」

という特殊な形式のファイルとして仮

想化されている。ここでは「デバイス

ファイルとは何か」についての説明は

省略するが、1台のディスク装置全体、

あるいはそのディスク装置の中に存在

する個々のパーティションは、（Linux
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以外のOSが使用しているものも含め

て）すべて個々にデバイスファイルの

名前が割り当てられている。

たとえば、ドライブ0（通常、プラ

イマリIDEコントローラのマスタード

ライブとして接続されているディスク

装置）は、「hda」というデバイス名が

割り当てられる。Linuxでは、デバイ

スファイルは/devディレクトリに作成

されるので、通常「/dev/hda」という

フルパス名で表される。

/dev/hdaはディスク装置全体を表す

名前で、ディスク装置の中にパーティ

ションを作成するためにfdiskコマンド

を使うような場合に、

# fdisk /dev/hda

というように使う。

ディスク装置の中にパーティション

が作成されている場合、表2のような

規則にしたがって、hda1、hda2、

hda3…、といったようなパーティショ

ンごとのデバイスファイル名が割り当

てられる。これらのデバイスファイル

名は、（Linuxから見る限り）DOS／

Windowsでフォーマットされているパ

ーティションに対しても同じように扱

われる。したがって、たとえば1台目の

ハードディスクの1番目のパーティショ

ンがFAT形式でフォーマットされてい

る場合、Linuxからそのパーティショ

ンにアクセスする場合（たとえば

/mnt/dosディレクトリにマウントし

て、ファイルの読み書きを行えるよう

にしたい場合）は、次のようなコマン

ドをroot権限で実行することになる。

# mount -t msdos /dev/hda1 /mnt/dos

通常、一般ユーザーとしてアプリケー

ションを使う場合に、このようなデバ

イスファイルを直接指定することはな

いだろう。しかし、fdiskなどのパーテ

ィション設定ツールや、ファイルシス

テムの作成（平たくいえばフォーマッ

トを行う）コマンド「ext2fs」、前述の

mountコマンド、liloの設定を行う場合

などには、このデバイスファイル名が

必要になる。

なお、マシンにIDE以外のハードデ

ィスク、たとえばSCSIインターフェイ

スに接続するハードディスクがある場

合は、表3のようなデバイス名が割り

当てられる。

■

■Linuxインストール領域の確保

■

さて、実際にLinuxをインストール

する領域を確保することにしよう。ハ

ードディスクドライブの空き容量に十

分な余裕があるものとする。もちろん

現在Windowsで利用しているドライブ

でかまわない。たとえばCドライブの

残り容量が2Gバイトあるでもいいし、

Dドライブの3.2Gバイトはまるっきり

使っていないでもいい。ここからの作

業は、ドライブ構成によって異なる手

順を踏まえるため、以下のように場合

分けてみた。なお、ここではCD-ROM

ドライブは勘定に入れていない。Dドラ

イブといっても、Cドライブの次のハー

ドディスクドライブという意味なので、

CD-ROMドライブのドライブレターがD

に固定されている場合などは、Eドライ

ブなどに読み替えて考えてほしい。

1.Cドライブしか存在しない

2.Dドライブ以降がある

1はCドライブのみ存在していて、容

量に余裕がある場合だ。ノートPCや最

近流行りの省スペース型デスクトップ

PCなどでは、構造上ディスクドライブ

の増設ができないので、この手段を選

ぶことが多い。この場合はCドライブ

のパーティションを縮小して、残りを

Linuxに割り当てる。2は大容量ハード

ディスクを搭載したPCで、出荷時にハ

ードディスクがいくつかのパーティシ

ョンに分割されている場合に有効な手

段である。拡張領域の論理ドライブの

サイズを変更して、残りをLinuxに割
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ドライブ デバイス名

ドライブ0 hda

プライマリ（拡張）パーティション hda1

プライマリ（拡張）パーティション hda2

プライマリ（拡張）パーティション hda3

プライマリ（拡張）パーティション hda4

論理ドライブ hda5

論理ドライブ hda6

：

ドライブ1 hdb

ドライブ2 hdc

ドライブ3 hdd

表2 IDE接続ハードディスクドライブの命名規則

ドライブ デバイス名

ドライブ0 sda

プライマリ（拡張）パーティション sda1

プライマリ（拡張）パーティション sda2

プライマリ（拡張）パーティション sda3

プライマリ（拡張）パーティション sda4

論理ドライブ sda5

論理ドライブ sda6

：

ドライブ1 sdb

ドライブ2 sdc

：

ドライブ7 sdh
表3 SCSI接続ハードディスクドライブの命名規則

Linuxインストール領域の確保



り当てる。

ところで、実際にLinuxのパーティ

ションを切り出す前に注意が必要であ

る。実は、Linuxの起動パーティショ

ンはディスクの先頭から8Gバイト以内

の領域から始まっていなければならな

い。これはBIOSがディスクの1024シ

リンダ（つまり8Gバイト）を越えたパ

ーティションからブートできないこと

に起因する問題だ。20Gバイトを越え

るハードディスクドライブ当たり前に

なりつつある現在では、実際にパーテ

ィションを分割するにあたって、この

点に注意してほしい。

ここであげた以外にも、ハードディ

スクドライブそのものを増設するとい

う解決策もあるが、それについては130

ページの応用編を参照してほしい。

■

■Cドライブを縮小する

■

Cドライブしかなく、空き容量がふ

んだんにある場合は、Cドライブのパ

ーティションを縮小して、余った領域

をLinuxインストール用のパーティシ

ョンに割り当てることができる。これ

には、FIPS.EXEというツールを利用

する。FIPS.EXEは、多くのLinuxデ

ィストリビューションCDに付属するツ

ールで、データを保持したまま、基本領

域を縮小できるという優れモノだ（図6）。

ただし、拡張領域の縮小はできない。

■FIPS.EXEの実行

まず、FIPS . EXEを用意する。

TurboLinuxでは「インストールCD」

のディレクトリ¥do s u t i l sの下に

「Fips20.zip」というアーカイブファイ

ルがあるので、これをWinZipなどのツ

ールで解凍しておく（ちなみにすでに

同じディレクトリにFIPS.EXEがある

が、これはバージョン1.5でVFATに対

応していないので使ってはいけない）。

FIPS.EXEはマルチタスク環境下で実

行してはいけないので、フロッピーデ

ィスクからDOS（モード）を起動して

実行する必要がある。したがって、次

にフロッピーディスクを1枚用意し、

［起動専用］でフォーマットする。そこ

に先ほど解凍したファイル群の中から

「FIPS.EXE」と「ERRORS.TXT」を

コピーする。

念のために、FIPSの作業に入る前に

CドライブにWindowsの［デフラグ］

をかけておこう。

さて、いよいよ、作成したフロッピ

ーディスクから起動する。DOSプロン

プトが表示されたら「FIPS」と入力し

Enterキーを押す。 まず、FIPS.EXE

についてのメッセージが表示される。

そこで、何かキーを押すと、現在のパ

ーティションテーブルが表示される。

分割したいパーティション番号「1」

を入力すると、ブートセクタの情報が

表示され、これをフロッピーディスク

にバックアップするかどうかを問い合

わせてくる。バックアップが終了する

と、パーティションの大きさを問い合

わせてくる。

ここで、「Old partiton」というのは

Cドライブとして残すパーティション

の大きさである。「New partition」と

いうのが、Cドライブを縮小した結果、

新しく作成されるパーティションのこ

とである。矢印キーを使って値を変更

する。ここでは、「Old partition」を

4200.0MBにしている。残り1721MBが

Linuxに割り当てられる。

Enterキーを押すと値が確定し、指

定した値でパーティションを縮小した

結果を一覧してくれる。再編集したけ

れば「r」、決定なら「c」を入力する。

最終確認に「y」を押すと実際に情報

が書き込まれ、FIPS.EXEが終了する。

Linux magazineJanuary 2000 121

複数OSを1台に
マルチブート完全制覇！

画面1 FIPS.EXEの実行画面

基本領域 
Cドライブ 

ハードディスク 

基本領域 
Cドライブ 

縮小 

拡張領域 

ハードディスク 

この部分に 
Linuxをイン
ストールする 

図6 Cドライブを縮小する

Partition table:

|        |     Start      |      |      End       | Start  |Number of|
Part.|bootable|Head Cyl. Sector|System|Head Cyl. Sector| Sector |Sectors  |  MB
-----+--------+----------------+------+----------------+--------+---------+----
1    |    yes |   1    0      1|   06h| 239  837     63|      63| 12670559|6186
2    |     no |   0    0      0|   00h|   0    0      0|       0|        0|   0
3    |     no |   0    0      0|   00h|   0    0      0|       0|        0|   0
4    |     no |   0    0      1|   00h|   0    0      0|       0|        0|   0

↓パーティション縮小後

New partition table:

|        |     Start      |      |      End       | Start  |Number of|
Part.|bootable|Head Cyl. Sector|System|Head Cyl. Sector| Sector |Sectors  |  MB
-----+--------+----------------+------+----------------+--------+---------+----
1    |    yes |   0   37      1|   06h| 239  535     63|      63|  8602708|4200
2    |     no |   0  536      1|   06h| 239  837     63| 8602709| 12670559|1721
3    |     no |   0    0      0|   00h|   0    0      0|       0|        0|   0
4    |     no |   0    0      0|   00h|   0    0      0|       0|        0|   0

Cドライブを縮小する



■

■Dドライブ以降を使う

■

Dドライブ以降を使うというのは、

DOS／Windowsで言う拡張領域を使

うという意味だ。ここでは、拡張領域

内の論理ドライブを縮小して、残りを

Linuxインストール用の論理ドライブ

に割り当てる方法について説明するが、

もしDドライブは丸ごと不要という場

合でも、論理ドライブの削除だけはし

ておこう（図7）。

論理ドライブのサイズを変更するに

は、WindowsのFDISK.EXEを使い、

いったん論理ドライブを削除して、あ

らたにサイズを縮小した論理ドライブ

を作成しなければならない。当然だが、

このときDドライブ以降のディスクの

内容はすべて失われる。事前に内容を

バックアップしておき、論理ドライブ

を作成し直した後、リストアしなけれ

ばならない。

こうした作業がわずらわしいと感じ

る場合は、マルチブート環境支援ユー

ティリティ「PartitionMagic」や「シ

ステムコマンダー」を利用するといい。

こうしたユーティリティでは、ディス

ク内容を保持したまま、パーティショ

ンのリサイズが行えるので、作業行程

は少なくて済む。

まずは、Dドライブ以降のデータを

バックアップしてほしい。それから

Windowsに付属のFDISK.EXEを起動

する。大容量ディスクをサポートする

かどうかの問い合わせには「Y」と答

える。するとメニュー画面が表示され

る（画面2）。「領域情報を表示」を選

択すると、現在のパーティション構成

が表示される。種類に「EXT DOS」

と表示されているのが拡張領域である

（画面3）。ここでさらに「Y」を入力す

ると、拡張領域内の論理ドライブの状

態が表示される。

Escキーでメニューに戻り、論理ド

ライブを削除する。メニュー画面から
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画面3 現在のパーティション

画面4 論理ドライブを削除

画面2 FDISK.EXEのメニュー

論理ドライブ 
Dドライブ 

基本領域 
Cドライブ 

論理ドライブ 

Dドライブ 

拡張領域 

ハードディスク 

基本領域 
Cドライブ 

拡張領域 

ハードディスク 

論理ドライブ
をいったん
削除 

この部分に
Linuxをイン
ストールする 

基本領域 
Cドライブ 

拡張領域 

ハードディスク 

サイズを縮
小した論理ド
ライブを作成 

図7 拡張領域を使う

Dドライブ以降を使う



「領域または論理MS-DOSドライブを

削除」を選択する。さらに「拡張MS-

DOS領域の論理MS-DOSドライブを削

除」を選択して不要な論理ドライブを

削除する（画面4）。

次にメニューから「MS-DOS領域ま

たは論理MS-DOSドライブを作成」を

選択し、「拡張MS-DOS領域内の論理

MS-DOSドライブを作成」を選択する。

ここでWindowsで使用する容量だけを

指定する。ドライブが作成されると、

再び論理ドライブ作成画面に戻る（画

面5）。Linux用の空き容量を残したま

ま、ESCキーでFDISK.EXEを終了す

る。論理ドライブに割り当てなかった

残り容量が、Linuxのパーティション

として使えるようになった。

■

■Linuxのインストール

■

インストールのための領域が確保で

きたら、Linuxをインストールする。

ここでは、Linuxパーティションの作

成とliloの書き込みをメインに紹介す

る。ディストリビューションによって

インストール手順が多少異なったとし

ても、この2点については共通なので参

考にしてほしい。

■パーティション作成とマウントポイント

の指定

LinuxのインストールCDでシステム

を起動し、インストールを開始する。

インストールの手順の詳細については

ここでは触れないが、TurboLinuxの

場合、インストーラの「ディスクの分

割方法」の画面では「手動」を選択し、

次の「パーティション設定」では

「 FD I S K（ 英語）」 を選択する。

「FDISK（日本語）」でも機能や使い方

に違いはないが、マシンの構成によっ

ては画面が乱れるなどの問題が起こる

場合もあるため、英語版fdiskの使用を

勧める。操作がわかりやすいように、

各コマンドの意味を表4にまとめてお

くので参照してほしい。

fdiskを起動したら、まず「p」コマ

ンドを入力して、現在のディスクのパ

ーティション構成をチェックする（画

面6）。Cドライブを縮小した場合は、

残りの部分がWindowsのタイプIDに

なったパーティションとして見えてい

るはずだ。まずはこれを拡張領域（05）

に変 更 しよう。「 t 」 コマンドで

/dev/hda2のタイプIDに「5」を指定

する。

新しいパーティション、または論理

ドライブを作成するには「n」コマン

ド（新規パーティションの追加）を入

力する。すると、追加するパーティシ

ョンの種類を問い合わせてくるので、

プライマリパーティションを作成する

場合は1から4の範囲の数字を、拡張領

域内に論理ドライブを作成する場合は、

5以上の数字を入力する。

前述したように、Linuxでは複数の

プライマリパーティションを利用でき

るが、ここでは、Linuxをすべて拡張

領域内の論理ドライブにインストール

する。この方法ならば、Linuxのファ

イルシステムとスワップ領域を別々に
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Disk /dev/hda: 240 heads, 63 sectors, 839 cylinders

Units = cylinders of 15120 * 512 bytes

Device Boot    Start       End    Blocks   Id  System

/dev/hda1   *         1       569   4301608+   c  Win95 FAT32 (LBA)

/dev/hda2           570       838   2033640    c  Win95 FAT32 (LBA)Disk

/dev/hda: 240 heads, 63 sectors, 839 cylinders

Units = cylinders of 15120 * 512 bytes

画面6 Linux用パーティション作成前

コマンド 意味

a ブートドライブの設定（DOSで言う

「アクティブ」にする）

b BSD系UNIXのディスクラベルを編集

c MS-DOSの互換フラグを設定

d パーティションの削除

l パーティションのタイプIDを一覧表示

m メニューを表示

n 新しいパーティションの作成

p パーティションテーブルを表示

q 結果を書き込まずに終了

t パーティションタイプIDを変更

u セクタ／シリンダ表示の切り替え

v パーティションテーブルのベリファイ

w 結果を書き込んで終了

x 拡張設定メニューに移行
表4 fdiskコマンド一覧

画面5 論理ドライブが作成された

Linuxのインストール



作成しても、パーティションを1つしか

消費しなくて済む。

L inuxシステムを論理ドライブ

/dev/hda5に、Linuxのスワップパー

ティションを論理ドライブ/dev/hda6

として作成する。Windowsの論理ドラ

イブが存 在 する場 合 は、 すでに

/dev/hda5（あるいはそれ以上）のド

ライブ番号は使われているので、それ

に応じて番号を変える必要がある。

まず、さきほどのnコマンドのパーテ

ィション番号入力時に「6」と入力し、

次にスワップパーティションのサイズ

を（メモリ容量に応じて）入力する。

このパーティションはスワップ用なの

で、次に「t」コマンドを実行して、

Linuxスワップのタイプとして「82」

を指定する。同様に、論理ドライブ

/dev/hda5のLinux ext2パーティショ

ン（タイプ番号「83」）を作成し、「p」

コマンドで作成したパーティションを

確認する（画面7）。正しく作成されて

いれば、「w」コマンドでパーティショ

ンを更新してインストーラに戻る。以

上の作業でパーティションは図8のよ

うになった。

インストーラでは、次に、作成した

パーティションをどこにマウントする

かを指定する画面になるが、ここでは

Linux用パーティションを1つしか作成

していないので、デフォルト（「/」に

マウント）の設定でよい。

■インストーラによるブートローダの設定

インストール作業を進め、パッケー

ジの選択やファイルのコピーが行われ

た後、「LILO設定」の画面になる。

「どこにLILOをインストールします

か？」という質問項目があるが、ここ

では「ブートパーティションの最初の

セクタ」を選択する。「マスターブート

レコード」を選択してしまうと、ディ

スクにすでにインストールされている

各種のブートローダ（Windows標準、

あるいはPartitionMagicやシステムコ

マンダーなどの専用ブートローダ）が

上書きされてしまう。liloのインストー

ルや設定については、126ページから

詳しく解説するので、この時点ではlilo

をインストールする場所だけ注意する

こと。

「起動可能パーティション」の設定

画面で、Windowsのシステムドライブ

（画面7では/dev/hda1）を選択して

「編集」をクリックし、「起動名」とし

て適当な文字列（たとえば「win98」）

を入力すれば、liloからWindows 98も

起動できるようになる。

■ブートするパーティションの設定

以上の手順でLinuxをインストール

しただけでは、マシンを再起動しても

Windowsしか起動できない。新たにイ

ンストールしたLinuxを起動するには、

Linuxのパーティションを「アクティ

ブ」にする必要がある。パーティショ

ンをアクティブにするには、Windows

のFDISK.EXEか、Linuxのfdiskを使

う。たとえばWindowsのFDISK.EXE

の場合、スタートメニューの「ファイ

ル 名 を 指 定 し て 実 行 」 で

「FDISK.EXE」を実行すると、メニュ

ー画面が表示される。「2」の「アクテ

ィブな領域を設定」を選択し、次の画

面でLinuxのブートパーティション

（この場合3番目のパーティション）を

選択すればよい。liloのインストールが

正しく行われていれば、マシンをリブ

ートすると「LILO boot:」というプロ

ンプトが表示され、ここで先ほど指定

した起動名（ここでは「win98」）と入

力すればWindows 98が、「linux」と

入力するか、何も入力しない状態でリ

ターンキーを押せば、Linuxが起動す
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図8 fdiskによるパーティション作成結果

プライマリパーティション 

Windowsで使用 

Windowsで使用 

パーティションタイプ 
82

パーティションタイプ 
83

Linux

拡張領域 

ハードディスク 

/dev/hda5

/dev/hda6 ※Dドライブを
残した場合 

Disk /dev/hda: 240 heads, 63 sectors, 839 cylinders

Units = cylinders of 15120 * 512 bytes

Device Boot    Start       End    Blocks   Id  System

/dev/hda1   *         1       569   4301608+   c  Win95 FAT32 (LBA)

/dev/hda2           570       838   2033640    5  Extended

/dev/hda5           570       830   1973192+  83  Linux

/dev/hda6           831       838     60448+  82  Linux swap

画面7 Linux用パーティション作成後



ることになる。

なお、 システムコマンダーや

BootMagicなどのマルチブート環境支

援ツールをインストールしてある場合

は、ツールのマニュアルに従って、

Linuxの起動パーティションを登録す

ることで、アクティブパーティション

の設定を行わなくても、Linuxと

Windowsの両者を切り替えてブートで

きるようになる。詳細については各製

品のマニュアルを参照してもらいたい。

■

■liloによるマルチブートの設定

■

Linuxには「lilo」と呼ばれるブート

ローダが付属する。liloとは「Linux

Loader」の略で、その名の通りLinux

をロード（起動）するためのプログラ

ムであるが、Linux以外のOSを起動す

ることもできる。市販のマルチブート

支援ユーティリティに付属するブート

ローダ（ブートマネージャ）とほぼ同

じ働きをするプログラムだが、テキス

ト形式の設定ファイルを編集する必要

があり、起動時にもOSを選択するメニ

ューが表示されないなど、取っつきに

くい印象がある。しかし、マルチブー

ト環境を構築するに当たって必要とな

る機能はひととおり備えている。簡単

な環境の構築には十分である。

ここでは、liloのインストールやマル

チブート環境での設定方法について解

説しよう。

■最初のインストールはインストーラ任せ

現在のほとんどのLinuxディストリ

ビューションでは、OSをインストール

すると自動的にliloもインストールされ

るようになっている。インストーラの

手順のどこかに、「ブートローダのイン

ストール」あるいは「LILOの設定」

といった画面が現れるはずである。

TurboLinux 4.xの場合、「LILOの

設定」の画面の中で、liloをインストー

ルする場所と、liloからブートできる

OSの追加を行えるようになっている。

しかし、デフォルトで起動されるOSは

Linuxに限定され、また、起動までの

待ち時間（デフォルトでは5秒）の変

更などはできない。これらの設定を変

更したい場合は、Linuxのインストー

ル後に、手動でliloの再インストールを

行う必要がある。その方法については

後ほど述べるが、まずliloをインストー

ルする場所による、動作の違いについ

て説明する。

■ハードディスクにインストール

l i l oはLinuxのロード、正確には

Linuxのカーネルファイルをメモリに

読み込んで、マシンの制御を読み込ん

だカーネルに渡すまでの処理を行うプ

ログラムだ。ハードディスクからのブ

ート処理の流れについては116ページで

解説されているが、liloの正体は512バ

イトのセクタに収まるサイズの、ファ

ー ス ト ス テ ー ジ ロ ー ダ と 、

/boot/boot.bのセカンドステージロー

ダ、そして/boot/map（ロードするイ

メージのジオメトリが記述される）で

構成される。Linuxの「liloコマンド」

（/sbin/lilo）は、liloのブートローダプ

ログラムを指定された場所に書き込む

ためのコマンドである。liloのブートロ

ーダは、次のいずれかの場所に書き込

み可能だ。

1.ハードディスクのマスターブートレ

コード（MBR）

2.各パーティションの先頭セクタ

3.フロッピーディスクの先頭セクタ

1のMBRにインストールすると、ア

クティブパーティションの設定に関わ

らず、MBR上のliloが読み込まれ、そ

こからいずれかのパーティションのOS

を呼び出すことになる。2の場合は、

liloがインストールされたパーティショ

ンがアクティブになっている場合には

liloが呼び出されるが、それ以外のパー

ティションがアクティブになっている

場合は、liloが呼び出されることはない。

3のフロッピーにインストールすると、

ハードディスクのアクティブパーティ

ションの設定やMBRの内容に関わら

ず、liloを起動することができる。この

場合、フロッピーディスク自体にOSの

ブートコードがインストールされてい

る必要はなく、ブートセクタ以外は空

のフロッピーでもかまわない。

マシンにLinuxのみインストールす

る場合は、MBRへのインストールを行

うのが一般的だが、マルチブート環境

にする場合は、Linux以外のOSが起動

できなくなってしまう可能性がある。

このため、最初のうちはliloはMBRへ

はインストールせず、Linuxをインス

トールしたパーティションのブートセ

クタにインストールすべきだ。その上

で、fdiskコマンドなどを使ってアクテ

ィブパーティションをLinuxのパーテ

ィションに設定する。後述する手順で

liloの設定ファイルを編集し、liloのブ

ートローダを再インストールすれば、

任意のパーティション上のOSを起動で

きるようになる。

なお、各種のマルチブート支援ユー

ティリティに付属するブートマネージ

ャをインストールしている場合、これ

らのプログラムはMBRを使用してい

る。このため、Linuxパーティション

のブートセクタにliloをインストールし

て、そのパーティションをアクティブ

に設定した場合でも、まずMBRにイン

ストールされているブートマネージャ

が起動し、そこから改めてLinuxパー
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ティションのliloを呼び出す形になる。

3のフロッピーディスクへのインスト

ールを行うと、ブートセクタやMBRが

破損した場合や、liloの設定をミスした

場合に備える緊急用起動ディスクとし

て使うことができる。また、liloの設定

に慣れていない間は、設定の確認用や

練習用に起動ディスクを作ってみるの

もよいだろう。

■

■liloの設定変更と再インストール

■

liloのインストールは/sbin/liloコマ

ンドで行うが、設定は/etc/lilo.confフ

ァイルに各種のパラメータの値を記述

することで行う。lilo.confでは数多くの

パラメータを設定することができるが、

ここでは基本的なものについてのみ説

明する。詳細については、lilo.confおよ

びliloのオンラインマニュアル（man

lilo.conf、man lilo）を参照すること。

また、/usr/doc/lilo-0.21ディレクトリ

に置かれている各種ドキュメントにも

目を通すことを勧める。

■lilo.confの編集

デフォルトのli lo .confの内容は、

Linuxをインストールしたときの条件

によって変わってくるが、おおむねリ

スト1のような内容になっている。

この中で特に注意すべきなのは、

boot、timeout、default、other、

label、table、image、rootの各パラメ

ータである。各パラメータの意味を順

に説明しよう。

・boot=/dev/hda3

liloのブートローダをインストールす

る 場 所 を 指 定 す る パ ラ メ ー タ 。

/dev/hda1、/dev/hda2、/dev/hda3

…は、それぞれ1台目のIDEドライブの

プライマリパーティション1番、2番、

3番のブートセクタにインストールする

場合に指定する。1台目のEIDEドライ

ブのMBRへインストールする場合は、

boot=/dev/hda（パーティション番号

を指定しない）と指定する。3.5インチ

フロッピーディスク（1台目、Aドライ

ブ）のブートセクタにインストールす

る場合は、boot=/dev/fd0とする。

・timeout=50

リブート後にliloのブートローダが

「LILO boot:」というプロンプトを表

示してから、デフォルトのOSのブート

を開始するまでの待ち時間の指定。10

分の1秒単位で指定する。デフォルト

だと5秒の設定なので、これでは短すぎ

ると感じる場合には、timeout=300

（30秒）などと適切な値を設定すれば

よい。t imeou tの値を指定しない

（timeout=??という行を削除）すると、

無限大（LILO boot:プロンプトでリタ

ーンキーを押すかブートするOSのラベ

ルを入力しないかぎり、ブートは行わ

ない）に設定される。

・default=linux

LILO:プロンプトでなにも入力せず

にリターンキーを押した場合や、

timeout=で設定した時間が経過した後

で、自動的に起動されるOSのラベル

（後述）を記述する。この例では、

「default=win98」と変更すれば、デフ

ォルトで起動されるOSをLinuxから

Windows 98へ変更することができる。

・other=/dev/hda1

Linux以外のOSをliloから起動した

い場合の指定。other=の後には、起動

したいOSがインストールされているパ

ーティションのデバイス名を指定する。

この例では、/dev/hda1（1番目のIDE

ドライブの1番目のプライマリパーティ

ション）を指定している。

なお、linuxの起動イメージについて

はこの「other」ではなく、後で説明

する「image」で指定する。あくまで

もWindowsやOS/2といったLinux以

外のOSの起動指定のパラメータである

ことに注意すること。

・label=win98

直前の「other=…」で指定された

OSをブートする際に、liloのプロンプ

トで入力する識別文字列（ラベル）。

この例でいえば、起動時の「LILO

boot:」というプロンプトが表示された

際に、

LILO boot: win98

と入力すると、/dev/hda1のWindows

98が起動されるようになる。

・table=/dev/hda

ドライブのパーティションテーブル

が記録されている場所を指定する。通

常パーティションテーブルはMBRと同

じセクタに記録されているので、上の

設定のままでかまわない。この記述を

省略すると、パーティションテーブル

の内容がOSのブートコードに伝えられ

なくなるので、OSの種類によっては正

しく起動できなくなることがある。

・image=/boot/vmlinuz

起動するLinuxのカーネルコードの

ファイルの場所を指定する。直後の

label=行で任意のラベルをつけること

ができるので、複数のバージョンのカ

ーネルを（同じパーティションから）

適宜切り替えて起動したい場合には、

ブートしたいカーネルファイルの場所

を指定した複数の「image=」、「label=」

の組み合わせを記述しておけばよい。
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・root=/dev/hda5

Linuxをブートする際に、ルートフ

ァイルシステムとしてマウントするパ

ーティションを指定する。ブート用の

コード（liloとカーネルコードのみ）を

納めたパーティションと、それ以外の

ファイルを納めたルートファイルシス

テムが異なる場合は、このパラメータ

を適切に設定する必要がある。

これらを踏まえて、カスタマイズし

たlilo.confの例をリスト2に示す。

例では、linuxは/dev/hda5の論理ド

ライブからブートするようにしている。

また、プロンプトに何も入力しないで

E n t e r キ ー を 押 し た 場 合 は 、

/dev/hda1のWindows 98がブートす

る。timeout=を削除し、入力があるま

でプロンプトが待ちつづけるようにし

てある。また、linuxをブートさせるた

めの起動名は「lin」にした。

また、リスト3は、緊急時のために

liloをフロッピーディスクにインストー

ルするためのものだ。「boot=」行が

/dev/fd0となっていることに注目して

ほしい。さらに、/boot/myの下にカス

タマイズしたカーネルを置いてあり、そ

れらを起動し分けるようになっている。

■liloコマンドの実行

/etc/lilo.confの記述を終えたら、lilo

コマンドを実行してブートローダを実

際にディスクに書き込む必要がある。

フロッピーディスクに書き込む場合は、

Win d ow s上、あるいはL i n u xの

superformatコマンドによってフォー

マットした、空のフロッピーディスク

をドライブに挿入しておく。

あとは、rootユーザーの状態で、コ

マンドラインから、

# lilo

と入力すれば、/etc/lilo.confの内容に

従って適切に設定されたブートローダ

プログラムが、指定されたデバイスに

書き込まれる。繰り返しになるが、

lilo.confの記述に誤りがあった場合など

はシステムを起動できなくなるおそれ

もあるので、最初は、「boot=/dev/fd0」

の設定を使ってフロッピーディスクに

liloをインストールしてそのフロッピー

からの起動を試み、きちんと動作する

ことを確認してからハードディスクに

インストールすることを勧める。

以上で基本的なマルチブート環境が

構築できた。マルチと言っても2つの

OSだけだが、基本的な要素は押えら

れたものと思う。liloが正しく動作しな

い場合のトラブルシューティングなど

については、130ページを参照してほ

しい。
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▼リスト2 lilo.confのカスタマイズ例

boot=/dev/hda ←MBRにインストールする
map=/boot/map

install=/boot/boot.b

prompt timeout=を削除したので入力があるまでプロンプトが出続ける
default=win98 ←デフォルトでWindows98がブートする
other=/dev/hda1

label=win98

table=/dev/hda

image=/boot/vmlinuz

label=lin ←Linuxの起動名は「lin」
root=/dev/hda5 ←/dev/hda5を/にマウント
read-only

▼リスト3 フロッピーにインストールするためのlilo.conf

boot=/dev/fd0 ←フロッピーディスクにインストールする
map=/boot/map

install=/boot/boot.b

prompt

timeout=60

default=linux ←デフォルトでは通常のlinuxがブートする
other=/dev/hda1

label=win98

table=/dev/hda

image=/boot/vmlinuz

label=linux ←通常のカーネルが起動
image=/boot/my/vmlinuz

label=my ←カスタマイズしたカーネルが起動
root=/dev/hda5

read-only

▼リスト1 標準的なlilo.conf

boot=/dev/hda3

map=/boot/map

install=/boot/boot.b

prompt

timeout=50

default=linux

other=/dev/hda1

label=win98

table=/dev/hda

image=/boot/vmlinuz

label=linux

root=/dev/hda5

read-only



■

■市販ユーティリティを使うメリット

■

Windowsやディストリビューション

パッケージに付属のユーティリティだ

けでも、マルチブート環境はなんとか

構築できる。しかし、複数のツールを

使い分けたり、ユーティリティのイン

ターフェイスが文字ベースであったり、

ドキュメントが英語だったり、バック

アップ等、事前に面倒な作業を強いら

れたりと、初心者にはなかなか取っつ

きにくい面が多い。また、Windowsと

Linuxを各1バージョンずつインストー

ルする場合は、それでもなんとか構築

できるが、WindowsNTやFree BSD、

BeOSなど、第三、第四のOSを環境に

加えようとすると、付属ユーティリテ

ィだけではなかなか難しい。

そこで登場するのが、市販のマルチ

ブート環境支援ユーティリティだ。た

とえば、122ページで解説したように、

通常ならば拡張領域の空き容量から新

たなパーティションを分割する場合、

論理ドライブの内容をいったん削除し

なければならない。しかし、ここで紹

介する製品を使えば、パーティション

の容量変更や、パーティションの移動

はすべて内容を残したままできるのだ。

また、ブートマネージャもliloと違い、

GUIを使った視覚的にもわかりやすい

ものになっており、扱えるOSの数も多

く、機能的にもより高度なブートセレ

クトが可能になっている。

ここで紹介する2つの製品は、どち

らも機能的には大変充実しており、甲

乙つけがたい製品となっている。少な

くとも、本特集で扱うレベルのマルチ

ブート環境の構築においては、どちら

の製品も十分な威力を発揮してくれる

だろう。それでは、選択の決め手とな

るのはどこだろうか？

「コマンダープレミアムパック」は、

パーティションニング＆PC快適化ツー

ル「パーティションコマンダー」とマ

ルチOSブートアップマネージャ「シス

テムコマンダー4」をパックにした製品

である。

システムコマンダーは、今や定番と

もいえるマルチOSブートマネージャ

だ。これ1つで、基本的なパーティシ

ョン操作からブートセレクトまで、マ

ルチブート環境構築に必要とされるあ

らゆる処理をこなしてくれる万能ツー

ルである。ブート対象となるOSも豊富

で、Windows 9x／NTをはじめ、各

種DOS、Linux、＊BSD、NetWare、

BeOS、Bright/Vなど、IntelのCPUを

対象とした100種類以上のOSに対応し

たパーティションを作成可能だ。OSウ

ィザードと呼ばれる機能を搭載してい

て、インストール対象のOSを選択する

だけで、最適なパーティションを設定

してくれる。ブートセレクタ機能につ

いても、これらのOSを最大32種類まで

管理できる。

いっぽう、パーティションコマンダ

ーは、より高機能なパーティション操

作を可能にしたツールで、クラスタサ

イズの調節やFATタイプの変更など

で、ディスクの浪費領域を回収したり、

ディスクアクセスの高速化や、パーテ

ィションの複製を実現している。シス

テムコマンダーのパーティション操作

機能を補うものだ。Windows環境にイ

ンストールした場合、いちおうGUI環

境で起動するが、マウスオペレーショ

ンなどはライバルの「PartitionMagic」

ほど洗練されているとは言い難い。ま

た、些細な問題ではあるが、「パーティ

ションコマンダー」を一度起動すると、

たとえ何も処理を実行しなかったとし

ても、終了時にWindowsの再起動を余

儀なくされる。

2つのツールはそれぞれ単品でも販売

されているが、「コマンダープレミアム

パック」では、この2本のツールをうま

く組み合わせて、ハードディスク資源

を無駄なく使えるようする、お得なパ

ッケージとなっている。

マニュアル類は充実しているが、特

に「見てわかるCommander導入ガイ

ドブック」は、よくできている。この
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マニュアルのできが、市販のアプリケ

ーション解説書に迫るていねいさで、1

ステップずつ画面を掲載して解説する

念の入れようなのだ。初心者が、一人

でマルチブート環境を構築する場合に

は、頼もしい味方になってくれそうだ。

ユーザーズマニュアルも各1冊付属す

るが、「システムコマンダー」のマニュ

アルにより多くのページ数が割かれて

いる。

なお、「システムコマンダー」と「パ

ーティションコマンダー」自体をイン

ストールしたり起動したりするのに必

要な環境は、DOSおよびWindows 9x

となっており、Windows NTへのイン

ストールには対応していないので注意

が必要だ。提供メディアは各ツールと

もフロッピーディスク×2枚の計4枚。

「PartitionMagic 4.0」は高機能な

パーティショニングツールで、基本的

なパーティション操作はもちろん、

FATタイプの変更、クラスタサイズの

調節、FATタイプの変更といった浪費

領域の回収、パーティションの複製な

ど、複雑なパーティション操作を簡単

な操作で行える。各機能はウィザード

形式を取り入れ、簡単な質問に答えて

いくだけで、自動的に最適な結果を提

供してくれる。OSのインストールも、

対象となるOS名を答えるだけで、最適

なパーティションを設定してくれる。

各OSに専用のバージョンが用意されて

いることもあって、Windows版の操作

感も馴染める。とくにパーティション

のサイズ変更と移動は、棒グラフで示

されたパーティションイメージをマウ

スでドラッグするといったアバウトな

操作も可能になっている。

また、不良セクタの再診断機能とい

うのが面白い。通常のフォーマッタで

不良クラスタと診断され、はねられた

領域には、実は使えるセクタも混じっ

ている。それを再度診断し直して、使

える領域は元に戻してくれる機能だ。

クラッシュを繰り返し、不良クラスタ

が多数存在するディスクは、この機能

で若干使用可能な容量が増えるかもし

れないし、ひょっとするとアクセスも

多少高速になるかもしれない。

操作対象となるOSも、Windows

9x／NTをはじめ、OS/2 3.x、各種

DOS、Linux、BeOS等、メジャーな

ものはほぼサポートされているので、

困ることはないだろう。

本パッケージには、ブートマネージ

ャとして「BootMagic」が付属してく

る。「コマンダープレミアムパック」同

様、本パッケージのみで、パーティシ

ョン操作とマルチブート環境の構築が

できるように配慮されている。

マニュアルの記述はまとまっていて

わかりやすい。「コマンダープレミアム

パック」のものは、どちらかといえば

手順を追った記述になっているが、

「PartitionMagic」のマニュアルは、全

体像を理解することに力が注がれてい

る。ツールごとに各1冊ユーザーマニュ

ア ル が 付 属 す る 。 当 然 だ が

「PartitionMagic」のマニュアルにより

多くのページが割かれている。パワー

ユーザーで、パーティション操作を頻

繁に行うユーザーにとっては、記述の

まとめ方がよく、役立つ。

「PartitionMagic」と「BootMagic」

自体をインストールしたり起動したり

するのに必 要 な環 境 は、 D O S 、

Windows 9x／ NTと な っ て お り 、

Windows NTユーザーは必然的にこち

らの「PartitionMagic 4.0」を選択す

ることになる。提供メディアはCD-

ROM×1枚。

なお、今回は詳細な評価が間に合わ

なかったが、同製品は11月26日に

「PartitionMagic 5.0」へとバージョン

アップしている。実際に読者諸氏が入

手するのはこの新バージョンになるは

ずだ。

バージョンアップした同製品の新機

能として興味深いのは次の2点だ。

1.データを保持したまま隣接するパ

ーティションの結合、2.NTFSから

FAT／FAT32への変換である。

当然だが、隣接するパーティション

の結合も、パーティション内のデータ

を保持したまま行える。この機能は、

マルチブート環境作成時においても、

ディスク装置当たり4パーティションの

制限にひっかかる場合などに威力を発

揮するだろう。

NTFSからFAT／FAT32への変換

はWindows NTユーザーには嬉しい機

能である。

そのほかにも、各種ユーザーインタ

ーフェイスの向上など、強力なものに

仕上がっている。

Linux magazineJanuary 2000 129

複数OSを1台に
マルチブート完全制覇！

PartitionMagic 4.0
（株式会社ネットジャパン）
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ここまでは、基本的なマルチブート

環境を構築した。ここからは、トラブ

ルシューティングや、応用的なインス

トールについて扱う。

■

■liloでうまくブートできない

■

liloは、OSのブートシーケンスの中

でも最もデリケートな部分を処理する

プ ロ グ ラ ム で あ る 。 こ の た め 、

/etc/lilo.confの設定を間違えたままハ

ードディスクのブートセクタにliloを書

き込んでしまうと、最悪の場合、その

ディスク内のOSをいっさい起動できな

くなる可能性もある。しかし、liloはパ

ーティションの中身そのものを破壊す

ることはないので、事前の準備を怠り

さえしなければ、ちゃんとブートでき

る状態に復旧できる。

■Linuxを起動できなくなった場合

/etc/lilo.confのimageパラメータや

rootパラメータを間違えると、ブート

時にカーネルイメージやルートファイ

ルシステムを見つけることができなく

なり、Linuxが起動できなくなってし

まう。このような場合はliloのブートロ

ーダを再インストールするしかないの

だが、liloの再インストールにはLinux

を起動する必要がある。

このような場合は、あらかじめ用意

しておいた緊急用のLinuxブートフロ

ッピーからLinuxをブートすればよい。

Linuxがブートしたら、必要に応じて

ルートパーティションをマウントし、

/etc/lilo.confの編集をやり直して、lilo

コマンドを実行する。このような場合

に備えて、インストール時にブートフ

ロッピーを用意しておくことが肝心だ。

また、前述の方法で、きちんとブート

できるように設定されたliloのフロッピ

ーを用意しておいてもよい。緊急起動

用フロッピーディスクを用意していな

かった場合は、OSインストール用の起

動ディスクを使ってブートする方法も

あるが、手順が複雑になるのでここで

は紹介しない。

■Windowsを起動できなくなった場合

Windowsが起動できなくなるのは、

MBRにliloをインストールしてしまっ

た場合がほとんどだ。このような場合、

まず、Linuxを起動してから、Linuxの

パーティションのブートセクタ（ある

いは緊急ブート用のフロッピー）にlilo

をインストールし直す（これをやって

おかないと、今度はLinuxがブートで

きなくなってしまう）。lilo以外のブー

トマネージャを使う予定がないのであ

れば、この時点で正しいliloをMBRに

インストールし直してもよいが、lilo以

外のブートマネージャを使いたい場合

には、MBR以外の場所にliloをインス

トールしなければならない。

liloの再インストールが終わったら、

修正したlilo（あるいはWindowsの起

動ディスク）からWindowsを起動し、

Windowsのコマンドプロンプトから次

のコマンドを実行する。

fdisk /MBR

これで、マスターブートレコードは

標準の状態に戻るため、次回にリブー

トを行うと、その時点でアクティブに

設定されているパーティションからブ

ートできるようになる。

lilo以外のブートマネージャを使用し

たい場合は、fdisk /MBRではなく、

各ブートマネージャのマニュアルにし

たがって、ブートマネージャの再イン

ストールを行う。

繰り返しになるが、この作業の順序

を間違えて、liloの再インストールを行

う前にMBRの書き換えを行ってしまう

と、今度はLinuxの起動ができなくな

るので注意すること。Linuxが起動で

きなくなったら前項の手順でliloの再イ

ンストールを行う。

■

■Linux環境にWindowsを追加する

■

Linux環境に後からWindows 9xを

追加する場合には、以下の点に注意す

る。

Windowsは、インストール時に

MBRを書き換える。つまりliloなどの

ブートマネージャが上書き消去され、

Linuxがブートしなくなってしまうの

だ。

そこで、ブートマネージャをMBRに

再インストールする必要がある。アク

ティブパーティションを切り替えるか、

liloをインストールした起動フロッピー

ディスクで、Linuxを起動し、本特集

のliloの再インストールの項を参照して

MBRにインストールすればいい。

■

■ハードディスクドライブの増設

■

ハードディスクドライブに空き容量

がない場合は、増設するしかない。

Linuxはディスク1以降へのインストー

ルもそこからのブートも可能だ。
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たとえば、ディスク1の1番目のパー

ティション（/dev/hdb1）にインスト

ールした場合は、lilo.confのroot=行に

以下のように記述する。

root=/dev/hdb1

ただし、liloをインストールする場所は、

あくまでもディスク0なので、boot=行は、

boot=/dev/hda

または、

boot=/dev/hda?

となる（?は起動パーティション）。

■

■先頭から8Gバイトを超える

■領域へのインストール

Linuxはディスクの先頭から8Gバイ

トを超える領域にブートに必要なファ

イル（／boot下ディレクトリ）パーテ

ィションがあるとブートできない（こ

れが8Gバイト以内にあればOK）。これ

を「起動コード領界」と呼ぶ。起動コ

ード領界を超える理由など、そうある

ものではないと思うかもしれないが、

マルチブートを極めていくと意外なと

ころでこの問題にぶつかることもある。

たとえばDOS6.2xの起動領界2Gバイ

トだ。Windows 95／98／NTはLinux

同様、8Gバイトだが、これらがディス

クの先頭に集まるわけで、必然的に領

界に余裕のあるWindows 95／98／

NTかLinuxが、より後ろのほうに位置

することになる。

どうしても8Gバイトを超える領域に

インストールせざるを得ない場合でも、

ブートパーティションだけは8Gバイト

以内の領域に置くようにしたい。「ブー

トパーティションだけは」というのは

ピンとこないかもしれない。本特集で

は、Linuxのファイルシステムを「/」

にマウントする1つのパーティションだ

けで構築したからだ。しかし、Linux

のファイルシステムでディスクを消費

するのは、もっぱら/usr以下か、ある

いは/home以下である。

そこで、Linuxインストール時に、

/usrと/homeをそれぞれ別パーティシ

ョンに分けてインストールしてしまう

方法がある。

この場合、/usrと/home以外の必要

最低限のパーティションを8Gバイト以

下に設けて/としてマウントし、/usrと

/homeのパーティションをそれぞれ8G

バイトを超えた領域に作成して、マウ

ントして使うことができる（図9）。

■

■究極のマルチブート環境！？

■ソフトウェアエミュレータ

1台のPCで複数のOSを使うという点

では、ソフトウェアエミュレータを使

うという手段もある。Linux上のPCエ

ミュレータとして、VMware社の

「VMware for Linux」が有名だ。

VMwareはPCのハードウェアをエミ

ュレーションするため、その上でPC用

のOSをブートすることができる。つま

りLinux上でWindows 98や、Free

BSDが動くばかりでなく、Linux自体

も動かすことができてしまう。

ただしソフトウェアでPCというハー

ドウェアをエミュレーションするため、

システムのパフォーマンスを問われる。

VMwareの要求するハードウェアスペ

ックは次のようになっている。

・Pentium II 266MHz以上

・96Mバイト以上のRAM

・XFree86でサポートされるビデオア

ダプタ

また、ソフトウェア要求のほうは、

バージョン2.0.32以上のシングルプロセ

ッサカーネルか、2.2.0以上のSMPカー

ネルに対応している。

動作を確認しているディストリビュ

ーションは、Red Hat Linux 5.x／

6.0、 Caldera OpenLinux 1.3， 2.2／

2.3、SuSE Linux 6.0，6.1 and 6.2だ。

XFree86は、3.3.3.1以上が必要である。

VMware for Linuxは 現 在 、

Ver.1.1.2の試用版が同社のWebからダ

ウンロード可能である。

http://www.vmware.com/download/

download_linux_pre.html

ここから、VMware-112-364.tar.gz

をダウンロードする。VMwareのイン

ストールに必要なキーコードも同ペー

ジでユーザー登録することにより入手

できる。

インストール方法も比較的簡単で、

同ページに詳しく解説されているので、

マシンパワーに余裕のある向きには、

ぜひ試してほしい。
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あまりにも前情報が多く、また待たされ過ぎたために食欲

が失せた感のあるWindows NTの後継、Windows 2000。そ

のリリースがやっと実感の湧くものとなってきた。米国では

2000年2月17日、日本でも翌日の2月18日に出荷すると発表

された（ただし、ProfessionalとServerのみで、Advanced

Serverは3月3日、Datacenter Serverは未定）。この1999年

12月には、多くの雑誌などでWindows 2000のRC2が収録

され、配布される予定であり、多くのユーザーがWindows

2000を実際に体験することになる。

Windows 2000は、リリースが大幅に遅れたうえに、機能

もどんどん削られてしまい当初の理想とはほど遠いレベルの実

装に落ち着いたものの（まぁ、最初から低い目標では、お金

持ちMicrosoft社員のモチベーションもあがらないしね）、そ

れでも従来のバージョンアップと比べると強化、追加された機

能は大規模なものとなっている。ユーザーインターフェイスに

関しては、Microsoftの常套手段どおり、すでに個別に市場に

投入しているコンポーネント（Internet ExplorerやOfficeな

ど）のユーザー評価の高い部分をシステム標準として組み込

んでいる。これはWindows 98とほぼ同等である。オペレー

ティングシステムの内部的には、ほとんど変わっていないが、

プラグアンドプレイやACPIなどのサポートがようやく実装さ

れている。中でも特に期待感もあり、大幅に変更されたのが

ネットワーク機能である。

ネットワーク機能では、Windows 2000の目玉ともいえる

Active Directoryが実装されている。Active Directoryは、

ネットワーク上のリソースを一元的に管理し、提供するため

のサービスである。このサービスのベースとなっているのは、

TCP/IP、そしてそれの上のDNS、LDAP、Kerberos5などの

インターネット標準規格だ。Mic roso f tには珍しく、

Windows 2000ではこれらの標準規格にほぼ準拠した実装を

行っているようだ。このことは、Microsoft以外でActive

Directoryと同等の機能を提供する際のハードルが低いことを

示唆しているわけだが、実際にそのようなサービスが登場する

にはテストを含め1年程度の時間がかかると思われる。

そもそもWindows NTは、過去のしがらみを捨てて新たな

地点からスタートしたはずのオペレーティングシステムなのだ

が、リリースされたものは、Windowsという着物（ユーザー

インターフェイス）を着せられ、ネットワーク部には、

LanManagerから借りてきたNetBIOSインターフェイスをと

ってつけただけの、ツギハギだらけのかなりダサいものであっ

た。ユーザーインターフェイスはともかく、ネットワーク部の

ダサさは、今なお多くのユーザーや管理者を悩ませ続けてい

る。しかし、Windows 2000でやっとこの足かせが解かれる

ことになる。だが、Active Directoryをキチンと理解し、効

率のよいネットワークシステムを構築するには、多くの手間と

時間が必要とされる。これは、サーバもクライアントもすべて

Windows 2000ファミリにしてしまわないとネイティブネッ

トワークの効果がない（にできない）という理由からである。

管理者にとっては、とりあえず管理機能は充実したものの、

その実、悩みがほかにシフトしただけと感じるだけかもしれな

い。結局、悩みは尽きないのである。

基本的に今回リリースされるWindows 2000ファミリは、

プロフェッショナルとサーバファミリラインで、既存の

Windows NTのリプレースということになる。だが、プラグ

アンドプレイ、パワーマネージメント、USBなどの機能が実

装されたことにより、ノートPCを含めた既存のWindows 9x

ユーザーのリプレースも期待されている（ヘビーゲームユーザ

ーにはちと物足りないだろうが）。このようなことから企業か

ら個人まで、多くのユーザーの移行が予想されるのだ。

さすがに、Linuxだけで構成したネットワークシステムは少

ないだろうし、またオープンシステムなのだから適材適所のシ

ステムでネットワークを構成することが望まれている時世であ
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る。そういった意味では、LinuxとWindows 2000の混在環

境は、あらかじめ問題点をチェックしておく必要があるだろ

う。ここではLinuxとWindows 2000が混在する環境におけ

る予想される問題点を考えてみることにする。

同じシステムに導入する場合は
ディスク管理システムに注意

まず同じシステムにLinuxとWindows 2000を導入する場

合だが、これは従来のLinuxとNTの共存とさほど変わらない。

結局のところどちらかを切り替えて使用するわけだから、ほと

んど問題が発生することはない。ただし、いくつか注意点が

あるのでそれらを紹介しておこう。

■新しいディスク管理システムの影響

Windows 2000では、新しいディスク（パーティション）

管理を採用している。ダイナミックディスクと呼ばれるこの方

式は、従来のディスク管理の基礎であるMBRのパーティショ

ンテーブルを利用しないで、パーティション（Windows

2000ではボリュームと呼ぶ）を管理するもので、ディスク構

成を変更した際のリブートを軽減している（でもディスク構成

を変更したからといって、必ずしもリブートが必要だったわけ

ではなく、ここではミラーセットとかストライピング、マルチ

ボリュームなどの機能の場合）。これは、リモートからディス

ク管理を効率よく行うための配慮でもある。

現在のLinuxはダイナミックディスク方式のディスク管理に

は対応していないため、それを適用したディスクを扱うことが

できない。一応システムID（23）の不明なディスク全体がひ

とつのパーティションとして見えるだけだ。

ところがである、Windows 2000もこのダイナミックディ

スク方式のディスクには、インストールできない。従来の方式

のディスクにインストールしたあと、そのディスクをダイナミ

ックディスク方式にアップグレードすることはできるが、最初

からダイナミックディスク方式にしたディスクには、インスト

ールしようとしても、認識できないと表示されてしまうのであ

る。つまりブートシーケンスが要求される場合にはこのダイナ

ミックディスク方式は利用できないのだ。これは、システムの

ブートシーケンスが昔のままであるからにほかならない。完全

にほかを無視すれば、ダイナミックディスクからでも起動する

ようにできたはずだが、今のところは多少互換性を気にしてい

るのだろう（単なる手抜きかもしれないが）。

つまるところ、ダイナミックディスク方式は、Linuxのみな

らず、従来のWindows、そしてWindows 2000でさえ、注

意しなければならないものということになる。

■ハードウェア自体の問題も少々

現状のLinuxはプラグアンドプレイやACPIなどを正式には

サポートしていない（現在開発途中）。一方、Windows 2000

はこれらをサポートしており、ハードウェアがサポートしてい

れば、ドライバはこれらの機能を使用してコントロールを行

う。ここで、ソフトウェアリセットで各OSを切り替えようと

した場合に、まれにハードウェアデバイスが初期化されないこ

とがある。これはACPIなどに対して、各デバイス、そしてシ

ステムBIOSがいまだ手探り状態なためで、OSだけの問題と

はいえない。これに関しては、結局のところ、きちんと実績

のあるハードウェアを選択する以外に道はない。

問題になる可能性のあるネットワーク機能

Windows 2000では、ネットワークのベースプロトコルを

TCP/IPに全面的に移行していて、従来のNetBIOSインターフ

ェイスは互換性のためだけに残されている。だが、従来の

Windows環境が一気にWindows 2000に移行できるとは考

えにくく、当面は従来と互換性のあるMixedモードが使用さ

れるだろう。このモードでは、一般的なファイル、プリンタ共

有において、従来と同じ認証、アクセス方式が保証されるの

で、LinuxのSamba環境においても、特別問題が生じるもの

ではない。Windows 2000のネイティブモードでは、UNIXと

同様、Socketインターフェイス、そしてインターネット標準

規格が利用されることになる。Microsoftの独自路線は少なく

なっているようなので、実際Sambaが正式に対応するのは、

時間の問題だと思われる。ただし、Active Directoryでのド

メインコントローラとしては、COM+への対応などもあるので

未知数だ。

では、ネットワーク機能におけるWindows 2000とLinux

の互換性について考えてみよう。まずは、問題が生じそうな

主なネットワークサービスを列挙してみる。

・ファイル、プリンタ共有

・DNS、DHCP

・タイムサーバ

・telnetサービス

ここほか、IPSec、QoSなど、さまざまなネットワーク機能

もあるが、あまり一般用途で利用されるものでもないのでここ

Linux magazineJanuary 2000 133



では省略する。

■ファイル、プリンタ共有

まずファイル、プリンタ共有については、Linuxというより

も、これはSambaの対応はどうかということができる。一番

大きな問題となるのが認証システムということになるが、

Windows 2000のネイティブシステムではKerberos5が採用

されている。Kerberos5自体は、そもそもUNIX上で開発が進

められてきた認証システムで標準規格化もなされているので、

現時点でSamba自体に取り込むことも可能だし、Linuxシス

テム自体に別途サービスを組み込むことも難しくはない。だか

らそれほど心配することはないのだが、Kerberos5があの米

国の輸出規制に引っかかるようなので、日本で運用してもよ

いかどうかは不透明だ。

またドメイン環境に関しては、Sambaは開発が進められて

いる最中で、Active Directoryに関しても、現状のLDAPの

実装レベルで肩代わりできるかどうかは、もう少し検証が必

要だ（理論的にはさほど修正しなくても実現できるはず）。し

かし冒頭で述べたとおり、実際問題としてはすぐにネットワー

ク上のWindowsファミリがすべてWindows 2000にリプレ

ースされるとは考えにくい。つまりここ1、2年は互換モード

でネットワークが運用されていくと思われる。互換モードでの

運用は、すでに検証が進められていて、Sambaにはすでにい

くつか修正が加えられている。実際、互換モードでsamba-

2.0.6と接続してみたが、今までどおりに利用できている。

■DNS、DHCP

DNSとDHCPは、Active Directoryドメイン環境では、必

須のサービスとなる。ワークグループ環境でもWindows、

Linuxを問わず、できることなら運用したいサービスである。

DNSとDHCPは、ともに標準化されているもので、きちん

とRFCにそって実装されていれば、この両サービスがどのOS

上で行われていても何ら問題はない。ただし、注意点として

は、DNSのDynamic Updates (RFC 2136) 機能とActive

Directoryの場合はさらにSRVレコードのサポートがなされて

いることが条件となる。これらの機能は、DNSのリファレン

スともいえるBIND Version 8では、当然サポートされてい

る。しかし、BIND Version 4ではサポートしていないので古

いシステムの場合は注意が必要だ。また、バグやセキュリテ

ィホールの問題もあるので、BIND Version 8もできる限り、

最新のものを利用することをすすめる（1999年11月23日現

在、8.2.2-P5）。

BIND Version 8では、セキュリティ問題にも関係してくる

ので、Dynamic Updatesはデフォルトで無効になっている。

そこで、少しだけDynamic Updatesのためのポイントを紹

介しておこう。以下は、設定ファイル（named.conf）の抜

粋である。

zone "tmnet.com" {

type master;

file "master/tmnet.com";

allow-update {192.168.1/24;}; 

};

zone "1.168.192.in-addr.arpa" {

type master;

file "master/192.168.1";

allow-update {192.168.1/24;}; 

};

ポイントは、"allow-update {192.168.1/24;};"だ。これに

より、ゾーンにおける指定した範囲（192.168.1/24）からの

レコードのアップデート要求を許可している。レコードが追加

された場合のBINDのログは次のようになる。

;BIND LOG V8

[DYNAMIC_UPDATE] id 26 from [192.168.1.200].1067 at 943552786

(named pid 332):

zone: origin tmnet.com class IN serial 39

prereq: {nxrrset} TM04.tmnet.com. IN CNAME 

prereq: {nxrrset} TM04.tmnet.com. IN A 

update: {add} TM04.tmnet.com. 1200 IN A 192.168.1.200

;BIND LOG V8

[DYNAMIC_UPDATE] id 28 from [192.168.1.200].1069 at 943552786

(named pid 332):

zone: origin 1.168.192.in-addr.arpa class IN serial 19

update: {add} 200.1.168.192.in-addr.arpa. 1200 IN PTR

TM04.tmnet.com.

DHCPでは、DNSとの連携（DHCPでIPアドレスをリリー

スした段階でDNSに登録するような機能など）が求められる

が必須ではない。

以上のようにDNSとDHCPに関しては、特に問題はないの
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だが、そもそもDNS Dynamic Updatesは本当に便利で安全

なのかという別問題が浮上してくる。

上記のような場合、各マシンに設定したホスト名が不動の

絶対的な意味を持ち、IPアドレスが動的に割り当てられるこ

とになる。しかし、管理者から見ると各クライアントのホスト

名なんて何でもよくて、EthernetカードのMACアドレスとIP

アドレスの組み合わせを管理することで不正なアクセスを防止

し、またクライアントのインストールの段階ではマシン名を指

定しなくても済むようにしたいと考える人も多いと思う。つま

り、管理したMACアドレスに対してのみIPアドレスを配布し、

ホスト名は事前にスタティックに登録したDNSから逆引きし

て設定できたほうが手間もかからず何かと便利なのだ。事実、

Red Hat Linuxをはじめとする多くのLinuxディストリビュ

ーションでネットワーク構成にDHCPを利用するとDNSなど

から名前を解決して、自ホスト名として登録できるようにな

っている。しかし、Windows NT、そしてWindows 2000で

はコンピュータ名もユーザーアカウント同様の扱いがなされ、

ID（SIDと呼ばれる）とパスワードが管理されているために、

この管理機構とは別次元のDNSとDHCPのレベルで名前が解

決されては困るのだ（SIDなので必ずしもホスト名というわけ

ではないのだが、関連付けされている）。NetBIOS名とホスト

名の両方が有効な現状では、どちらか（通常NetBIOS名）が

対応づけられていればよいので問題ないが、Windows 2000

のネイティブモードであるNetBIOS名を利用しない環境では、

コンピュータがドメインのメンバーとして認識されないなどの

不具合が生じてしまう可能性がある。

利便性と安全性、そして管理ポリシーに関わるもので、一

概にどの方式がよいとはいえないのだが、ホスト名、IPアドレ

ス、MACアドレス、そしてCPUのシリアルナンバーなどなど、

ネットワーク上のマシンなどのノードを何で管理するかは今後

も難しい問題として残っている。

また中には、UNIX上で動作している古いDNSであるとか、

BIND8でもDynamic Updatesは許可したくないという管理

者もいることだろう。この場合は、各Windows 2000クライ

アントの［ネットワークプロパティ］－［インターネットプロ

トコル（TCP/IP）］－［DNS設定］－［詳細設定］で、「こ

の接続のアドレスをDNSに登録する」をチェックアウトする

必要がある。デフォルトで有効になっているので少々面倒だ

が、すべてのクライアントをこのように設定しなければDNS

のエラーログがいっぱいになってしまう。

なおDNSとDHCPについては、管理者とユーザーの双方の

負担が軽減されること請け合いなので、小規模な場合でも、

ぜひとも導入を検討してもらいたい。もちろんLinuxでの構築

をお勧めする。

■時間を合わせる必要性

Windows 2000では、さまざまなリソースを一元管理する

Active Directory、そしてユーザーのデータや設定情報など

を管理するIntelliMirrorなど、複数のマシン間でのデータの同

期が頻繁に発生する。この場合、時間が正確に合っていない

と何かと都合が悪い。特にPCの時計の精度はまったく当てに

ならず、日に数分ずれることもざらだ。そこで必要となるの

が、タイムサーバサービスだ。従来のWindows NTでは、

NetBIOSインターフェイスを利用した"net time"コマンドが

利用できたが、使い勝手も精度も悪い。Windows 2000で

は、標準規格のネットワークタイムプロトコル（NTP）を実

装したサービス（W32Time）が標準で付属している。これで

やっとネットワーク上のマシンの時間を効率よく合わせられる

ようになったわけだ。当然NTPに対応したLinux上のサービス

との相性も一応問題ないようだ。

■telnetサービス

Windows 2000 Serverファミリには、telnetサーバサービ

スが付属している。コンソール環境の充実していない

Windows 2000にtelnet接続しても、それほどうれしくない

のだけれども、多少は管理に役立つだろう。ただし、認証方

式がプレーンテキストではなく、NTLM認証がデフォルト設定

になっているようなので注意してほしい。これは設定を変更す

ればよいだけだ。

ワークグループ的用途では、従来の環境とそれほど変化が

ないので、特に目立った不具合は発生しない。しかし、

Active Directory、そしてネイティブモードでの運用はいま

だ未知数的な要素が多いのでどんな問題が生じるかはわから

ないといったところが現状である。しかし、ちょっとした不具

合は、これまでどおりSamba側などのLinux上のサービス側

で迅速に対応していくだろう。また、Windows 2000

Serverファミリなしで、Active Directoryを構築できる日も

そう遠くないと思われる。ただし、Active Directoryが市場

でどのように評価されていくかという根本的な問題もあり（事

実、現状NDS（Novell Directory Services）の評価が高

い）、CORBAをベースにした別のディレクトリサービスが登

場し、主流になる可能性がないとも限らないのである。
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●インストールと初期設定

日本語に対応したKmailは、日本語

化されたKDE（最新版は1.1.2）の基本

パッケージのひとつ「kdenetwork」

に含まれている。KDEの導入方法など

については、「日本KDEユーザ会ホー

ムページ」（http://www.kde.gr.jp/）

を参照されたい。上記ページからリン

クされているFTPサイトでは、各種デ

ィストリビューション用のRPMバイナ

リパッケージやtarボールなどを入手で

きる。

ktermなどのコマンドラインから

「kmail&」として起動するか、Kpanel

左端のボタンを押して、[インターネッ

ト]－[メールクライアント]を選択する

と、Kmailのウィンドウが開く（画面

1）。ウィンドウは、メールを分類管理

するフォルダ、フォルダ内のメール一

覧、メールの内容表示と3つのペイン

（領域）に分かれている。

初回起動時には自動的にメールボッ

クスが作成され、設定ダイアログが開

く。このダイアログは[ファイル]－[設

定]でいつでも開けるので、まずは名前

とメールアドレス、ネットワーク関係

など必須の設定だけ行う。

Kmailでは、sendmailなどを使って

自前のメールサーバを運用している環

境と、ダイヤルアップ接続によりプロ

バイダのサーバ（SMTP、POP3）を

利用する環境の両方に対応している。

また、受信用のアカウントは複数登録

できるので、複数のメールアドレスを

使い分けている場合でも、一度の操作

でまとめてメールを受信できる。

プロバイダにダイヤルアップ接続し

ている環境では、[ネットワーク]ペー

ジで[SMTP]をチェックし、プロバイ

ダのSMTPサーバ名を設定する（画面

2）。受信に関する設定は、[追加]ボタ

ンを押してアカウントの選択で[POP3]

をチェックし、POPアカウント用のサ

ーバ名、ログイン名、パスワードなど

を設定すればいい（画面3）。

●メールの受信と閲覧

ツールバー左から4番目の[メールを

ダウンロード]ボタンを押すと、受信用

のアカウントすべてに対して新着メー

ルのチェックと受信が行われる。それ

ぞれのアカウントごとにメールチェッ

クを行うことも可能だ。メールの受信

中は、小型のウィンドウが開いて、受

信済みのメール数などが表示される

（画面4）。

受信したメールは、初期設定では

[inbox]フォルダに置かれ、フォルダ表

示の右端に未読メールの数が表示され

る。また、メール一覧でも未読メール

は異なる色で表示される。

メールの閲覧操作には、マウス以外

にキーボードも利用できる。たとえば、

n／pキーで次／前のメール、＋／－キ

ーで次／前の未読メール、PageUp／

PageDownキーで本文のスクロールと

Kmailは、KDEの基本パッケージに含まれるメールクライアントソフ

トだ。日本語化されたKDEに付属するKmailでは、文字コードの変換が

正しく行われるのはもちろん、メニューやダイアログがすべて日本語で

表示される。ウィンドウはWindowsのメールクライアントで一般的な3

ペイン方式で、複数のメールアカウントを使い分けたり、受信したメー

ルをフォルダに振り分けたりすることも可能だ。http://www.kde.org/
http://www.kde.gr.jp/（日本語化）

Kmail
KDE付属の使いやすいメールクライアント

バージョン：1.0.28 種別：GPL

画面1

Kmailのウィンドウ。メニューなどは完全に日本語化されている。

画面2

プロバイダのメールサーバを利用する場合は[SMTP]をチェック。
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いった具合だ。残念ながら、スペース

キーだけで本文のスクロールと次の未

読メールへの移動をインテリジェント

に行う機能は用意されていない。

●分類用のフォルダを作成する

初期設定では、[inbox]のほか、送信

待ちメール用の[outbox]、送信済みメ

ール用の[sent-mail]、削除メール用の

[trash]フォルダが用意されている。ユ

ーザーによる整理用フォルダの追加も

可能だが（画面5）、フォルダ中にサブ

フォルダを作成する階層化には対応し

ていない。

メールを別フォルダへ移動するには、

マウスでドラッグ&ドロップすればい

い。複数のメールをShift-クリックで選

択しておき、まとめてドラッグするこ

とも可能だ。なお、ツールバーの[削

除]ボタンで削除したメールは[trash]フ

ォルダに移動され、右クリックメニュ

ーの[空に]を選択するまでは実際には

削除されない。

このほか、複数のメールアドレスを

登録している場合は、POPアカウント

の設定（画面3）により、受信時にメ

ールを格納するフォルダを指定できる。

また、サブジェクトや送信者アドレス

などによって、メールを自動的にフォ

ルダに振り分けるには、後述のフィル

タ機能を利用すればいい。

●メールの作成と送信

ツールバー左端の[新規メール作成]

ボタンを押すと、Kmailのメール作成

ウィンドウが開く（画面6）。返信や転

送の場合は、[発信者に返信]や[転送]ボ

タンを利用する。

メール本文には日本語をそのまま入

力、編集できる。80桁で文字を折り返

す設定になっているが、単語間にスペ

ースを含まない日本語の文章では機能

しない。このほか、英文のスペルチェ

ックも可能だ。

なお、メール作成ウィンドウと一緒

にファイル選択ダイアログが開く場合

は、設定ダイアログの[身元]ページで

[シグネチャファイル]を設定しよう。

エディタなどで作成したテキストファ

イルを指定すればいい。これで、自動

的に本文にシグネチャ（署名）が挿入

されるようになる（変更可能）。

メールを書き終えたら、ツールバー

左端の[送信]ボタンで即座に送信され

る。このほか、左から3番目の[後で送

信]ボタンを押して、いったん[outbox]

フォルダに保管しておき、後で[ファイ

ル]－[送信待ちメールを送信]を選択す

ることで複数のメールをまとめて送信

することも可能だ。

●ファイルの添付

Kmailは、マルチパートMIMEを利

用した添付ファイルにも対応している。

受信メールにファイルが添付されてい

る場合は、ウィンドウ下部にそのアイ

コンとファイル名が表示される。これ

らをクリックすると、画像ならKView、

アーカイブならarkといった具合に

MIMEタイプに応じて適切なアプリが

起動してファイルを開く（画面7）。な

お、なにかと問題の多いHTMLメール

には対応しておらず、マルチパートの

内容がそのまま本文に表示される。

メール作成時にファイルを添付する

には、kfmなどのファイルマネージャ

からメール作成ウィンドウにファイル

をドラッグ&ドロップする方法と、[添

画面5

ユーザーがメールを整理
するためのフォルダを追
加できる。

画面4

受信中は受信したメー
ル数などがグラフととも
に表示される。

画面3

受信用のPOPアカウントは複数
登録可能だ。
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付ファイル]ボタンを押してリストから

選択する方法が用意されている。どち

らの場合も、プロパティダイアログが

開いて、MIMEタイプやコーディング

方法が表示されるので、[確認]ボタン

を押せばいい。添付ファイル名や

MIMEタイプがメール作成ウィンドウ

の下側に一覧表示される。

●本文中のメールアドレスと住所録

本文中のメールアドレスやWeb／

FTPのURLは、Kmailによって自動的

に判別され、青いアンダーライン付き

で表示される。これらをクリックする

と、メールアドレスに対するメールを

作成したり、WebページやFTPサイト

をkfmで表示したりできる。一方、右

クリックではメニューがポップアップ

し、メールアドレスの住所録への追加

や、URLのクリップボードへのコピー

などを行える。

住所録に登録したメールアドレスは、

メール作成ウィンドウで、[To:]や[Cc:]

の右端にある[...]ボタンを押すと参照で

きる。住所録といっても、各人の名前

とメールアドレスが記録されただけの

単純なものだ（画面8）。ここで直接メ

ールアドレスを入力して登録すること

もできる。フォルダによるグループ分

けは行えないので、大量のメールアド

レスを管理するにはちょっと力不足だ。

●フィルタを利用した振り分け

最後に、フィルタを利用したメール

の振り分け処理について説明しよう。

振り分けのための設定は、[ファイ

ル]－[フィルタ]のフィルタルールダイ

アログで行う（画面9）。

フィルタルールは、条件部と実行部

に分かれている。条件部では、ヘッダ

やメール本文が、指定した文字列を含

んでいたり、一致しているかどうかで

判断され（正規表現も使用可能）、2つ

の判断を組み合わせられる。条件に当

てはまるメールに対しては、実行部の

処理が行われる。指定したフォルダに

振り分けるほか、他のメールアドレス

に転送したり、アプリを実行したりす

ることも可能だ。

振り分け処理はメールの受信直後に

自動的に行われるため、通常はユーザ

ーが指定する必要はない。ただし、フ

ィルタルールを追加した後など、改め

て振り分け処理を行いたい場合は、対

象とするファイルを選択後、[メッセー

ジ]－[フィルタ適用]を選択する。たと

えば、フォルダ内の全ファイルに対し

てフィルタを適用したいなら、[メッセ

ージ]－[全てマーク]を選択してから、

改めて[メッセージ]－[フィルタ適用]を

選択すればいい（キー操作ではK、

Ctrl-Jとする）。

画面7

添付ファイルはアイ
コン表示され、ク
リックでアプリが起
動する。

画面6

新規メールや返信メールの作成はこのウィンドウで行う。

画面8

送信先メールアドレスを
管理する住所録。

画面9

フォルダへの振り分け
処理などのためのルー
ルを設定する。



●ビルドとインストール

slrnは、ファイル一式をtar＋gzipし

たtarボールで配布されている。さらに、

菊谷、勝田両氏による日本語化パッチ

を当てることにより、日本語の記事の

表示、ヘルプメッセージの日本語化、

マルチパートMIME対応、クリッカブ

ルURLなど、日本語対応と各種の機能

拡張が行われる。

日本語パッチを当てるには、slrnの

tarボールを展開したディレクトリにパ

ッチファイルをコピーし、「zc a t

slrn0.9.5.7jp0.pat.gz ¦ patch -p1」とす

ればいい。その後、「./configure」→

「make」という一般的な手順でビルド

できる。slrnpullも「make slrnpull」

としてビルドしておこう。その後

「 make install」 で 両 方 と も

/usr/local/binにインストールされる。

なお、日本語パッチを当てたslrnの

ビルドと実行には日本語対応のS-Lang

ライブラリが必要だ。幸いなことに、

VineやLASER5、Turboには、日本語

対応の1.2.2が、Red Hat 6.1の日本語

版には最新版の1.3.8が最初から含まれ

ている。

●初期設定を行う

slrnは、ホームディレクトリの設定

ファイル「.slrnrc」から、端末ソフト

（kterm、rxvtなど）ごとに異なる文字

色の設定や、操作に使うキー設定、細

かな動作設定などを読み込む。中には

日本語の読み書きに必須の設定も含ま

れているので、まずはサンプル設定フ

ァイル（slrn.rc）をホームディレクト

リの設定ファイル（.slrnrc）にコピー

し、ユーザーの環境に合わせて何カ所

か修正する必要がある。

具体的には、tarボールの展開先で

「cp doc/slrn.rc ̃/.slrnrc」としてコ

ピーする。とりあえず修正が必要なの

は、 最 初 のほうにあるホスト名

（hostname）、ユーザー名（set user

name）、名前（set realname）といっ

たところ。先頭の「%」によりコメン

トになっているので、「%」を削除して

正しい内容を設定しよう。

このほか、利用するニュースサーバ

名を、「export NNTPSERVER=nntp.

hoge.ne.jp」などとして、環境変数

NNTPSERVERに設定する必要がある

（コマンドラインで直接指定することも

可能）。slrnを常用する場合は「.bash_

profile」に書いておくとよいだろう。

●初めて起動する場合

slrnを起動するには、コンソールや

端末ソフトのコマンドラインで「slrn」

とすればいい。なお、X上で利用する

場合、ktermのデフォルトの配色では

見づらいため、別の端末ソフトrxvtを

利用するとよいだろう。ktermから

「rxvt&」として起動し、rxvtのコマン

ドラインでslrnを起動する。

ところで、slrnでは、ニュースグル

ープの一覧や未読管理用の情報を、ホ

ームディレクトリの「.jnewsrc」に保

存する。すでにGnusでネットニュース

を読んだことがある場合は、Gnusが生

成した .newsrcの内容を初回起動時に

読み込み、.jnewsrcを自動的に生成し
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http://space.mit.edu/̃/davis/slrn.html
http://kondara.sdri.co.jp/̃kikutani/slrn.html （日本語化）

slrnは、テキストベースで動作する高速なニュースリーダだ。画面表

示はEmacs上で動作するGnusに似ており、記事のスレッド表示にも対

応している。C言語風のマクロ言語「S-Lang」を利用して細かなカスタ

マイズが可能だ。日本語対応と各種の機能拡張を可能にする日本語パッ

チが用意されているほか、ニュースサーバから記事をまとめてダウンロ

ードするslrnpullも同梱されている。

slrn
テキストベースの高速ニュースリーダ

バージョン：0.9.5.7 種別：GPL

画面1

最初に、ニュースグルー
プの一覧が表示される。

画面2

ニュースグループ内の記事の
一覧。スレッド表示に注目。
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てくれる。

しかし、これまでにGnusを使ってネ

ットニュースを読んだことがない（ホ

ームディレクトリに .newsrcが存在し

ない）場合は、ニュースサーバからニ

ュースグループ一 覧 を取 得 して

.jnewsrcを生成するようにslrnに伝え

なければならない。それには、「slrn -f

.jnewsrc -create」とする。

たいていのプロバイダのニュースサ

ーバは、国内外の何千ものニュースグ

ループを扱っているため、一覧の取得

にはかなりの時間がかかる。.jnewsrc

を一度生成してしまえば、その後は新

たなニュースグループがときおり追加

される程度なので、それほど時間はか

からない。

●ニュースグループの記事を読む

ニュースサーバに接続すると、まず

ニュースグループの一覧画面が表示さ

れる（画面1）。↑／↓キーやCtrl-P／

Nキーで、カーソル「－>」を読みたい

ニュースグループまで移動させ、スペ

ースキーを押す。もし、読む必要のな

いグループがあったら、カーソルを移

動した後、uキーで購読を中止できる。

購読を中止したグループ名の左には

「U」が表示され、Esc、1、Lキーで表

示から除外できる（購読再開も可能）。

ニュースグループに入ると、記事の

一覧が表示され（画面2）、読みたい記

事にカーソルを合わせてスペースキー

を押すと、記事の本文が表示される

（画面3）。サブジェクト左の数字はス

レッド数で、読む際には罫線によって

スレッドの構造が示される。

投稿されている記事を端から読み進

めていく場合、基本的にはスペースキ

ーだけ押していればいい。記事の終わ

りまで自動的にスクロールし、次の未

読記事に切り替わる。さらに、ニュー

スグループ内の最後の未読記事だった

場合は、次のニュースグループに移動

する。なお、初期設定では、記事の終

わりや最後の未読記事で、いったん停

止する。.slrnrcの150行付近の「set

query_next_group 1」と「set query_

next_article 1」の1を0に変更すると

停止しないようになる。

その他のキー操作については、各画

面で？キーを押すと表示される日本語

のヘルプ（画面4）を参照されたい。

基本的にはGnusのキーバインドに準拠

している。また、マウスを利用して記

事を読むことも可能だ。

●スコアファイル機能とslrnpull

slrnでは、しつこいSPAM記事を排

除するため、サブジェクトやユーザー

名などに応じて記事を採点し、0点以

下なら最初から既読（あるいは削除）

状態にするスコアファイル機能が用意

されている。採点方法などの詳細は、

日本語化slrnページからのリンクでた

どれる「score.jis」「KILL_FAQ.jis」

を参照されたい。

また、付属のslrnpullを使うと、ニ

ュースサーバの記事をローカルスプー

ルにダウンロードし（画面5）、slrnを--

spoolオプション付きで起動してオフラ

インでゆっくり記事を読むことも可能

だ。上記ページからリンクされている

「README.slrnpull.jis」に、slrnpull

の日本語解説がある。

画面3

記事の内容中のURLや引用
部は異なる色で表示される。

画面4

?キーを押すと、キー操作
のヘルプが表示される

画面5

slrnpullを使って、一気に記事をダウンロ
ードする。



●日本語化パッチとビルド

GnomeICUは、ファイル一式を

tar＋gzipしたtarボールと、RPM形式

のパッケージが用意されている。ただ

し、オリジナルのGnomeICUは日本語

を想定していないため、日本語のメッ

セージをEUCのまま送信してしまう。

WindowsのICQと日本語でメッセージ

をやりとりするには、 北 目 氏 の

「GnomeICU日本語化」ページにある

日本語化パッチを利用して、送受信時

の文字コード変換などの修正を行う必

要がある。

パッチ済みのRPM形式のパッケージ

は「Vine Plus」（http://vine.flatout.

org/vineplus.html）などから入手でき

る。ここでは、tarボールにパッチを当

てて日本語対応のGnomeICUを作成す

る方法を説明しよう。オリジナルのtar

ボールを展開したディレクトリにパッ

チ を コ ピ ー し て 、「 patch -p1 <

gnomeicu-0.65-ja3.patch」としてパッ

チを当てる。あとは、「./configure」

→「make」→「make install」と一

般的な手順でビルドとインストールを

行えばいい。

●UINの登録と初期設定

「gnomeicu&」として起動すると、

パネルに小さなボタンが表示される。

GnomeICUのウィンドウを開くには、

このボタンをダブルクリックすればい

い（画面1）。

初めて起動した場合は、UIN（ユー

ザー識別番号）の入力を求められる

（画面2）。ICQの特徴はこのUINによ

るユーザー管理にあり、どこから接続

しても同じUINなら同一ユーザーだと

判断され、同じマシンからでもUINを

切り替えれば別のユーザーとして扱わ

れる。

これまでにICQを使ったことのない

人は、「New ICQ#」をチェックして、

ICQユーザーとしての新規登録を行う。

アクセス用のパスワードを入力してし

ばらく待っていると、ICQサーバから

発行されたUINを知らせるメッセージ

ボックスと、個人情報設定用ダイアロ

グが開く（画面3）。他のユーザーに公

開する情報（ニックネームなど）を差

し支えない範囲で設定しよう。

一方、すでにWindowsマシンでICQ

を使っている人は、あらかじめ自分の

UINをICQのウィンドウのタイトルバ

ーや個人情報ダイアログで確認してお

き、ここでは「Existing ICQ#」を選

択してUINとパスワードを入力する。

そのままオンライン状態になるので、

パネルのボタンをダブルクリックして

ウィンドウを開こう。あとは、[ICQ]－

[個人情報の変更]で個人情報設定用ダ

イアログを開き、ニックネームなどを

設定すればいい。
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http://gnomeicu.gdev.net/
http://northeye.org/gnomeicu-ja/（日本語化）

GnomeICUは、ユーザー数が2000万人を超えるコミュニケーショ

ンソフト「ICQ」互換のクライアントソフトだ。メッセージ交換やチャ

ット、ファイル転送など、ICQの機能をほぼサポートしている。ふだん

はGNOMEのパネルに常駐しており、ダブルクリックするとユーザー一

覧を含むウィンドウが開く。メニュー表示やメッセージを日本語対応に

するためのパッチも用意されている。動作にはGTK+とGNOMEが必要

だ。

GnomeICU
日本語対応のGNOME版ICQクライアント

バージョン：0.65 種別：GPL

画面1

友達などが現在オンラインか
どうか一目でわかる。

画面2

UINを新規発行するか、すで
に持っているかを選択する。
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なお、こうした設定は、ホームディ

レクトリの設定ファイル（̃/.gnome/

GnomeICU）に保存され、次回からは

自動的に読み込まれる。

●ユーザーをリストに追加

続いての作業は、ICQを使っている

友人などをコンタクトリストに登録す

ることだ。GnomeICUのウィンドウに

は、コンタクトリストに登録したユー

ザーだけが表示され、メッセージの交

換やチャットなどを行える。

[ICQ]－[コンタクトの追加]を選択す

ると、登録用ダイアログが開く（画面

4）。UINを直接入力するほか、（少し

時間がかかるが）名前やメールアドレ

スによる検索も可能だ。UINを入力し

た場合は直接、他の情報から検索した

場合は候補一覧リストを経由して、ユ

ーザー情報ダイアログが開く。正しい

相手かどうか確認したら[ユーザの追

加]ボタンで登録しよう。なお、相手の

設定によっては、登録時に相手の認証

が必要なこともある。

登録が完了すると、そのユーザーの

UIN（しばらくするとニックネームに

変わる）がウィンドウに表示され、

ICQを使用中なら[Online]に、そうで

なければ[Offline]に並んで、接続状況

を知らせてくれる。

●メッセージ交換やチャットなど

コンタクトリストに登録したユーザ

ーとは、自由にメッセージの交換やチ

ャット、ファイル転送を行える。こう

した操作には、マウスの右クリックメ

ニューを利用する。

メッセージの送信は、対象となるユ

ーザーを右クリックし、メニューから

[メッセージ送信]を選択する。ダイア

ログが開いたら、伝えたいメッセージ

の内容を入力して[送信]ボタンを押せ

ばいい。相手がICQを使用中（オンラ

イン）ならばその場で、ICQを使って

いない状態（オフライン）ならば、次

にICQを起動した時点でメッセージが

届けられる。一方、他のユーザーから

のメッセージを受信した場合は、その

ユーザーのアイコンが書類の形に変化

し、ダブルクリックするとメッセージ

の内容が表示される。その場で返事を

書くことも可能だ（画面5）。

チャットをする場合は、相手がオン

ラインでなければならない。最初に右

クリックメニューの[チャットリクエス

トの送信]で、チャットしたいことを伝

える。相手が受諾するとチャット用ウ

ィンドウが開いて、リアルタイムに文

字による対話を行える（画面6）。ただ

し、ICQのシステムの制約により、チ

ャットでは日本語を使用できないので

注意されたい。ファイル転送もチャッ

トの場合と同様で、最初にリクエスト

を送り、相手がファイルの受信を受諾

した場合にだけ実際の転送処理が行わ

れる。

画面3

他のユーザーに公開する個人情報
（ニックネームなど）を登録。

画面4

コンタクトリストにICQを使って
いる友達を登録しよう。

画面6

リアルタイムなチャッ
トやファイル転送も可
能だ。

画面5

送られてきたメッセージに
その場で返事を書く。



●ビルドとインストール

JFBTERM/MEは、安定志向版の

0.2.3と開発版の0.3.5が、それぞれファ

イル一式をtar＋gzipしたtarボール形

式で配布されている。以下の説明では

開発版を利用する。

ビルドは「./configre」→「make」

→「make install」という一般的な手

順だ。なお、設定ファイルを/etcに作

成するには、「./configure --sysconf

d i r=/etc」とする（初期設定では

/usr/local/etcに作成される）。

●フレームバッファとは

フレームバッファコンソールでは、

文字をVGAテキスト画面に表示するか

わりに、フレームバッファデバイス

（/dev/fb0など）を経由してグラフィ

ック画面に描画する。このため、

1024×768ドットなどの高解像度でコ

ンソールを使用できるだけでなく、フ

ォントの形状を変化させたり、起動時

のペンギン（画面1）などのようにグ

ラフィックを表示させることも可能だ。

現在、フレームバッファデバイスや

コンソールドライバを利用していない

場合は、カーネルの再構築やデバイス

ファイル（/dev/fb0）の作成などの作

業が必要だ。詳細な手順については、

たとえば「Jun's Homepage」（http://

www.nk.rim.or.jp/̃jun/）の「Linux

kernel2.2の新機能」の記述などを参照

されたい。

●フレームバッファの設定

JFBTERM/MEは、現在のフレーム

バッファコンソールの画面モードをそ

のまま利用して表示を行う。このため、

画面解像度の変更などは事前に行って

おく必要がある。

ただし、汎用のVESAコンソールド

ライバ（vesafb）を利用する場合、画

面解像度や色数の設定はLinuxの起動

時にしか行えない。具体的には、root

になって/etc/lilo.confの設定に表1のよ

うなエントリを追加し、/sbin/liloを実

行して設定を有効にする。リブート後

のliloのプロンプトで「linux-fb」と入

力すると、1024×768ドットの画面に

切り替わるはずだ。

これに対し、Matrox系のビデオカー

ド（Matrox Millenium G200、G400

など）で利用できるネイティブなコン

ソールドライバでは、起動後にfbsetコ

マンド（http://www.cs.kuleuven.

ac.be/̃geert/bin/）を使って画面解

像度を自由に変更できる。

●JFBTERM/MEの初期設定

JFBTERM/MEは、表示に使用する

フォントなどの設定を、/etc（あるい

は/usr/local/etc）のjfbterm.confから

読み込む。インストール時にはこのフ
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http://www3.justnet.ne.jp/̃nmasu/linux/jfbterm/indexn.html

JFBTERM/MEは、Linuxのカーネル2.2以降のフレームバッファコ

ンソールで利用できる日本語ターミナルソフトだ。フレームバッファコ

ンソールでは、コンソール上で日本語を扱うためのKON（漢字コンソー

ル）が動作しないが、JFBTERM/MEを使うことで、1280×1024ド

ットなどの広いコンソール画面で日本語を表示できるようになる。なお、

日本語の表示にはX用のPCFフォントを流用する。

JFBTERM/ME
フレームバッファコンソールで使える日本語ターミナル

バージョン：0.3.5（開発版）/0.2.3（安定志向版）種別：BSDスタイル

画面1

フレームバッファコンソールでは起動時にCPUの数だけペンギンが表示される。

画面2

使用するフォントの設定は、jfbterm.confで行う。
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ァイルは作成されないため、サンプル

ファイルの記述を元に各人が記述する

必要がある。

まず、cpコマンドなどを使って、サ

ンプルファイル（jfbterm.conf.sample）

の内容をそのままjfbterm.confにコピ

ーし、Emacsなどのテキストエディタ

で内容を編集する（画面2）。とりあえ

ず、表示に使用する英字・漢字フォン

トの設定部分だけは必ず確認しよう。

というのも、それぞれのディストリビ

ューションによって、これらのフォン

トの存在するパスが微妙に異なってい

るからだ。

たとえば、初期設定の英字フォント

は、サンプルでは「/usr/X11R6/lib/

fonts/misc/7x14.pcf.Z」となっている

が、VineやLASER5、Turboでは

「/usr/X11R6/lib/X11/fonts/misc/7x

14.pcf.gz」だ。漢字フォントは、サン

プルでは「/usr/X11R6/lib/fonts/

misc/k14.pcf.Z」だが、LASER5と

Turboでは「/usr/X11R6/lib/X11/

fonts/misc/k14.pcf.gz」、Vineでは

「/usr/X11R6/lib/X11/fonts/japanese

/k14.pcf.gz」と修正する。このほかの、

先頭が「#」で始まる行は、コメント

なので無視して構わない。

●JFBTERM/MEの起動

フレームバッファコンソール上で、

「jfbterm」とすると、/etc/jfbterm.

confの記述に基づいてフォントファイ

ルなどを読み込み、JFBTERM/MEが

起動する（画面3）。英字・漢字の表示

はもちろん、カラーlsなどによるカラ

ー表示もちゃんと反映される。

CPUの速度にもよるが、1024×768

ドット程度の画面ならば、画面表示や

スクロールのもたつきは感じられない

はずだ。スクロールが遅い場合は、

/etc/lilo.confでハードウェアスクロー

ルを指定している部分（リスト1の※3）

を確認してみよう。

正常に動くことが確認できたら、次

は初期設定のフォントを別のフォント

に変えてみるのも楽しい。たとえば、

英字を通常のコンソールと同じVGAフ

ォント（vga.pcf）にしてみたり、漢字

にまる文字フォント（maru16.pcf.Z）

を指定するといった具合だ（画面4）。

な お 、 フ ォ ン ト の 読 み 込 み は

JFBTERM/ME起動時に行われるの

で、こうした変更を有効にするにはい

ったん「exit」としてJFBTERM/ME

を終了し、再度起動する必要がある。

ところで、VGAフォントを利用する

と、画面からはJFBTERM/MEを実行

中なのか判別できないことが多い。そ

こで、JFBTERM/MEでは環境変数

TERMの値が「kon」（変更可能）で

あることを利用して、.bashrc中でプロ

ンプトを変更するといい。たとえば、

リスト2のブロックを.bashrcに含める

と、コンソールやX上のktermではモ

ノクロのプロンプト、JFBTERM/ME

では緑色のプロンプトが表示されるよ

うになる。

リスト1 /etc/lilo.confに追加するエントリの例

※1 NはLinuxのルートパーティションの番号（1～）。2台目のIDEドライブは「hdbN」、SCSIドライブは「sdN」。
※2 256色表示の場合、640×480は「769」、800×600は「771」、1024×768は「773」、1280×1024は「775」
※3 ypanはハードウェアスクロールに関するオプション設定

image = /boot/vmlinuz

label = linux-fb

root = /dev/hdaN※1

vga = 773※2

append = "video=vesa:ypan"※3

リスト2 .bashrcに追加するプロンプト設定用
のブロックの例

if [ "$TERM" = "kon" ]; then

PS1="\033[32;1m[\u@\h \W]\\$\033[37;0m "

else

PS1="[\u@\h \W]\\$ "

fi

画面4

まる文字フォントなどを利用することも可能だ。

画面3

1024×768ドットの画面でJFBTERM/MEを起動。
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●インストール

TkZipは、ファイル一式をtar＋gzip

したta rボールで配布されている。

Tcl/Tkはインタプリタ言語なので、コ

ンパイルの必要はない。インストール

はTkZip自身が行う。展開先のディレ

クトリで「./TkZip&」として起動する

と、インストール用のウィンドウ（画

面1）が開くので、そのまま[Install]ボ

タンを押せばいい。「Insta l l a t i on

Complete」というウィンドウが開けば

インストール成功だ。

なお、初期設定のままだと、ファイ

ル名の一覧表示に使われるフォントサ

イズが小さすぎるので、以下のように

修正するとよい。

展 開 先 の（ インストール後 は

/usr/local/binの）TkZipをテキスト

エディタで編集し、1842、7076、7096、

7961行目のフォント設定の8番目のフ

ィールドを「＊」から「140」（14ポイ

ント）に変更する。たとえば、元が、

「-*-fixed-bold-*-*-*-*-*-*-*-*-*-iso8859-1」

なら「-*-fixed-bold-*-*-*-*-140-*-*-*-*-

iso8859-1」とすればいい。

●ファイルの閲覧と展開

「TkZip&」として起動すると、カ

レントディレクトリのサブディレクト

リとファイル一覧が表示されたウィン

ドウが開く（画面2）。ふだんは、

[Options]－ [Show Archives Only]を

チェックして、アーカイブのみ一覧表

示されるようにしておくとよいだろう。

一覧中のアーカイブをダブルクリッ

クすると、アーカイブ内のファイル一

覧が別ウィンドウに表示される（画面

3）。一度に複数のウィンドウを開くこ

とも可能だ。これらのウィンドウの配

色（変更可能）は、アーカイブ形式ご

とに異なっている。実際には、TkZip

内部で各アーカイブ形式に対応するコ

マンドを実行している。たとえば、tar

ボールならtar／gzip、ZIPならzip／

unzip、LHAならlhaといった具合だ。

これらのコマンドの存在はTkZipが自

動的に検索し、[File]－[Show System

Info]で確認できる。

ファイルの閲覧や展開を行うには、

まず対象とするファイル名をクリック

で選択する。Ctrl-クリックによる複数

選択や、Shift-クリック（あるいはドラ

ッグ）による範囲選択も可能。全ファ

イルを素早く選択するには[Select All]

ボタンを使用する。続いて、閲覧なら

[View]ボタン、展開なら[Extract]ボタ

ンを押せばいい。展開の際には、展開

先のディレクトリを選択するダイアロ

グが開くので（画面4）、展開先を選択

（あるいは直接入力）して[Extract]ボ

タンを押す。

閲覧に使われるビューアは、[Select

viewer]ボタンで変更できる。Emacs

などいくつかの候補の中から選択でき

るほか、ユーザーがビューアの実行フ

ァイルを直接指定することも可能だ。

[User defined]を選択し、ウィンドウ

中の[Executable]に「kterm -e less」

と入力する。これで、[View]ボタンで

ktermが起動し、lessを使ってファイ

ルを閲覧できる（画面5）。

さらに、後述のMIMEタイプの設定

によっては、ファイル名をダブルクリ

ックするだけで、ファイル名の拡張子

に応じたコマンドを起動できる。たと

えば、画像ファイルをダブルクリック

http://www.pcnet.com/̃proteus/TkZip/TkZip.html

TkZipはTcl/Tkで書かれたアーカイブマネージャだ。tar＋gzipされ

たtarボールだけでなく、RPM形式のパッケージや、Windowsで使わ

れるZIP／LHA／RAR形式のアーカイブも扱える。いずれの形式の場合

も、アーカイブ内のファイル一覧がウィンドウに表示され、ファイルの

展開やビューアによる閲覧といった処理を統一されたGUI操作で行える。

TkZip
RPMやZIP／LHAも扱えるアーカイブマネージャ

バージョン：1.0.15 種別：as is

画面2

メインウィンドウはディレクトリ
とファイル一覧の2パネル構成。

画面1

インストールはTkZip自身に
よって行われる。



すると画像ビューア（xvなど）が起動

するといったことが可能になる。

●アーカイブの作成

TkZipでは、アーカイブにファイル

を追加したり、新たなアーカイブを作

成することもできる。こうした操作を

行う場合は、[Op t i o n s ]－ [Show

Archives Only]のチェックを外して、

全ファイルが一覧表示されるようにし

ておくとよいだろう。

ファイルを追加するには、アーカイ

ブ内のファイル一覧を表示しているウ

ィンドウで[Add]ボタンを押す。展開

時と同じようなウィンドウが開くので、

追加するファイルを一覧から選択すれ

ばいい。ディレクトリごと追加するこ

とも可能だ。

一方、アーカイブを新規作成する場

合は、メインウィンドウで[Fi le]－

[New Archive]を選択する。新規作成

用のダイアログが開いたら、アーカイ

ブ形式とアーカイブファイル名を設定

して[Create]ボタンを押す。すると、

そのアーカイブのウィンドウが、ファ

イルをひとつも含まない状態で開くの

で、あとは[Add]ボタンを使ってファ

イルを追加していけばいい。

●柔軟なカスタマイズ機能

TkZipでは、[Options]以下のメニュ

ーにより、動作を細かくカスタマイズ

できる。

たとえば、初期設定ではファイルの

上書き時に警告を発するが、これを無

効 にするには [Options]－ [Warn of

Overwrites]のチェックを外す。逆に、

決して上書きしないようにするには

[Options]－ [Never Overwrite

Existing Files]をチェックする。

画面表示に関しては、[Options]－

[Set Appearance]でダイアログが開

き、メインウィンドウやアーカイブ形

式ごとに、ウィンドウの背景色などを

細かく設定できる（画面6上）。こうし

た設定は、[Options]－[Save Options]

で設定ファイルに保存される。

このほか、[Options]－[Edit MIME

Types]のMIME設定ダイアログでは、

ファイルの拡張子と実行するコマンド

を関連付けられる。画像ファイルや

HTMLファイルなどの設定を行うとよ

いだろう（画面6下）。
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画面6

ウィンドウの背景色やMIME設定
など細かなカスタマイズが可能。

画面5

kterm上のlessを使ってアーカイブ
内のファイルを閲覧中。

画面4

ファイルを展開す
るディレクトリを
選択する。

画面3

アーカイブ内のフ
ァイル一覧を別の
ウィンドウに表示。



●ビルドとインストール

PySolは、ファイル一式をtar＋gzip

したta rボールで配布されている。

Pythonで記述されているためコンパイ

ルの必要はない。展開後のディレクト

リ で 「 make install」 と す る と 、

/usr/local/binに実行ファイルが、

/usr/local/share/pysol/3.00にデータ

ファイルがそれぞれコピーされる。

さらに、3.00用のカードセットを導

入すると、バリエーションに富んだデ

ザインのカードを利用できる。こちら

もtarボールで別途配布されているの

で、展開後のディレクトリで「cp -a

data/cardset-＊/usr/local/share/

pysol/3.00」として、データファイル

のディレクトリにコピーする。

なお、PySolの実行には、最新の

Python（1.5.2以降）とTcl/Tk8.0以降

が必要だ。Pythonのtarボールは

「Python Language Website」（http:

//www.python.org/）から、RPMは

「Python & Linux」（http://andrich.

net/python/）からダウンロードでき

る。

●ゲーム中の操作

「pysol&」として起動すると、クロ

ンダイク（画面1）が始まる（次回か

らは終了前にプレイしていたゲームに

なる）。ゲームの種類を変更するには、

[File]－[Select game]以下のメニュー

から選ぶ。計111種類もあるため、「ク

ロンダイクタイプ」のように、タイプ

別にサブメニューが用意されている。

最初は、[Popular games]以下にある

クロンダイク、フリーセル、スパイダ

ーなど一般的なゲームのうち、すでに

ルールをよく知っているものをプレイ

するとよいだろう。このほか、全ゲー

ムをさまざまな視点で分類したウィン

ドウから、プレイするゲームを選ぶこ

とも可能だ（画面2）。

ゲーム中の操作にはマウスを使用す

る。左ボタンのクリックでタロン（置

札）から新しいカードを引き、ドラッ

グでタブロー（一時的なカード置き場）

に移動するというのが基本的な操作だ。

このほか、中ボタンのクリックで積ま

れている途中の表向きのカードを確認

できるし、ダブルクリックか右ボタン

のクリックでファウンデーション（台

札）へカードを移動できる。

操 作 の 手 間 を 減 ら す に は 、

[Options]－ [Automatic play]以 下 の

項目を選択する。伏せてあるカードを

表向きにする、カードを配る、ファウ

ンデーションへカードを移動するとい

う3種類の動作を自動化できるが、ゲ

ームの種類によっては自動化しないほ

うが良いものもあるので気をつけよう。

ツールバーには、ゲームを最初から

やり直したり（[Restart]ボタン）、現
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PySolは、PythonとTcl/Tkを使って書かれたバリエーション豊かな

カードゲームだ。Windowsでおなじみの「クロンダイク」や「フリー

セル」、「スパイダー」など、計111種類!?にも及ぶトランプの一人遊び

（ソリティア）をプレイ可能だ。プラグイン形式で新たなゲームを追加で

きるほか、カードのデザインなどを変更するカードセットも提供されて

いる。http://wildsau.idv.uni-linz.ac.at/mfx/pysol.html

PySol
Pythonで書かれたバリエーション豊かなカードゲーム

バージョン：3.00 種別：GPL

画面1

クロンダイクをはじめ、111種類ものゲ
ームをプレイできる。

画面2

タイプやデッキ数などで分類したウ
ィンドウからゲームを選択。



在の状態をファイルに保存して後で読

み込んだり（[Save]、[Open]ボタン）、

新 しい配 置 でゲームをやり直 す

（[New]ボタン）ボタンが用意されてい

る。クリア時のCongratuation画面

（画面3）を目指してがんばろう。

●よく知らないゲームをプレイする

ルールがよくわからない場合は、ツ

ールバーの[Rules]ボタンを押してルー

ルの解説を表示する（画面4）。説明は

簡潔な英語で書かれているので、読む

のはそれほど難しくない。なお、一般

的なゲームのバリエーションの場合は、

基本となるルールとの相違点だけが記

述されている。

ある程度ルールを把握したら、試し

にプレイするのが理解への早道だ。初

めのうちは、操作を遡ってやり直せる

アンドゥ機能（ツールバーの[Undo]ボ

タンかZキー）、動かせるカードを教え

てくれるヒント機能（[Assist]－[Hint]

かHキー）、コンピュータがプレイする

デモ機能（[Assist]－[Demo]かCtrl-D

キー）などの機能を使うとよいだろう

（画面5）。ただし、ヒントやデモで示

される手は、単にカードを動かせると

いうだけで最善手ではない。特に、難

易度の高いゲームでは手詰まりになり

やすいので注意されたい。

●盤面の表示を変更する

表示に関しては、[Options]以下の項

目により、カードの裏面のデザインや

テーブルの色使いを変更できる。たと

えば、裏面のデザインを変更するには、

[Options]－[Card background]で一覧

表示される中から選択すればいい。

[Options]－[Save options]を選択する

と、現在の設定内容が設定ファイルに

保存される。

さらに、「カードセット」を切り替え

ることで、カードの大きさや表面・裏

面のデザインをまとめて変更すること

ができる。たとえば、画面の狭いノー

トパソコンなどでは、[Options]－

[Cardset]－[Standard - Small]を選択

して、一回り小さなカードを使うと操

作性がアップするだろう。なお、選択

したカードセットが有効になるのは次

のゲームからだ。

PySolに付属するカードセットは、

初 期 設 定 の 「 S t a n d a r d 」 と

「Standard -small」の2種類だけだ。

これではさびしいという人は、別途配

布されているカードセットを「ビルド

とインストール」での説明通りにイン

ストールしよう。さらにカードの小さ

な「Standard - Tiny」や、絵札がペ

ンギンの「Ace of Penguins」（画面

6）など、さまざまなデザインの17種

類のカードセットが追加される。なお、

カードセットの存在はPySolの起動時

にチェックされるため、PySol実行中

にカードセットを追加した場合は、一

度PySolを再起動する必要がある。
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画面5

デモ機能を利用してゲーム
を自動的に進めることも可
能だ。

画面6

カードセット「 Ace of
Penguins」を使ってスパイ
ダーをプレイ。

画面4

よく知らないゲームは、まず
ルールの確認から始めよう。

画面3

見事にクリアすると、このCongraturation
画面が表示される。



●ビルドから起動まで

LinNeighborhoodは、ファイル一式

をtar＋gzipしたtarボールでソースと

バイナリのパッケージが用意されてい

るほか、RPM形式のパッケージも別サ

イト（http ://mi lkyway.thn .htu .

se/̃ds98rito/）で配布されている。

RedHat系LinuxではRPM形式のバイ

ナリパッケージを利用したほうが簡単

だ。

なお、マウントに利用するsmbmount

とsmbumountは、Linuxカーネル2.0

ではsmbfsパッケージに付属し、カー

ネル2.2以降ではSamba 2.0に付属す

る。ただし、Samba 2.0ではこれらは

オプショナルなので、付属しないディ

ストリビューションもある。

●共有ディレクトリをマウント

「LinNeighborhood&」として起動

すると、ウィンドウが開いて、マシン

やディレクトリのツリー表示と、実際

にマウントされたディレクトリのリス

トが表示される（画面1）。

初回起動時には、いくつか初期設定

を行う必要がある。ツールバーの

[Preferences]ボタンを押して設定ダイ

アログ（画面2）を開き、ワークグル

ープ名を設定する。[Save]ボタンで設

定ファイル（̃/.linneighborhoodrc）

に保存しておこう。

ウィンドウ上のホスト名を右クリッ

クし、[quick browse]を選択すると、

ワークグループ名の下にLinuxマシン

やWindowsマシンの一覧がツリー表示

されるはずだ。これらのマシン名をダ

ブルクリックすると、共有ディレクト

リの一覧が表示される。

共有ディレクトリをダブルクリック

すると、マウント設定用のダイアログ

が開く（画面3）。ここでは、マウント

ポイントやユーザー名の変更を行える

が、通常はそのまま[Mount]ボタンを

押せばいい。

マウントに成功すると、xtermのウ

ィンドウが開いて、ファイルマネージ

ャ（mc）の画面が表示される。ただ

し、国産ディストリビューションでは、

mcが日本語化されているため、xterm

では漢字表示が文字化けしてしまう。

設定ダイアログの[Post Mount]ページ

でファイルマネージャの設定を変更し

よう。mcを使うならxtermをrxvtに変

えるのがお勧めだ。
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LinNeighborhoodは、Sambaで共有しているWindowsマシンや他

のLinuxマシンのディレクトリを階層的に表示し、マウント、アンマウ

ント操作をGUIで行えるようにするソフトだ。マウント後は指定したフ

ァイルマネージャが起動して、ローカルなディレクトリと同様にファイ

ル操作を行える。ビルドにはGTK+1.2以降が必要だ。このほか、

smbclientなどいくつかのツールを実行時に使用する。http://www.bnro.de/̃schmidjo/

LinNeighborhood
Sambaの共有ディレクトリをGUIでマウント

バージョン：0.4.1 種別：GPL

画面1

Sambaで共有しているマシンとディレクトリの一覧が表示される。

画面2

設定ダイアログでワークグループやファイルマネージャを設定。

画面3

マウント設定用ダイアログでは、ユーザー名の変更も可
能だ。
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●ビルドから起動まで

XRACERは、ファイル一式をtar＋

gzipしたtarボールでソースとデータの

パッケージが用意されている。ビルド

手順は「./configure」→「make」→

「make install」という一般的なもの

だ。なお、GNOMEのサウンドドライ

バEsounD（esd）を利用していない環

境では、「 ./configure --disable-esd」

とする必要がある。

一方、データのほうは、適当なディ

レクトリ（/usr/local/libなど）に展開

し 、「 export XRACER_HOME=/

usr/local/lib/xracer」として環境変数

XRACER_HOMEにディレクトリを設

定する。常用する場合は.bash_profile

などに書いておくといい。

ライブラリ関係では、Mesa 3.0本体

とGLUTが必要だ。これらのライブラ

リは、手持ちの3Dアクセラレータを利

用する状態でビルドされている必要が

ある。

詳細は「The Mesa 3D Graphics

Library」（http://www.mesa3d.org/）

などを参照されたい。

●コースの先を読め!

「xracer&」として起動すると、メ

ニュー画面が表示され、Sキーでプレ

イ開始だ（画面1）。初期設定の画面サ

イズ（640×480ドット）は、-sオプシ

ョンで変更できる。たとえば、1024×

768ドットでプレイするには、「xracer

-s 1024x768」とすればいい。

操作にはキーボード・マウス・ジョ

イステックを利用できる。細かなハン

ドル操作を行うにはマウスかジョイス

テックが必須だ。マウスを使うには、

プレイ中の画面でDキーを一度押せば

いい。左右の動きがハンドル操作、左

ボタンがアクセル、右ボタンがブレー

キに割り当てられている。

降りしきる雪の中を猛スピードで走

り抜けるには、コースを熟知すること

はもちろん、コース内にいくつか設け

られている加速ゾーンやアイテムの使

い方も重要だ。所得したアイテムの種

類は画面上部に表示され（画面2）、ス

ペースキーで使用できる。

レースは同じコースを3周するまで続

けられ、ゴール時には順位や合計タイ

ム、ラップタイムなどが表示される

（画面3）。今後はネットワークへの対

応なども行われる予定だ。

XRACERは、雪山に設置されたコースを浮遊式クラフトで駆け巡る

3Dレースゲームだ。コースやクラフトのデザインはシンプルだが、低

い視線がもたらすスピード感はなかなかのもの。自動操縦や加速といっ

たパワーアップアイテムも用意されている。なお、OpenGL互換ライブ

ラリのMesa 3.0を利用して3D表示を行うため、実用的な速度でプレ

イするには、3Dアクセラレータ（Voodoo系など）が必須だ。http://xracer.annexia.org/

XRACER
雪山が舞台の3Dレースゲーム

バージョン：0.94 種別：GPL

画面1

激しい吹雪の中のレース。ブルーシグナ
ルでスタートだ。

画面2

アイテムを取得すると画面
上部に表示される（これは
シールド）。

画面3

コースを3周するとゴー
ル。ラップタイムなどが
表示される。



ストールマンが、フリーソフトウェアの思想家であると同

時に、何よりもまず偉大なプログラマーである以上、プログ

ラマーとしての思考とソフトウェアに対する思想が、まった

く無関係であるはずはない。ストールマンの思想は、GPLや

GNU関連のマニフェストで語られているだけでなく、ソフト

ウェアそのものにも刻印されているはずだ。そういう意味で

は、GNUプロジェクト以前にストールマンが手掛けた、

Emacsというソフトウェアの設計思想の中に、その後のGNU

プロジェクトで先鋭化する彼の思想の原型を読み取ることが

できるのではないだろうか。

GNU Emacsに関するマニュアルや書籍の多くは、GNU

Emacsが持つ膨大な機能の解説や使い方の説明について書い

てあるが、その設計思想についてまで言及されたものは少な

い。しかし幸いにして、ストールマンがEmacsの設計思想を

まとめた論文がある（EMACS: The Extensible, Customiz

able Display Editor； http://www.gnu.org/software/emacs/

emacs-paper.html）。これはGNU Emacsではなく、'75年前

後に作られた最初のEmacsについての論文なのだが、Emacs

が作られた歴史的背景やそれが及ぼした影響などにも触れて

あり、興味深い内容になっている。

はじめにTECOがあった

GNUプロジェクトが開始されるちょうど10年前の1974年、

ストールマンは最初のEmacsを開発する。UNIXが本格的に

普及するのは'80年代になってからで、この'74年当時はまだ

UNIXがいくつかのコンピュータに移植されはじめた時期に

すぎない。このころ、MITのAIラボではITS（Incompatible

Time-sharing System）という風変わりなOSが使われてい

た。現在最も代表的なEmacsであるGNU Emacsの開発が

始められたのは'84年になってからで、UNIXにEmacsが普及

していったのは、さらにこのあとのことになる。

UNIXで使えるEmacsには、さまざまな実装があり、Java

の開発者として有名なジェームズ・ゴスリングが手掛けた

Gosling Emacs（これはC言語で実装された最初のEmacs

である）がGNU Emacsと人気を二分した時代もあった。ま

た、UNIXが普及する以前の'70年代においても、後述するよ

うに多種多様なEmacsのバリエーションが開発されたことか

らわかるように、Emacsは多くのプログラマーに影響を与え

た革新的なソフトウェアだったのだ。

Emacsという名前の由来については、Editing Macrosの略

というのが定説のようだが、ストールマンが好きなアイスク

リーム屋の名前という説もあるらしい。Editing Macrosと

文：豊福 剛
Text  : Tsuyoshi Toyofuku
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は、「編集作業のためのマクロ集」くらいの意味なのだろう。

最初のEmacsは、ITS上で動く“TECO”という非常に変わ

った行エディタが提供する独自なプログラミング言語（マク

ロ）で実装されたのである。

このTECOは、Text Editor and COrrectorの略なのだが、

そもそもは紙テープを編集するための行エディタであったこ

とからTape Editor and COrrectorと呼ばれていたらしい。こ

れがどのようなエディタ／プログラミング言語であったのか

気になるところだが、Sun Siteに TECOのアーカイブ

（http://sunsite.sut.ac.jp/pub/academic/computer-

science/history/pdp-11/teco/）があって、TECOのエミュ

レータやマニュアル、TECOのマクロで書かれたプログラム

などが収集されている。これを見た限りでは、sendmail.cf並

みの難解さで、これに比べると悪名高いsedのスクリプトさ

え読みやすく感じてしまうくらいだ。

ストールマンがEmacsを書くきっかけになったのは、スタ

ンフォード大学の人工知能研究所が開発した“E”という行

エディタに触発されてのことだったらしい。編集に使う言語

と同じものを使ってマクロが書けるE は、TSS（Time

Sharing System）の一部であったため、Eが提供する基本

コマンドそのものを再定義できないという制約はあったもの

の、非常に強力なプログラミング言語として機能したようだ。

ストールマンの論文には、システムとしてのEmacsの基本

構成が解説してあり、具体的には、

・プリミティブ（テキスト操作やI/Oのための）

・インタープリタ

・コマンドディスパッチャ

・ライブラリシステム

・ディスプレイプロセッサ

の5つの構成要素が列挙されている。興味深いことに、これ

らの構成要素は初めからすべて実現されたわけではない。プ

リミティブについてはTECOのシステムを前提にしたうえで、

TECOのコマンドを実行するコマンドディスパッチャと、画

面表示を実行するディスプレイプロセッサが、まず実現され

た。

このようにTECOを拡張する試みは、Emacs以外にもあ

り、代表的なものとしては、TECMACやTMACSがあった。

TECMACは、TECO上に実装された最初のスクリーンエデ

ィタで、そのユーザーインターフェイスにはEmacsも大きな

影響を受けている。また、TMACSでは、コマンドによって

ユーザーのキー入力を共有ライブラリに関連づけるというア
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イデアが最初に実装されたエディタだった。これらのエディ

タのアイデアに影響を受けて、EmacsでもTECOで書かれた

関数を呼び出すことができるように、コマンドを再定義でき

る仕掛けが組み込まれた。

TECOからLispへのシフト

Emacsでは、その後ライブラリシステム（ライブラリとは、

関数名、関数定義、ドキュメンテーションで構成されるプロ

グラムファイルのことを指し、Emacsのセッション中であっ

てもEmacsにロードできる）とセルフドキュメンテーション

（コマンドの動作内容を問い合わせると、その説明文を表示す

る仕組み）を実現する機能が組み込まれる。これによって、

より読みやすいプログラミングスタイルが実現された。これ

らの拡張は、TECOで書かれたコードの追加だけでなく、

TECOそのものに新しい機能を追加することによって実現さ

れた。その一方で、TECOをベースとしたディスプレイプロ

セッサのメンテナンスは、より困難な状況に陥ってしまった。

TECOで書かれたプログラムは、あまりに難解すぎて、新し

いユーザーから敬遠されたのだ。

このような状況を解決するために、'79年前後からプログラ

ミング言語としてTECOの代わりにLispが使われるようにな

った。たとえば、HoneywellのBernard S. Greenbergが書

い た 「 Multics Emacs」 は MacLispで 書 か れ て お り 、

TECOで書かれたEmacsよりも強力だった。ほかにも、

MITのAIラボで開発されたLispマシンのためのエディタ

「 ZWEI」 があった。 ZWEIは ZWEI Was EINE Initially

（ZWEIの最初の名前はEINEだった）の略で、そのEINEは

EINE Is Not Emacs（EINEはEmacsではない）の略という

から、GNU is Not UNIXという命名のスタイルのルーツは、

当時のAIラボ界隈のハッカー文化にあったのだろう。

プログラミング言語としてのLispは、現在のGNU Emacs

においてもEmacs Lispという形で実現されていて、これが

GNU Emacsの基盤となっている。Emacsの基盤としてLisp

が採用されたのは、プログラムの読みやすさのためだけでな

く、コンパイルすることもできるLispコードを利用すること

によって、アセンブラのコードを減らすことができるといっ

た効率上の理由も大きかった。ただし、Lisp以前のTECOに

おいても、すでにユーザーがプログラミングすることによっ

てシステムを拡張できる構成になっていたことは、注目すべ

きだろう。とりわけ、TECOもLispもインタープリタ言語で

あり、ユーザーによる試行錯誤的なプログラミングが対話的

に行えたことと密接に関連しているといえるだろう。
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Emacsの基本思想は拡張性にある

Emacsのユーザーインターフェイスや機能を模倣したエデ

ィタであっても、このような拡張性を持たないものはErsatz

Emacs（偽のEmacs）であると、ストールマンは論文に書い

ている。Emacsの設計思想の根幹は、「拡張性の実現」にあ

るのだ。それは、キー入力とコマンド実行の対応づけがユー

ザーによってカスタマイズできるというだけでなく、機能の

追加や変更をユーザーが実現できるという点にある。ユーザ

ーは、実装者によるEmacsの設計上の意思決定に制限されな

い。実装するに値しないと判断された機能であっても、ユー

ザーが必要とすることはありえるし、またその逆もありえる。

システムの実装者は専制君主ないし独裁者であるべきではな

く、システムの拡張や改変に対してユーザーは自由であるべ

きだ、というストールマンの考えがEmacsには反映されてい

るのだ。

さらに、ユーザーによるシステムの拡張は、個人的に実現

されるだけではなく、それを公開し、共有できるための仕組

みがある点も重要だ。新しい関数や再定義された関数は、ラ

イブラリにまとめることができる。そのため、ユーザーによ

る拡張が、互いに干渉しあって不整合を生じることが避けら

れる。新しいアイデアを自由に試してみて、それがポピュラ

ーになれば、システムのコア部分に組み込まれることもある。

Emacsの多国語対応版であるMuleがGNU Emacsそのもの

に組み込まれたことなどは、その代表的な事例といえるだろ

う。

もちろん、ユーザーがEmacsを拡張するためには、そのプ

ログラミング言語であるEmacs Lispのリテラシーが必要に

なる。このことに関連して、Emacsのようなプログラマブ

ル・エディタは、初心者がプログラミングを学習するための

優れたきっかけになるだろう、とストールマンは主張してい

る。プログラマブル・エディタは、作成したプログラムの効

果や結果を即座に見ることができるという利点がある。また、

エディタは日常的に使うソフトウェアだけに、ちょっとした

編集作業をプログラムとして実現したいというニーズは頻繁

に発生する。ユーザーがそれを実現するための方法を学習し

たいと思ったときに、それがスムーズに実現できるシステム

であることの意味は大きい。

Emacsにはストールマンの啓蒙の思想が刻印されているの

だ。
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コンピュータの世界では無敵のマイクロソフ

トも、アメリカの反トラスト法に対抗するのは

難しかったようだ。アメリカの裁判所がマイク

ロソフト社は独占だという判定を下したという

ニュースを聞いて、「オッ」と思った人は少な

くないと思う。

マイクロソフトが勝とうが負けようが、ぼく

はあまり関心がないのだが、コンピュータの世

界では決して小さなニュースではなく、この世

界で暮らしているぼくとしては、さすがにまっ

たく無関心というわけにもいかない。とはいえ、

「オッ」と思ったのは一瞬、よくよく考えてみ

ると「結局、それでどうなるんだろう？」とい

う気がする今日この頃なのである。

この判定に対しては、いろいろな立場からい

ろいろな意見があるようで、アメリカのアン

チ・マイクロソフト陣営や消費者団体、そして

マイクソフトと競合しているソフトウェアメー

カーの多くが、この決定を歓迎しているという。

このへんの話は、ここで繰り返すまでもなくご

存じのことと思うが、日本のマスコミがあまり

伝えない反応のひとつに、これまでマイクロソ

フト―というより、マイクロソフトを筆頭とす

るアメリカの多国籍企業―を批判してきた各国

の市民グループが、この判定を歓迎しているわ

けではない、ということを付け加えておこう。

もちろん、今回の判定が、最終的な判決ではな

く、単なる事実認定の段階のものでしかないと

いうこともある。だが、反応がシラッとしてい

る主な理由は、「マイクロソフトをバッシング

したところで、コンピュータやインターネット

の世界の『米国支配』の現実がどうなるもので

もないでしょ」ということ。

そもそもアメリカという国は、自国の都合で

いろいろとエゲツないことをやる国なのだ。ア

メリカに限らず、国家なんてものはどこでもそ

うなのかもしれないが、他の国と違って、アメ

リカは強大無比な超大国だけに、アメリカのエ

ゲツない行動で迷惑する人々は少なくない。い

つぞやの湾岸戦争や先日のコソボのように、自

国の利益に反するような事件が起きれば、「正

義」を掲げてミサイルをばんばん打ちまくるの

に、東チモールでは「アメリカの国益に関係な

い」とかなんとか、ムニャムニャ言っているう

ちに、何千人もの人々が死んでしまった。

だいたい、こんな国のやることなので、ぼく

としては来年の判決には期待していない。正義

の味方みたいな反トラスト法だって、アメリカ

企業の競争力の話で、外国企業との競争力を維

持するためのもの。アメリカの正義がどの程度

のものなのかは、来年に予定されているという

判決が出た後で議論すべきことなのだろうが、

単にマイクロソフトの影響力が小さくなること

を期待している人々はともかく、一介の利用者

の立場では、どんな判決が出てもたいして影響

はないように思う。

たとえば、ニュースではマイクロソフトの解

体という可能性もあるという。しかし、これは

かえって恐ろしいことかもしれないと思う。つ

まり、もし、マイクロソフトが解体されたとし

ても、孫悟空の分身の術みたいに、「ベビー・

マイクロソフト」がわらわらと誕生することに

なるかもしれない。マイクロソフトなんて、ひ

とつで十分、これ以上、増える必要はないと思

う人はぼくだけじゃないだろう。
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さて、それではウワサされているもうひとつ

の可能性、ソースコードの公開はどうだろう。

もしWindowsのソースコードが文字通り「公

開」され、いわゆる「オープンソース」になっ

たとしたら、これは画期的であるに違いない。

ほとんど革命というべきで、マイクロソフトの

ダメージは大きい。

とはいえ、いくらオープンソースがブームだ

といっても、アメリカにとってマイクロソフト

は「金の卵」を生む鶏だ。寓話にある通り、金

の卵を生む鶏の腹を裂いてソースコードを取り

出しても、鶏が死んでしまっては元も子もない

というもの。鶏を殺すことなく、金の卵を生む

鶏を増やすのが反トラスト法の狙いだとすれば、

まずWindowsを文字通りのオープンソースにす

る可能性はない。

ソースコードの公開という判決になったとし

て、ありそうなのは、UNIXのソースコードラ

イセンスのように、ソースコードへのアクセス

に、いろいろな縛りがかけられる可能性だ。た

とえば、ソースコードにアクセスするには、莫

大なお金を払ってソースコードライセンスを取

得し、ソースコードを外部に漏らさないといっ

た秘密保持契約を結ばなければならないかもし

れない。ソースコードライセンスのような契約

は、ソースコードにアクセスできる既存のソフ

トウェアメーカーと、ソースコードライセンス

を受けられない弱小メーカーとの開発力の格差

を拡大するだけの結果しかもたらさないという

可能性さえあるわけだ。

現在のオープンソースのムーブメントが、世

界中、誰もが自由に、しかも無料でソースコー

ドにアクセスすることができ、改変したコード

を再配布できることにその本質があるわけで、

ソースコードライセンスのような形態での「公

開」では、われわれのようなシモジモのエンジ

ニアには、何の意味もないのは明白である。

最近、ぼくはマイクロソフトはマイクロソフ

ト、巨大なソフトウェアメーカーでいいんじゃ

ないかと思い始めている。Windowsというプラ

ットホームはマイクロソフトのものであって、

本来、マイクロソフトが好きな人やWindowsに

満足している人がマイクロソフトにお金を払う

ことに文句を言う筋合いじゃないのだろう。

もし、マイクロソフトの独占が問題だとして

も、マイクロソフトを選んだのはユーザー自身

なのである。他に選択肢がなかった数年前なら

ともかく、今はLinuxをはじめ、いくつかの選

択肢がある。もし自分たちの問題として、マイ

クロソフトの独占が問題だと思うのなら、単に

マイクロソフトをバッシングするだけでなく、

他の選択肢を発展させることを考えるべきだろ

うし、今ではそれも決して不可能ではないのだ

から。
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今月はいろいろと話題があったが、

大きかったのは、インテルのcopper

mineの発表でしょうか。この前の820

チップセットの延期では、あちこちの

パソコン雑誌が大変だったけど、今回

は、予定通り、最高速を奪取するよう

な733MHz版のPentimu IIIを発表。

なんでも、今年最後のCPUの発表で、

なおかつ、かつてない15製品の同時発

表なのだとか。やはり、インテルにも

「焦り」ってのがあるんでしょうかね。

Appleユーザーはどう思っているのか

ね。

Appleは、新製品であるG4をCPUの

供給不足を理由に、出荷前にスペック

を変更した。ちょっとした変更ならま

だしも、CPUクロックを下げるという

変更でありながら、なんと価格はクロ

ック変更前のものを維持するという前

代未聞のスペック変更であった。はっ

きり言って、これには非Appleユーザ

ーも驚いた。いままでそんな商売した

ところを見たことがなかったからであ

る。さすがに、Appleもクレームの多

さに辟易したのか、結局、予約ユーザ

ーには、予約時のクロックと価格で販

売（ただし、500MHz版はなくなった

ために450MHz版の旧価格）すること

にした。

Appleは、iMacの類似製品を訴訟し

まくっているようだが、新しいOSを

「OS9」と呼んで、同名のOSを古くか

ら販売しているMicrowareから訴えら

れているし、ColorSyncについても、

特許侵害の訴訟を起こされている。価

格改定の件では、「優れた企業は失敗

を改める」とコメントしたそうだが、

こんどはどう「改める」のだろうか？

インターネット販売で、あっという

まに予定数を売り尽くしたソニーのロ

ボットAIBOだが、再度販売が行われ

た。前回の人気に気をよくしたのか、

今回は、ヨーロッパ向けにも販売する

のだとか。

個人的には、イヌとかの動物が好き

ではないので、欲しくもない（高くて

買えない？）のだが、あの人気ぶりは、

なんだか、ブランド物、高級カバンな

んかと同じ構造を感じてしまう。知ら

なかったのだが、意外にイヌとか高い

ものなのですね。ペットとして見れば、

超高級ってわけでもないのでしょうか。

イヌに餌をやらず、病気になると、

ペットショップに「不良品だから交換

しろ」という客もいる昨今、本物のイ

ヌが死なないだけましかもしれない。

おそらくネタ元は、ウォールストリ

ートジャーナルだと思うが、Microsoft

がいわゆるゲームマシン開発に乗り出

しているという記事がいくつか出てい

る。プレイステーション2を脅威と感じ

たとか、ゲームソフトがどうしてもゲ

ームマシンのソフトを越えられないな

どいくつか理由はあろうけれど、やっ

ぱり、例のGatesの負けん気が出たよ

うな気がする。AMDのCPUを使った

AT互換機をベースにしたX-BOXとい

うコードネームまで登場しているが、

なんとなく本当そうな話。たぶん、今、

OEMメーカーを探していたり、交渉中

という感じなのでしょうか。やるとす

ると、Microsoftのことなので、クリス

マスまでになんか発表して、対抗メー

カーの勢いをそぐ作戦に出そうな気が

する（とはいえ、OEMメーカーがなけ

れば話にならないが）。

ただ、ゲーム専用機は子供が大きな

主導権を握っているが、パソコンとな
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ると、どちらかというと親が主導権を

握っており、ちょっと購買層などが違

うので、従来通りのやり方ではうまく

いかない気がする。

そ れ に 、 す で に プ レ ス テ や

Nintendo64、ドリームキャストなんか

で商売しているソフトハウスが乗るか

どうかですね。Microsoftにロイヤリテ

ィが必要ないPCのソフトと同じライセ

ンスだと、移植物ぐらいはやるかもし

れませんが……。

国内では、次々と10万円以下のパソ

コンが登場しており、中にはゲートウ

ェイのようにプロバイダに3年契約する

と5万円引きってところも出てきた。低

価格PCでは、ソーテックのe-ONEが一

歩リードした感じだったけど、各社と

もに10万円を切って、年末商戦を戦う

ようだが、台湾地震の影響がここにき

て効いているのだとか。メーカーによ

り影響が違うようで、悲喜こもごもと

いった感じで、すでに年末をあきらめ

ざるを得ないところもあるとか。

パソコンの価格が安くなると、各部

品のコストが問題になるが、その中で

も大きな割合を占めるのは、いまやハ

ードディスクかWindowsのライセンス

かと言われる状態になっている。ハー

ドディスクは、ディスクメーカーが、

低価格マシン対応を整えつつあり、下

が る 兆 し が 見 え て い る も の の 、

Windowsのライセンスは、ちっともそ

ういう気配がなく、各社苦慮している

らしい。特に米国では、200～300ドル

と い っ た レ ン ジ に 入 っ て お り 、

Windowsのライセンスが占める割合は

かなり大きいらしい。

Linuxでも、Netscapeなどがもう少

しラフに扱っても落ちなければ、いい

線いくと思うんですけど（Windows98

でもNetscapeは落ちる時は落ちるんだ

から、もう少しなんだけど）。どうせ、

インターネット使いたいってユーザー

は、ブラウザとメールぐらいしか使わ

ないでしょ。パソコン安くしたいメー

カーがどーんと投資しないかしらね。

あんまり長いんで、マスコミがみん

なだれちゃったMicrosoft対司法省の裁

判だが、裁判の結果に影響する「事実

認定」が発表され、トップニュースに

返り咲いた。これによると、「Micro

softは、OS市場で独占力を持っている」

と裁判所は認定し、これを元に判決を

出すことになる。まだ、どういう判決

が出るのかは決まってもいないし、

Microsoftと司法省の和解というシナリ

オもありえる状態。さらにいえば、こ

の裁判は、まだ「ワシントン連邦地方

裁判所」での裁判であり、判決が出た

としても控訴があり得るわけで、

Microsoftに対する処分などが確定した

わけでもない。

しかし、日本でも報道された通り、

「Microsoftに不利な判決が出る」とい

う観測が大勢を占め、雰囲気的には、

Microsoftにとっていい方向にはない。

このため、Microsoftも、今後は、PC

メーカーに対して、影響力を行使しに

くい状況になってきた。つまり、何か

を強制しようとすれば、それが新たな

訴訟や、現在の裁判にいい影響を与え

ないことになるからだ。

当面、Microsoftもあまり強引なビジ

ネスはしにくい状態だし、他のOSやア

プリケーションに対する攻撃的な活動

も控えめになるかもしれない。

とはいっても、これで、他のOSがシ

ェアを拡大できるかどうかは、やはり

OSの出来にかかっているわけで、タナ

ボタ式に、シェアが上がるわけでもな

いだろう。やっぱり、シェアを上げる

には地道な努力が必要というわけだ。

もっとも、千載一遇のチャンスではあ

ると思うが。
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前回と同じような「つかみ」になっ

てしまって申し訳ないのだが、Linux

を使いたい動機の多くに「ネットワー

クのサーバとして利用したい」という

場合があるらしい。実際、ファイルサ

ーバやプリントサーバとしてSambaを

使ったり、WebサーバとしてApache

を使う話題は、Linuxを主題とした雑

誌や書籍ではお約束として、かなら

ず取り上げられている。かくいう筆者

も、この話題についてはいくつかの雑

誌で記事を書かせてもらった。

一方で、「パソコン」と「ネットワ

ーク」という2つの言葉を聞くと、現

在ではすぐに「インターネット」が連

想されると思う。個人でパソコンを使

う場合、ほとんどはモデムによるダイ

ヤルアップ接続でインターネットを使

っているのだろうが、LANカードを使

ってパソコン同士を接続しているユー

ザーは、思いのほか少ないのではない

だろうか？ 会社でならともかく、家
でまでLANを引く意味はない
と考えるユーザーが多いのかもしれな

い。実際、実用的な意味で家庭内での

プリンタ共有やファイル共有が必要に

なるようなユーザーはそれほど多くな

いだろう。

しかし、近い将来、家庭電化製品や

AV機器のネットワーク接続が一般的

に可能になったり、デジタルTVが普

及するようになれば、家庭内になんら

かの形のLANを敷設することは当たり

前のことになるだろう。もちろん、そ

の際に使われるネットワークが現在の

10Mbpsあるいは100MbpsのEthernet

であるかどうかはわからないが、その

上を流れる情報は、現在のTCP/IPを

ベースにしたものになることは、ほぼ

間違いないだろう。そのような時代に

なってあわてることのないように、い

まから家庭内LANを使ってみるのも悪

くないのだ。LANの構築に慣れていれ

ば、デジタル家電の時代になって、高

額なLAN敷設料金をヤクザな業者に払

う必要もないだろうし、手持ちのパソ

コンなどを家庭内LANに接続すれば、

デジタル家電の使い勝手もきっと良く

なることだろう。

いろいろ書いたが、別に実用的な
目的がなくても、単なる興味だけ

で家庭内にLANを引いてみるのもよ

い。そもそも、現在のインターネット

の基礎になっている「TCP/IP」とい

うプロトコルは、LANのような環境に

おいてもまったく同じものが使われて

いるのだ。TCP/IPのLANを自分で構

築すれば、家庭内に自営の超小型イ
ンターネットを作ったことにもな

るだろう。

以前ほどは喧伝されなくなったが、

イントラネットというのも、自前

のTCP/IPネットワークをつくって、

限定的にインターネットと接続する、

というような意味だと思ってもらって

間違いない（ずいぶん乱暴な解釈かも

しれないが、大筋では間違っていない）。

だから、たとえ2台ほどのマシンを

EthernetとTCP/IPで接続して、ISDN

ルータなどでインターネットにダイヤ

ルアップ接続しているだけでも、ウチ
はイントラネットやってます
からと他人に吹聴できる。

さて、家庭内にLANを引くからとい

って、別にLinuxなどのUNIX系OSが

必須になるというわけではない。

Windows系のOSだけでTCP/IPの

LANを構築することは、現在において

もまったく問題はないし、プリンタ共

有やファイル共有しかしないのなら、

EthernetやTCP/IPについての専門的
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第4回　LANのないLinuxなんて……(1)
「LinuxはSOHOサーバに最適」という文句をよく耳にする。事実、

Linuxは、ファイルサーバ、Webサーバ、データベースサーバ、プリント
サーバなど、相当数のクライアントの面倒をみるのに十分な機能と性能を
持っている。しかし、それほど大げさに考えなくても、LinuxをLANに接
続することのメリットは大きいし、たとえ2台のパソコンしかない場合で
も、それらをLANで接続するかしないかによって、使い道は大きく変わっ
てくるのだ。面倒なことは抜きに、ともかくLANを使ってみよう。

文：竹田善太郎
Text : Zentaro Takeda
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な知識はほとんど必要がない。しかし、

インターネットへの接続を複数のマシ

ンで共有したり（つまり、複数のマシ

ンから1本の電話回線を共有して、同

時にインターネット上のサービスを利

用できるようにする）、プロキシサーバ

などを使ってWebページの閲覧性能を

改善しようとすると、Windows系OS

でもできないことはないのだが、

Windows NTなどの高価なOS、あ

るいは市販のパッケージソフトなどが

必要になるし、設定に当たっては

TCP/IPについての専門的な知識と、

Windows固有の「コツ」が必要になっ

てくる。もちろん、Linuxを使って同

じことをさせようとする場合でも、必

要となる知識は同じだし、設定だって

一朝一夕にはできるものではない。し

かし、「高価な」ソフトウェアの使用料

金を誰かに払わなければならないとい

うことはない。その一点だけでも

Linuxに軍配が上がるのだ。

パソコンを使ってお金を儲けようと

いうのでないのなら、ソフトウェアの

代金として支払う金額は、少なければ

少ないほうがよい。無論、お金を払え

ばその分手間は省けることも多々あ
るかもしれないが、少なからず知的興

味をもって家庭でパソコンを使ってい

るのなら、安易にお金を費やすことよ

り、少しコンピュータやネットワーク

のことを学んで、自分の力でパソコン

を使いこなすことを考えてもよいだろ

う。そういう意味からも、素人のユ

ーザーにLinuxをおすすめしたいので

ある。

2台以上のパソコン（あるいはパソコ

ンとISDNルータなどのネットワーク機

器）を接続するには、パソコン側にネ

ットワークカード（ノート型PCなら

PCMCIAタイプのネットワークカー

ド）、ネットワークカードに接続するケ

ーブル、そして「ハブ（HUB）」と呼

ばれる装置が必要になる。

ネットワーク機器で一番やっかいな

のが、パソコンに装着するネットワー

クカードの選択だ。こればかりは、使

用しているパソコン本体の機種（ある

いはマザーボードの種類、同時に使用

している他のカード類の種類）などが

問題になることもあるし、Linuxで使

えないカードというのも多く存在する。

また、広告や商品の箱などにLinux
対応とうたわれているものでも、イン

ストール時にフロッピーなどからドラ

イバをインストールする必要があった

り、面倒な設定ファイルを記述しなけ

ればならないものも多い。

ネットワークカードの選択で一番確

実なのは、自分が使っているLinuxの

ディストリビューションの配布元から

の情報を元に、確実にサポートされて

いるカードを選択することだ。この際、

対応機種一覧を見るときに注意すべき

ことは、「ベンダーが配布しているドラ

イバが必要」とか、「設定ファイルの書

き換えが必要」という注意書きが付記

されている製品に注意することだ（画

面1）。これらの注意書きは小さな字
でわかりづらい形で書かれてい

ることが多いので、つい見逃しがちだ

が、注意書きがあるということは、素
直にはインストールできない
ことを示しているのだと思っていたほ

うがよい。

ドライバの別途のインストールなど

が必要のないカードなら、カードをパ

ソコン本体に差してからLinuxを通常の

手順で再インストールしたり、Turbo

Linuxを使っているのなら「turbonet

cfg」コマンドを使ってネットワークカ

ードの追加を行うだけで、ハードウェ

アの準備は完了である（画面2）。あと

は、ネットワークカードとハブをケー

ブルで接続して、Linux上でネットワ

ークの各種設定を行うだけでよい。

ネットワークカードのインストール

やケーブルの配線については、これ以

上の説明はしない。というより、誌面

の都合でできない。本誌のネットワー

ク関連の記事や、その他の雑誌記事や

書籍を参照してもらいたい。といって
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ネットワークカードと
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ホスト名とIPアドレス

画面1 Linuxのネットワークカード対応一覧表の例
（LASER5 Linux 6.0の場合）

対応一覧表に「パッチが必要」や「ベンダーが配布するド
ライバのインストールが必要」となっている場合は、パッチ
ファイルやドライバファイルの入手が必要になる。また、イ
ンストールは、それぞれのファイルに付属する（はずの）ド
キュメントに従って行う必要があるが、初心者には難しい作
業となることも多い。「備考」欄になんの注意書きもかかれて
いないカードなら、Linuxなら特別な操作なしにインストール
できるはずだ。

画面2 turbonetcfg（/usr/sbin/turbonetcfg）に
よるネットワークカードの追加

TurboLinux 4.0では、Linuxのインストール後にネッ
トワークカードを追加したような場合、turbonetcfgユ
ーティリティによって、インターフェイスの追加作業を
行う。詳しい使用法については、TurboLinuxのマニュ
アルを参照してもらいたいが、基本的には画面上の指示
に従って、各種パラメータを入力してゆくだけでよい。



も、それほど面倒な作業があるわけで

はないので、心配することはないだろ

う。

さて、ネットワークカードやケーブ

ルの配線が済んだら、パソコン同士が

通信できるようにいろいろな設定を行

ってやる必要がある。市販のTCP/IP

ネットワークの入門書などを見ると、

ずいぶん分厚い本が多く、また書いて

ある内容もずいぶんと難しいように思

われて、躊躇してしまう読者も多いか

もしれないが、インターネットに直接

接続して、たとえばWebサーバやメー

ルサーバを立ち上げようという壮大
な野望があるわけでもなく、ただ単

に家の中だけでインターネットご
っこをしたいのであれば、必要になる

設定は驚くほど少ない。もともと、

LinuxなどのUNIX系OSには、OS自体

にTCP/IPによる通信を行う機能が組

み込まれているので、若干の設定ファ

イルを記述してやるだけで、すぐに通

信できるようになっているのだ。

また、LANによる通信の設定は、電

話回線を使ってダイヤルアップでイン

ターネットに接続する設定を行う場合

に比べても、驚くほど簡単である。

Windowsでダイヤルアップ接続の設定

を行ったことのある読者ならわかるだ

ろうが、ダイヤルアップ接続の設定に

は、接続先の電話番号の設定、発信元

の電話に関する設定（市外局番や内線

からの発信の方法）、モデムの各種設

定（通信速度、フロー制御、ダイヤル

トーンの有無の設定）が必要になる。

Linuxの場合も同じで、これらの設定

をきちんとしてやらないと、モデムが

電話をかけてくれなかったり、つなが

ってもすぐに切れてしまったり、ある

いは、自動的にダイヤルアップ接続し

ようとしてもうまくいかなかったりと、

さんざんな結果になる。

さて、LANのインターフェイスカー

ドやケーブルで結ばれたマシン同士が

通信するには、それぞれのマシンに名
札をつけてやらなければならない。こ

の名札のことを、専門用語では気取

ってアドレスと呼んでいる。インタ

ーネットやイントラネットの世界では、

この名札としてIPアドレスという

ものを使っていて、その実体は16ビッ

トの数値である。3桁の数字がピリオ

ドで区切られて4つ並んでいる形式で表

記されることが多いので、たとえば

「192.168.1.1」とか「10.101.1.1」などの

数字の列を、どこかしらで目にしたこ

とがあるだろう。

自分のマシンを、本物のインター

ネットに直接に接続したい場合は、し

かるべき機関にお伺いをたてるか、あ

るいは大金を払ってその手続きを代行

してくれる業者に依頼するかして、自

分専用のIPアドレスを取得する必要が

ある。しかし、家庭内でインターネッ

トごっこをしたり、あるいはダイヤル

アップルータなどを使ってLANからイ

ンターネットを利用できるようにする

場合には、そのような手続きは必要な

い。その代わりに、「家庭内や会社内

などの限られた範囲なら、誰でも自由

に使ってよいアドレス」というものが

存在する。いわゆるプライベート
アドレスと呼ばれているもので、前

述の「192 . 1 68 .XXX .XXX」とか

「10.XXX.XXX.XXX」とかいうアドレ

スがそれである。

ダイヤルアップルータなどを使って、

一時的にでもインターネットへ接続す

るのだから、正式なIPアドレスが必要

になるのでは、と心配する読者がいる

かもしれないが、ダイヤルアップルータ

のほとんどは、プライベートアドレスか

らのアクセスを、ダイヤルアップ接続時

に一時的にプロバイダから割り当てら

れる正式なIPアドレスに変換する仕組

みがあるので、LANの内側では外のこ

とを気にする必要はまったくない。

LANの設定を始めるに当たって、ま

ず必要になるのは、自分のLANの中で

使用するIPアドレスの範囲を決めてや

ることだ。ここでは、「192.168.1.1」か

ら「192.168.1.254」という範囲のアド

レスを使うことにする。LANに接続す
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画面3 Windows 98でマシンのIPアドレスを設定する

家庭内LANで、すべてのマシンのIPアドレスを手動で
設定したい場合には、［TCP/IPのプロパティ］の［IPア
ドレス］タブで［IPアドレスを指定］を選択し、設定
したいIPアドレスの数値をIPアドレスの部分に入力す
る。［サブネットマスク］については、「192.168～」で
始まるアドレスの場合は、なにも考えずに画面のように
「255.255.255.0」を入力しておけばよい。

画面4 Linux（TurboLinux）でのIPアドレスの設定

通常は、LinuxをインストールしたときにIPアドレスの設定
も行うが、インストール後に設定を変更したり、インターフ
ェイスカードを追加したような場合は、turbonetcfgでIPアド
レスの設定を行う。起動後の［ネットワークの設定］画面で
［ネットワークインターフェイス］を選択してリターンを押し、
インストールされているEthernetインターフェイス（通常
「eth0」という名前になっている）を選択してから［編集］を
選択すると、IPアドレスの設定画面になる。［ネットマスク］
の 設 定 は 、 画 面 3の Windows 98の 場 合 と 同 様 に
「255.255.255.0」を指定しておけばよい。その他のパラメー
タについては、画面のように、デフォルトの値をそのまま使
えばよい。



る装置すべてに、「192 . 1 68 . 1 . 1」、

「192.168.1.2」、「192.168.1.3」といった

順に番号をつけてゆく（ハブは除く。

ハブは単なる電線の接続装置だと思え

ばよい。ただし、ダイヤルアップルー

タとハブが一体になっている場合につ

いては、ダイヤルアップルータの部分

にはアドレスを割り当てる必要があ

る）。メモ用紙かなにかに、装置の一覧

を作って、どの装置にどのアドレスを

割り当てたかを書き留めておけばよい。

IPアドレスさえ割り当てておけば、

普通の通信は支障なくできるのだが、

IPアドレスは単なる数字の列で人間に

はわかりづらいので、人間側の便宜
的な手段として、英数字の文字列に

よるホスト名というものをつけるこ

とになっている。これは、IPアドレス

とは違って、自分で勝手に好きな名前

をつけてやればよい。 たとえば、

「banana」、「orange」、「grape」など、

果物の名前にするか、「pc01」、「pc02」、

「pc03」といった、素っ気ない名前に

してもまったくかまわない。

各マシンにIPアドレスと名前を割り

当てたら、それぞれのマシンに自分の

アドレスと名前を教えなければならな

い。この手順は、OSの種類やLinuxな

らディストリビューションによって変

わってくるが、Windows 98の場合は、

「ネットワークコンピュータ」のプロパ

ティダイアログ（デスクトップ上の

「ネットワークコンピュータ」アイコン

を右クリックして「プロパティ」メニ

ューを選択する）で設定できる（画面

3）。Linuxの場合は、インストール時

に表示されるアドレスやホスト名の設

定画面で行うのがもっとも簡単だが、

Turbo Linuxの場 合 なら、 前 述 の

turbonetcfgコマンドでも設定できる

（画面4）。なお、Windowsの場合はあ

らかじめTCP/IPプロトコルもインス

トールしておかなければならないが、

その手順については省略する。それほ

ど難しい作業ではないので、オンライ

ンヘルプなどを参照しながらトライし

てもらいたい。

ここまでの作業だけで、すでにLAN

上のマシン同士でTCP/IPプロトコルに

よる通信はできるはずである。たとえ

ば、Linuxのコマンドプロンプトから、

$ ping 192.168.1.1

と入力してやれば、リスト1のようなメ

ッ セ ー ジ が 表 示 さ れ る は ず だ 。

Windows 98でも同じようなコマンド

（PING.EXE）があるので、MS-DOSプ

ロンプトから試してみるとよい。

ただし、このままでは、たとえば、

$ ping orange

などと、ホスト名を使って通信しよう

としても、できない。マシン同士が、

お互いの名前を知る手段がないからで

ある。このため、各マシン上に、LAN

上のすべてのマシンの「名簿」のよう

なものを用意してやらなければならな

い。これが、いわゆるhostsファイ
ルと呼ばれるもので、Linuxの場合は

/etcディレクトリの下のhosts、Window

sの場合は起動ドライブの¥Windows

ディレクトリの下のhostsというテキス

トファイルになっている。hostsファイ

ルの形式は、LinuxもWindowsも同じ

である（厳密には違うらしいが、ここ

では細かいことは気にしないこと）。

ファイルの書き方も簡単で、IPアド

レスとホスト名を並べた行を、LAN上

のホストの数だけ追加してゆけばよい

（リスト2）。ただし、一番上の行にあ

る「127.0.0.1」で始まる行は、特別な

意味を持つ行なのだが、ここでは気に

しないでおまじないのようなものだ

と思っていればよい。

ここまでで、ちょっと誌面が足らな

くなってしまったので、次回はLinux

をLANでつなぐとどんなことができる

かについて、話を進めたいと思う。
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初級Linuxer養成講座

必要なのは
hostsファイルだけ

▼リスト1

[zen-t@zen06 zen01]$ ping 192.168.1.1

PING 192.168.1.1 (192.168.1.1): 56 data bytes

64 bytes from 192.168.1.1: icmp_seq=0 ttl=255 time=0.8 ms

64 bytes from 192.168.1.1: icmp_seq=1 ttl=255 time=0.6 ms

64 bytes from 192.168.1.1: icmp_seq=2 ttl=255 time=0.6 ms

64 bytes from 192.168.1.1: icmp_seq=3 ttl=255 time=0.6 ms

64 bytes from 192.168.1.1: icmp_seq=4 ttl=255 time=0.7 ms

64 bytes from 192.168.1.1: icmp_seq=5 ttl=255 time=0.6 ms

64 bytes from 192.168.1.1: icmp_seq=6 ttl=255 time=0.6 ms

64 bytes from 192.168.1.1: icmp_seq=7 ttl=255 time=0.6 ms

64 bytes from 192.168.1.1: icmp_seq=8 ttl=255 time=0.6 ms

64 bytes from 192.168.1.1: icmp_seq=9 ttl=255 time=0.7 ms

--- 192.168.1.1 ping statistics ---

10 packets transmitted, 10 packets received, 0% packet loss

round-trip min/avg/max = 0.6/0.6/0.8 ms

[zen-t@zen06 zen01]$ 

▼リスト2

127.0.0.1 localhost

192.168.1.1 apricot

192.168.1.2 banana

192.168.1.3 citron

192.168.1.4 durian



本題に入る前に、少し告知をさせて

いただきたい。日刊アスキー Linuxは

Webメディアとしてスタートしたが、

ついにメールサービスも開始すること

になった。一昔前のプッシュではない

が、やはりWebページのみの展開では、

サービスとしても不十分であろうとい

う理由からだ。もっとも、Linux関連

のニュースはそれほど多くはないので、

まずは週1本のペースから始めることに

なっている。これさえ読めば、その週

のLinux関連の動きが分かる仕組みだ。

いまのところ、まだまだ検討段階を脱

していないので、最終的にどのような

中身になるのか分からないが、近いう

ちに日刊アスキー Linux上でお知らせ

することになるだろう。興味があれば、

ぜひ登録のほど、お願いいたします。

1999年11月号の当コーナーでは、技

術担当のほうから日刊アスキー Linux

の部内システムについて詳しいレポー

トをお届けしたが、今月は編集サイド

から、実際の取材から記事公開に至る

までの流れをご紹介しよう。

まずは日刊アスキー Linuxのスタッ

フの素性からご説明したい。現在、日

刊アスキーで記事を作成する編集スタ

ッフは3人いる。編集者2人と、アルバ

イト1人だ。そのほかは、編集長と技

術担当という人員構成になっている。

といっても、技術担当も実は元（とい

うよりも現役）編集者なので、企画会

議には必ず出席するし、原稿の執筆や

校正も行う。この全スタッフの中で、

雑誌や書籍（紙のメディア）経験がな

いのはアルバイトの1人だけで、あとの

人間は、何らかの形で5年以上は紙メ

ディアに関わってきている。当初、企

画立案といった面はさておき、Webメ

ディアも記事作成の実作業では、紙メ

ディアの編集とたいして違いはないだ

ろうと思っていたのだが、実際に作業

を始めてみると、その違いにしばしば

戸惑うこととなった。

それでは、ところどころ雑誌の作成

と比較しながら、取材から記事公開に

至るまで、ステップを追いながらご説

明しよう。

記事作成作業のもっとも初期に行わ

れる取材に関しては、雑誌とはほとん

ど違いがない。取材の形態はいくつか

ある。有名人の来日や、新製品出荷の

発表に合わせ、インタビューをしたり、

メール、電話で話を聞き、記事の材料

を集める。場合によっては写真を撮る。

写真は、雑誌を作るときはフィルムカ

メラを使っていたのが、日刊アスキー

になってからはデジタルカメラに変わ

った。使う機種はメガピクセルを条件

に、月刊ASCII DOS/V ISSUEのデ

ジタルカメラ記事担当などに相談し

て、COOL PIX 950に決定した（写真

右）。

ちなみに、写真左のカメラは雑誌の

取材などで使っていたキヤノンEOS

Kiss。雑誌に掲載される写真が、プロ

機材ではなく素人にも扱えるEOS Kiss

で撮られているのを疑問に思われる方

もいるかもしれないが、COMDEXな

どのショウを取材するときは、軽くて

振り回しやすいし、もともとカメラの

知識が乏しい人間には、オートですべ

てを任せられるシロモノのほうが頼り

になるのだ。どちらにせよ、クオリテ

ィが必要な写真はプロのカメラマンに

出動してもらうことになる。

フィルムのカメラからデジタルカメ

ラになって、取材はかなり楽になった。

デジタルカメラの導入は、もちろん

Webがデジタル媒体だから、とういう

理由からだが、副次的なメリットもあ

った。フィルムを交換する必要のない

ことや、持ち運びやすさなどである。

特にショウ会場の取材は、デジタルカ

メラのほうが圧倒的に楽だ。ストロボ

をつけたフィルムのカメラを持ち運ぶ

だけでもつらいのに、さらに各社ブー

スで集めた資料が入ったバッグを肩か

ら提げ、首から入場許可証、背中には

バックパックといったいでたちで、ア

レやらこれやらの紐が絡まる。さらに、

ストロボで重心が上になってしまった

カメラは、胸の上で不安定な動きをす

る。こうした状態でフィルムが切れる

と、バックパックからフィルムを取り

出し、カメラのカバーを開けて取り替
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日刊アスキー Linuxの裏舞台
～取材から公開まで～

Linuxの総合情報サイト「日刊アスキー Linux（http://www.linux24.com/）の
出張店舗ともいうべき当コーナー。今月は、1999年11月号で紹介した日刊
アスキーの記事公開への流れを、さらに詳しくご紹介しよう。

日刊アスキーLinux
on Linux magazine

日刊アスキー Linuxの
記事作成方法

取材



え（このときもカメラ内部を傷つけな

いように神経を使う）、撮影済みフィ

ルムをしまうといった動作が必要とな

る。さらに、実際にうまく撮影できた

のか、とても不安になるのだ。

余談だが、筆者が海外取材に行った

とき、ふとした拍子でパノラマ撮影の

スイッチを入れてしまい、帰社して現

像したらすべて横長の写真となってし

まっていて青くなったことがあった

（いつも被写体を画面一杯には撮影せ

ず、余白をとって撮影しているので、

被写体が切れていることがなくて助か

ったのだが）。

これがデジタルカメラならば、その

場で仕上がりが確認できる。さらに、

取材中に行うのはせいぜい電池交換程

度だ。電池の交換は、フィルムのよう

に神経をとがらせる必要もない。使用

済み電池をバックパックにバラバラと

放り込み、新しい乾電池を入れて終わ

りだ。一番大事な撮影データに傷が付

く可能性もないのである。

ここで、写真のクオリティについて

もう少し述べておくと、雑誌において、

ショウレポートの写真や、ニュースペ

ージで使われる小さいモノクロ写真な

どは、今やデジタルカメラでも十分な

場合が多い。カメラの知識が乏しい編

集者が撮影する場合など、むしろ液晶

モニタで撮影結果が分かるデジタルカ

メラのほうが、ありがたくさえあるの

だ。

取材ではもうひとつ、ノートパソコ

ンも重要だ。編集部とメールのやりと

りをするのは言うに及ばず、デジタル

カメラで撮影した画像の保存場所にも

なるし、講演などの取材の場合は速記

しておけば原稿の元にすることができ

る。もっとも、インタビューでは、ま

さか相手と話をしながらキータッチす

ることはできないので、録音機材と紙

のノートを使う。

こうして、テキストと画像という、

記事の材料がそろうわけだ。

材料がそろったら、次は原稿作成だ。

原稿執筆は、たいていの場合編集部に

帰ってから行うのだが、速さが求めら

れる場合は、取材現場での記事作成と

なる。たとえば、11月1日の「Corel

LINUXの日本語化が発表」（http://

www.ascii.co.jp/linux/news/today/ar

ticle/article312736-000.html）の記事

は、発表会が終わった直後に会場内の

ロビーで原稿を書き、画像とともに編

集部にメールした。それほど急がない

場合は、編集部に帰ってきてから、取

材テープをテキストに起こしたり、画

像を整理して検討して掲載、といった

作業を行う。

ここで、雑誌であれば、

1.ラフレイアウトを描く

2.原稿を書く

3.誌面デザインのためデザイナーに文

章と写真などを渡す

4.レイアウトが終わった誌面をプリン
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写真

左 が EOS Kiss。 右 が
COOL PIX。ボディは同
じ大きさだが、レンズの
分EOS Kissのほうがか
さばるのが分かるだろ
う。軽量派のEOS Kiss
さえ、デジタルカメラの
手軽さにはかなわない。

図　当コーナーのラフ

原稿作成



トアウトし校正する

という作業を行い、最終的に印刷所に

データを入稿して本になるのを待つ。

Webページの作成は1～4よりも関わる

人数が減った分、作業は簡略化される。

その代わり、編集者1人でこなさなけ

ればならなくなった。

「ラフレイアウト（ラフ）」というの

は、図のように誌面の割り付けを書い

て、タイトルの位置や写真の位置をデ

ザイナーに伝えるためのものだ。誌面

の設計図といってもいい。ここで、原

稿の文字数なども計算できる。

日刊アスキー Linuxは、短いニュー

ス記事が主なコンテンツなので、あま

りラフを描くことはない。長編の記事

もたいてい簡単なメモ程度を描くのみ

だ。これは、文字の位置、画像の位置

を直接決めるのが、記事作成者である

編集者自身のため、ページレイアウト

に関して第三者であるデザイナーの手

が介入しないからだ。「自分が分かれば

それでいい」のである。これは、作業

工程が短縮できるぶん楽なのだが、実

は裏をかえせば、デザイナーの仕事も

自分たちでやっている、ということに

なる（もっとも、Webページそのもの

の雛形は決まっているので、デザイン

センスを問われることはない）。

もっとも違うのがこの段階だ。私の

場合は、原稿を書きながらタグも付け

ていってしまうことが多い。本誌1999

年11月号の当コーナーでも紹介したと

おり、日刊アスキーではオリジナルの

記事にXMLを採用している。そのた

め、タグに関しても日刊アスキーのコ

ンテンツに則ったお手製のタグが使わ

れる。

タグ挿入は、ヘッダなどの定型箇所

は、テンプレートのファイルからコピ

ーして持ってきてしまう。そのほかの

段落（パラグラフ）や箇条書きは、私

の場合Windowsの「秀丸エディタ」に

“おーなーしぇふ”さん作のタグ挿入の

ための秀丸マクロ「とにかくコントロ

ールdeエンター」を組み込んで使って

いる。とはいっても、実は<p>～

</p>の挿入程度にしか使っていないの

だが。カスタマイズすれば、もう少し

秀丸マクロで行う作業が増えると思う

のだが、なかなか勉強する時間がとれ

ず、今に至っている。

原稿を書く、という用途に限っては、

XMLエディタよりもテキストエディ

タ＋タグ挿入型マクロが楽だ（画面1）。

我々の場合、使うツールの第一条件と

して、原稿作成に適したものでなけれ

ばならないからだ。一気に本文を書い

ていき、そのあとでタグを挿入したり、

箇条書きの部分を付け足していったり

と、まるで決まった手順がないのであ

る。ところでヘッダなどの定型部分を

記録しているファイルは、きわめて単

純なものだ（画面2）。

この段階に相当する部分は、我々に

とっては部内サーバに原稿と画像ファ

イルをアップロードする過程にあたる。

ここでは、XMLの構造チェックが行わ

れ、日刊アスキーのXML仕様と実際の

原稿（XML文書）の構造に違いがあ

ると、エラーが出て登録できない（画

面3）。構造に違いがある、とは、単純

な例でいえばタグの閉じ忘れなどだ。

そして、この構造チェックに合格する

と、晴れて部内サーバに登録される。

この際、原稿（XML文書）に記した

通りの、タイトルや作成日、サマリー

などが表となり「データ内容」（画面4）

として現れ、チェックできる。

さて、テキストは無事に登録できた

が、次は画像の登録がある。当然のこ

とだが、これらはすべて画像データと

して登録する。紙の写真だったらスキ
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画面1 秀丸エディタと秀丸マクロ「とにかくコントロ
ールdeエンター」。カスタマイズも強力だが、筆者はお
もに段落のタグ挿入に使っている。

画面2 ヘッダおよびフッタのテンプレート。日付などはマ
クロなどを組んで自動的に挿入したいところだが、そうした
ことに時間を割くよりは、原稿を書いたほうが効率的なのだ。

画面3 XMLの記述を間違えたときのエラー。このエラ
ーが出たら、編集者は再度構文をチェックする。

1.ラフレイアウトを描く

2.原稿を書く

3.デザイナーに文章と写真を渡す
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ャナであらかじめ画像データにしてお

くし、図版もドローデータである

Illustratorのデータから、ただの画像

ファイルにしておく。

ところで、デジタルカメラで撮った

画像は、トリミングしたり解像度、色

の明るさを調節している。現在筆者が

使用しているデジタルカメラの撮影モ

ードは、1600×1200ドットの大きさで

ある。「大は小を兼ねる」ではないが、

もしかしたら、雑誌の編集部から「あ

のときの写真、ない?」と言われた場合

に、解像度が高ければ転用も可能だし、

マザーボードの一部分を拡大して掲載

する場合も考えられるからだ。だが、

この1600×1200ドットという巨大なサ

イズでは、そのままWebに公開するこ

とはできない（物理的にはできても、

読者が怒るだろう）。よって、これらを

適切な大きさに変更する。こうして加

工した画像は、登録した記事の「デー

タ内容」ページで登録する（画面5）。

そして、最終段階である校正に入る。

テキストも画像も登録が終わると、ペ

ージサンプルを印刷し、査読（原稿を

他者が読んでチェックする）と校正に

入る。ここまで来ていちいち紙に印刷

するのは一見無駄なように見えるが、

モニタ上で原稿をチェックするのと、

紙で見るのでは、間違いを見つけられ

る確率が違うのだ。この違いは圧倒的

といっていい。スタッフに紙媒体の経

験が長いことが影響しているかもしれ

ない。さらに、原稿に「ここを直した

ほうがよい」といった“赤字”を入れ

る場合も、紙のほうがスムーズである。

ドキュメントにコメントを挿入する機

能をもつソフトもあるが、紙に線を引

っ張ったり注意書きをしたほうが、は

るかにコトは簡単に済む。

ここまできたら、あとは外部用のサ

ーバへと公開の処理を行えばいい。そ

の仕組みについては、1999年11月号の

当コーナーで紹介しているとおりだ。

文章で書くと長くなってしまうが、

こうした過程を経ても、短いニュース

であれば数10分で済む。日刊アスキー

Linuxの運営当初はタグ付けなどに戸

惑ったが、いまではまったく問題なく

うまく機能しているのである。

（日刊アスキー 吉川）

●募集職種

編集・編集アシスタント

（契約社員、アルバイト）

●資格・待遇

年齢経験不問（未経験者歓迎）

年齢、能力、経験を考慮当社規定により優

遇。完全週休2日制(土日祝) 

●勤務地

東京都渋谷区（京王新線初台駅より歩5分、

小田急線参宮橋駅より歩7分）

●応募要項

①履歴書（写真貼付）

②職務経歴書

コンピュータで得意な分野（なくてもかまい

ません）についての作文800字以内を、封書

に「日刊アスキー応募」と朱書きしたうえ

で郵送してください。書類選考のうえ、ご

連絡いたします（応募書類は返却いたしま

せん）。また、メールでも受け付けています。

上記要件を満たしたメールを、l inux24@

ml.ascii.co.jpまでお送りください。

●応募書類郵送先

〒151-8024

東京都渋谷区代々木4-33-10

株式会社アスキー

日刊アスキー編集部

「日刊アスキー応募」係あて

問い合わせ電話番号　03-5351-8915

Column

日刊アスキー Linux
スタッフ募集

画面4 データ内容の確認ページ。記事に割り振られる
ユニークな「データID」は別として、「タイトル」や
「登録者」、「要約」といった項目が、画面2と対応して
いることがわかる。

画面5

「データ内容」ページで、関連画像デー
タを登録する。登録表中にはサムネイ
ルが表示される。サムネイルをクリック
すれば、画面左のような、実寸の画像
を確認できる。

4.校正と査読
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●コマンドの起動設定

UNIX系OSでは、各種コマンド・デ

ーモンの起動条件を設定するファイル

として、『なんとかrc』という名前のフ

ァイルがいっぱいあります（『rc』は

『run command』の略です）。

私の個人使いのワークステーション

では、ざっとホームディレクトリを見

回しても『.cshrc』『.emiclockrc』

『.fvwm2rc』『.mailrc』『.mirqrc』

『.xinitrc』『.yatexrc』などというもの

があります（何のrcファイルか興味の

ある人は調べてみてください……趣味

がばれてしまいそうです）。/etcディレ

クトリには『csh.cshrc』『locate.rc』

『mail.rc』などのファイルの他、マシ

ン全体の動作に関わる初期設定として

『/etc/rc.d/』または『/etc/rc』なん

ていうディレクトリ、ファイルまであ

ります。

ちなみに以前の回で、他のOSでは

GUI系のセットアップツールがあるの

にUNIX系ではエディタでこれらを編

集するのが普通、と述べました。実は

Windowsでもレジストリというファイ

ルを各GUIツール（コマンド自身が書

き込むこともある）が編集しているん

ですね。エディタで書き換えられる、

各ツールの特性に応じた（逆にフォー

マットが統一されていない）個別ファ

イルに環境設定をするのがよいのか、

統一フォーマットで１個のファイルに

まとめられた環境設定がよいのかは議

論の分かれるところだと思います。X

ウィンドウシステムの各アプリケーシ

ョンの起動ファイル（X apprication

defaults）はこの2つの折衷のような路

線を走っていますが、それはそれで煩

雑な気もします。

いずれにせよ皆さんがviを使いこな

せるようになったあかつきには、これ

らのファイルを編集することになると

思うのですが……当のviにもrcファイ

ルはあります。

各個人別のviの設定を保存しておく

のは『̃/.exrc』というファイルです。

viはexの別名である（ことが多い）、

ということはすでに触れましたが、ど

うして『.virc』でないのかは私には聞

かないでください。

●.exrc を書こう

ここでいきなり『vi ̃/.exrc』とし

てviの起動設定ファイルをガシガシ書

いてもいいのですが、まずは皆さん、

前回触れたexコマンド『:set』を使っ

て、手動でviを使いやすい状態までも

っていってみてください。

さあ、できましたでしょうか？　じ

つはviには、この状態で.exrcを保存し

直すコマンドがあります。ここでexコ

マンド、

: mk hoge

としてみてください。カレントディレ

クトリに『hoge』という名前の、現在

のviの設定一覧が記されたファイルが

できているはずです。この状態が気に

入ったら『mv hoge .exrc』として次

回からの起動設定にすることができま

す。

また、viからいきなり『mk .exrc』

と設定をセーブすることもできます

（すでに.exrcがある場合には『mk!

.exrc』としないといけません）。

viバージンに贈る超入門講座

この連載も第5回、いよいよご紹介していないviの機能
も残すところあとわずかとなりました。今回は後半で、プ
ログラマー以外はあまり使わないかもしれないというコア
な機能をご紹介します（じつは面白いんですけれどもね）。
それだけでは皆さん面白くないかもしれないので、まずは
viの環境設定（前回の続き）から始めましょう。環境設
定はツール（vi）の使い始めに一度はまってしまうと、
後々なかなかいじることはないかもしれませんが……。

viはじめました

文：佐々木太良
Text : Taroh Sasaki

illustration ; Manami Kato

第5回　起動設定とmap、tagジャンプ機能
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ただしnvi／nexバージョンのviで

は、いじっていない（デフォルトの状

態の）setパラメータもすべて保存され

てしまっていますので、多少うざった

い感じはするでしょう（vimバージョ

ンではいじったパラメータだけが保存

されるようです）。まあ全部のオプショ

ンが書かれた状態からスタートし

て.exrcファイルを編集するのも、見慣

れないオプションと出会えたりしてな

かなかオツなのではないでしょうか。

●恐ろしくも面白い『map』

exコマンド『map』は、viモードで

の各種操作の置き換えを行うことがで

きます。ちょっと[:]map で現在のmap

を見てみましょう。図1はnvi/nexでの

例です。

『^[OA』などは、端末エミュレー

タのカーソルキーを押したときに『通

常出ると考えられる』エスケープシー

ケンスです（具体的にはkte rm・

xtermの他、DEC VTシリーズなどの

古典的端末もこれらを吐くようです）。

これを『hjkl』などのカーソル移動コ

マンドに割り当てておけば、カーソル

キーでカーソルが移動できるという

（ごく当たり前の）ことができるように

なるわけです。

なおvimではtermcapに書かれてい

るカーソルの上下左右移動のみを使用

するため、初期状態でのmapは一切な

いようです。

ところでmapできるのはこんなつま

らない（?）ものばかりだと思ってはい

けません。viコマンドでできるあらゆ

個人のviの起動設定を変更する場合は、本

文中で触れているように『̃/.exrc』ファイル

を編集すれば事が足ります（なお蛇足ですが、

他のコマンドの起動設定ファイルも含めてフ

ァイル名がドット『.』で始まっている場合が

多いのは、ホームディレクトリのリスト『ls

̃』を取ったときに、ファイルが大量に表示さ

れるのを防ぐため不可視ファイルにしている

のです）。

UNIX系OSではこれとは別に、あるコマン

ドについて『マシン全体の』起動設定ファイ

ルを置けるようになっているのが普通です

（こちらの場合は不可視だとむしろ不都合な

ため、『.』で始まっていないファイル名が普

通です）。

nvi／nex（BSD系）の場合は『/etc/vi.exrc』

（これまた謎な名前ですねえ）、vim（Red Hat

Linux 6.0）の場合は『/usr/share/vim/vimrc』

がマシン全体の起動設定ファイルとなりま

す。使い方は個人の『.exrc』と同一です。

ではどちらのファイルに設定を書けばよい

かというと、個人所有のフリーUNIX系マシ

ンではどちらでもあまり変わりはないといえ

ましょう。ただし設定をどんどん変えていき

たいのにマシン全体の設定ファイルはroot権

限でないといじれないとか、1人で複数アカ

ウントを使い分けるとき（パーソナルマシン

でも最低、rootと個人アカウントは使い分け

るべきです）、設定がすべてのアカウントに反

映されていないとイヤだ、ということはあり

うるでしょう。よく方針を考えてください。

大学の研究室などで1台のマシンを共用す

る場合は、初心者ユーザー（新規配属生）な

どのために管理者が『使いやすい（と信じら

れている）設定』をしておいてあげることが

あります。このような場合にはマシン全体の

設定を変えるファイルをいじるべきですが…

…管理者の場合、あまり個人の趣味を押し付

けるのはやめたほうがよいかもしれません

（笑）。

なお新規ユーザーアカウントを作成する場

合、adduserコマンドを実行するだけではな

く、ある程度の環境をセットアップするシェ

ルスクリプトを用意している周到な管理者の

方も多いと聞きますが、viの多くのバージョ

ンでは、.exrcファイルは当人の持ち物でない

と無視される場合があります。その場合はス

ケルトンユーザーへのシンボリックリンクで

済ませることはできません（だからこそマシ

ン全体の設定を使う方法が用意されているわ

けですが）。

詳しく触れることは避けますが、起動設定

ファイルをクラッキングすることでセキュリ

ティが脅かされるケースがあるからです（そ

れにつけても /etcの各ファイルのセキュリテ

ィには気をつけてください）。

さて、これらの優先順位ですが『viのデフ

ォルトの設定』→『マシン全体の設定』→

『個人の .exrcの設定』の順に高くなっていく

ことはちょっと考えれば明らかでしょう（つ

まりviは起動時にその順序でファイルを読ん

で内部の設定を変えていくわけですね）。で

すから、新規ユーザーが初心者ユーザーのう

ちは、上級管理者が用意しておいてあげたマ

シン全体の設定に従い、気になるところが出

てくれば（スキルがついてくれば）自分独自

の設定をする、ということができるわけです。

このコラムで触れたことは他のコマンドの

起動設定ファイルについても当てはまること

ですが、viの操作法を覚えようという皆さん

は他のユーザーをも管理する管理者になるこ

とも多いでしょう（そして起動設定ファイル

をいじることも多いでしょう）から、ちょっ

と覚えておいてくださいね。

Column

システム全体の設定を変えよう

図1 nvi/nexのデフォルトのmap

+=+=+=+=+=+=+=+

^[OA  k     cursor up

^[OB  j     cursor down

^[OC  l     cursor right

^[OD  h     cursor left 

^[OH  ^     go to sol   

^[[2~ i     insert at cursor

^[[5~ ^B    page up

^[[6~ ^F    page down

^?    x     delete character

Press any key to continue [: to

enter more ex commands]: 



る動作の短縮形を、通常の入力として

割り振ることができるのです。ためし

に、

[:]map <img I<img src=""

alt="">^[?" ^[i<Enter>

としてみましょう（ここで『^[』は

Ctrl[V][ESC]と入力してください）。普

通に使っている分には何ら変わりない

ように見えますが……。viコマンドで

『<img』と打ってみると、次の瞬間、

<img src="" alt="">

が入力され、最初のダブルクォートの

間の位置にカーソルが来て入力モード

になっていますね（必ずviモードでや

ってくださいね）。つまり『<img』と

いう文字列をタイプした瞬間、

1. 行頭に「<img src="" alt="">」

を挿入

2. インサートモードを抜けた後『" 』

の前に移動（検索）して

3. 再度インサートモードに入るを実

行しているのです。

もちろん、これは.exrcに書いておく

こともできます（[:]mkで書き出されま

す）。

この調子で『<a』『<table』など定

義していけば、面倒くさいHTMLタグ

を書くのも楽勝だぜ～、などと調子に

乗っていると痛い目に会います。たと

えば[<][<]に何かの動作を割り当てた

場合、viのデフォルトの動作（この例

はインデント幅を下げるものでした）

が上書きされて機能しなくなります。

まあmapに失敗した場合は『unm(ap)』

（カッコ内は省略可）コマンドで解除

できるのですが。そうでなくとも何の

短縮形を何の入力割り当てたか忘れて

結局使わなかったり、思わぬ時に短縮

形が展開されてひどい目にあったりし

ます……（笑）。よく考えて短縮形を

設定しましょう。

●マークセットとジャンプ

さてviのカスタマイズ関連の話題か

ら離れて、ここからはまた通常のviコ

マンド・exコマンドの話題に戻りま

す。ただし一番最後にとっておいたの

は、あまり使用頻度が高くないかも、

という理由からです（もちろん人によ

っては覚えればバリバリ活用できるか

もしれません）。

まずはviコマンドのマークセットと

ジャンプです。これは編集中のテキス

トファイル中に目に見えないマークを

セットしておいて、必要なときに一発

でその場所（行単位）にジャンプする

というものです。マークのセットはvi

コマンドで[m][マーク文字]です。マー

ク文字はアルファベット1文字です。マ

ークした場所にジャンプしたい場合は

['][マーク文字]（または['][マーク文字]）

とします。

この機能は実際に実行してみれば一

発で理解できるほど簡単で、また有用

そうには見えますが……。「あまり使い

道はないかも」と書いたのは、『どこに

何のマーク文字を振ったか』を人間が

あまり覚えておけないのではないかと

思われるからです。私も数カ所のジャ

ンプなら[m][a]、[m][b]、[m][c]くらい

までは付けてみたりしますが、それ以

上になるとどこが何だったか分からな

くなるので（笑）、実際にはあまり多数

のマークは使いません。

なお['][マーク文字]よりよく使うの

は、現在のカーソル位置と前回ジャン

プした位置を交換するジャンプ機能で

す（図2）。ここでいうジャンプは['][マ
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図2 ジャンプ機能

m a

m b

here is mark a. 

and,

here is mark b.

' a

h ere is mark a.

and,

here is mark b.

' '

here is mark a.

and,

h ere is mark b.

' '

h ere is mark a.

and,

here is mark b.

この行で 

この行で 



ーク文字]によるジャンプばかりではな

く、[:]行番号<Enter> でジャンプし

た場合のジャンプなども含まれます

（viのバージョンにより微妙に違いがあ

ります）。emacsの[C-SPC]と[C-x][C-x]

に似ています。

●tagとの連携

ひと昔前までUNIX系ワークステー

ションのユーザー（＝viユーザー）＝

プログラマー、という図式は正しかっ

たので、viのこの機能は覚えることが

必須、のようにいわれていたのですが

……。

viには『tag』に簡単にジャンプした

り戻ったり、という機能があります。

ここでいうtagとはいわゆる『見出し

語』のことで（じつは何でもいいので

すが）、たとえばC言語であれば関数の

定義や#define でマクロを定義してい

る部分のことです。フリーUNIX系で

あれば必ず『ctags』というタグ作成コ

マンドが用意されているので、以後C

言語に限って話を進めましょう。

まずctagsでtagファイルを作成しま

す（図3-a）。これはカレントディレク

トリにある『tags』という名前のファ

イルがデフォルトで使われます。シェ

ルのコマンドラインから『ctags ソー

スファイル名』として（『ソースファイ

ル名』の部分にはソースの『.c』ファ

イルや『.h』ファイルを指定できます）、

tagsファイルを作成します。ctagsコマ

ンドには既存のtagsファイルにタグを

追加する『-a』オプションや、既存の

tagsファイルのタグエントリを置き換

え る 『 -u』（ GNU ctagsで は 『 --

update』）オプションなどがあり、通

常使うときはこれらを指定することが

多いので、本気でC言語のプログラマ

ーを目指している人はマニュアルを一

読（するばかりでなく、壊してもよい

ファイルで実験）しておいてください

ね。

この後viを普通に起動します。

% vi ping.c

カレントディレクトリにtagsファイル

があれば、viはそれを自動的に読み込

んでくれます。関数や定数が使われて

いるところにカーソルを合わせ、viコ

マンド[^]]（コントロール＋]）を実行

するとあら不思議、それを定義してい

るところにジャンプするではありませ

んか（図3-b）。

関数の定義を見終わったら元の場所

に戻ってこなくてはいけません。この

ときはexコマンド[:]pop（vimの場合。

nex／nviでは[:]tagp）を使います（図

3-d）。

さらにtagはある定義の中で別の定

義を呼んでいることがあるため、定義

を見ている最中にさらに別の定義にジ

ャンプした場合は、次々とtag stack

というところに『どこから飛んできた

か』が積まれるようになっています。

これを見るにはexコマンド[:]tagsを使

います（図3-c・vimの場合。nex／

nviでは[:]di t（display tags）です）。

いってみればWebブラウザでリンク

している部分を選択しジャンプし、読
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図3 viのtagジャンプ

（a） あらかじめctagsでtagsを作成 
　  （『% 』以下の操作はシェルから） 

% ls

ping.c

% ctags ping.c

% ls

ping.c    tags

% vi ping.c

（b） ping.cの編集中 

icp->icmp_id = ident;           /* ID */

C LR(icp->icmp_seq % mx_dup_ck); 

if (timing)

#define SET(ビット)    (A(ビット)|=  B(ビット))

# define CLR(ビット)  (A(ビット) &=  (~B(ビット)))

 

#define TST(ビット)    (A(ビット) &   B(ビット))

カーソルが上の位置にあるときに viが起動 
^
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viはじめました

んだ後『←』ボタンで戻ってきたり、

Emacsのinfoでリンク部分を[Enter]で

選択して読んだ後[l]で戻ってきたりと

いう、コンピュータならではのクロス

リファレンス機能の元祖ということが

できます。viは単一ウィンドウでファ

イルを交互に編集するのが原則、とい

う古風なスタイルではありますが、い

かに複数ウィンドウが開いたりGUIで

操作できたりしても、同様の操作性を

得ることは難しいでしょう。…といい

つつ有名どころのエディタにはたいて

いtagジャンプ機能はあるんですけれど

も……。

ところでtagジャンプ機能は、編集

中のファイル（時々刻々変化する）を

相手にしているため、この機能の実現

にはなかなか工夫がみられます（コラ

ム『tagsファイルの内容』参照）。

●ご意見募集中！

今回ご紹介した機能は、なかなかvi

のviたる所以ではないか、と思う反面、

「ctagsなんて今時あまり使わないかも

なー」というみなさまのご意見・ご感

想をぜひぜひtaroh@taroh.orgまでお

寄せください。この連載も、いよいよ

次回で最終回です。次回は大詰めとし

て、実用的な用法を特集する予定です。

ではhappy viing!!

（c） tag stackの内容表示 

 [:]tags (または[:] di t)

  # TO tag         FROM line  in file

  1  1 CLR               598  -current-

Press RETURN or enter command to continue

（d） 元の場所に戻ろう 

 [:]pop (または[:]tagp)

C LR(icp->icmp_seq % mx_dup_ck); 

if (timing)

viの貴重な機能であるtagジャンプのキー

は[^]]に割り当てられています。telnetでリモ

ートホストのviを使っているとき、このキー

はtelnetのデフォルトのキー配置では『通信

をやめてtelnetコマンドモードに入る』キー

となっています。読者の中に今、記事通り

の操作を試してみて『telnet> 』なるプロン

プトが出てきてびっくりした方が52名ほど

いらっしゃるかと思いますが、慌てず騒がず

リターンキーを押せばまた通信モードに戻り

ます。

でもこれではtelnetからviのtagジャンプ機

能が使えませんね。telnetプロンプトが出た

ところで、エスケープ文字をviで使わない文

字（たとえば[^@]）に割り当ててしまえば

OKです。『set escape ^@』（この場合の

『^@』は『^』『@』という2文字です。stty

コマンドの『stty erase ^H』などという場合

と同様です）。あ、これでは（[^@]は[C-

SPC]と同一）今度はemacsが使えませんか

……（笑）。

Column

telnetでは

本文中ではnex／nviのtag stackを見るた

めにexコマンド [:]diを紹介しましたが、第2

回目で触れた『カット・コピーしたバッファ

の内容』を見るために、このコマンドを使う

ことができます。[:]di b （display buffers。

vimの場合は[:]di）コマンドを実行してみて

ください。バッファの内容と、nex／nviでは

それが行単位で切り取られたものか文字単

位で切り取られたものか、なども一緒に見る

ことができます。

Column

バッファの内容を覗く
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本文中で作ってみたtagsファイルの内容を

見てみましょう（図4）。このファイルは、検

索するtag名、それが定義されているファイ

ル名、そして正規表現による検索パターン

（1行目や2行目では、通常の文字『/』が正規

表現文字とみなされないようエスケープされ

て『¥/』となっているのがわかります）によ

ってできています。

タグの定義されている位置をファイル中の

行番号で指定すれば簡単そうですが、何しろ

相手は編集中のファイルであり、いつ行番号

がずれるかわからないため、このような工夫

がされているのです。

ということは、タグの定義の行（たとえば

『CLR』タグであれば『#define～(̃B(BIT)))』

までの内容が変更されてしまうと、以後タグ

の定義が引けなくなってしまう、ということ

がいえます。その場合は再度『ctags -u』に

よってタグを更新しなければなりません。

なお余談になりますが、ctagsはvi/exが使

うためのtagsファイルばかりではなく、Cの

プログラムのソースコードを出版するとき目

次に使うことができるvgrind型式のファイル

というのも生成することができます。

Column

tagsファイルの内容

図4 tagファイルの内容

●今月取り上げたコマンド

重要度

★★★ = 覚えるまではviを起動しないほうがよい ☆☆☆ = 知らなきゃ死ぬでしょ ☆☆= 知っていると編集が速くなる ☆= 知っていると自慢できる

(なし) = 知っていてもあまり自慢できない

コマンド 重要度 動作

m文字 ☆ マーク『文字』をセット

''    ☆☆ 前回ジャンプ位置に飛ぶ

^]    ☆☆ カーソル位置のtag定義に飛ぶ

'文字 ☆ マーク『文字』に飛ぶ

`文字 ☆ ['][文字]と同じ

viコマンド

コマンド 重要度 動作

pop                  ☆☆ tagスタックを1個戻す（元の場所に飛ぶ）

tags     ☆☆ tagスタックを見る

di(splay) ☆ カットバッファの内容を見る

(vimバージョンのvi)

コマンド 重要度 動作

tagp(op)               ☆☆ tagスタックを1個戻す（元の場所に飛ぶ）

di(splay) t(ag) ☆☆ tagスタックを見る

di(splay) b(uffer) ☆ カットバッファの内容を見る

(nex/nviバージョンのvi)

exコマンド

コマンド 重要度 動作

mk(exrc)<!> ファイル名 ☆ exrcファイル型式で現在の設定す

map 操作1 操作2 …… ☆ viコマンド『操作1』が行われたとき

『操作2』が行われたかのように置き

換える

unm(ap) 操作 『操作』のmapを解除する

exコマンドモードに入るときの[:]および最後の<Enter>(または<Esc>)は省略。(…)内は省略可能なことを示す。<…>内は必要なら追加するオプションを示す。

＜詰めvi＞
今回は手数の少なさを競うのではなく、『こんなことは実現できないだろうか』というのをエレガントに実

現してみましょう。

詰めvi 答え こんなmapはいかがでしょう(『^[』
は[Ctrl + V][ESC]の2文字を打って入力)。

map O o^[72a ^[
map H r-h
map J rlj
map K rlk
map L r-l
map + r+

「.exrc」にこれを書いておくと、[O]で空白の行を作
成し、[H][J][K][L]で動き回りながら線を引けます
（もちろんこのマップを使っている間、通常の
[H][J][K][L][O][+]は機能しません）。[h][j][k][l]では通
常通りカーソル移動ができます。地図の作製が終わ
ったら、「.exrc」は「.chizu」とでもリネームしてお
くといいでしょう。

●地図エディタ 

                     l l
                     l l
   ------------------+ +---------
   --------+ +-------+ +---------
           l l       l l
   --------+ +-------+ +---------
   --------+ +-------------------
           l l

メーリングリストの宴会などで流布される（？）こんな文字地図をviで簡単に作れるように、viをカ

スタマイズしてみましょう。「[O]で地図エリアを広げ、[H][J][K][L][+]で移動しながら線を引く」の

に便利なmapを考えてください。なお縦線は『l』(小文字エル)を使っています。 

A   ping.c  /^#define   A(BIT)      rcvd_tbl[(BIT)>>3]  Y=/* identify byt/

B   ping.c  /^#define   B(BIT)      (1 << ((BIT) & 0x07))   Y=/* identify /

CLR ping.c  /^#define   CLR(BIT)    (A(BIT) &= (~B(BIT)))$/



UNIX

Red Hat Linuxをはじめ、Vine、Turbo、LASER5などいわ

ゆるRed Hat系のディストリビューションで広く採用され

ている「RPM」（Red Hatパッケージマネージャ）。ディス

リビューションのインストールの際はもちろん、ソフトの

インストールやバージョンアップ、アンインストールの際

にお世話になっている人は多いはずだ。

RPMの特徴は、専用のデータベースを利用してファイル

の管理を行うことにある。各パッケージがどんな名前のフ

ァイルをどのディレクトリにインストールしたか、そのパ

ッケージを利用するにはどのファイルが必要か、といった

情報が一元管理されている。たとえば、他のパッケージが

利用しているライブラリを含むパッケージをアンインスト

ールしようとすると、依存関係のチェックではねられるた

め、通常はアンインストールできない。

ユーザーがRPMを利用するインターフェイスとしては、

コマンドライン版の rpmと、GUI版の glint／ gnorpm／

Kpackageなどがある。GUI版は初心者にも使いやすく、イ

ンストール済みのパッケージがグループ別にツリー表示さ

れたり、パッケージに含まれるファイル名の一覧などをウ

ィンドウに表示できる。しかし、他のコマンドと組み合わ

せて使う場合は、標準入出力を利用するコマンドライン版

の rpmのほうが都合がいい。

R PM使いになろう

このように便利な特徴を持つ RPMだが、「 rpm -Uvh

hoge-1.2.3-4.i386.rpm」などとして、バイナリパッケージを

インストールするのに使うだけという人も多いだろう。ま

た、異なるディストリビューション用のバイナリパッケー

ジをそのままインストールしようとして各種チェックでは

ねられたり、「--force」や「--nodeps」といったチェックを

無視するオプションを指定してインストールしてシステム

をおかしくしてしまった人もいるはずだ。

RPMを便利に使うには、単にインストールの手順を知る

だけでなく、現在のシステムの状況をデータベースに問い

合わせたり、使っている環境に合ったバイナリパッケージ

を自分で作成する方法を学ぶ必要がある。

そこで今回は、コマンドライン版の rpmを利用して、デ

ータベースへの問い合わせ機能（-qオプション）の使用方

法を説明する。「今回のお題」では、rpmの問い合わせ機能

を利用して得られた出力を、さらにAWKなど他のコマンド

に渡したり、forや if、[]といったbashの制御構文を使って

処理することで、rpm単独では実現できないテキスト処理

を行う。
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Linuxの標準シェルであるbashのコマンドライ

ンを中心として、Linuxの便利な使い方について紹

介していく本連載。今回は、Red Hat系ディスト

リビューションのパッケージ管理システムである

RPM（Red Hatパッケージマネージャ）について

取り上げ、特にコマンドライン版rpmの問い合わ

せ機能を中心に紹介する。

UNIX

文：大池浩一
Text : Kouichi Ooike

賢く使う

パッケージ名とファイルの対応リストを作る

今 月 の お 題

これであなたもスマートなUNIX使い！

―RPM使いになろう（前編）―

Illustration : Manami Kato



R PMパッケージの基礎知識

R P M のパッケージファイルには、ファイル名が

「.src.rpm」で終わるソースパッケージと、「.i386.rpm」や

「.noarch.rpm」などで終わるバイナリパッケージの2種類に

大別できる（例外的に、そのどちらでもない「.nosrc.rpm」

もあるがここでは触れない）。

ソースパッケージには、プログラムのソースファイルな

どが含まれたパッケージで、バイナリパッケージを作成す

るために使用する。一方、バイナリパッケージはコンパイ

ル・リンク済みの実行ファイルが含まれており、これをイ

ンストールすることにより、いちいちソースファイルをコ

ンパイルすることなくソフトを実行できる。

いずれの種類のパッケージとも、ファイル名の前半部は

「パッケージ名－バージョン番号－リリース番号」という書

式で統一されている（図1）。パッケージ名は、インストー

ル後の問い合わせやアンインストールの際などに使われる

名前で、バージョン番号はインストールされるソフトのバ

ージョン、リリース番号はパッケージ自体を何回リリース

したかを示している。たとえば、「hoge-1.2.3-4.i386.rpm」

というファイル名を見れば、これはhogeというパッケージ

で、そこに含まれているソフトのバージョンは1.2.3、パッ

ケージのリリースは4回目、インテルの i386以降のCPUで

動作するようにられたバイナリパッケージであることがわ

かるわけだ。

バージョン番号とリリース番号が独立しているので、新

しいパッケージが出たときにも、ソフト自体がバージョン

アップしたのか、パッケージの構成が変わっただけなのか

をファイル名から判断できる。なお、バージョン番号やリ

リース番号には、数字以外の文字を含んでいてもよい。ベ

ータ版であることを示すために「1.0beta1」としたり、Red

Hatのリリースしたパッケージをさらに Vineで修正したの

で「1vl3」としたりといった具合だ。ただし、区切り文字の

「－」を除んでいてはいけない。一方、パッケージ名には

「－」が含まれることがある。たとえば、「hoge-devel-

1.2.3-4.i386.rpm」というバイナリパッケージの場合、パッ

ケージ名は「hoge-devel」だ。

インストールされたバイナリパッケージの情報は、RPM

専用のデータベースに蓄えられる。パッケージの情報は

package.rpm、パッケージに含まれるファイルの情報は

fileindex.rpmといった具合に、データベースは複数のファ

イルで構成され、通常は/var/lib/rpm以下に置かれている。

ただし、これらはバイナリファイルなので、内容を直接参

照したり、編集したりすることはできない。バイナリファ

イルをわざわざ採用しているのは、大量のパッケージが登

録されている状況でも、検索などの処理をできるだけ高速

化するためだ。

コマンドライン版の rpmを利用して、データベースに問

い合わせを行えば、テキストで出力が得られるので、実質

的にテキストで登録されているのとあまり違いはない。「今

回のお題」では、rpmの問い合わせ機能で得られた出力を
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図1 RPMのパッケージファイル名の構造

種別 

i386

noarch

nosrc

パッケージ名 

hoge

hoge-devel 

バージョン番号 

1.2.3  

1.23  

1.2beta3  

リリース番号 

4

1vl3  

1LL1  

src

.rpm
(4)  (1)  (2)  (3)  (5)  

(1) 問い合わせの際などに使われるパッケージ名 

(2) インストールされるソフトのバージョン番号 

(3) パッケージ自体のリリース番号 

(4) パッケージの種類を示す名前 

(5) RPMパッケージの拡張子 
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さらに他のコマンドに渡すことで、rpmだけでは実現でき

ないテキスト処理を行っている。

●問い合わせを行うrpmの-qオプション

rpmに-qオプションを付けて実行すると、すでにインス

トール済みのパッケージや、これからインストールしよう

としているパッケージのさまざまな情報をテキストとして

目に見える形で表示してくれる。

インストール済みのパッケージの情報を得るには、「rpm

-q パッケージ名」とすればいい。データベースからそのパ

ッケージを検索し、バージョン番号やリリース番号も含め

て表示する。たとえば、「hoge-1.2.3-4.i386.rpm」をすでに

インストール済みの場合は、

$ rpm -q hoge

hoge-1.2.3-4

となる。パッケージ名だけでデータベースから検索できる

ため、コマンドラインではバージョン番号などを指定して

いないことに注意されたい。

一方、まだインストールしていないパッケージの情報を

得るには、-pオプションを追加して「rpm -qp パッケージ

ファイル名」とする。たとえば、

$ rpm -qp hoge-1.2.3-4.i386.rpm

hoge-1.2.3-4

となる。今度は、データベースにパッケージの情報が登録

されていないので、パッケージファイル名をまるごと指定

する必要がある。

さらに、-qオプションに以下で説明するオプションを追

加すると、パッケージの説明や含まれるファイル名の一覧、

パッケージのインストールに必要なファイルといった情報

が表示される。なお、以下ではデータベースに対する問い

合わせを行うコマンドラインを挙げるが、インストール前

でも-pオプションとパッケージファイル名を指定すれば同

じ情報を得られる。

まず、そのパッケージがどんなものかわからない場合に

は、-iオプションを追加する。たとえば、

$ rpm -qi hoge

とすると、hogeに関する詳しい情報（ディストリビューシ

ョン、ベンダー、作成日時、ライセンス、パッケージ作成

者、入手先URL、説明文など）が表示される（画面1）。

続いて、-lオプションでパッケージに含まれるファイルの

一覧を表示してみよう。たとえば、

$ rpm -ql hoge

/usr/bin/hoge

/usr/doc/hoge-1.2.3

/usr/doc/hoge-1.2.3/AUTHOR

:

のようになる。/usr/binに実行ファイルが、/usr/doc/hoge-

1.2.3に各種ドキュメント類がインストールされていること

がわかる。

RPMの特徴である依存関係のチェックには-Rオプション

を追加する。すると、そのパッケージをインストールする

のに必要なファイルが一覧表示される。たとえば、

$ rpm -qR hoge

tk >= 8.0.3

/bin/sh

libc.so.6

:

といった出力が得られ、ライブラリの libc.so.6やコマンド

の/bin/shが必要であることがわかる（tkのように動作する

バージョンも指定可能）。なお、データベース内のファイル

情報に対してチェックが行われるため、こうしたライブラ

リやコマンドも、あらかじめRPMのパッケージとしてイン

ストールしておく必要がある。逆に、指定したパッケージ

を必要とする他のパッケージを知る--whatrequiresオプショ

ンも用意されている。

画面1 rpmの-qiオプションで表示される情報



他 のコマンドやbashの機能と組み合わせる

それでは、rpmの-qオプションの出力を他のコマンドや

bashの機能と組み合わせると、何が実現できるのかを見て

みよう。なお、以下の例の出力はVine Linux 1.1における結

果なので、他のディストリビューションではパッケージ名

などが異なるものになるだろう。

まずは、インストールされているかどうか知りたいパッ

ケージ名の一部分しかわからない場合を考えてみよう。パ

ッケージ名を完全な形で rpmに与えられないので、データ

ベースに含まれる全パッケージの情報を出力する-aオプシ

ョンを追加する。

$ rpm -qa

setup-1.9.2-1vl2

filesystem-1.3.2-3

basesystem-4.9-3

:

のように、インストールされているパッケージ名（バージ

ョン番号・リリース番号含む）がすべて出力される。この

中から目的のパッケージを探すには、本連載でおなじみの

検索ツール egrepにパイプで接続し、パッケージ名の一部

を検索パターンとして指定すればいい。たとえば、X

Window Systemの「XFree86」という文字列を含むパッケ

ージの一覧を得るには、

$ rpm -qa | egrep 'XFree86'

XFree86-SVGA-3.3.5_jp-0.1.1

XFree86-VGA16-3.3.5_jp-0.1.1

:

とする。英字の大文字・小文字を無視するにはegrepに-iオ

プションをつければいい。また、検索パターンに正規表現

を使えば、「^XFree86」（XFree86で始まる）とか、「vl[0-

9]+$」（vlと1桁以上の数字で終わる）といった条件に合う

パッケージ名を検索できる。正規表現については本連載の

第 2回めの記事を参照されたい（http://www.ascii.co.jp/

linux/allascii/linuxmag/no_03.html）。

続いて、上の例で得られたパッケージ名を使って、各パ

ッケージに含まれるファイル一覧を表示してみよう。とは

いっても、検索されたパッケージ名をいちいちキー入力す

る必要はない。これも本連載ではおなじみ、標準入力の内

容をコマンドラインとして、指定したコマンドを実行する

xargsを利用する。上の例の出力をさらにパイプで xargsに

接続し、rpmを-qlオプション付きで実行させればいい。具

体的には、

$ rpm -qa | egrep 'XFree86' | xargs rpm -ql

/usr/X11R6/bin/XF86_SVGA

/usr/X11R6/man/man1/XF86_SVGA.1x

:

とする（図2）。
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図2 「XFree86」をパッケージ名の一部に含むパッケージのファイル一覧を表示する

（1)「rpm -qa」でパッケージ名(バージョン番号・リリース番号含む）の一覧を出力する 
setup-1.9.2-1vl2   
filesystem-1.3.2-3 
basesystem-4.9-3 

 :  
　　 

　（2）「egrep 'XFree86'」で「XFree86」を含むパッケージ名だけに絞り込む 
XFree86-SVGA-3.3.5_jp-0.1.1    
XFree86-VGA16-3.3.5_jp-0.1.1 

: 
　　　　 

（3)「xargs rpm -ql」で(2）のパッケージ名を「rpm -ql」のコマンドラインとして実行する 
/usr/X11R6/bin/XF86_SVGA                  
/usr/X11R6/man/man1/XF86_SVGA.1x
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xargsは通常、標準入力から読み込んだすべての内容をス

ペースで区切ってコマンドラインに並べる（コマンドライ

ンの最大長を超える場合は自動的に分割する）。rpmの場合、

一度に複数のパッケージ名を受け入れるので、このままで

大丈夫だ。具体的には、「rpm -ql XFree86-SVGA-3.3.5_jp-

0.1.1 XFree86-VGA16-3.3.5_jp-0.1.1 …」といった具合に、

パッケージ名をスペースで区切って指定した状態で rpmが

実行される。

なお、この出力と、rpmを-qalオプション付きで実行して

「XFree86」を検索した、

$ rpm -qal | egrep 'XFree86'

/usr/X11R6/lib/X11/XF86Setup/pics/XFree86.msk

/usr/X11R6/lib/X11/XF86Setup/pics/XFree86.xbm

:

の出力は一致しないことに注意されたい。前者は「XFree86」

をパッケージ名に含むパッケージの全ファイルを表示する

のに対し、後者は全パッケージのファイルの中から、ファ

イル名の一部に「XFree86」を含むファイルだけを表示して

いる。

一方、ファイル名を指定して、それがどのパッケージに

含まれるものなのか調べることもできる。rpmに-fオプショ

ンを追加して、パッケージ名の代わりにファイル名を指定

すればいい。たとえば、ユーザー名やパスワード（シャド

ウ化していない場合）、使用するシェルなどが列挙された

「/etc/passwd」は、

$ rpm -qf /etc/passwd

setup-1.9.2-1vl2

と、setupパッケージに含まれることがわかる。

それでは、指定したコマンドが含まれるパッケージを知

るにはどうすればよいだろうか。単独パッケージで配布さ

れているコマンドなら、コマンド名を含むパッケージを探

せばいい。しかし、lsやxargsなど基本的なコマンドの場合

は、複数のコマンドが 1つのパッケージ（fileutilsなど）に

まとめられているため、パッケージ名とコマンド名は一致

しないのだ。

ヒントは、指定したコマンドをフルパスで表示するwhich

にある。たとえば、lsの場合は、

$ which ls

/bin/ls

となる。この出力を、-qfオプション付きの rpmのコマンド

ラインで指定すればいい。xargsを使うことも可能だが、

whichの出力はたかだか1行なので、ここではコマンド置換

を利用する。コマンド置換は、コマンドラインの一部を「`」

で囲むと、その部分がサブシェルで実行された実行結果で

置き換えられるというもの。詳しくは本連載の第 1回めの

記事を参照されたい（ht tp : / /www.asc i i .co . jp / l i nux /

allascii/linuxmag/no_02.html）。たとえば、lsの含まれている

パッケージを調べるなら、

$ rpm -qf `which ls`

fileutils-3.16_jp-9

とする。なお、bashでは、コマンド置換の記法として「$()」

が追加されているので（コラム参照）、

$ rpm -qf $(which ls)

としても同じ結果が得られる。こちらのほうが始まりと終

わりがはっきりわかって見やすい。

コマンド置換に「`」（バッククォート）を使用する記法は、

UNIXで最初に使われたシェル（Bourneシェル）からの伝統だ。

bashでは、なぜわざわざ新しい記法「$()」を追加したのだろう

か。理由は2つほど考えられる。1つめの理由は、本文中でも述

べた「読みやすさ」だ。従来の記法では始まりと終わりの文字

が同じ「`」なので、特に複数のコマンド置換がコマンドライン

で使われているような場合、コマンド置換の内外が判別しにく

い。この点、新しい記法は始まりと終わりをはっきり判別でき

る。もう1つの理由は、コマンド置換中でさらにコマンド置換を

利用する「ネスト」を容易に記述できること。たとえば、lsの

あるディレクトリに移動するには「cd $(dirname $(which ls))」

とすればいい。従来の記法では「cd `dirname ¥`which ls¥``と、

「¥」（バックスラッシュ）を使う必要があり、しかもネストが深

くなるにつれてバックスラッシュの数が1、3、5、7、15、…個

とみるみる増えて面倒なことになる。

Column

コマンド置換に$()が
用意されたわけ
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今回のお題は、インストール済みのパッケージ名（イン

ストール番号・リリース番号含む）とそこに含まれている

ファイルを1対1に対応させたリストを作るというもの。

「パッケージ名::ファイル名」という書式で1行に1つずつ記

述することにしよう。このリストが手元にあれば、指定し

た文字列をファイル名の一部に含むパッケージを egrepで

探したり、データベースには登録されているのに実際には

存在しないファイルを探すといった処理を簡単に行える。

●対応リストを作る方法（その1）

筆者が最初に考えた方法は、

（1）全パッケージ名（インストール番号・リリース番号含

む）のリストを1つずつシェル変数に取得

（2）取得したパッケージの全ファイル名のリストを1つず

つシェル変数に取得

（3）2つのシェル変数の内容を「パッケージ名::ファイル名」

という書式で表示する

というもの。それぞれの処理を個別に考えてみよう。

（1）や（2）のように、リストを 1つずつシェル変数に

取得するには、bashの for制御構造を使用する。forは、繰

り返し処理を行うために用意された制御構造で、コマンド

ラインでは「for ループ変数名 in リスト; do 繰り返す内容;

done」という形で使われる。ループ変数と呼ばれる特殊な

シェル変数に、リストに列挙された文字列が 1つずつ設定

され、「do」と「done」で囲まれた内容（複数のコマンド

があってもかまわない）が繰り返し実行される（シェル変

数や forについての詳細は、本誌10月号の本記事を参照）。

たとえば、（1）の処理は、

$ for f in $(rpm -qa); do FOO; done

と書ける。-qaオプション付きの rpmの出力がコマンド置換

でリストとなり、全パッケージ名（バージョン番号・リリ

ース番号含む）の内容が 1つずつシェル変数 fに渡される。

繰り返す内容は仮に「FOO」としている。

同様に、（2）の処理も、

$ for g in $(rpm -ql $f); do BAR; done

と書ける。今度は-qlオプション付きの rpmの出力がコマン

ド置換でリストとなり、（1）で得られたパッケージ名（$f）

に含まれるファイル名が1つずつシェル変数gに渡される。

繰り返す内容は仮に「BAR」としている。

最後の（3）の処理は、echoを利用して、

$ echo "$f::$g"

とすればいい。「"」で囲まれた内部でもシェル変数の置換は

行われるので、シェル変数 fの内容（パッケージ名）と、シ

ェル変数gの内容（ファイル名）が「::」で区切られて表示

される。

この 3つを組み合わせて、（1）のコマンドラインの

「FOO」に（2）のコマンドラインを、（2）のコマンドライ

ンの「BAR」に（3）のコマンドラインをはめ込めば、方法

（その1）の完成形が得られる。

$ for f in $(rpm -qa); do for g in $(rpm -ql $f);

do echo "$f::$g"; done; done

●方法その1の問題点を洗い出す

実際に上記のコマンドラインで対応リストを作ってみた

ところ、以下のような問題があった。

（a）ファイルを含まないパッケージ

システムに最初にインストールされる「basesystem」と

いうパッケージは、ファイルがひとつも含まれていない特

殊なもの（「rpm -ql basesystem」で確認可能）。このため、

（2）の処理では、「ファイルを含んでいません」（日本語環

境の場合）というメッセージが標準出力に出力され、ファ

イル名の代わりにシェル変数 gに格納されてしまう。その

結果、（3）の処理での出力も「basesystem-4.9-3::ファイル

を含んでいません」となる。

（b）規格外のバージョン番号・リリース番号

「RPMパッケージの基礎知識」で述べたように、バージ

パッケージ名と

ファイルの対応リストを作る

今 月 の

お題
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ョン番号やリリース番号に数字以外の文字が含まれていて

もよいが、区切り記号である「－」だけは例外だ。しかし、

ディストリビューション外で作成されたパッケージには、

これらに「－」を含むものが存在する。たとえば、

「kinput2-v3-beta2-1」は、バージョン番号「v3-beta2」に

「－」を含む。本来なら「v3_beta2」か「v3beta2」とすべ

きところだ。

こうした規格外のバージョン番号・リリース番号を含む

パッケージ名を-qlオプション付きの rpmに与えると、どの

部分までがパッケージ名に相当するのか判断できず、標準

エラー出力に「パッケージ kinput2-v3-beta2-1 はインスト

ールされていません」（日本語環境の場合）というメッセー

ジが出力され、標準出力には何も出力されない。このため、

for内部の（3）の処理は実行されず、何も出力が得られな

いことになる。

（c）rpmが繰り返し起動される

システムにインストールされているパッケージ数は、

「rpm -qa | wc -l」とすれば調べられる（Vineや LASER5で

は 450個程度、Turboでは 600個程度だった）。上記のコマ

ンドラインでは、-qlオプション付きの rpmが、これらの数

だけ繰り返し起動・終了されることになる。CPUの速いマ

シンではそれほど問題にならないかもしれないが、rpmを

一度だけ起動してすべての処理を行えるのなら、そのほう

が処理が速くなるのは当然だろう。

●対応リストを作る方法（その2）

上記の 3つの問題点を回避する方法を考えてみよう。一

番重大な問題は、必要な情報（ファイル名のリスト）が得

られない問題（b）だ。問題（a）は得られた情報を取り除

けばいいし、問題（c）はなんなら無視してもかまわない。

問題（b）を回避するには、正しいパッケージ名を知ってい

るはずのデータベースに、すべてのパッケージ名とそこに

含まれる全ファイル名を一緒に出力させればいい。

rpmには、パッケージ名などの表示形式を規定する、

--queryformatオプションが用意されている。このオプショ

ンに続けて書式文字列を指定すると、書式に基づいて情報

が表示される。書式文字列の初期設定は「"%{NAME}-

%{VERSION}-%{RELEASE}\n"」だ。「%{NAME}」（パッケー

ジ名）、「%{VERSION}」（バージョン番号）、「%{RELEASE}」

（リリース番号）を「－」区切りで表示し、最後に改行する。

たとえば、バージョン番号やリリース番号を含まないパッ

ケージ名を表示するには、

$ rpm -qa --queryformat "%{NAME}\n"

とすればいい。

ところで、--queryformatには副作用がある。パッケージ

名以外の情報を表示させる-lや-Rオプションを追加しても、

依然として指定した書式でパッケージ名を表示するのだ。

つまり、-qalオプションと--queryformatオプションを同時

に指定し、書式文字列として初期設定の内容をそのまま指

定すれば、

$ rpm -qal --queryformat "%{NAME}-%{VERSION}-

%{RELEASE}\n"

setup-1.9.2-1vl2

/etc/csh.cshrc

/etc/exports

:

のように、すべてのパッケージについて、パッケージ名と

それに含まれる全ファイル名が順番に出力される。という

ことは、rpmを一度だけ起動してすべての処理を行えるわ

けだから、問題（c）もついでに解決だ。

あとは、パッケージ名（バージョン・リリース番号含む）

とファイル名が混在した出力を読み込んで、どちらである

か判別し、「パッケージ名::ファイル名」という書式で表示

する処理を行えばいい。AWKを使うとこの部分は以下のよ

うに書ける（Perlだといくぶん長くなる）。

$ gawk '{if (/^[^/]/) name=$0; else print name "::"

$0}'

ここでは、入力行が「/」で始まらなければパッケージ名

とみなして変数 nameにその内容（$0）を格納する。そう

でなければファイル名とみなして、それ以前にnameに格納

したパッケージ名と、現在の入力行の内容（$0）を「::」で

接続して表示する。なお、この判別方法では、問題（a）の

メッセージ「ファイルを含んでいません」は「/」で始まら

ないので出力されない。厳密に言えばパッケージ名と見な

されて変数nameに格納されてしまうが、すぐに次のパッケ

ージ名が入力されて変数nameを上書きするので、出力には

何の影響も与えないのだ。これで問題（a）も解決できたこ

とになる。

よって、上記2つのコマンドラインを組み合わせれば、問

題（a）～（c）をすべて解決したコマンドラインが完成す



る。出力を適当なファイル（たとえば rpmfiles）にリダイレ

クトして保存すれば、egrepなどで素早く検索できる。これ

を今回の解答としよう。

$ rpm -qal --queryformat "%{NAME}-%{VERSION}-

%{RELEASE}\n" | gawk '{if (/^[^/]/) name=$0; else

print name "::" $0}' > rpmfiles

さらに、本連載の先月号の記事で紹介したcronシステム

を利用すれば、毎日 4時など決められた時間に上記のコマ

ンドラインを起動して、rpmfilesの内容を常に最新のものに

保つことも可能だ。

●存在しないファイルを探す

応用例として、「RPMのデータベースにはあるのに、実際

には存在しないファイル」を探してみよう。この処理を行

うには、ファイルの存在チェックの方法と、チェック結果

によって異なる処理をする条件判断の方法を理解する必要

がある。どちらも、bashに内蔵されている制御構造（forと

同類）を利用することで実現可能だ。

ファイルの存在チェックには、[ ]制御構造を利用する。

ファイル（ディレクトリ、デバイスファイル、シンボリッ

クリンクでもよい）が存在するかどうか調べるには、-eオ

プションとファイル名を指定して「[ -e ファイル名 ]」とす

る（「[」の後と「]」の前にはスペースが必要）。逆に、ファ

イルが存在しないことを調べたい場合には、-eオプション

の前に「!」を挿入して、「[ ! -e ファイル名 ]」とすればい

い。

条件判断には if制御構造を利用する。コマンドラインでの

書式は「if 条件; then 処理; fi」だ。条件部には、通常のコマ

ンドや[ ]制御構造を指定でき、コマンドが正常に終了した

り、[ ]制御構造でのチェックが成功した場合に処理部の内

容が実行される。たとえば、

$ if [ ! -e hoge ]; then echo "Not exist"; fi

とすると、hogeが存在しない場合に限って「Not exist」と

いう文字列が出力されるわけだ。

さらに、[]制御構造で複雑なチェックを行ったり、if制御

構文で複数の条件で場合分けして異なる処理を行うことも

可能だ。それらについては次回以降で説明することにして、

RPMのデータベースにあるファイルの存在チェックの問題

に戻ろう。

データベースに含まれる全ファイルを出力するには、rpm

を-qalオプション付きで実行すればいい。出力をひとつひ

とつ取り出せれば、上記のコマンドラインを使って存在し

ないファイルをチェックできる。これは、「対応リストを作

る方法（その1）」にすでに登場した for制御構造とコマンド

置換を組み合わせる方法で実現できる。

$ for f in $(rpm -qal); do if [ ! -e $f ]; then

echo "Not exist $f"; fi; done

Not exist ファイルを含んでいません

Not exist /etc/rc.d/rc3.d/S85httpd

:

とすると、存在しないファイルのリストが表示される（先

頭の「ファイルを含んでいません」は、問題（a）のメッセ

ージ）。なお、一般ユーザーではアクセスできないファイル

もあるので、上記や以下のコマンドラインはスーパーユー

ザ（root）になって実行するほうがいいだろう。

さらに、検出されたファイルがどのパッケージに含まれ

るのか表示するには、echoの表示内容を「"Not exist $(rpm

-qf $f)::$f"」に変えればいい。しかし、これでは対応リスト

のときと同じ問題（a）や（c）が解決されないまま残って

しまう。

先ほど作成した対応リスト rpmfilesを利用すると、すっき

りとした解決方法が見つかる。基本構造は上のコマンドラ

インと同じだ。

$ for f in $(cat rpmfiles); do if [ ! -e ${f#*::}

]; then echo "Not exist $f"; fi; done

Not exist apache-1.3.3-1::/etc/rc.d/rc3.d/S85httpd

:

まず、コマンド置換を使って rpmfilesの内容をリストとし

て、forでひとつひとつシェル変数 fに取り出している。

rpmfilesの各行は「パッケージ名::ファイル名」という書式

なので、このまま存在チェックを行うわけにはいかない。

そこで、fの内容を参照する際に、bash Ver.2以降で導入さ

れたパターン照合演算子「#」を使って「${f#*::}」とし、

「パッケージ名::」の部分を取り除いている（パターン照合

演算子については本連載の10月号の記事を参照されたい）。

なお、上記2つのコマンドラインでは、ファイル名にスペー

スが含まれると問題が起きる。腕に自身のある人は対処方

法を考えてみよう（ヒント:組み込みシェル変数「IFS」）。
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前回psの話を取り上げた。せっかく

なので関連する話を続けようと思う。

というわけで、今回はUNIXのプロセ

スの話だ。

■プロセスの状態

前回も少し触れたが、psコマンドの

出力のSTAT表示、つまりプロセスの

状態について考えてみよう。UNIXに

限らず、マルチタスクオペレーティン

グシステムでは、並行して動作する複

数のプログラムは、プロセスという単

位で識別される。各プロセスはさまざ

まな状態を遷移しながら、自身の処理

を実行していく。プロセスの状態とし

ては、おおよそ以下のようなものが考

えられる。

・プロセスの誕生

・プロセスの実行

・何らかの停止状態

・プロセスの終了

これらの状態について見ていこう。

また、もっとも日常的なプロセスの生

成、すなわちシェルからのコマンドの

実行について見てみよう。

■プロセスの生成

まずはプロセスの誕生である。オペ

レーティングシステムは何らかの方法

で、独立したインスタンスである新し

いプロセスを作成することができる。

たとえばUNIXでシェルからコマンド

を起動するのであれば、そのコマンド

を実行するプロセスを作る必要がある。

もちろん、シェルのコンテキストでコ

マンドを実行するという選択肢もある

が、普通は、別のプロセスとしたほう

が何かと便利であるし、UNIXの各コ

マンドも、そのような構造で作られて

いる。たとえば、コマンドのバックグ

ラウンド実行は、別プロセスであれば

簡単だ。また、異なるプロセスである

ことにより、それを起動したシェルの

ことを何も考えずに、各コマンドが自

由に自分の環境をいじくり回すことが

できる。たとえば、コマンドが標準入

力をクローズしてしまったらどうなる

だろう？　別プロセスであれば、標準

入出力といったファイル環境はプロセ

ス固有のものである。コマンドが標準

入力をクローズしたところで、シェル

は痛くもかゆくもない。これが同一プ

ロセスだと、シェルは以後標準入力を

読み込めなくなってしまう。

UNIXでは、まっさらなプロセスを

新規に作成するための手段は提供され

ていない。意外に思うかもしれないが、

これは事実である。もちろん、新しい

プログラムを実行するための手段は提

供されている。execというシステムコ

ールを使えば、指定したプログラムフ

ァイルをロードし、それを実行するこ

とができる。しかし、execを使った場

合、それを呼び出した側のプログラム

は消滅してしまう。プロセスは継続す

るが、プロセスの実体が新しいプログ

ラムに置き換えられてしまうのである。

たとえばシェルからlsコマンドをexec

を使って起動すると、execを呼び出し

た時点でシェルのプログラムイメージ
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Linuxで動作するプログラムやデーモンはプロセス
という単位で実行されます。では、そのプロセスは
どのようにして生まれ、そして消えてゆくのでしょ
うか。今回は、それを説明します。



は消滅し、代わりにlsのプログラムイ

メージがロードされ、実行される。ls

が終了したとき、次のユーザー入力を

待つシェルはもはや存在しない。これ

では対話シェルとしては使えない。ど

うにかして、シェルを残したままlsを

実行する必要がある。つまり、シェル

のコンテキストではなく、新しいプロ

セスとしてlsを実行したいのである。

LinuxやUNIXでは、forkというシス

テムコールを使って新しいプロセスを

生成する。forkは、プロセスのコピー

を作成する。つまり、forkを呼び出し

た側とまったく同じ内容のプロセスが

作成されるのである。異なっているの

はプロセスのPIDと、forkが返す値だ

けである（図1）。

あるプロセスがforkを呼び出すと、

システムは新しいプロセスを作成し、

forkを呼び出したプロセスの内容を新

しいプロセスにコピーする。コード部

は共用され、PIDは異なる値になるが、

データ、スタック、環境変数やファイ

ルハンドルなどはすべて新しいプロセ

スにコピーされる。これによってどう

なるか？

forkを呼び出したプロセス（これを

親プロセスと呼ぶ）は、forkの処理が

完了した時点で、forkの後に続くコー

ドの実行を再開する。これは何の不思

議もないだろう。新しく作成されたプ

ロセス（これを子プロセスと呼ぶ）は

どのように処理を開始するのか？　実

は親と同じである。forkがリターンし

たところから実行を開始するのである。

呼び出してもいないシステムコールか

らリターンするというのは不思議に思

えるかもしれないが、すべてのデータ

（特にスタック）、環境がコピーされて

いるということは、新しいプロセスは

forkの呼び出し時の状態を維持してい

るということである。この状態からリ

ターンすることは不可能ではない。と

いうか、この状態で可能なのは、fork

からリターンすることだけなのである。

つまり、forkは入り口が1つで出口が

2つあるのだ。あるプロセスがforkを呼

び出すと、そのforkは2つのプロセスに

リターンするのである。1つは呼び出し

たプロセス、もう1つは新しいプロセス

である。2つのプロセスは、forkの返り

値を調べることで、自身が呼び出し側

なのか、新規作成側なのかを知ること

ができる。これにより、親プロセスと

子プロセスがfork後に違う処理を行う

ことができる。UNIXは一番おおもと

になるinitプロセスからforkを繰り返

し、各ユーザーのシェルやシェルから

起動されるコマンド、あるいはバック

グラウンドで動作するデーモンなどの

プロセスを生成しているのである。

では、一番初めのinitプロセスは何

から誕生するのか？　これだけは例外

的なもので、ブート処理によってカー

ネルがロードされた後、カーネルがま

ったく新規に作成するのである。これ

ばかりは親がない。カーネルがゼロか

ら作るしかないのだ。

■シェルからコマンドを起動する

さて、シェルからコマンドを実行す

る話に戻ろう。コマンドラインで、空

白やタブで区切っていくつかのワード

をタイプすると、シェルは最初のワー

ドをコマンド名、以後のワードをその

コマンドに与えるオプションやアーギ

ュメントとみなす。そしてそのコマン

ド名と同じ実行ファイルを探す。コマ

ンドの実行に先立って、シェルはまず

自身をforkする。以後、親プロセスと

子プロセスは異なる処理を行う。

親プロセスは、コマンド終了後に再

びシェルとして機能するために、子プ

ロセスが終了するのを待つ。&が指定

されていれば、終了を待たずに、次の

ユーザー入力を待つ。子プロセスは、

指定された外部コマンドを実行するた

めに、execシステムコールを呼び出す。

これにより、子プロセスのシェルイメ

ージは消滅し、代わりに実行コマンド
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のイメージがロードされ、そのコマン

ドを実行する（図2）。コマンドが終了

すると、子プロセスは消滅する。子プ

ロセスの終了は、親プロセスによって

検出され、（バックグラウンド実行でな

い場合は）親プロセスは再び実行を開

始する。つまり、プロンプトを表示し、

次のコマンドを待つのである。

fork後のexecにより、シェルのコー

ドやデータは失われるが、環境変数や

ファイルハンドルなどは保存されると

いう点が重要だ。コマンドが標準入出

力を処理できるのは、シェルから標準

入出力を継承しているからである。

標準入出力のリダイレクトや複数の

コマンドの入出力をパイプで結合する

というのは、コマンド側ではなく、シ

ェル側の機能である。

■プロセスの終了

処理を終えたプログラムは、exitと

いうシステムコールを使って終了する。

このシステムコールにより、プロセス

は消滅する。そして、終了したプロセ

スが使っていたメモリやファイルなど

のリソースは解放される。

forkを呼び出し、新しいプロセスを

生成した親プロセスは、子プロセスの

終了を検出することができる。waitと

いうシステムコールを実行すると、子

プロセスの終了を待つことができる。

シェルなどは、この機能を使って、実

行したコマンド（子プロセス）が完了

するのを待っている。親プロセスは、

子プロセスの終了を待たなければなら

ないわけではない。ほかにやることが

あればそれを行ってもいいし、子より

先に終了してしまっても構わない。親

が先に終了した場合、ゾンビプロセス

の後始末を行うのは、親の祖先にあた

るプロセスである。最終的には、一般

プロセスすべての先祖であるinitが処理

することになる。

プロセスはexitの実行により、その

処理を終了するが、終了コードなど、

システム中にはまだそのプロセスの情

報が残っている。親プロセスがこの後

始末を行うことで、プロセスは完全に

消滅する。親が先に終了してしまった

場合、あるいは親が忙しくてすぐにこ

の後始末を行えない場合など、この終

了処理待ちのプロセスがpsなどで表示

されることがある。プロセスは終了し

たものの、プロセスの情報がまだシス

テムに残っている状態のプロセスをゾ

ンビプロセスと呼ぶ。このようなプロ

セスは、psのSTATでZで表示される。

■シェルのexecとfork

シェルの組み込みコマンド、つまり

コードがシェル中にあり、外部から実

行ファイルをロードすることなく実行

できるものに、execというコマンドが

ある。ここまでの解説を読めば、どの

ようなことをするコマンドかは見当が

付くだろう。そう、forkせずに実行フ

ァイルをexecするのである。たとえば

exec lsとタイプすると、シェルが直接

execを呼び出してlsの実行を開始する。

もはやシェルは残っていない。lsが終

了した時点で、そのセッションは終了

し、ログアウトしてしまう（シェルの

終了でログアウトするということを思

い出そう）（図3）。

通常の対話セッションでexecを使う

ことはほとんどないだろうが、複雑な

シェルスクリプトを記述する時などは、

便利に使えることもあるだろう。

通常のコマンド実行では、シェルは

forkして、実行ファイルをexecする。

また、シェルのexecコマンドを使えば、

forkせずに実行ファイルをexecする。
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ゾンビ（Zombie）というのは、ブードゥ

ー教の魔術により蘇った死体のことである。

ゾンビが有名になったのは、映画「ゾンビ」

（原題はNight of the living dead、ジョージ,

A, ロメロ監督）だろう。ブードゥー教のゾ

ンビの生態について筆者は知らないが、ロ

メロ監督のゾンビは、生きている人間を襲

ってその肉を食っていた（ロメロ監督のゾン

ビは、宇宙からの怪光線で蘇った死体が第

一世代である）。そしてゾンビに食い殺され

た人間はゾンビになってしまうのである。日

本では、ゲゲゲの鬼太郎に亡霊（もうりょ

うと読む。違う漢字だったかもしれない）

という死体が蘇る妖怪が紹介されている。

お通夜の席でほうきを逆さに立てておくと死

体が蘇るのを防ぐ効果があるらしいが、

UNIXマシンの横にほうきを逆さに立てても

ゾンビの発生を防ぐ役には立たないだろう。

UNIXのゾンビは、幸いなことに生きてい

るプロセスを食い殺すこともなく、単に消滅

を待つだけである。意味から考えると、こ

の状態はゾンビではなく埋葬待ちの死体に

相当するものだが、死体を意味するDead

bodyだと、略語がDになってしまい、割り

込み不可の停止プロセスと区別がつかなく

なってしまうから、あえてゾンビにしたのか

もしれない。あるいは単にアルファベットの

最後の文字を割り当てたのを、誰かが開始、

あえてゾンビと呼んだのかもしれない。その

辺の経緯はわからないが、まぁ、こういう用

語が正式な技術用語として存在していると

いうのがUNIXらしいところだ。

差し当たって、UNIXのゾンビは、プロセ

ステーブルのエントリを占めるという以外

は、さほど迷惑な存在ではない（いつまで

も消えないとしたら何らかの異常が発生し

ていることになるが）。ゾンビ状態のプロセ

スが蘇って、生きているプロセスを食い殺し

て回るなんていうウィルスソフトでもあれ

ば、ゾンビの恐怖をUNIXのユーザーや管理

者も味わうことになるかもしれない。

Column

ゾンビ



forkとexecの組み合わせという点でみ

ると、forkだけ行うというものが残る。

実は、シェルはこのパターンもサポー

トしている。

シェルだけforkして何の役に立つん

だと思うかもしれないが、これをやり

たい状況というのがあるのだ。もちろ

ん、forkするだけでなく、forkしたシ

ェルからさらにforkしてコマンドを実

行するのであるが。

あるディレクトリで実行したコマン

ドの標準出力を、別のディレクトリで

動くコマンドの標準入力に接続したい

といった場合を考えてみよう。たとえ

ば、あるディレクトリにcdして、そこ

でtarを使ってファイルをアーカイブ

し、それを標準出力に送り、パイプで

つないだ別のtarで別のディレクトリに

展開するといった作業はどうだろうか。

カレントディレクトリ（正確にはカレ

ントワーキングディレクトリ）は、プ

ロセスが持つ属性の1つであり、システ

ムコールで変更できる。シェルであれ

ば、cdコマンドでカレントディレクト

リを変更できる。さて、tarの問題を考

えてみよう。/fooから/barに階層構造

を維持したまま、tarを使ってファイル

をコピーできるだろうか（もちろん、

絶対パスを指定したり、cpなどを使う

こともできるが、ここではそれは置い

ておこう）。カレントディレクトリは

/barとする。

「cd /foo; tar -cf - . ¦ tar -xf -」と

いう形式は使えない。「tar -cf - .」は、

カレントディレクトリ以下のファイル

をtar形式でアーカイブし、それを標準

出力に送る。「tar -xf -」は、標準入力

をtar形式として解釈して、それを展開

するというものだ。最初のcdで、送り

元のディレクトリに移動しているので、

最初のtarは目的のファイルをアーカイ

ブして標準出力に送ることができる。

しかし、2番目のtarは、/barの下にフ

ァイルを展開できない。最初のtarはフ

ァイルの位置を相対パスで指定する。

たとえば/ f o o / d o c / b u g s . t x t

は、./doc/bugs.txtになる。これを正

しく展開するためには、展開側のtarの

カレントディレクトリは/barでなけれ

ばならないが、最初のcdで/fooに移っ

てしまっている。

最初のtarはカレントディレクトリが

/fooの状態で実行しなければならない

が、2番目のtarは/barで実行しなけれ

ばならない。しかしシェルのカレント

ディレクトリは1つだけである。どうす

ればいいか？

答えは、「(cd /foo; tar -cf - .) ¦ tar -

xf -」である。cdと最初のtarが()で囲

まれている。()は、シェルをforkしたの

ち、子プロセスのシェルでカッコ内の

コマンドを実行することを指示する。

つまり、カッコに囲まれたcdとtarは、

コマンドをタイプしたシェルがforkし

てから実行されるのである。forkする

ことによって、新しいプロセスとして

動作するシェルが作られ、それがcdと

tarを実行する。つまり最初のtarは、

/fooをカレントディレクトリとするシ

ェルから実行されるのだ。そしてその

結果は標準出力に送られる。2番目の

tarは、ユーザーが直接使っているシェ

ルから実行される。つまりカレントデ

ィレクトリは/barのままである。これ

により、tar形式で指定された相対パス

をカレントディレクトリに適用して、

/fooの下のファイルを同じディレクト

リ構成のままで/barの下に展開できる

のである。

このように、本来のシェルからfork

したシェルをサブシェルと呼ぶ。サブ

シェルにコマンドを実行させることに

より、元のシェルの環境（カレントデ

ィレクトリや環境変数など）に影響す

ることなく、一時的にシェルの環境を

変更してコマンドを実行することがで

きる（図4）。

これはまた、もう1つの興味深いこと

を提示している。cdコマンドなど、プ

ロセス自体の属性を操作するコマンド
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は外部コマンドにできないということ

である。カレントディレクトリを変更

するcdコマンドが外部の実行ファイル

だとどうなるか？　シェルがforkして

cdを実行する。新しいプロセスはcdの

引数で指定されたディレクトリをカレ

ントディレクトリとするが、親プロセ

スのシェルのカレントディレクトリは

変化しない。cdの終了後、元のシェル

のカレントディレクトリは変化しない

のである。

このような理由から、シェルそのも

のの環境を変更するいくつかのコマン

ドは、シェルプロセスのコンテキスト

で実行される組み込みコマンドでなけ

ればならない。カレントディレクトリ

の変更以外に、環境変数の設定コマン

ドなどがこれに相当する。

これに関連する話題はほかにもある。

一連のシェルコマンドや外部コマンド

のコマンドラインをファイルに記述し、

実行属性を設定することで、シェルス

クリプトを作成することができる。プ

ログラムファイルと同じように、ファ

イル名をタイプすることにより実行で

きるファイルだ。これは外部コマンド

の実行と同じように、forkしたシェル

から実行される。正確には、シェルが

forkした後、外部コマンドとしてシェ

ルを起動し、その引数にファイル名を

与えるのである（図5）。

シェルスクリプトに似たファイルに、

ログイン時の初期化を行う.profile、.log

in、.cshrcなどのファイルがある。これ

らのファイルは、シェルの各種初期設定

を行うコマンドが列挙されている。内

容的には実行可能なシェルスクリプト

と同じだが、これらをシェルファイル

のように実行しても意味はない。シェ

ルファイル名をコマンドラインで指定

して実行する場合、fork／execされる

プログラムはシェルである。このシェ

ルはファイルの内容を問題なく実行し

て終了する。しかし、その結果は親の

シェルには反映されない。カレントデ

ィレクトリの移動、各種環境変数やシ

ェル変数の設定などは、子プロセス側

で行われるだけで、親プロセスには影

響しないからだ。シェルの設定のため

にこれらのファイルを使う場合は、

forkすることなくこれらを実行しなけ

ればならない。そのため、sh系では「.」、

csh系ではsourceという組み込みコマ

ンドが用意されている。たとえば「.

.profile」とタイプすれば、ログイン時

と同じようにシェルの初期設定を行う

ことができる。これらのコマンドは、

指定されたファイルに記述された内容

を自身のコンテキストで、つまりfork

せずに実行する。これにより、ファイ

ルに記述された各種環境変更などがそ

のプロセスに反映される（図6）。

■プロセスの実行可能状態と実行状態

何も障害がなければ、プロセスは自

身の実行を継続する。何らかの理由に

より実行を継続できなければ、プロセ

スは停止する。プロセスがどのような

条件の時に実行を継続できるかを考え

てみよう。

プロセスがディスクI/Oやキー入力、

その他の何らかのイベントを待ってい

ない状態であれば、プロセスはいつで

も実行することができる。これを実行

可能状態（Runnable）という。そし

て、実行可能状態のプロセスに実際に

CPUが割り当てられると、プロセスの

実行が開始される。これが実行状態

（Running）である。

実行中のプロセスの数は、システム

が備えているCPUの数より多くなるこ

とはない。シングルプロセッサシステ

ムなら1つだけだし、4プロセッサシス

テムなら最大4つである。それに対し
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ファイルに記述さ
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ここで実行されるコマンドは、シェル環境に影響する 
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コマンド 

コマンド 

コマンド 

wait

図5 シェルスクリプト 図6 シェル初期化ファイルの実行



て、実行可能状態プロセスの数に制限

はない。正確にいえば、実行可能プロ

セスの中から1つ（CPUが1つの場合）

を選んで、それにCPUを割り当てるの

である。

実行可能状態のプロセスは、オペレ

ーティングシステムが管理している実

行待ちキューの中で待機している。オ

ペレーティングシステムのスケジュー

ラは、各プロセスのプライオリティ

（優先順位）や消費したCPUタイムな

どを加味した上で、次に実行する、つ

まり実際にCPUを割り当てるプロセス

を決定する。これにより、プロセスの

状態が実行可能から実行中になるので

ある。実行を開始したプロセスは、

CPUを一定の時間（タイムスライス）

使うか、後で説明する何らかの待ち状

態に入ると実行を停止し、スケジュー

ラは別の実行可能プロセスにCPUを割

り当てる。

forkにより誕生したプロセスは、停

止したり、実行可能になって実際に

CPU割り当てを受けて実行するという

サイクルを無数に繰り返して、自分の

仕事を進めていくのだ。

■省エネ版のfork

forkは、新しいプロセスを複製する

が、実際使われるときには、新しいプ

ロセスはすぐにexecを実行することが

多い。環境変数などは継承されるが、

元のプログラムのデータは使われるこ

となく失われてしまうのである。

かつてのUNIXは、forkで実際にイ

メージをまるごとコピーしていたのだ

が、使われもしないデータをコピーす

るのは無駄なので、BSDで、イメージ

を親子で共有するvforkというシステム

コールが導入された。Linuxのforkも

この流れを汲むもだ。しかしこの方法

では、子プロセスがメモリを書き変え

ると、親プロセスに影響してしまう。

これを防ぐために、Linuxの子プロセ

スは「コピーオンライト」という処理

を行う。書き込みを検出すると、その

ページだけ新たに割り当て、コピーし

てから実際の書き込みを行うのである

（これは、MMUと仮想記憶の仕組みで

実現される）。これにより親プロセスに

は影響を与えずに、イメージをコピー

するのと同じ効果がより効率的に得ら

れるのだ。

■なぜforkなのか

最後にちょっとヨタ話をしておこう。

なぜ新しいプロセスを作るシステムコ

ールはforkなのか？

このforkは、ナイフとフォークのフ

ォークである。しかし、食器のフォー

クといえば、先の数はもっと多いのが

普通だ。そこで、forkを辞書で調べる

と、熊手、音叉という訳もある。また、

分岐点、分岐するという意味もある。

意味からすると、熊手や音叉よりは、

分岐点、分岐するのほうが的確な訳で

あろうが、それでも筆者は、やはり

forkは、先が分かれてるからフォーク

なんだと思っている。
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一般的なコマンドは、forkしたシェルから

execするという形で起動するのだが、デー

モンの多くは、これとはまた少し異なる形で

起動する。デーモンは、一度起動されると、

その後ずっと動き続ける。つまり、普通に

シェルから起動すると（ブート時に実行さ

れる初期化ファイルはシェルスクリプトなの

で、シェルから起動されることに変わりはな

い）、いつまでもシェルに戻ってこなくなっ

てしまう。しかし実際は、&を付けずに実行

しても、すぐにシェルに返ってくる。もちろ

ん、バックグラウンドでデーモンプログラムは

動作している。どうなっているのだろうか？

答えは簡単だ。デーモンは、通常のコマ

ンドと同じように起動された後、forkしてい

るのである。そして、子プロセスがデーモン

として実行を続け、親プロセスはすぐに終

了してしまうのである（図7）。親プロセス

が終了することで、シェルは処理を続行で

きるのだ。これにより、子プロセスのデーモ

ンを生成した直接の親プロセスはなくなって

しまい、祖父であったシェルが親になる。そ

のシェルも初期化処理が終わるとなくなっ

てしまうので、デーモンの親は最終的にinit

プロセスになる。

また、デーモンの多くは標準入出力を使

わないので、この起動処理の段階で標準入

出力をクローズしてしまう。これにより、ps

でTTYが表示されなくなるのだ。

Column

デーモンの起動

図7 デーモンの起動

デーモンの処理
を続ける 

シェル 
（親プロセス） 

fork

wait

子プロセス 
（コマンドとして起動された 

デーモン） 

プロセスの終了 

fork

exec

fork

exit

シェル 

外部コマンド 

プロセスを 
コピーする 

孫プロセス 
（実際に稼働するデーモン） 

fork

デーモンコ
マンドをロ
ードし、それ
を実行する 



;;ユーザーに

;;ドキュメントルートを開放したくない

;;

Webサーバを構築して、部署単位、

ユーザー単位にWebコンテンツをアッ

プロードできるような仕組みを作った

とする。このとき、Apacheのドキュ

メントディレクトリでは、各利用者に

対して、ディレクトリパーティション

を与えることになる。ユーザーに対す

るグループ管理もややこしくなり、結

果として管理が繁雑になる。

手間をかけずに実現するには、各ユ

ーザーのホームディレクトリ上の

public_htmlを使うという方法だ。し

かし、この方法ではいくつも問題が生

じる。まず、URLが̃ ユーザー名とな

り、かっこ悪い。管理側としてはもっ

とも楽な方法だが、利用者側にとって

みればこのURLはうれしくない。

ユーザー名が分かるということは、

FTPやtelnetでアタックされる可能性

もある。Webサーバの管理側としては、

外にはできる限りユーザー名をオープ

ンにしたくないという本音がある。ま

た、ユーザー側にしてみれば、̃ を使

わずにスマートなURLでWebコンテン

ツを公開したいという要望も強い。そ

こで、こうした両者のコンセプトを生

かしたまま実現する手順を3つほど挙げ

よう。

;;

;;シンボリックリンクを有効にする

;;

もっとも手軽な方法は、シンボリッ

クリンクを張る方法だ。たとえば、ユ

ーザーアカウントnakaのホームディレ

クトリ下にpublic_htmlというディレク

トリがあるとする。その中にnakaが

Webコンテンツを置いていれば、

http://www.ho.point5.co.jp/̃naka/で

個人のWebコンテンツへアクセスでき

る。

しかし、これではユーザー名が見え

てしまうために、セキュリティ面で不

安が残る。そこで、Apacheのドキュ

メントディレクトリ/home/httpd/html

と̃naka/public_html間でシンボリッ

クリンクを張る（図1）。
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1人でWebサーバを使っている限り、ややこしいユーザー管
理は不要だ。しかし、会社や学校にWebサーバがあり、いろ
いろな利用者にエリアを開放していくと、ユーザー管理とエ
リアの確保、パーミッションの変更など、面倒な作業が出て
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直接利用者に触らせたくないものだ。今回は、そうした用途
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ドキュメントルートを触らせないファイル管理
～alias、redirect～

ユーザーにドキュメントルート
を開放したくない

Webサーバ構築術（第5回）

httpd

home

/

naka

html public_html

webgroup シンボリックリンク 

シンボリックリンクを
有効にする

図1 実ディレクトリとシンボリックリンクの関係



# ln -s /home/naka/public_html

/home/httpd/html/webgroup

ファイルシステム的に、シンボリック

リンクを張ってしまえば、ファイル管

理も簡単にできるうえに、http ://

www.ho.point5.co.jp/webgroup/とい

うURLを使って、/home/naka

/public_html内へのアクセスが実現す

る。ただし、シンボリックリンクだけ

で動くわけではなく、Apacheの設定

でシンボリックリンクを有効にしてお

く必要がある。シンボリックリンクを

有効にするには、 / e t c / h t t p d /

conf/access.conf中でOptionsの行を、

Options Indexes Includes 

FollowSymLinks ExecCGI

というように、 O p t i o n s の中 で

FollowSymlinksを含めておく（リスト

1）。ここで重要なことは、Options内

でFollowSymLinksを有効にしておく

ことで、

Option All

という形であってもかまわない。いず

れにしても、FollowSymlinksさえ有効

にしておけば、Apacheはシンボリック

リンクをちゃんと処理してくれる。よ

く設定内容が分からないときは、

Options Allとして、すべてのオプショ

ンを有効にしてしまう方法があるが、

Apacheのデフォルト状態では、上の

ようにFollowSymlinksが有効になって

いる。標準設定のまま利用している限

りなら、シンボリックリンクは正しく

動作するはずだ。

/etc/httpd/conf/access.confを書き

換える以外にも、シンボリックリンク

を 有 効 に し た い デ ィ レ ク ト リ

に、.htaccessを置いておく方法もある。

たとえば、

Options +FollowSymLinks

といった内容をドキュメントディレク

トリの .htaccess中に加えておけば、

そのディレクトリ以下でFollowSymlinks

が有効になる。ドキュメントディレク

トリ全体に対して、FollowSymlinksを

有効にしたくないときには、この方法

を使うほうが効果がある。

「̃ ユーザー名」でアクセスさせず

に、ユーザー名を隠したままURLを与

えつつ、セキュリティ周りも守るとす

ると、この方法がもっとも手軽な方法

だ。しかし、この方法をとらないこと

も多い。理由は単純で、access.conf中

でFollowSymLinksを許すと、Webサ

ーバ全体でFollowSymLinksを許すこ

とになる。もしユーザーが勝手に別の

ディレクトリにシンボリックリンクを

張っていた場合、そのシンボリックリ

ンクも有効になる。万一/etc/にシンボ

リックリンクを張られた場合、/etc/中

の設定内容がすべて見えてしまう。

.htaccessで指定ディレクトリに対し

てのみ有効にする方法であれば、ドキ

ュメントディレクトリ全体に及ぶ危険

性は減る。しかし、今回のケースのよ

うに、ドキュメントディレクトリのト

ップにシンボリックリンクを張る場

合、.htaccessはドキュメントディレク

トリのトップに置いておかなければい

けない。

すなわち、ドキュメントディレクト

リ全体にFollowSymLinksを許してい

ることと同じになる。ドキュメントル

ート以下ではFollowSymlinksを設定し

ないとするならば、各ディレクトリに

.htaccessを置いて回るか、/etc/httpd

/conf/access.conf中の<Directory>で

すべてのディレクトリを設定して回ら

ないといけない。つまり、ドキュメン

トディレクトリ以外でFol lowSym

Linksが利用できる状態を許したくな

いならば、別の方法をとったほうがス

マートだ。

;;

;;Aliasを使ったディレクトリ管理

;;

FollowSymLinksを使うと、シェル

レベルからディレクトリ構成を確認す

るのは分かりやすい。しかし、シンボ

リックリンクの危険性と常に向き合わ

せになる。そこで、たいていはAliasを

使ってドキュメントディレクトリを追

加する方法が使われる。Aliasはシンボ
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# Note that "MultiViews" must be named *explicitly* --- "Options All"

# doesn't give it to you.

Options Indexes Includes FollowSymLinks ExecCGI

▼リスト1 /etc/httpd/conf/access.conf中のシンボリックリンクを有効にする箇所

Alias /icons/ "/home/httpd/icons/"

<Directory "/home/httpd/icons">

Options Indexes MultiViews

AllowOverride None

Order allow,deny

Allow from all

</Directory>

▼リスト2 /etc/httpd/conf/srm.conf中のシンボリックリンクを有効にする箇所

Aliasを使った
ディレクトリ管理



リックリンクを張ることなく、URLに

対して別のディレクトリを参照させる

ものだ。今回のファイル管理用途以外

にも、ドキュメントディレクトリのパ

ーティションの容量が足りなくなり、

別のパーティションに一部のHTMLド

キュメントを分割して管理するような

ときにも使われる。

この処理は、決して特別なことでは

なく、Apacheではごく普通に使われ

ている方法だ。たとえば、ファンシー

インデックス時のアイコン表示は、ド

キュメントルート直下の/icons/という

ディレクトリを見にいっている。しか

し、/home/httpd/html直下には、

iconsというディレクトリが存在しな

い。iconsディレクトリの実態は、

/home/httpd/icons/にあり、/etc/

httpd/conf/srm.conf中でリスト2のよ

うに設定されている。

この中で、

Alias /icons/ /home/httpd/icons/

というグローバルな設定をしているた

め、ドキュメントディレクトリにicons

ディレクトリがなくても、/iconsへの

アクセスは/home/httpd/icons/にエイ

リアスされ、/home/httpd/icons/が参

照されるという仕組みだ。

Aliasの使い方はまさにこれで、URL

で渡される文字列に対して、実ディレ

クトリでのAlias先を指定する。たとえ

ばさきほどのwebgroupの例でいくと、

Alias /webgroup/ /home/naka

/public_html/

の1文を/etc/httpd/conf/srm.confに

加えておく。/home/naka/public_html

のシンボリックリンクは不要だ。この

Alias設定を有効にするには、一度

Apacheを再起動する。

# /etc/rc.d/init.d/httpd restart

Apacheのリスタート時には、瞬間

的にサービスが停止する。しかし、新

たなAliasが加わってサービスが再開さ

れる。

このAliasによって、http://www.ho

.point5.co.jp/webgroup/とhttp://www

.ho.point5.co.jp/̃naka/でアクセスできる

先は同一のものだ。̃naka/でのアクセ

スを抑制するならば、̃naka/public

_htmlをAliasするのではなく、̃naka

/webdirといった、まったく違うディ

レクトリを利用するように設定すれば

いい。

ユーザーのホームディレクトリ下の、

適当なディレクトリに対してAliasを設

定することで、FTPでHTMLをアップ

ロードするときに、ドキュメントディ

レクトリを探すためにハードディスク

内をうろつかれる心配がなくなる。い

ちばんのメリットはまさにこの部分と

いえそうだ。さらには、利用者に分か

りやすいURLを欲しいという要望にも

応えられる。

しかも、この方式にはもっと大きな

メリットもある。Apache管理者がド

キュメントディレクトリを割り当てた

ファイルシステムの空き容量を気にせ

ずにすむ点だ。万一利用者が巨大なコ

ンテンツをアップロードしたとしても、

ドキュメントディレクトリとホームデ

ィレクトリのファイルシステムが違え

ば、ドキュメントディレクトリには一

切影響が出ない。ドキュメントディレ

クトリ内に巨大なコンテンツを置かれ

る可能性に脅えながら運用しなくても

すむわけだ。

;;

;;

;;

ただし、Aliasにはいくつかの仕様上

の問題点がある。まず、

Alias /webgroup/ /home/naka

/public_html/

と設定した場合、Webブラウザが要求

しているURLが/webgroup/という指

定であれば、正しく/home/naka/public

_html/へエイリアスする。しかし、

/webgroupというようにディレクトリ

の最後に/を付けずに呼び出したときに

は、Aliasパターンにマッチしない。マ

ッチしなければ、/home/naka/public

_html/へエイリアスされない（画面1）。

それなら、
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画面1 Alias /webgroup/  /home/naka/public_html/の設定で、URLによる結果の違い。左はwebgroupというように、
ディレクトリに対して/を入れなかった場合、NotFoundとなる。Alias設定で最後の/までAliasした場合、ディレクトリ
は必ず/で終わらせないとAliasがかからない

AliasMatchでファイルを
正しく引き継ぐ



Alias /webgroup /home/naka

/public_html

とするとよさそうに見える。しかし、

この設定でも得られる結果はあまり変

わらない。今度はAliasの対象元が

/webgroupであり、URLが/webgroup

という指定であれば正しく動作するが、

/webgroup/や/webgroup/1.gifという

URL指定では、正しくAliasされない。

Apache内部では、あくまでも最後に/

が付いたときのみ、ディレクトリとし

て認識して処理するが、Alias元が/で

終わっていなければ、それをディレク

トリとして認識しない。

こうした問題点があるため、ディレ

クトリに対する処理は、Aliasではなく

AliasMatchを使うケースがほとんど

だ。

AliasMatchを使った書き換えをする

と、

AliasMatch ^/webgroup(.*) /home

/naka/public_html$1

という、正規表現を使った記述ができ

る。この場合、URLの頭が/webgroup

で始まるものすべては、/home/naka

/public_htmlに置き換えてアクセスす

る。しかも/webgroup以下にある文字

列はそっくり/home/naka/public_html

以下に付加される。AliasMatchを使え

ば、Aliasで生じた問題点はすべて解決

できるわけだ。

ただし、これですべてが解決できる

わけではない。たとえば、ドキュメン

トルートにwebgroupsというディレク

トリを作った場合、/webgroupsへの

リクエストは、AliasMatchにひっかか

り、/home/naka/public_htmlsと展開

される。webgroupとwebgroupsのよ

うに片方を含んだ名前が存在するとき

にトラブルが起こる。結果として、リ

クエストしたページがないということ

になる。AliasMatchは必ずしも万能と

いうわけではないのだ。

Aliasでの置き換えはメジャーな方法

であるものの、シェルからはどのよう

にAliasがかかっているかまったく見え

ない。何を見にいってエラーが出てい

るのかは、Apacheのエラーログから判

断する。

たとえば、リスト3では、error_log

から2つのエラーを切り出している。最

初のエラーログは画面1のエラーログ

で、純粋にwebgroupというディレク

トリもしくはファイルが見つからない

ということだ。Aliasで設定しているよ

うなときには、このようなエラーログ

になる。

もうひとつのエラー例は、AliasMatch

の場合だ。/webgroupsへのアクセス

をしたために、/webgroup部分のみが

展開され、存在しないディレクトリが

記載される。特にAliasMatchを使って

いる場合、思わぬパターンでAliasが展

開されるときがある。こんなときは、

ログファイルを見れば判明する。

長期に渡ってWebサイトを運用して

くると、人気のあるWebページを分離

して、別サーバを立てるというケース

が出てくる。この場合、ホストをまた

が る こ と に な る 。 と こ ろ が 、

AliasMatchでは、同一ホスト内だけで

のAliasしかできない。

そこで、ホスト間での転送もできる

ものとして、Redirectが用意されてい

る 。 そ し て 、 A l i a s に 対 し て

AliasMatchがあるように、Redirectに

対してRedirectMatchがある。正規表

現によるリダイレクトパターンを設定

できるほうが、RedirectMatchだ。

たとえば、

RedirectMatch ^/icons(.*) http:

//www.in.point5.co.jp/icons$1

と指定すれば、iconsディレクトリ以下

のみ、www.in.point5.co.jp/iconsに

Redirectされる。ヒット数の多いコン

テンツを新たにハウジングやホスティ

ングしたサーバへ移動したときには、

この方法でRedirectをすることが多い。

このほかにも、画像以外のコンテンツ

は自社内専用線上のWebサーバに置

き、画像ファイルなどのイメージプロ

パティをすべてホスティング先のホス

トへ置いて、画像ディレクトリをRe

directMatchでホスティング先サーバ

へ分散させるという方法にも使われる。

いずれにしても、Redirectはあくま

でもRedirectの処理しかしないため、

ブラウザにとっては文字どおり、再度

接続し直しの処理となる。このため、

ブラウザのURL表示に新たなURLが表

示される点には注意しておきたい。な

お、RedirectMatchでも、最後に

Apacheのリスタートが必要だ。リス
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[Mon Nov 15 21:18:02 1999] [error] [client 192.168.9.241] File does not exist: /home/httpd/html/webgroup

[Mon Nov 15 21:18:02 1999] [error] [client 192.168.9.241] File does not exist: /home/naka/public_htmls

▼リスト3 /var/log/httpd/error_logの例

Aliasの置き換えは
ログで管理する

ホストをまたがったときには
Redirectを使う



タートしない限り、設定内容は反映さ

れない。

RedirectMatchよりもさらに強力な

RewriteRuleというURL変更技術を

Ap a c h e は持っている。しかし、

RewriteRuleはモジュール形式で提供

されているうえに、標準ではRewrite

Ruleを組み込まれていない。つまり、

RewriteRuleを使うには、ソースレベ

ルからの再コンパイルが必要だ。

たいていのLinux環境では、カーネ

ルのソースはインストールしてあって

も、それ以外のソースはインストール

していないだろう。どうせここで

Apacheソースを入れるならば、最新

のApache 1.3.9を導入したい。そこ

で、RewriteRuleを試す前に、Apache

1.3.9をインストールしてほしい。ソー

スレベルからのインストールについて、

コラムで触れておいた。また、ソース

レベルでのインストールになることで、

ドキュメントディレクトリ、コンフィ

グレーションディレクトリなど、すべ

て本来のApacheオリジナルのものとな

る。以後の本記事では、Apache 1.3.9

のオリジナルに沿ったディレクトリ構

成で解説していく。

R ew r i t e R u l e に話を戻そう。

RewriteRuleのひとつの例として、

/usr/local/apache/conf/httpd.confの

<Directory />行を、

<Directory />
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■Apache_1.3.9.tar.gzの入手と展開

http://www.apache.org/dyn/closer.cgiから、

Apacheをダウンロードできるサイト一覧が

出てくる。いずれも公式サイトだ。この中か

ら負荷の少なそうなところを選んで最新の

Apacheソースを入手する。ファイルは、

apache_1.3.9.tar.gzというもので、これを

/usr/local/srcに保存する。

このあとは、

# cd /usr/local/src

# tar xvfz apache_1.3.9.tar.gz

という一連の作業で、ソースファイルを伸長、

展開する。

さらに、

# cd apache_1.3.9

# ./configure

# make

# make install

の手順で、標準状態のApacheが/usr/local/

apache以下にインストールされる。コンフィ

グレーションディレクトリは/usr / loca l /

apache/confで、ドキュメントディレクトリ

は/usr/local/apache/htdocsとなる。

■起動時のdaemon処理

ここまでの作業で、Apache1.3.9が組み込

まれるが、このままでは再起動をしたときに

は既存の1.3.6が動くことになる。そこで、

# cd /usr/sbin

# mv httpd httpd.old

# ln -s /usr/local/apache/bin/httpd .

として、起動時に動くApacheを新しいもの

にしておく。これで1回rebootして、Apache

が正しく動くことを確認できれば、1.3.9への

切り替えは終了だ。従来どおり、/etc/rc.d/

init.d/httpdを使い、restart、stop、startとい

う機能が使える。ただし、既存のApacheコ

ンフィグレーションファイルを引き継いでい

ないので、新たに/usr/local/apache/confで再

作成する。

■rewriteモジュールの組み込み

rewriteを例に、モジュールの組み込みを説明

しよう。以前と異なり、Apache1.3からは

configure時にモジュール指定ができるようにな

っている。たとえば、rewriteを組み込むには、

# cd /usr/local/src/apache_1.3.9

# ./configure --enable-module=rewrite

# make

# make install

とすることで、モジュールが組み込める。

configureを起動したときにsrc/Configuration.

apaci内で必要なモジュールのコメントが削

除されるため、直接src/Configuration.apaci

を触る必要がなくなったわけだ。

実際にrewriteモジュールが組み込まれたか

どうかは、

# /sbin/httpd -l

で確認できる。この中にmod_rewrite.cが含

まれていれば、rewriteモジュールが正しく動

作する。

Column

Apache 1.3.9のインストール

RewriteRuleを使った
複雑な管理

RewriteRuleで.htmと
.htmlを同一視させる

Apache HTTP Server Download
http://www.apache.org/dyn/closer.cgi



Options FollowSymLinks

AllowOverride None

RewriteEngine on

RewriteRule ^(.*)htm$ $1html

</Directory>

のようにしておく。これは、＊.htmの

アクセスを＊.htmlに置き換えてくれる

というものだ。たとえば、これまでは

HTMLファイルの拡張子を.htmで統一

していたものを、＊.htmlに変えたとい

うようなとき、自分で管理している

HTMLファイルに対しては、Perlのス

クリプトで一斉に変更できるだろう。

しかし、ほかのユーザーが公開して

いるコンテンツや、CGI部分まではな

かなか修正の手が回らない。こんなと

きには、htmとhtmlファイルを同一視

するような仕組みを組み込んでおきた

いものだ。そして、もっとも重要なこ

とは、公開しているWebサイトという

ことは、ブックマークやほかのサイト

からリンクが張られている可能性があ

る。特に会社の場合、必ずしも最新の

情報にリンクが張られているわけでは

ない。過去のニュース発表文書のURL

にリンクをしてあるようなとき、安易

にファイル名すら変更できない。こん

なとき、RewriteRuleを使うと既存の

URLのままアクセスができる。

これは非常に有効な方法で、拡張子

でGIFとgif、jpegとjpgがごちゃまぜ

になっているときなどでも、Rewrite

Ruleでどちらかに合わせてしまえば、

HTMLファイル中で拡張子の大文字、

小文字の問題にひっかかって、HTML

を直さなければいけないという問題に

も対処できる。

たとえば、アップロードする画像は、

jpg、もしくはgifという、小文字の3文

字拡張子に限定してしまえば、

<Directory />

Options FollowSymLinks

AllowOverride None

RewriteEngine on

RewriteRule ^(.*)[Gg][Ii][Ff]$ $1gif

RewriteRule ^(.*)[Jj][Pp][Gg]$ $1jpg

RewriteRule ^(.*)[Jj][Pp][Ee][Gg]$ 

$1jpg

</Directory>

というリライトパターンの定義さえし

ておけばいい。こうすれば、HTML中

でGIFやJPEGで呼び出すようになって

いたとしても、ファイルさえjpg、もし

くはgifという統一した形でアップロー

ドしてさえいれば、つまらない部分で

画像が読み込めないという心配をしな

くてすむ。
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RedirectMatchやRewriteRuleでホスト間移

動をすると、利用者ブラウザに必ずリダイレ

クト先が表示される。これを抑制する方法の

1つとして、ApacheのProxyサーバ機能を使

う方法がある。Proxyサーバ機能はApacheの

モジュールで構成されるため、画面1のよう

に再度コンパイルが必要だ。--enab l e -

moduleのオプションとしてproxyを指定し、

再度makeとmake installをすると組み込まれ

る。画面1はrewriteモジュールと同時に組み

込んだときの例だ。

も っ と も 簡 単 な 設 定 の 使 い 方 は 、

/us r / l oca l / apache /con f /h t t pd .con fの

<Directory>で囲まれていないところに、次の

ような設定をする。

ProxyRequests On

ProxyPass / http://wire.point5.co.jp/

この結果が画面2だ。ちょっとしたバーチ

ャルホストが立ち上げられるわけだ。ただし、

いうまでもないが、この状態ではApacheが

公開Proxyサーバとなっている。このWebサ

ーバをProxyに設定すれば、だれもが全世界

へのプロキシサーバとして利用できる。さら

に、リダイレクトではなく、Proxyサーバと

して動いているので、ネットワークのトラフ

ィック軽減に直結しない点にも十分注意した

い。

Column

URLの変更なしにほかのサーバへ

# cd /usr/local/src/apache_1.3.9/

# ./configure --enable-module=rewrite --enable-module=proxy

# make

# make install

画面1 proxyモジュールを組み込むときのmake例

画面2 ApacheのProxyで相手先ホストを指定すると、
ApacheがProxyサーバとなって動作するため、ブラウザ
のURL表示が変わらない



これまで家庭用電化製品や携帯用機器などに搭載するマ

イクロプロセッサのソフトウェア開発は、UNIXワークス

テーション上で行われることが多かった。UNIXは、プロ

グラムの開発環境として、たいへん優れていたからである。

ところが、UNIXワークステーションが高価だったこと

もあって、低コストの4ビットCPUなどの場合は、開発環

境としてDOSしか供給されないこともあった。DOSの非

力な開発環境では苦労も多く、泣きながら徹夜でプログラ

ムを書かなくてはならないこともあったのだ。

しかし時代は変わり、5万円のPCでLinuxや＊BSDな

どのUNIX互換OSが動作するようになった。このような

状況を背景に、ソニーのPlayStation2の開発もLinux上で

行われているらしい。これからは、劣悪なプログラミング

環境に苦しまずに、UNIX環境での快適なプログラミング

ができる素晴らしい時代になりそうである。

；；

；；

；；

Linuxは、サーバ用としてはもちろん、前述のように

PlayStation2のメイン開発環境になるなど、着実にシェア

を伸ばしていて、数年後にはデスクトップ環境として利用

される可能性さえも秘めている。

しかし、現状ではまだまだWindowsが広く使われてい

るのが事実である。そのため、そのうえで動作するアプリ

ケーションの開発にもWindowsを使わざるを得ない。し

かも、Visual C++などMicrosoft製の高価な開発環境を

購入する必要がある。

Windows以前のDOS環境では、フリーのCコンパイラ

もあったし、フリーのソフトウェアも多かったのだが、最

近ではVisual C++の購入資金を回収するためか、フリー

のソフトウェアはすっかり減り、ほとんどがシェアウェア

となってしまった。OSの独占だけでなく、開発環境の独

占による弊害も目立つと感じるのは筆者だけだろうか？

このような、Microsoftの世界で閉じてしまった状態を

解き放とうというのが今回のテーマである。つまり、オー

プンなOSの上のオープンな開発環境を用いて、さまざま

なプラットフォーム上で動くオープンなアプリケーション

を開発しようというわけである。

；；

；；

；；

今回紹介する「Mingw32」というパッケージを使うと、

LinuxやFreeBSD上でWindowsアプリケーションを作成

することができる。このMingw32については、以前にも

Linux magazine No.2掲載の「GPG ―自動暗号化システ

ムをつくる―」の中で、GPGをWin32用にコンパイルす

る環境としてごく簡単に紹介している。

PC-UNIX環境でWindowsアプリケーションを作成でき

るということは、UNIX環境に慣れたプログラマーの立場

から見ると、とても画期的なことである。筆者は、以前に
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文：藤沢敏喜
Text : Toshiki Fujisawa 

第3回となってこの連載にはタイトルがないことに
気づいた! そこで「プログラミング工房」と名づ
け、今後もプログラミングにまつわるいろいろな話
題を提供していく予定なので、今後ともよろしくお
願いします。今回はMingw32を使って、Linux上
でWindowsアプリケーションを作ります。

プログラミング工房
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第3回　Windowsプログラミング（1）

クローズな世界から
オープンな世界へ

Linuxで
Windowsプログラミング



このMingw32の実力を測るため、Visual C++で書かれ

た3万行程度のGUIベースのWindowsアプリケーション

をMingw32上でコンパイルしてみたことがある。結論か

らいうと、実用性は十分だった。ソースファイルにたった

数行ほどの変更を加えるだけで、まったく問題なく動作さ

せることができたのだ。

このテストに使用したWindowsアプリケーションを最

初に開発したときは、OSに依存した処理を行う部分は切

り分けて書いておき、非依存の部分はLinuxやFreeBSD

上でもコンパイルできるようにしてあった。そのため、最

初の開発やデバッグはすべて慣れたFreeBSD上で行い、

そのあとでOSに依存する処理部分などを、Windows上で

Visual C++を用いてWin32用のバイナリを作成してい

た。二度手間のようだが、慣れた環境での開発効率はこの

手間に代えがたいものがあるのだ。しかし、これからはこ

のMingw32があるので、Visual C++が不要になり、二

度手間も必要なさそうである。

また、LinuxではVMware（http://www.vmware

.com/）という、PCの仮想ハードウェア環境を構築するソ

フトウェアがあるので、このうえにWindowsをインスト

ールして動かせば、動作テストを含めて、Windowsアプ

リケーション開発のほとんどの作業をLinux上で行うこと

が可能ではないかと思う。

さらに最近では、Troll Tech社が提供している「Qt」

のように、WindowsとX Window Systemで共通に使え

るGUIツールキットもいくつか登場してきている。これらを

利用すれば、WindowsとX Window Systemの両方で動

作させるプログラムを作成することも可能になりつつある。

読者のみなさんも、ぜひオープンなアプリケーションプ

ログラムを作成してみてほしい。

；；

；；

；；

Mingw32（ Minimalist GNU Win32 Package） は、

Microsoftが提供するランタイムライブラリをリンクする

ことができる初期化コードと、ヘッダファイルからなるパ

ッケージである。コンパイラとしては、egcs（gccから派

生したCコンパイラ）などを用いることができる。

このパッケージは、標準設定ではWindowsに標準で組

み込まれている「CRTDLL」という基本ライブラリしか

利用しない。そのため、高速でサイズの小さなWin32アプ

リケーションプログラムを作成できる。なお、Mingw32
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コンパイラを動作させているOSと異なる

環境で実行するバイナリを作成することを

「クロスコンパイルする」といい、そのバイ

ナリを作成するために用いるコンパイラを

「クロスコンパイラ」と呼ぶ。

クロスコンパイルを行うのにはさまざま

なケースがある。たとえば、本文で紹介し

たMingw32のように、i386互換のCPUで

動作するLinux上で、i386互換のCPUで動

作するWindows用のバイナリを作成すると

いうのもひとつの例である。さらに、冒頭

で述べたように組み込み用4ビットCPUの

バイナリを作成するために、SunOS上でコ

ンパイルを行うというケースもある。

また、クロスコンパイルは、新しいマシ

ンや新しいCPUへOSを移植するような場

合にもよく用いられる。たとえば、表c-1に

示すような、既存の開発環境と新しく開発

する環境で「マシン／CPU／OS」が異な

る場合である。

（1）は、MIPSをCPUとするWindows

CEマシンにNetBSDを移植する場合の例で

あり、（2）はLinux誕生時に用いられた例

である。（3）は、1992年に、京大マイコン

クラブが 386BSD という OS を NEC -

PC-9801へ移植したときに用いた方法であ

る。

なお（4）は、筆者が1992年にPC/AT用

の 386BSD を当時手元にあったNEC-

PC-9801NSへ移植したときの例で、DOS

上で動作するdjgccを用いて386BSDカーネ

ルをコンパイルした。ちなみに、このとき

は8文字＋3文字というDOSのファイル名

の制限に苦しめられた。さらに、カーネル

をコンパイルするマシンと実行するマシン

が同一だったため、頻繁なリブートが必要

になり、とても苦労した記憶がある。

違うマシンでクロス開発を行えば、エデ

ィタなどを利用しているマシンを頻繁にリ

ブートすることが避けられるので作業効率

も上がる。Windows 95/98では、ちょっと

間違ったプログラムを書くと、すぐにシス

テムクラッシュが起こり、頻繁にリブート

を繰り返さなければならない。ひどい場合

にはファイルを失うこともあるのだが、違

うマシンでコンパイルをすれば、安全な開

発を行うことができる。

Column

クロスコンパイラ

ケース 開発(コンパイル)環境の 新しい(実行)環境の

「マシン／OS／CPU」 「マシン／OS／CPU」

（1） PCAT/i386/NetBSD Windows CE/mips/NetBSD

（2） PCAT/i386/NetBSD PCAT/i386/Linux

（3） Sun/sparc/SunOS PC98/i386/386BSD

（4） PC98/i386/DOS PC98/i386/386BSD

表c-1 異なるアーキテクチャ間のクロスコンパイルの例

Mingw32とは？



に関する情報としては、

http://www.geocities.com/Tokyo/

Towers/6162/gcc.html

が詳しく、Win32プログラミングのチュートリアルなどの

情報や、他のフリーWin32コンパイラの情報もある。

このMingw32は、Windows上で動作させることもでき

るが、Mumit Khan氏により、egcsによるクロスコンパ

イル環境が提供されている。これについては、

http://www.xraylith.wisc.edu/̃khan/

software/gnu-win32/egcs.html

で解説されている。

Windows上で動作するUNIXライクなプログラミング

環境としては、Cygnus Solutions（http://www.cygnus

.com/）が提供する「Cygwin32」（旧gnuwin32）が有名

である。このCygwin32は、cygwin.dllというライブラリ

によってUNIX互換エミュレーションを行っている。した

がって、UNIX用に開発されたプログラムをほとんど変更

しないでも、そのままWindow上で使用することが可能と

なっている。しかし、実行時にはGPLの配布条件に従う

cygwin.dllが必要になるというデメリットがある。また、

UNIX互換エミュレーション層でのオーバーヘッドがある

ため、実行速度の面では不利になる。

一方、前述したようにMingw32はWindowsの基本シ

ステムに存在するCRTDLLライブラリだけしか使わない

ため、自分で作成したバイナリプログラムだけを配布でき

るという配布条件上のメリットがある。また、cygwin.dll

のようなオーバーヘッドもないため、Win32用のプログラ

ムを作成する環境としては優れている。

；；

；； Mingw32で作成するサンプルプログラム

；；

さっそくこのMingw32を使ったサンプルプログラムを

紹介といきたいところだが、ただ単に「Hello World」の

表示だけでは、ありきたり過ぎてつまらない。かといって、

あまり大規模なものでは、Windowsプログラミングに慣

れていない読者には理解するのがたいへんだ。

そこで、あまり難しくなり過ぎない（約200行）程度で

記述できるようなもので、多少実用的なプログラムも作成

してみよう。具体的には、Mingw32を使って作成した暗

号化プログラム「gpg.exe」を呼び出して、GUIで操作で

きるアプリケーションの作成を題材としてみる。

ただし、紙幅の関係で今月はMingw32のインストール

とテストプログラムのコンパイルだけとなる。この暗号化

アプリケーションの作成法については、次号で行うことを

ご了承いただきたい。なお、記事の最後にこの暗号化アプ

リケーションの概略も紹介しておこう。

；；

；； Mingw32のインストール

；；

では、まずMingw32のインストールから始めよう。

LinuxにMingw32のクロスコンパイル環境をインストー

ルするには、下記のWebサイトに詳しい解説がある。

http://www.xraylith.wisc.edu/̃khan/

software/gnu-win32/mingw-cross-howto.txt

しかし、表1に示したように必要なパッケージが非常に

多いうえ、インストール手順も複雑である。そこで、手軽

に始めたいという読者のために、今回はインストール用の

シェルスクリプト（Install-Mingw32.sh）を作成し、付属

CD-ROMに収録してあるので、こちらを利用してほしい。

このシェルスクリプトは、インターネットから必要なパ

ッケージをwgetコマンドを利用して自動的に取得し、パ

ッケージのチェックサムを計算によって正しくダウンロー

ドされたかを確認してから、自動的にマシンにインストー

ルを行うようになっている。使用上の注意などは、同梱の

README.txtを参照してほしい。
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ファイル名 サイズ（バイト）

onfig.tar.bz2 13596

intl.tar.bz2 50944

etc.tar.bz2 99954

gprof.tar.bz2 125087

libiberty.tar.bz2 133402

toplevel.tar.bz2 138427

egcs-1.1.1-x86-win32-patches.tar.gz 143121

include.tar.bz2 255036

opcodes.tar.bz2 296810

ld.tar.bz2 333065

binutils.tar.bz2 431676

bin-1999-04-05.tar.gz 588552

texinfo.tar.bz2 963891

bfd.tar.bz2 1247639

gas.tar.bz2 1379313

egcs-1.1.1.tar.bz2 8917442

計 15117955

表1 Mingw32の実行に必要なモジュール群

Mingw32で作成する
サンプルプログラム

Mingw32のインストール



■スクリプト実行の注意点

このスクリプトがインターネットから転送するファイル

は全部で約15Mバイトで、インストールスクリプトを実行

するためには、/var/tmp/に数百Mバイトの空き容量を

必要とする。筆者が試したPentium-200MHzのマシンで

はコンパイルに1時間ほど要した。

なお、このスクリプトは必要なファイルをすべて転送し

終わると、キー入力待ちとなり停止するので、ダイヤルア

ップ接続環境の方は、ここでいったんPPP接続を切るとよ

いだろう。

このスクリプトは、実行にbzip2、gcc、gmake、

automakeといったコマンドが必要となる。最近のLinux

ディストリビューションでは、これらのコマンドはあらか

じめインストールされていることが多いので問題はないと

思うが、もしもインストールされていない場合は、各自の

環境に応じてあらかじめインストールしておいてほしい。

このシェルスクリプトで、Mingw32をインストールす

ると、/usr/local/mingw32ディレクトリ以下に、表2の

ようなサブディレクトリ構成でインストールが行われる。

また、/usr/local/i386-mingw32/bin/にある、コンパイ

ラなどの実行バイナリは、/usr/local/bin/からシンボリッ

クリンクが張ってあるので、 環境変数 PATH に

/usr/local/bin/が登録されているかも確認しておこう。

；；

；； テストプログラムの実行

；；

インストールが終わったら、正常にインストールできた

かをチェックするため、次のような小さなプログラムをコ

ンパイルしてみよう。

1.コンソールアプリケーション

まず、定番の「Hello World」を表示するコンソールア

プリケーションから作成してみよう。

contest.c（リスト1）と、Makefile（リスト2）を作成

し、makeコマンドを実行するとcontest.exeができあが

る。このcontest.exeファイルを、ftpなどでWindowsマ

シンへ転送し、MS-DOSプロンプトでこれを実行すれば、

「Hello World」という文字列が表示される（画面1）。

なお、ftpを使う際はバイナリモードで転送することを

忘れないようにしてほしい（ftp のプロンプトから

「binary」と入力してから転送する）。また、いちいちftp

するが面倒なら、Sambaを利用してLinuxのファイルシ

ステムをWindowsのドライブとして割り当てておくと、

より快適な環境が構築できる。

2.ウインドウアプリケーション

さて、今度はメッセージボックスウインドウを開くプロ

グラムに挑戦してみよう。ウインドウを開くとなると、難

しそうに思う読者もいるかもしれないが、リスト3を見れ

ばわかるとおり、MessageBox関数を呼ぶだけの単純なプ

ログラムだ。
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#include <stdio.h>

int main(void)

{

printf("Hello World\n");

return 0;

}

▼リスト1 contest.c

CC=i386-mingw32-gcc

contest.exe : contest.c

$(CC) -o contest.exe contest.c

clean:

rm -f *.o *.exe

▼リスト2 Makefile for contest.c

表2 Mingw32のディレクトリ構成

ディレクトリ 説明

i386-mingw32/lib Win32ライブラリ

i386-mingw32/include Win32インクルードファイル

i386-mingw32/bin コンパイラなどの実行バイナリ

bin コンパイラへのハードリンク

lib gccライブラリ

include g++インクルードファイル

man マニュアル

info infoファイル

画面1 contest.exeの実行

テストプログラムの実行



コンソールアプリケーションのときと同じように、Cプ

ログラムソース（リスト3）と、それをコンパイルするた

めのMakefile（リスト4）を用意し、makeを実行すると

wintest.exeができあがる。

このwintest.exeをWindowsマシンへ持っていき、マ

ウスでダブルクリックすると、メッセージボックスが表示

される（画面2）。

ここで、wintest.cを見てみよう（リスト3）。まず、

WinMain関数が定義されている。Windowsのプログラム

では、まずこのWinMain関数が呼ばれることになってい

る。

WinMainには引数が4つあり、最初の2つは「インスタ

ンスハンドル」と呼ばれるもので、UNIXでいうプロセス

IDのようなものであると考えておけばよいだろう。3番目

のlpCmdには、コマンドライン引数が渡される。つまり、

プログラムにファイルをドラッグした場合などは、この引

数によってファイル名を知ることができる。最後のnShow

という引数は、ウインドウの初期表示方法を指示する数値

となっている。

3.少し複雑なウインドウアプリケーション

上記の2つはあまりにも簡単なプログラムなので、物足

りなく感じる読者は、

http://www.geocities.com/

Tokyo/Towers/6162/win32/hello.html

で、「A More Complete Example」として紹介されてい

る「test.c」を試してみるとよい。これをコンパイルして

実行すると、画面3のようなウインドウが表示される。

このプログラムは、メッセージループとコールバック関

数を用いた、標準的な構造をもったWindowsアプリケー

ションになっているので、勉強には最適である。また、い

ろいろなプログラムを試したい場合も、このサンプルを改

造して実験してみるとよいだろう。

；；

；； 来月号の予告

；；

今月号では、Mingw32環境のインストールの説明と、

テストプログラムのコンパイルまでを解説した。Mingw32

のインストールは時間がかかるが、付属CD-ROMに収録

したシェルスクリプトを利用してもらえば難しくはないの

で、ぜひ挑戦してみてほしい。

さて次号では、Mingw32を用いた実用プログラムとし

て、暗号化を行うGUIベースのWindowアプリケーショ

ンについて解説を行う予定である。このアプリケーション

がどのようなものか予告も兼ねて紹介しておこう。

■アプリケーションの仕様

アプリケーションの動作仕様は次のようなものだ。

デスクトップに置かれたアプリケーションをダブルクリ

ックすると、Windows標準のファイル選択のためのダイ

アログボックスが表示される（画面4）。
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CC=i386-mingw32-gcc

LOPT=-Wl,--subsystem,windows

LIBS=-lkernel32 -luser32

wintest.exe : wintest.c

$(CC) -o $@ wintest.c $(LIBS) $(LOPT)

clean:

rm -f *.o *.exe

▼リスト4 Makefile for wintest.c

#include <windows.h>

int WINAPI

WinMain( HINSTANCE hInst, HINSTANCE hPrev, LPSTR

lpCmd, int nShow)

{

MessageBox(NULL, "Helo World", "Title", MB_OK);

return 0;

}

▼リスト3 wintest.c 画面2 wintest.exeの実行

画面3 サンプルプ
ログラム（test.c）
の実行

来月号の予告



ここでディレクトリを選び、暗号化したいファイルを選

択すると、パスワードの入力画面が表示される（画面5）。

暗号化するためのパスワードを入力すると、自動的に

gpg.exeが起動され、暗号化が行われる。暗号化が正常に

行われると、その旨を伝えるメッセージが表示される（画

面6）。なお、プログラムを簡単にするため、GPGの機能

のうち共有鍵を使うモード（symmetric）のみをサポート

することにする。

このアプリケーションでは、ファイルの選択とパスワー

ドの入力だけという非常に単純なプログラムだが、簡単に

暗号化／復号化を行うことが可能で、実用度は高いと思う。

また、このプログラムをサンプルとして選んだのは、GUI

で操作ができ、かつ安心して利用できる暗号化プログラム

があまり存在しないというのも理由のひとつである。

；；

；；オープンアプリケーションがもたらす意義
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Mingw32のように、コンパイラやアセン

ブラのソースが公開されていれば、クロスコ

ンパイル環境を構築することは比較的簡単

である。しかし、これ以外にもクロスコンパ

イルする方法はある。PC-UNIX環境の快適

さを享受しつつ、Windowsアプリケーショ

ンの開発を行うにはどうしたらよいかを考え

てみよう。

1.WindowsにUNIXライクな環境を構築する

Windows 3.1の時代に、アスキーから

BOW（BSD on Windows）というソフトウ

ェアが発売された。これは、Windows 3.1上

で、FreeBSDのバイナリプログラムを動作

させてしまうという、魔法のようなプログラ

ムであった。当時、嫌々ながらWindowsプ

ログラミングをせざるをえない状況にいた筆

者が飛びついたのはいうまでもない。bash、

ls、diff、awk、perlといったツールはもちろ

ん、本物のmuleまでもが使えるというのは

本当にありがたかった。その後、BOWは

Windows 95や（非公式ながら）Windows

NT 4.0などにも対応し、多くのユーザーを

獲得している。

また、 Cygnus Solutionsが提供する

Cygwin32環境をインストールすることによ

り、WindowsでもUNIXライクな環境が実現

できる。この環境に加えて、Win32用に移

植されたMeadow（旧Mule for Windows）

を利用すれば、かなりUNIXに近い開発環境

をWindows上に構築できる。

しかし、タスクの切り替えがお粗末な

Windowsでは、Cygwin32がUNIXエミュレ

ートに使用しているライブラリ「cygwin.dll」

や、OSそのもののオーバーヘッドが大きい

ため、同じマシンでもLinuxやFreeBSDを

使用しているときに得られるような、キビキ

ビと動く快適さは得ることはできず、やはり

イライラさせられてしまう。エミュレータな

ので仕方ないのだが…。

2.Linux上でDOSエミュレーターを使う

これは、1993年ごろ組み込み用の8ビッ

トCPUのソフトウェア開発を行っていた筆

者が実際に使っていた方法である。当時、

＊BSDではDOSエミュレータがまだ存在し

なかったため、Linux上でemudosを使って

DOS上のマクロアセンブラを動作させてい

た。

emudosでは、DOSからLinuxのファイル

システムをアクセスすることができたので、

エディタはLinux上でEmacsを使うことがで

きた。また、Linux上でエミュレータへ転送

したり、ROMライタを使えるツールを作成

したため、快適に開発を進めることができた。

3.コンパイルのみをWindowsで行い、編集

作業をLinuxやFreeBSD上で行う

これを実現するには、2台のコンピュータ

が必要になる。1 台目には、L i n u x や

FreeBSDをインストールし、編集作業など

はすべてこのマシンで行うことにする。

このマシンの適当なディレクトリには、た

とえば本文で紹介したwintest.c（リスト3）

と、右記のリストc-1、リストc-2、リスト

c-3の4つのファイルを置いておき、このデ

ィレクトリをSambaなどでWindowsマシン

側に公開しておく。

2台目のWindowsマシンでは、（スタート

Column
Windowsの開発環境を
Linuxから使う

画面4 暗号化するファイルを選択するダイアログボックス 画面6 暗号化終了を通知するウィンドウ

画面5 パスワード入力画面



；；

UNIXに慣れたプログラマーなら、わけのわからない複

雑怪奇なライブラリを使わなければならないWindowsの

プログラミングには手を出したくないという方も少なくな

いかもしれない。しかし、今回紹介したMingw32のよう

に、Linux上でWindowsアプリ－ケーションが開発でき

るツールさえあれば（しかも、フリー!!）、Linuxだけでな

くWindowsもターゲットとしたアプリケーションを開発

しようという気になる人もいるだろう。何といってもユー

ザー数が違う。

また、PC-UNIX上で動作する画像処理ソフトとして有

名な「Gimp」は、すでにWindowsへ移植されており、

Linux版とまったく同じ操作性を実現している（画面7）。

このgimpで利用されているGUIツールキット「GTK+」

を用いれば、LinuxだけでなくWindows上でも動作する

プログラムを簡単に作成できるのだ。

このGimpの例のように、さまざまなOS上で操作性が

変わらないアプリケーションが増えてくれば、アプリケー

ションを理由にひとつのOSに縛られることはなくなる。

必然的に性能でOSを選ぶユーザーが多くなるだろう。そ

ういう意味では、オープンなアプリケーションが広く使わ

れるようになれば、LinuxやFreeBSDなどのオープンな

OSのさらなる普及が望めるのではないかと思う。
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アップフォルダなどを利用して）1台目のマ

シンで公開されているディレクトリを、Nド

ライブに割り当て、カレントディレクトリ

として、MS-DOSプロンプトから公開フォ

ルダにあるリストc-1のバッチファイルを動

かしておく。

そして、1台目のLinuxマシンでmuleを

起動し、“M-x compile”を実行すれば、

muleのバッファの中でコンパイルの様子が

表示される。エラーがあった場合は、“M-x

next-error”を実行すれば、エラーのある行

へ移動することができる。

さらに、実行ファイルがあるディレクト

リを、Sambaなどを利用してデバッグ担当

者に公開しておけば、Windowsマシンのキ

ーボードやマウスに一切触れることなく、

Windows上で動作するコンパイラを使った

開発が行えることになる。

net time ¥¥samba-machine /set /yes

@echo off

if exist _make.log del _make.log

set MSDEV=c:¥vc42

set PATH=%MSDEV%¥bin;c:¥windows;c:¥windows¥command

set LIB=%MSDEV%¥lib

set INCLUDE=%MSDEV%¥include

:loop

@echo off

echo WAITING ...

:wait

break = on

if not exist _dosexe.bat goto wait

echo executing...

nmake -nologo make-dos > _make.log

del  _dosexe.bat

goto loop

▼リストc-1 00loop.bat（改行コードはCR+LF）

make-unix:

./00start.sh

make-dos: wintest.exe

wintest.exe : wintest.c

cl -W3 -owintest.exe wintest.c /MT /link user32.lib

▼リストc-2 Makefile（改行コードはLFのみ）

#!/usr/local/bin/bash

> _make.log

echo w32_make > _dosexe.bat

(

while [ -e  _dosexe.bat ] ; do  sleep 1 ; done 

kill `ps ax | awk '$5 $6 $7~/^tail-

f_make.log/{print $1}'`

) &

tail -f _make.log | tr -d '[\015]'

▼リストc-3 00start.sh（改行コードはLFのみ）

画面7 Windowsへ移植されたフォトレタッチソフト「Gimp」

オープンアプリケーションが
もたらす意義

各自の環境に合わ
せて変更する



作成するプログラムの規模が大きくなる

と必要になってくるのが、makeコマンドで

ある。makeコマンドは、Makefileという名

前のファイルに記述された情報にしたがっ

て、主に複数のファイルに分割されたプロ

グラムを自動的にコンパイルするために用

いられる。

C言語のプログラムを作成する場合は、

複数のソースファイル（＊.c）をコンパイル

し、それぞれのオブジェクトファイル（＊.o）

を作成する。そして、それらのオブジェク

トファイルをリンカを用いて結合し、実行

バイナリファイルを作成する。また、コン

パイルを行う際には、適切なヘッダファイ

ル（＊.h）も読み込む必要がある。

たとえば、

io_scsi.c io_usb.c io.c main.c

io_scsi.h io_usb.h io.h

という7つのファイルからなるプログラムを

考えてみよう。ここで3つのヘッダファイル

は次のようにインクルードされるものとす

る。

・main.cではio.hのみをインクルードする

・io.cでは、io_scsi.hとio_usb.hとio.hを

インクルードする

・io_usb.cでは、io_usb.hのみをインクル

ードする

・io_scsi.cでは、io_scsi.hのみをインクル

ードする

ソースファイルio.cからは、“gcc -c io.c”

というコマンドで、io.oというオブジェクト

ファイルが作成される。また、io_scsi.o、

io_usb.o、main.oも同様に同名のソースフ

ァイルから作成される。これをリンカで結

合したものが最終的に得られるバイナリ実

行ファイルである。このバイナリ実行ファ

イルの名前を「t e s t cm d」とすると、

testcmdを作成するには次のようなシェルス

クリプトを書けばよい。

#!/bin/sh

gcc -c io_scsi.c

gcc -c io_usb.c

gcc -c io.c

gcc -c main.c

gcc -o testcmd io_scsi.o io_usb.o \

io.o main.o

これで一連の作業が自動化されることに

なるが、このままでは1つのファイルを変更

するたびに全部のファイルを再コンパイル

することになってしまう。プログラムが大

きい場合やファイルが多くある場合は、時

間がかかってしまい非効率的である。かと

いって、これを避けるために、変更したフ

ァイルを人間が判断して、それだけをコン

パイルするようにすると、今度はコンパイ

ルすべきファイルを忘れたりして、これも

問題になってしまう。

このような問題を解決するために誕生し

たのが、makeコマンドである。makeコマ

ンドは、各ファイルのタイムスタンプから、

変更すべきファイルを見つけ出し、自動的

にコンパイルを行うことができる。ここで、

どのファイルからどのファイルを作成すべ

きかといった依存関係を記述するのが

Makefileである。前述の例のような場合、

MakefileはリストAのようになる。

Makefileではマクロが利用できるので、

リストAでは、最初にOBJSというマクロ

に各オブジェクトファイルを代入していて、

あとの行ではそれを $(OBJS) という表記を

することで参照している。

ここで、「:」の左側に描かれているのが

生成するファイルで、「:」の右側に書かれ

ている複数のファイルがそれを生成するた

めに必要なファイルである。また、次行で

は生成するのに必要なコマンドを示してい

る。たとえば次の、

io.o : io_scsi.h io_usb.h io.h

gcc -c io.c

の部分なら、「io.oというファイルを作成す

るためには、io_scsi.h、io_usb.h、io.hとい

う3つのファイルが必要で、“gcc -c io.c”

というコマンドを実行する」ということが

わかる。ただし、ここで実行コマンドが書

かれた行（この例では“gcc -c io.c”の行）

の左側は、タブ文字でなくてはならないこ

とに注意してほしい。

makeコマンドは、このMakefileと各ファ

イルのタイムスタンプを参照し、必要なコマ

ンドを自動的に実行するというわけである。

基本的な使い方をするだけなら、ここま

での説明だけでもmakeは簡単に利用でき

る。しかし、ここで紹介した以外にも便利

な記法が多くあるので、より効果的な活用

をするためにもマニュアルには目を通して

おくとよいだろう。

また、makeコマンドはタイムスタンプを

基にコマンドを実行するかどうかを決定し

ているため、違うマシン間でNFSやSamba

でファイル共有をしている場合は、共有オ

プションを適切に設定し、各マシンの時刻

をxntpdなどで一致させておく必要があるこ

とに注意してほしい。

Makefile

特別講座

ステップアップC言語ステップアップC言語

OBJS=io_scsi.o io_usb.o io.o main.o

testcmd : $(OBJS)

gcc -o tstcmd $(OBJS)

io_scsi.o : io_scsi.h

gcc -c io_scsi.c

io_usb.o : io_usb.h

gcc -c io_usb.c

io.o : io_scsi.h io_usb.h io.h

gcc -c io.c

main.o : io.h

gcc -c main.c

▼リストA

複数ファイルのコンパイル

Makefile
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前回は連載2回目にもかかわらず、いきなり「ユーザー

定義関数」を紹介しました。ハードルが高いなぁ、と感じ

られた方もいたかもしれません。しかし、ユーザー定義関

数は今回紹介するトリガ以外にも、今後紹介していく予定

となっているさまざまな機能の中で顔を出てくる重要な機

能なのです。そんなわけで、より快適な機能を利用するた

めには欠かせないものですので、しっかり理解しておいて

ください。

今回は、アイデア次第でさまざまな場面に活用できる

「トリガ」について解説します。難しい印象を持つ方もい

るかもしれませんが、考え方自体は単純なものです。そし

て、習得する面倒をはるかに上回るだけのメリットを与え

てくれる、非常に便利な機能なのです。

さあ、トリガの紹介を始めましょう。
；；
；；
；；

たとえば、あるデータベースを閲覧／操作するアプリケ

ーションがあり、その内容の信頼性が非常に重要だったと

します。そこで、データの信頼性を確保するために、いつ、

誰が、どのようにテーブル内容を更新したのかという情報

を記録するシステムを考えたとします。もちろん、更新が

あるたびにその内容をどこかのテーブルに保管するように

アプリケーションを作成すればすむことなのですが、悪意

のあるユーザーにデータベース内のテーブルを直接書き換

えられた場合には、更新記録はどこにも残らないことにな

ってしまいます。これでは困ります。

しかし、もしもテーブル自体に更新記録を保管する機能

が追加できたらどうでしょうか？　そうすれば、テーブル

を直接書き換えられたとしても更新記録が残るわけですか

ら、データの信頼性は多少高くなるはずです。

また、すでに稼働している在庫管理アプリケーションが

あったとします。このシステムには入荷待ちをしている営

業所へのリアルタイムな入荷通知機能がないため、これを

あとから追加したいと考えたとします。通常なら、すでに

稼働中のシステムの入荷処理プログラムを変更して、入荷

情報と入荷待ち営業所の情報とを照らし合わせる処理を追

加することになるでしょう。そして、システム全体の総合

試験を行い、稼働中のシステムを停止したうえでシステム

を入れ替えることになると思います。

もしも、在庫情報を保管しているテーブル自体に、デー

タが追加されたときに何らかの処理を行わせることができ

たらどうでしょうか？　これなら、既存のシステムをいっ

さい変更することなく、入荷待ち営業所への入荷通知機能

を追加して実現することが可能になります。もちろん、そ

れでもデータ上は有機的に結合しているのです。既存のシ

ステムに手を入れない分、実現へのプロセスが簡素化でき

る可能性もあります。その気になれば、稼働中のシステム

をまったく止めないで追加機能の運用を開始できるかもし

れません。
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文：片岡裕生
Text : Hiroki kataoka

今回は、前回紹介した「ユーザー定義関数」を利
用した便利な機能「トリガ」を紹介します。トリガ
は、イベントに応じてテーブルに自動処理の機能を
持たせる機能で、より実用的な環境の構築が可能
になります。
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第3回トリガの利用

もしも、トリガがなかったら

PostgreSQLを極める
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これら2つの架空の想定に出てきた、「もしも…」の部

分を実現するのが、今回紹介する「トリガ」なのです。実

際には要求仕様もさまざまですから、これらの例では必ず

トリガを使うべきだというわけではありませんが、トリガ

の特徴は大まかにわかってもらえたと思います。
；；
；；
；；

トリガとは、「あらかじめ決めておいた操作が行われた

ときに自動的に実行する処理のこと」を指します（図1）。

なお、あらかじめ決めておいた操作のことを「イベント」

と呼びます。PostgreSQLでは、テーブルを更新したとき

にトリガを起動させることができます。ここでいうテーブ

ルの更新とは、次に挙げる操作のことを指します。

・レコードの挿入（INSERT文）

・レコードの更新（UPDATE文）

・レコードの削除（DELETE文）

たとえば、テーブルAにレコードを挿入した際に、その

レコードの内容に基づいてテーブルBにもデータを挿入し

たいといったときにトリガが利用できます。つまり、「テ

ーブルAにレコードを挿入」をイベントとして、「テーブ

ルBにもデータを挿入」というトリガを定義すればいいこ

とになります。こうすることで、テーブルAへのレコード

の挿入だけで、自動的にテーブルBにもデータが挿入され

ることになります。

また、PostgreSQLではトリガを起動するタイミングも

次の2種類の中から指定できます。

・イベントの直前（BEFORE）

・イベントの直後（AFTER）

イベントの直前に起動するトリガを利用すれば、トリガ

の処理中にテーブルの更新をキャンセルさせることも可能

です。たとえば、テーブルに挿入するレコードの内容をチ

ェックして、条件によってはレコードの挿入をキャンセル

したい場合などは、イベントの直前に起動するトリガを利

用することになります。というのも、イベントの直後に起

動するトリガではすでにイベントが完了してしまっていま

すので、それをキャンセルすることはできないからです。

この場合には、「テーブルにレコードを挿入」というイベ

ントの直前に起動する、「レコードの内容をチェック」と

いうトリガを定義すればいいことになります。

図1 トリガの概念

トリガ処理（処理ごと・イベント前） 

トリガ処理（レコードごと・イベント前） 

トリガ処理（レコードごと・イベント後） 

トリガ処理（処理ごと・イベント後） 

（未サポート） 

（未サポート） 

終了 

テーブルの更新処理 

トリガ起動 

トリガ起動 

トリガ起動 

トリガ起動 

トリガ起動 

トリガ起動 

トリガ起動 

トリガ起動 

レコード更新処理 

レコード更新処理 

テーブルの更新命令 

トリガとは？



なお、PostgreSQLではトリガの起動単位に、次の2種

類が規定されています。

・レコードごと（ROW）

・処理ごと（STATEMENT）

たとえば、レコードの更新を行うUPDATE文を考えて

みます。UPDATE文は1回の実行で複数のレコードを更

新する場合がありますが、目的によっては1回だけトリガ

を起動したい場合もあれば、更新するレコードごとに起動

したい場合もあります。そのため、トリガの起動単位には

このどちらかを指定することができる仕様になっていま

す。しかし残念ながら、現在のバージョンのPostgreSQL

では、処理ごとに起動するトリガはまだ利用できません。

トリガは、非常に便利な機能なのですが、テーブルの更

新内容を基に任意の処理が実行できるわけですから、誰で

もトリガを作成できるようになっていた場合、テーブルの

オーナーが気づかないうちにデータが盗まれるといったセ

キュリティ上の危険が発生してしまいます。このような理

由から、PostgreSQLではテーブルの更新に対するトリガ

をそのテーブルのオーナーだけに作成権限を与えるように

制限しています。

；；

；；トリガの使い方

；；

PostgreSQLのトリガでは、処理内容として関数名を指

定します。つまり、トリガを登録するためには、あらかじ

めトリガの処理内容を記述した関数（トリガプロシージャ）

を作成しておく必要があります。

■PL/pgSQL関数によるトリガプロシージャ

トリガプロシージャは、一般にユーザー定義関数として

作成しますが、利用できる言語に制限があります。利用可

能なユーザー定義関数は、具体的には以下の2種類のみと

なっています。

・PL/pgSQL関数

・C関数

このうち、C関数によるトリガプロシージャの記述は複

雑でわかりづらいと思いますので、今回はPL/pgSQL関

数によるトリガプロシージャの記述方法のみを解説しま

す。通常の利用目的なら、これだけで十分でしょう。

PL/pgSQL関数によるトリガプロシージャの作成は、以

下のSQL文で行います。

CREATE FUNCTION 《トリガプロシージャ名》 ()

RETURNS OPAQUE

AS '《PL/pgSQL文》'

LANGUAGE 'plpgsql';

トリガプロシージャは、基本的には通常のユーザー定義

関数と大差ないのですが、あえて異なる点を挙げると、

・返り値のデータ型が“OPAQUE”（不明なデータ型）

・関数の引数が1つも指定できない

ことがあります。ただし、トリガの引数という別形式でデ

ータを渡すことは可能です。

また、トリガプロシージャの返り値は、トリガの起動元

のテーブルと同じ構造のRECORD型（“テーブル名％

ROWTYPE”指定も可）か、あるいはNULL値のいずれ

かになります。イベントの直前に起動されたトリガプロシ

ージャがRECORD型の値を返した場合には、該当レコー

ドがその値に更新されます（または、単に削除されます）

が、NULL値を返した場合には該当レコードの更新は行わ

れません。イベントの直後に起動されたトリガプロシージ

ャの返り値は無視されます。

■利用可能なシステム変数

トリガプロシージャ内ではトリガ特有の情報を得ること

ができるようになっています。たとえば、レコードの更新

が原因となって起動されるトリガの場合には、更新前のレ

コードの内容と更新後のレコードの内容にアクセスするこ

とができます。このため、トリガプロシージャ内では普通

のユーザー定義関数に比べ、いくつかのシステム変数が追

加されます。次にそれぞれについて説明します。

・NEW（RECORD型）

更新後のレコード内容が格納されています。イベントが

“DELETE”の場合にはこの変数は無効となります。

イベントの直前に起動されるトリガの場合には、この変

数はまだテーブルに格納されていない、新しいレコード

の内容を意味します。

・OLD（RECORD型）
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更新前のレコード内容が格納されています。イベントが

“INSERT”の場合にはこの変数は無効となります。

・TG_NAME（NAME型）

トリガの名称が格納されています。複数のトリガに対し

て同一のトリガプロシージャを流用する場合の、動作の

切り替えなどに利用できます。

・TG_WHEN（TEXT型）

トリガの起動タイミングが格納されています。

“BEFORE”か“AFTER”のいずれかです。

・TG_LEVEL（TEXT型）

トリガの起動単位が格納されています。“ROW”か

“STATEMENT”のいずれかです。

・TG_OP（TEXT型）

トリガの起動イベントが格納されています。“INSERT”、

“UPDATE”、“DELETE”のいずれかです。

・TG_RELID（OID型）

トリガの起動元テーブルのオブジェクトIDが格納され

ています。

・TG_RELNAME（NAME型）

トリガの起動元テーブルの名称が格納されています。

・TG_NARGS（INTEGER型）

トリガ登録時に指定した、トリガプロシージャへの引数

の数が格納されています。

・TG_ARGV（TEXT配列型）

トリガ登録時に指定した、トリガプロシージャへの引数

が格納されています。 なお、 1 番目の引数は、

TG_ARGV[0]に格納されています。

これらのシステム変数が追加されているという点を除け

ば、トリガプロシージャも通常のユーザー定義関数と変わ

るところはありません。通常のユーザー定義関数としてト

リガプロシージャを作成すればいいのです。図2にNEW、

OLDシステム変数、トリガプロシージャの返り値の関係

を示します。

■トリガの登録

トリガプロシージャが用意できたら、次にトリガを登録

します。トリガの登録は次のSQL文で行います。

UPDATE文の実行 更新予定レコード 

更新内容はそのままレコードには格納さ
れず、トリガプロシージャの返り値に置き
換えられる。 

更新内容 

トリガプロシージャ（イベント前に起動） 

NEWシステム変数 

OLDシステム変数 

“2222”，”2222”，”1111” 

トリガ処理により作成された 
返り値 更新後レコード内容 

更新前レコード内容 

“2222”，”2222”，”2222” “2222”，”2222”，”2222” 

“1111”，”1111”，”1111” 

“2222”，”2222”，”1111” 

“1111”，”1111”，”1111” 

図2 NEW、OLDシステム変数とトリガプロシージャの返り値の関係（UPDATE文の実行によって起動するイベント前トリガの場合）



CREATE TRIGGER 《トリガ名》

《タイミング》 《イベント》 ON 《テーブル名》

FOR EACH ROW

EXECUTE PROCEDURE 《トリガプロシージャ名》(《トリガの引

数》);

《トリガ名》には作成するトリガの名称を指定します。

《タイミング》にはトリガの起動タイミングを指定しま

す。“BEFORE”か“AFTER”が指定でき、“BEFORE”、

“AFTER”はそれぞれイベントの直前、イベントの直後

にトリガを起動することを意味します。

《イベント》にはトリガを起動するイベントを指定しま

す。“INSERT”、“UPDATE”、“DELETE”が指定でき、

“OR”を挟むことにより複数のイベントを同時に指定する

ことができます。“INSERT”、“UPDATE”、“DELETE”

はそれぞれ、レコードの挿入時、レコードの更新時、レコ

ードの削除時にトリガを起動することを意味します。

《テーブル名》にはイベントの対象とするテーブル名を

指定します。このテーブルで発生したイベントが、トリガ

を起動します。

《トリガプロシージャ名》には、トリガの起動時に実行

する関数名（トリガプロシージャ名）を指定します。

《トリガの引数》にはトリガプロシージャに渡したい引

数を指定しますが、この値の受け取りにはTG_NARGSと

TG_ARGVというシステム変数を利用しなければなりませ

ん。

なお、トリガの削除は次のSQL文で行います。

DROP TRIGGER 《トリガ名》 ON 《テーブル名》;

■トリガプロシージャの具体例

ここで、トリガプロシージャの例をいくつか挙げてみま

す。

リスト1はもっとも単純なトリガプロシージャの例です。

このプロシージャはどのような条件のトリガにも利用で

き、起動理由の表示だけを行います。なお、トリガの起動

原因となったテーブル操作にはいっさい影響を与えませ

ん。

この例の中で、レコードの削除時（TG_OP が

“DELETE”の時）にトリガプロシージャの返り値として

OLDシステム変数を返していますが、この返り値の内容

自体には意味はありません。イベントの直前のトリガプロ

シージャでNULLを返してしまうとイベントがキャンセル

されてしまいますので、そのようなことがないように手持

ちのREDORD型変数を返しているにすぎません。

リスト2は、レコードの挿入や更新時に、percentとい

う名称のカラムの内容が100を越えないように制限するト

リガプロシージャです。なお、レコードの削除時に起動さ

れても誤動作しないように、イベントの種類をチェックし

ています。

この例ではNEWシステム変数の内容を直接変更して、

トリガプロシージャの新しい返り値としています。これに

より、レコードの挿入や更新の内容の一部を差し替えるこ

とができます。このようにNEWシステム変数を直接変更
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CREATE FUNCTION test1_tgr_fnc()

RETURNS opaque

AS '

BEGIN

-- トリガの起動理由を表示
RAISE NOTICE

''Trigger % was invoked % % on %.'',

TG_NAME, TG_WHEN, TG_OP, TG_RELNAME;

-- 終了
IF TG_OP = ''DELETE'' THEN

RETURN OLD;

END IF;

RETURN NEW;

END;

'

LANGUAGE 'plpgsql';

▼リスト1 起動理由を表示するだけのトリガプロシージャ CREATE FUNCTION test2_tgr_fnc()

RETURNS opaque

AS '

BEGIN

-- 削除イベントは無視する
IF TG_OP = ''DELETE'' THEN

RETURN OLD;

END IF;

-- 新しいレコードのpercent値が100を越えていたら
-- 100に書き換える
IF NEW.percent > 100 THEN

NEW.percent = 100;

END IF;

-- 終了
RETURN NEW;

END;

'

LANGUAGE 'plpgsql';

▼リスト2 percentカラムを100以下に制限するトリガプロシージャ



して利用しても問題はありません。というよりも、むしろ

そのほうが便利な場合がほとんどでしょう。もちろん、

OLDシステム変数が有効なイベント（UPDATEイベント

など）の場合なら、同様にOLDシステム変数を利用して

も問題はありません。

最後に、2つのテーブル間の矛盾を回避するトリガの例

を示します。リスト3は、親テーブル（parent）のレコー

ドが削除されたら、自動的に対応する子テーブル（child）

のレコードを削除するトリガプロシージャです。このトリ

ガプロシージャは、親テーブルのDELETEイベントに登

録して利用します。

この例をうまく組み合わせれば、PostgreSQLにまだ実

装されていない外部キーの機能をエミュレートすることも

可能です（2000年にリリース予定のPostgreSQLバージョ

ン7.0では、外部キーがサポートされる予定です）。

ここで例としてあげたトリガプロシージャを、実際にト

リガとして登録してテストするサンプルが付属CD-ROM

に収録されていますので、そちらも参考にしてください。

；；

；；トリガの利用例

；；

トリガの使い方についてはすでに解説しました。そこで

今度は、この連載ではおなじみの「顧客名簿」データベー

スを例に取り上げて、これに更新記録の自動取得機能をト

リガで実現する手順を解説しようと思います。表1に、顧

客テーブル（customer）の構成を示します。

まず、更新記録を格納するテーブルが必要になりますの

で、更新記録テーブルを表2にしました構成で作成します。

更新記録テーブルには、更新者や更新種別（“INSERT”、

“UPDATE”、“DELETE”の区別）、更新日時、そのほ

かに更新前後の顧客テーブルの内容を格納します。

さて、更新記録の格納先が決まったところで、次は本題

のトリガを作成しましょう。まず、トリガプロシージャの

作成から始めます。

基本的には更新者、更新種別、更新日時と、更新前後の

顧客テーブルの内容を記録するだけですから、やることは

比較的単純です。リスト4がそのトリガプロシージャです。

このリストでは、トリガプロシージャの最初の部分ではイ

ベントの種類を判定して分岐していますが、基本的な動作は

どのイベントの場合でも変わりありません。更新記録テーブ

ルに格納する内容が多少変わる程度です。特に難しいところ

はありませんので、すぐに理解できることと思います。

トリガプロシージャが作成できたところで、今度はデー

タベースにトリガを登録します。今回の場合は、顧客テー

ブルのすべてのイベントに対してトリガを登録すればいい

のですから、SQL文は次のようになります。

CREATE TRIGGER customer_update_tgr

AFTER INSERT OR UPDATE OR DELETE ON customer

FOR EACH ROW

EXECUTE PROCEDURE customer_update();
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CREATE FUNCTION test3_tgr_fnc()

RETURNS opaque

AS '

BEGIN

-- 削除以外のイベントは無視する
IF TG_OP <> ''DELETE'' THEN

RETURN NEW;

END IF;

-- 削除された親を指している子を削除
DELETE FROM child WHERE child.parent_id = OLD.id;

-- 終了
RETURN OLD;

END;

'

LANGUAGE 'plpgsql';

▼リスト3 親が削除されたら子も削除するトリガプロシージャ

カラム名 データ型 説明

ccode datetime 顧客コード

name1 text 姓

name2 text 名

addr1 text 住所1（都道府県）

addr2 text 住所2

addr3 text 住所3

zip text 郵便番号

email text 電子メールアドレス

表1 顧客テーブル（customer）の構成

カラム名 データ型 説明

uuser name 更新者

umethod text 更新種別

udatetime datetime 更新日時

old_ccode datetime 更新前の内容

old_name1 text 更新前の内容

old_name2 text 更新前の内容

old_addr1 text 更新前の内容

old_addr2 text 更新前の内容

old_addr3 text 更新前の内容

old_zip text 更新前の内容

old_email text 更新前の内容

new_* 更新後の内容

表2 更新記録テーブル（updatelog）の構成

トリガの利用例



なお、このSQL文ではトリガの起動タイミングをイベン

トの直後（AFTER）としていますが、今回のような目的

の場合は、イベントの直前であってもまったく問題ないで

しょう。

これで更新記録の自動取得ができるようになったはずで

すので、それでは、さっそく試してみましょう。まず、初

期状態の更新記録テーブルの内容を表示して、レコードが

ないことを確認します（画面1）。

次に顧客テーブルを更新してみます。レコードの挿入、

レコードの更新、レコードの削除という、3つの操作を行

います（画面2）。以上の操作で、3つの更新記録が作成さ

れているはずですので、さっそく更新記録テーブルの内容

を表示してみましょう（画面3）。ご覧のとおり、確かに

記録されています。以上で更新記録が自動的に格納される

ようになりました。
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CREATE FUNCTION customer_update() RETURNS OPAQUE

AS '

BEGIN

IF TG_OP = ''INSERT'' THEN

INSERT INTO updatelog (

uuser, umethod, udatetime,

new_ccode, new_name1, new_name2,

new_addr1, new_addr2, new_addr3, new_zip,

new_email

) VALUES (

USER, ''INSERT'', ''now'',

new.ccode, new.name1, new.name2,

new.addr1, new.addr2, new.addr3, new.zip,

new.email

);

RETURN new;

ELSE

IF TG_OP = ''UPDATE'' THEN

INSERT INTO updatelog (

uuser, umethod, udatetime,

old_ccode, old_name1, old_name2,

old_addr1, old_addr2, old_addr3, old_zip,

old_email,

new_ccode, new_name1, new_name2,

new_addr1, new_addr2, new_addr3, new_zip,

new_email

) VALUES (

USER, ''UPDATE'', ''now'',

old.ccode, old.name1, old.name2,

old.addr1, old.addr2, old.addr3, old.zip,

old.email,

new.ccode, new.name1, new.name2,

new.addr1, new.addr2, new.addr3, new.zip,

new.email

);

RETURN new;

ELSE

INSERT INTO updatelog (

uuser, umethod, udatetime,

old_ccode, old_name1, old_name2,

old_addr1, old_addr2, old_addr3, old_zip,

old_email

) VALUES (

USER, ''DELETE'', ''now'',

old.ccode, old.name1, old.name2,

old.addr1, old.addr2, old.addr3, old.zip,

old.email

);

RETURN old;

END IF;

END IF;

END;

'

LANGUAGE 'plpgsql';

▼リスト4 顧客テーブルの更新記録を取るトリガプロシージャ

ascii3=> select uuser, umethod, udatetime

from updatelog;

uuser  |umethod|udatetime

-------+-------+----------------------------

kataoka|INSERT |Thu Nov 17 09:14:19 1999 JST

kataoka|UPDATE |Thu Nov 17 09:14:19 1999 JST

kataoka|DELETE |Thu Nov 17 09:14:19 1999 JST

(3 rows)

ascii3=> -- 登録
ascii3=> insert into customer values (

ascii3->         30, '片岡', '裕生',

ascii3->         '東京都', '小金井市', '中町4',

ascii3->         '184-0012',

'kataoka@interwiz'

ascii3-> );

INSERT 147854 1

ascii3=> -- 更新
ascii3=> update customer

ascii3->         set name1 = 'カタオカ',

name2 = 'ヒロキ'

ascii3->         where ccode = 30;

UPDATE 1

ascii3=> -- 削除
ascii3=> delete from customer

ascii3->         where ccode = 30;

DELETE 1

ascii3=> select uuser, umethod, udatetime

from updatelog;

uuser  |umethod|udatetime

-------+-------+----------------------------

(0 rows)

画面3 更新後の更新記録テーブルの内容確認

画面2 顧客テーブルの操作

画面1 初期状態の更新記録テーブルの内容確認



最後に、権限の設定について説明しておきましょう。

PostgreSQLのトリガでは、イベント操作を行ったユーザ

ーの権限で実行されます。つまり、トリガを誰が登録しよ

うとも、現在のデータベース利用者の権限で動作するとい

うことです。ですから、今回のような更新記録を自動的に

格納するようなトリガを作成した場合には、格納先となる

テーブルにも、一般利用者に対して、少なくともINSERT

権限は与えておく必要があります。更新記録テーブルは、

通常はレコードの追加しか行われないので、INSERT権限

だけあれば十分でしょう。

；；

；；さあ、使ってみましょう

；；

例によって、今月の付属CD-ROMにも、今回の解説で

出てきたデータとソースコードすべてが収録されています。

また、それらを簡単にセットアップして実行するための

SQLファイルも用意してあります。詳しくは、付属CD-

ROM内のREADME.txtを参照してください。

次回は、クライアント間通信が実現できる通知機能

（NOTIFY／LISTEN）について紹介します。
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ルールといっても、ここで何か決めごとを話そうとしているわけ

ではありません。PostgreSQLには、トリガに似た機能を持つ「ル

ール」という機能があります。このルールについても簡単に紹介し

ておきます。

ルールを利用すると、トリガと同様にあらかじめ決めておいたイ

ベントによって処理を起動させることが可能です。トリガとの相違

点は細かく述べるときりがない（というかまったく異なる？）ので

すが、注意すべき点としてあえて挙げるなら、トリガならCOPY文

によっても起動されますが、ルールは実行されないということがあ

ります。

■ルールの作成

このルールを作成するには、次のSQL文を利用します。

CREATE RULE 《ルール名》

AS ON 《イベント》 TO 《テーブル名》 [WHERE 《条件式》]

DO [INSTEAD] 《SQL文》;

《ルール名》には作成するルールの名称を指定します。

《イベント》にはルールを実行するイベントを指定します。

“SELECT”、“INSERT”、“UPDATE”、“DELETE”のいずれかを指

定しますが、“SELECT”は現在のPostgreSQLでは利用できません。

“INSERT”、“UPDATE”、“DELETE”はそれぞれ、レコードの挿入

時、レコードの更新時、レコードの削除時にルールを実行すること

を意味します。

《テーブル名》にはイベントの対象とするテーブル名を指定しま

す。このテーブルで発生したイベントが、ルールを実行します。

“WHERE”キーワードとともに《条件式》を指定した場合には、

その条件か満たされた場合にのみルールが実行されるようになりま

す。

“INSTEAD”キーワードを指定すると、イベントを実行の代わり

にルールを実行します。

《SQL文》にはルールで実行するSQL文を指定します。SQL文

の代わりに“NOTHING”を指定すると、何も行わないルールにな

ります。また、複数のSQL文を“;”（セミコロン）でつないで全体

を“(”～“)”（かっこ）で囲むことにより、複数のSQL文をルール

に実行させることも可能です。

なお、ルールでもトリガと同様に、NEWとOLDという変数が

《条件式》と《SQL文》の中で利用できます。

■ルールの使用例

リストc-1は、顧客テーブルが更新されたとき、更新記録にその

内容を自動的に記録するルールです。このルールは、トリガとほぼ

同様な機能を提供してくれることをわかってもらえるでしょう。な

お、紙数の都合でリストc-1にはUPDATEに対するルールのみを紹

介していますが、付属CD-ROMにはINSERTやDELETEの分も含

まれています。

ルールにはもっと面白い使い方があるのですが、紙数も尽きまし

たので、続きはまたいずれということにします。

Column

ルール

CREATE RULE customer_update_rule
AS ON UPDATE TO customer
DO INSERT INTO updatelog (

uuser, umethod, udatetime,
old_ccode, old_name1, old_name2,
old_addr1, old_addr2, old_addr3, old_zip,
old_email,
new_ccode, new_name1, new_name2,
new_addr1, new_addr2, new_addr3, new_zip,
new_email

) VALUES (
USER, 'UPDATE(RULE)', 'now',
old.ccode, old.name1, old.name2,
old.addr1, old.addr2, old.addr3, old.zip,
old.email,
new.ccode, new.name1, new.name2,
new.addr1, new.addr2, new.addr3, new.zip,
new.email

);

▼リストc-1 ルールによる更新記録の自動作成

さあ、使ってみましょう



プログラミング言語を紹介する連載記事の場合、どのよ

うに説明していくかかなり難しいところです。機能を順番

に説明していくという方法もあるでしょうが、それではず

いぶん退屈な記事になってしまいます。そこで、この連載

では、言語仕様についてはあまり詳細に説明せず、具体的

なプログラムを紹介することで、とにかく雰囲気をつかん

でもらおうと思います。幸い、『オブジェクト指向スクリ

プト言語Ruby』（通称、Ruby本）が出版され、売れ行き

も好調のようですから、言語機能の詳細を知りたい方は、

とりあえずそちらを参照してください。

；；

；；

；；

この連載は、オブジェクト指向スクリプト言語「Ruby」

を紹介するものですが、そもそもRubyの魅力っていうの

は何でしょうか？　ま、いろいろあるとは思うのですが、

主なものは、次のようなものが考えられます。

・便利

Rubyは本格的な機能を持つスクリプト言語です。です

から、Perlの持つ「気軽さ」「手軽さ」「手早さ」などの利

点を（資産の蓄積を除いて）すべてを備えており、日常的

な処理を簡単にプログラムできます。プログラムをサッと

書いて、サッと実行できる開発サイクルの短さもうれしい

ですね。

・使う身になった言語仕様

Rubyは使って楽しい言語です。いろいろ理由はあるの

でしょうが、おそらく一番は「オブジェクト指向」という

ひとつのパラダイムで統一された言語仕様だからでしょ

う。それと、Perlの経験を踏まえた便利なクラスライブラ

リの存在も大きいです。まつもとさんによると、Rubyを

コンピュータとの優れたインターフェイスとなる言語とし

て設計したということです。

・新しい

Rubyは新しい言語です。といっても、実際には開発が

始まってからもう6年にもなるそうですから、本当はそれ

ほど新しくはないのかもしれませんが、話題になるように

なったのはつい最近ですよね。新しもの好きとしては見逃

せない魅力があります。

・国産

国産を強調するのは、作者のまつもとさんはあまり喜ば

ないようですが、やはり我々日本人にとって国産というの

は魅力です。作者と日本語で対話できるというのもうれし

いですし、日本語処理に困らないというのも長所です。何

といっても世界に通じるプログラム言語が国産というのが

「日本人の誇り」をくすぐるじゃありませんか。

・友好的なコミュニティ
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今回は「テキスト処理」をテーマに、Rubyプログ
ラミングの実際を紹介していきます。いきなり
grepコマンドを作ってしまいますが、そこはRuby
ですから簡単かつ美しいです。さあ、Rubyを始め
ましょう。
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第2回　ユー・ガット・Ruby

Rubyの魅力



Rubyの開発とサポートは主にruby-listというメーリン

グリストで行われています。ここでは、まつもとさんを始

めとする多くの人たちによって活発なやりとりが行われて

います。参加者は750名を越えているそうです。このメー

リングリストは、妙に難しいことが語られたりするんです

が（突然パッチが流れたりする）、初心者の簡単な質問に

も親切なフォローが行われます。Rubyコミュニティ全体

にこのようなフレンドリーな雰囲気があります。それと、

とにかくまつもとさんが出すメールの数は尋常ではないで

す。

正直なところ、Rubyはまだまだ若いので、先輩にあた

るPerlやPythonに比べて資産の蓄積も少なく、ドキュメ

ントも豊富とはいえないのですが、言語仕様、コミュニテ

ィそれぞれに何ともいえない「楽しさ」が感じられるので、

今後にとても期待できると思います。

；；

；；テキスト処理とRuby

；；

「Rubyは何に使えるか」と聞かれれば、「何にでも使え

ます」という答えになります。そういうプログラムを書け

ば、ということですが。しかし、それではあまりにも漠然

としていますので、紹介の手始めとして、基本となるテキ

スト処理から紹介しましょう。

元来、UNIXはキャラクタベースのインターフェイスが

基本といわれていたものです。テキストデータに対して選

択、加工などの処理を行い、新しいテキストデータを生成

することが中心でした。また、テキストデータ加工プログ

ラム（フィルタと呼ぶことが多い）を複数組み合わせて、

結果を得るのが「カッコイイ」やり方といわれていました。

最近は、UNIX系でもGNOMEやKDEといったグラフ

ィカルなインターフェイスが台頭しているようで、昔ほど

テキスト処理が中心とはいえなくなっているかもしれませ

んが、便利さは今でも変わっていないといえるでしょう。

Rubyは、そういったUNIXが持つテキスト処理の精神を

（Perl経由で）受け継いでいます。

■いきなりRubyでgrepを作る

では、実際にテキスト処理の実際を見てみましょう。み

なさんは、grepコマンドをご存知ですか？ grepは、フィ

ルタコマンド「sed」の“g/re/p”という命令から名付け

られたといわれているコマンドで（同様の働きをします）、

正規表現を使ってファイルの内容を検索するものです。正

規表現というのは、一種のワイルドカードのようなもので、

単なる文字列の一致以上のパターンを表現するものです。

このgrepコマンドをRubyで実装した骨格部分となるの

がリスト1です。実際のgrepコマンドには、もっとたくさ

んのオプションが用意されていますが、仕組みを理解しや

すくするため、ここではすべて省略しています。なお、リ

スト中の「#」より後ろの部分はコメントです。この

Rubyで作ったgrepコマンドの仕様説明を省略した代わり

に、少々ていねいにコメントをつけてあります。

このgrepコマンドは、実質6行のプログラムです。これ

をCなどで実装しようとすると、これくらいで収まるはず

もなく、なかなかの分量になることでしょう。これだけで

も、Rubyの記述力を感じてもらえるでしょう。

読者が、何らかの言語でのプログラミング経験があれば、

“gets()”という部分がファイルを1行ずつ読み込むことと、

“= ̃”が正規表現マッチの演算子であることさえわかれば、

このプログラムの働きを理解するのは簡単でしょう。ただ

し、

pat = /#{ARGV.shift}/

の部分については説明が必要でしょう。これは、ARGVと

いう名前の配列に入っているコマンドライン引数から、先

頭の一要素を取り除き、その取り除いた値を埋め込んだ正

規表現オブジェクトを新しく作り出して、変数patに代入

する、という意味です。
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画面1 「本物の」grepコマンドの実行例
本物のgrepコマンド（正確には、日本語対応のjgrepコマンド）を実行したところ。
カレントディレクトリにあるテキストファイルの中で、検索文字列に指定した
「Ruby」を検索し、その該当行がファイル名つきで表示されている。-iオプション
も付加しているので、「大文字／小文字は区別しない」で検索され、「ruby」にもマ
ッチする。

テキスト処理とRuby



ここで、“ARGV.shift”というのは「ARGVというオブ

ジェクトのshiftというメソッドを呼び出す」ことを意味し

ます。Perlでいう“shift(@ARGV)”と同じ意味ですが、

Rubyではオブジェクト指向風の記法で統一されています。

また、“//”は正規表現オブジェクトを表す式です。さら

に、Rubyでは文字列や正規表現の中に “#{}”で囲んだ

式を埋め込むことができます。

変数patが参照しているのは正規表現オブジェクトで、

変数lineに代入されるのは、各行の内容に対応する文字列

オブジェクトです。このようにRubyではあらゆるデータ

がオブジェクトになっています。この例では、あまりうれ

しさが感じられないと思いますが、読み進んでいけば少し

ずつ明らかになるでしょう。

変数lineが参照していた文字列オブジェクトは、次の行

の内容が読み込まれ、どこからも参照されなくなると、イ

ンタプリタが自動的に後片付けしてくれます。これは「ガ

ベージコレクション」と呼ばれ、Javaなどにも採用されて

いる機能です。ガベージコレクションの詳細はここでは述

べませんが、プログラマーの負担を減らすたいへん便利な

機能です。

■grepの起動

プログラムを作ったら動かしてみないと。Rubyのプロ

グラムを実行する方法はいくつかあります。一番簡単なの

は、Rubyインタプリタのコマンドライン引数として指定

することです。

% ruby grep.rb pattern file1 file2

これで、Ruby版のgrepが実行されます。また、UNIX

では次のようにchmodコマンドを使ってファイルに実行

フラグをセットすると、スクリプトファイル名だけで直接

実行できます。

% chmod a+x grep.rb

% grep.rb pattern file1 file2

ただし、 この方 法の場 合スクリプトの先 頭に

“#!/usr/bin/ruby”のように、インタプリタへのパスが

指定されていることが必須条件となります。

このほかにも、スクリプトファイルを用意しないで、コ

マンドライン引数に直接スクリプトを指定する方法もあり

ます。この方法は、1行に収まるような「ワンライナー」

と呼ばれるスクリプトによく使われます。ワンライナーの

詳細については218ページからのコラム「ワンライナー」

を参照してください。

■プログラマブルな喜び
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#!/usr/bin/ruby

# ファイル先頭の #! は実行するインタプリタ名を指定する方法

# grep.rb pattern file...

pat = /#{ARGV.shift}/ # 先頭の引数の内容を埋め込んだ正規表現
を作る
while line = gets() # 引数からなる仮想ファイルから1行ずつ読み込む

if pat =~ line # 読み込んだ行が正規表現にマッチしたら
# 「=~」はマッチ演算子

print line # その行を出力する
end

end

▼リスト1 grep.rb

Rubyのプログラムでは、文字列や正規表

現などたくさんのオブジェクトが作られま

す。これらのオブジェクトは、変数や別の

オブジェクトなどいろいろなところから参

照されます。これらのオブジェクトを作っ

たまま放置しておくと、だんだんメモリが

足りなくなってしまいます。しかし、だか

らといってまだ参照されている（「生きてい

る」ともいいます）オブジェクトのメモリ

を解放してしまうと、致命的な問題が発生

してしまいます。

このため、CやC++ではfree()とかdelete

のような手段によってプログラムが明示的

にオブジェクトの解放を指示してやる必要

があります。しかし、これではすべてのオ

ブジェクトがいつまで「生きている」のか

ということを、プログラマーがすべて把握

しておかなくてはなりません。しかし、オ

ブジェクト指向プログラミングでは同時に

数百のオブジェクトが活動することも珍し

くなく、それらをすべて把握するのは、プ

ログラマーの負担が重すぎます。

快楽プログラミング言語のRubyでは、イ

ンタプリタがこの負担をカバーしてくれま

す。インタプリタは、ときどきメモリ全体

をスキャンして、参照されなくなったオブ

ジェクトを発見して、そのメモリを自動的

に解放してくれます。ですから、プログラ

マーはオブジェクトの後始末についてまっ

たく心配する必要がないのです。

この快適なガベージコレクションの機能

は、Rub y だけでなく、Jav a、L i s p、

Smalltalkなどの言語でも提供されています。

Column

ガベージコレクション



この6行のプログラムは、とても単純なものです。しか

し、これがインタプリタに与えるプログラムであり、簡単

に修正、拡張ができるという点は、Rubyの特長を理解す

るうえでとても重要なことです。この6行のプログラムを

基に、自分の好きな機能を持つgrepコマンドを作ること

ができます。たとえば、マッチした部分を強調したり、マ

ッチした行以外にも前後の数行を表示させるなどというこ

とも、比較的簡単に行えます。

これこそが、スクリプト言語の最大の利点だといえるで

しょう。grepというコマンドにはたくさんのオプションが

ありますが、そのオプションだけではカバーできないよう

な機能を実現するのは簡単ではありません。ですが、スク

リプトならそんな制限はありません。自分でプログラムす

ることで、最大限の自由を得ることができるのです（少々

おおげさですが）。

■日本語grep

歴史的な事情といえばそれまでですが、不幸なことに日

本では複数の文字コードが横行しています。主要なものは

JISコード、EUC（Extend Unix Code）、SJIS（シフト

JIS、マイクロソフト漢字コード）です。いろいろ不備は

あるといわれつつも、Unicodeがこの問題を解決してくれ

るかとも思われましたが、やはり「もうひとつ別のコード

系」を導入するだけで終わってしまいそうな気配です。

しかし、愚痴をいうばかりでは仕方がありません。ここ

では、「プログラマブルな喜び」を少々行使して、日本語

を表現するのに用いられる3つの文字コード（EUC、SJIS、

JIS）を区別なく検索できるgrepコマンド「jgrep.rb」を

作ってみましょう。リスト2がそれにあたります。

実質3行というほんのわずかの修正で、文字コードを

EUCにそろえて比較することができるようになりました。

これが「プログラマブルなうれしさ」です。変更になった

3行は以下の部分です。

require 'kconv' # 文字コード変換ライブラリ

まず、文字コード変換ライブラリをロードします。この

ライブラリをロードすることによって、Kconvというモジ

ュールが定義されます。

pat = /#{Kconv::toeuc(ARGV.shift)}/e

変更前のこの部分はこうでした。
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▼リスト3 rgrep.rb

#!/usr/bin/env ruby

require 'find' # ファイルに対する再帰処理のライブラリ

# rgrep.rb pattern

pat = /#{ARGV.shift}/ # grep.rbと同様
Find::find(".") do |path|

# カレントディレクトリ以下の全ファイル名に対して処理を行う

next unless File::file?(path)

# pathのファイルが通常ファイルでなければ検索しない
open(path)do |f| # ファイルのオープン

while line = f.gets()

if pat =~ line

print path, ":", line, "\n"

end

end

end # 自動的にcloseされる
end

オプション 説　明

s SJISとみなす

e EUCとみなす

u UTF-8とみなす

n 多バイトコードを無視する

i 大文字/小文字を区別しない

o 式展開を最初の一度だけ行う

x 正規表現中の空白を無視する。コメントをつけられる

p POSIX行マッチ、改行も通常文字とみなす
表1 正規表現のオプション

#!/usr/bin/env ruby

# この指定方法だとrubyがPATH上のどこにあっても大丈夫

# jgrep.rb pattern file...

require 'kconv' # 文字コード変換ライブラリ

pat = /#{Kconv::toeuc(ARGV.shift)}/e

# まずパターンをEUCに変換する
# 元の文字コードは勝手に推測する
# 正規表現にもEUCオプションを付けておく
while line = gets()

line = Kconv::toeuc(line)

# lineもEUCに変換する
if pat =~ line

print line

end

end

▼リスト2 jgrep.rb



pat = /#{ARGV.shift}/

前にも述べたように“#{}”の中には任意の式が埋め込め

ます。シェルやPerlにも「変数展開」という機能がありま

すが、単なる変数だけでなく、任意の式を埋め込めるのが

Rubyの特長のひとつです。

正規表現の末尾にある“e”は「文字コードをEUCとみ

なして正規表現の比較を行う」ことを示すためのオプショ

ンです。正規表現のオプションにはこのほかにも、文字コ

ードをシフトJISだとみなす“s”、UTF-8とみなす“u”、

多バイト文字を考慮しない“n”、アルファベットの大文

字／小文字を無視して比較する“i”、正規表現中の式展開

を最初の一度しか行わない“o”などがあります。オプシ

ョンについては表1を参照してください。

最後の修正行は、次のとおりです。

line = Kconv::toeuc(line)

“Kconv::toeuc”は、元の文字コードは適当に推測し

て、文字列をEUCに変換してくれます。このkconvライ

ブラリが標準で添付されていることや、正規表現に対する

文字コードを指定する機能などは、文字コードで苦労する

ことの多い日本人が作った言語ならではという配慮を感じ

させてくれます。

なお、文字コードの変換といえば、Unicodeに対する変

換機能を提供するuconvというライブラリも存在していま

す。こちらは標準添付ではありませんが、

http://www.bekkoame.ne.jp/~yoshidam/Ruby_ja.html

から入手可能です。

■再帰的grep

リスト3に示すのはgrep.rbの基本部分を流用して作っ

た、コマンドライン引数で指定した正規表現のパターンを、

カレントディレクトリ以下の全ファイルに対して検索する

「再帰的grep」です。このサンプルでは、ディレクトリの

再帰処理のためにRubyに標準添付されているfindライブ

ラリを使っています。

findライブラリは、Findモジュールによってディレクト

リ内のファイルに対する再帰的なアクセス機能を提供しま

す。“Find::find”は、引数で指定したディレクトリ以下の

各ファイル（ディレクトリを含む）に対して、後ろにつけ

られた“do ... end”の部分を実行します。このような

“do ... end”の部分を「ブロック」と呼びます。また、

“do ... end”の代わりに“ { ... } ”と書くこともできます。

この2つの形式の違いは、外見と結合優先度の違いだけで、

意味は同じです。

“Find::find”のようなブロックを受け取るメソッドは、

その内部からブロックを呼び返すことができます。メソッ

ドから与えられた値は、“¦ ¦” の間にはさまれた変数に代

入されます。“Find::find”は、各ファイルに対してブロッ

クを呼び出すことにより、再帰的なアクセスを提供してい

ます。この“Find::find”のようにブロックを使って繰り

返しを実現するようなものを「イテレータ」と呼びます。

なお、“Find::find”の“::”は、「Findモジュールの

findメソッドを呼び出す」という意味で、“Find.find”と

まったく同じ意味です。Rubyでは、クラスやモジュール

のメソッドを呼び出すことを明示したい場合、“.”の代わ

りに“::”を使うことが慣習となっています。

“Find::find”によって各ファイルに対して検索を行う

ことになりますが、通常ファイルではないディレクトリな

どに対して検索を行うのは無駄なことです。そこで、
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図　イテレータの概念
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next unless File::file?(path)

という行で通常ファイルでないものを検索の対象から外し

ています。nextは、ループの次の繰り返しにジャンプしま

す（Cにおけるcontinueと同じ働きです）。また、unless

はifの逆です。Perl同様、Rubyでも「if、unless、while、

until」は、文の後ろにつけられます。

“File::file?(path)”は、ファイルが通常ファイルかどう

か判定しています。このように真偽値を判定する関数名の

末尾に“?”をつけるのもRubyの慣習のひとつです。

openにもブロックがくっついていますが、これは繰り

返しを行っているのではありません。

open(path) do |f| ... end

は、

f = open(path)

...

f.close()

とほぼ同じ働きをします。ブロックを与えることで、その

ファイルの有効範囲を明示して、closeを省略することが

できるわけです。このようにブロックは、繰り返し以外に

もいろいろな用途に使われます。

このrgrep.rbは、カレントディレクトリ以下のあらゆる

ファイルに対して検索を行います。実際にはディレクトリ

以外にも、実行ファイルやオブジェクトファイルなど検索

しても意味のないバイナリファイルもありますから、それ

らについても絞り込みを行えるほうが便利でしょう。ま、

この絞り込み機能については宿題としましょう。

たとえば、「“.o”の拡張子を持つファイルは検索しない」

というルールなら、わずか1行の追加で実現できるでしょ

う。内容を読み込んでのバイナリファイルの判定はそれよ

りも少々難しいですね。
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#!/usr/bin/env ruby

if ARGV[0] and ARGV[0][0] == ?-

# ARGVはコマンドライン引数の入る配列
# コマンドライン引数があり、その最初の文字が - だったら
# (?- は '-' という文字を表す)、killのオプションとみなす

killopt = ARGV.shift # 配列の先頭の要素を取り出す(同時に取り除く)

end

killed = false

cmd = ARGV.shift # 配列の先頭の要素を取り出す(同時に取り除く)

`ps www`.each do |proc|

# ps wwwを実行した結果を文字列として取り出し、
# その各行に対して繰り返す

proc.chomp! # 文字列末尾の改行を取り除く
data = proc.split # 文字列をスペースで分割する
proc = data[4] # (0から数えて)4番目の要素がプロセス名
if cmd == proc # 引数で指定したコマンド名とプロセス名が一致したら
pid = data[0] # pidは0番目の要素
system format("kill %s %s\n", killopt, pid)

# ここではkillコマンドでシグナルを送ることにする
# Ruby自身でもシグナルを送ることができる
killed = true # 「シグナルを送った」フラグをセット

end

end

unless killed # シグナルを送っていなければメッセージを出力
printf "#{$0}: no process killed\n"

end

▼リスト4 killall.rb



；；

；；

；；

リスト4のプログラム「killall.rb」は、プログラム名を

指定してプロセスをkillするものです。Linuxでは、同様

のプログラムが「killall」という名前で提供されています。

このkillall.rbは、プロセスの状態を得るpsコマンドの出

力からプログラム名とプロセス番号を抽出して、killコマ

ンドによりプロセスにシグナルを送ります。

このプログラムに関してはもうほとんど説明は不要でし

ょう。詳細まではわからない部分はあったとしても、大ま

かな動作の雰囲気は何となくつかめるのではないでしょう

か？

ただ“proc.chomp!”については、補足説明しておきま

しょう。前述したとおり、真偽値を返すメソッド名が“?”

で終わる慣習があるのと同様に、Rubyでは、「破壊的な」

メソッドとそうでないメソッドの両方があるとき、破壊的

なメソッドのほうの名前の末尾に“!”をつける慣習があり

ます。

この「破壊的」という概念は少々難しいのですが、

Rubyの理解の基本となります。特に、PerlやBASICな

ど他の言語に慣れ親しんだ人がよく引っかかるようですか

ら、特別に説明しましょう。

まず、「Rubyの変数はすべて参照である」ことに注目し

てください。C言語風に表現するなら、「すべてがポイン

タ変数である」とでもいえばよいでしょうか。この辺りは、

Lispなどを知っている方なら自然に感じるかもしれませ

ん。

ですから、

a = "foo\n"

b = a

は、変数a、bともに同じ文字列オブジェクトを指し示し

ます。Perlなどで代入を行うと別の文字列変数に内容がコ

ピーされますが、Rubyの代入は単に変数が指している先

を変更するだけです。この原則は、変数の内容がどんな複

雑なオブジェクトであっても、整数や文字列のような基本

的なデータであっても差別はありません。

さて、上記の2つの変数a、bは同じ文字列オブジェクト

を指しているのですから、文字列の内容が変化すれば、両

方が同時に変化したように見えます。このように「オブジ

ェクトの内容や状態を変更してしまうようなメソッド」を

「破壊的なメソッド」と呼びます。この「破壊」というの

は状態が変わってしまうという程度の意味で、コンピュー

タやプログラムが壊れてしまうわけではありませんのでご

心配なく。

；；

；；Ruby本について

；；

『Ruby本』読まれましたか？　早々と増刷が決まった

そうで、めでたい限りです。この本でRubyの普及がます

ます進めばよいですよね。しかし、この本は何というか

「盛りだくさん」で、うっかりすると消化不良を起こしそ

うです。とりあえず「用語集」を楽しみつつ、ゆっくり読

んでいくことをお勧めします。

残念ながら、第1刷の『Ruby本』には間違いがかなり

たくさんありました。第2刷ではその大部分が修正されて

いるそうですが、私を含めて第1刷を入手してしまった人

のために正誤表が以下で公開されています。

http://www.ruby-lang.org/ja/book/errata/ruby.html

さすがRuby、バージョン（刷）が進むたびにバグが見つ

かって、どんどん減っていくのはプログラムも書籍もいっ

しょだな、なんて不謹慎なことを考えてしまいました。ま

つもとさん、ごめんなさい。
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図　Rubyにおける変数の概念

さらに応用例

Ruby本について
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スクリプト言語には「ワンライナー」と呼ばれる分野があります。

元々はAWKの世界で始まった呼び名だと思いますが、コマンドライ

ンで直接指定できる程度の小さなプログラムでいろいろ便利なこと

ができるというものです。

Rubyでプログラムをコマンドラインから指定するためには、-eオ

プションを使います。

% ruby -e 'print "hello world\n"'

hello world

ワンライナーのために便利なのは-nオプションと-pオプションが

あります。-nオプションは、引数で指定した各ファイルから1行ず

つ読み込み、各行を“$_”という変数に代入して、プログラムを繰

り返し実行するというものです。

% ruby -ne 'print $_' file1

このスクリプトは、file1の内容を出力します。catコマンドと同じで

すね。このプログラムは、

while $_ = gets()

print $_

end

と同じ意味です。一方、-pオプションは -n オプションと同様に各行

に対して繰り返しますが、ループの末尾で変数$_の内容をprintし

ます。ですから、

% ruby -pe '' file1

は、上記のプログラムと同様にfile1の内容を出力します。

■ワンライナーgrep

これらの機能を使うと小さなプログラムで驚くほど大きな処理が

実行できます。たとえば、

% ruby -ne 'print $_ if /pattern/ =~ $_'

とすると、本文で紹介したgrepプログラムと同じ動作をします。さ

らに「条件式での正規表現は $_ とのマッチをとる」、「引数が省略

されたprintは$_の内容を出力する」というルールがありますから、

% ruby -ne 'print if /pattern/'

だけでgrepできます。もっともこのような省略時の動作は慣れない

とわかりにくいプログラムになるばかりですから、できることだけ

憶えておいて、あまり多用しない方が幸せかもしれません。

あ、そうそう。このプログラムは

% perl -ne 'print if /pattern/'

としても、まったく同じように動きます。やはり、注意した方がよ

さそうですね。(笑)

■単語の置換

Rubyは、Perlの真似をしている部分がたくさんありますから、

Perlという単語をRubyに置き換えるという遊びをしてみましょう。

以下の文章をRuby用に変換しましょう。

%cat good.txt

Perlは素晴らしい。Perlのプログラムは簡潔で高機能だ。これ

からはAWKなんかよりPerlの時代でしょ。

% ruby -pe '$_.gsub!(/Perl/, "Ruby")' good.txt

Rubyは素晴らしい。Rubyのプログラムは簡潔で高機能だ。これ

からはAWKなんかよりRubyの時代でしょ。

さらに -i オプションを使うと「その場変換」ができます。

% ruby -i.bak -pe '$_.gsub!(/Perl/, "Ruby")'

good.txt

今度はなにも出力せずに終了してしまいました。実は、これで

good.txt の中身が書き換わっています。古いファイルの内容は

good.txt.bak に保存されています。

■文字の置換

上の文章の英文字を全角に変換するためには、以下のようなワン

ライナーが使えます。

% ruby -r jcode -pe '$_.tr("A-Za-z", "Ａ-Ｚａ-ｚ

")' good.txt

Ｒｕｂｙは素晴らしい。Ｒｕｂｙのプログラムは簡潔で高機能だ。これか

らはＡＷＫなんかよりＲｕｂｙの時代でしょ。

ここで利用している、jcodeというのはバイト単位ではなく文字単

位で置換を行うためのライブラリです。残念なことにこのスクリプ

トは最新のRuby 1.4.3でないとバグのため動作しないようです。

Column
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この連載では、一応英語版Red Hat Linux 6.0と、そ

れに添付されているSamba 2.0.3-8を使ってSambaのイン

ストールを紹介してきたが、マイペースでのんびりしてい

たら、Sambaのインストールだけで2カ月もかかってしま

った。この間にSambaの最新バージョンは2.0.6へと、着

実に進化している。まあ、連載開始時点でも少し古いバー

ジョンをインストールしたわけだから、最新バージョンと

は開きがあるのも当然なのだが、この辺りで、Sambaの

アップグレード作業を覚えておくことにしよう。そんなに

難しい作業ではないので、怖がる必要はない。

今回のもう一つのテーマはSWATだ。これはSambaを

Webベースで管理するためのツールで、これを使うと

Sambaの管理が非常にわかりやすくなる。もちろん、「エ

ディタで設定ファイルを書き換えるほうがシンプルで間違

いがない」というポリシーの読者もいるだろうが、せっか

く便利なツールが用意されているので、これもセットアッ

プして、使えるようにしておこう。

まずはSambaのアップグレードだ。Sambaは現在も数

カ月に1回程度のペースで新しいバージョンがリリースさ

れている。必ずしも最新版を使う必要はないが、バグフィ

ックスや機能強化などによって着実に進化しているので、

時々は最新版の機能やバグフィックスの状況を確認して、

適当なタイミングでバージョンアップ作業を行いたいもの

だ。もちろん、Linuxそのものをアップグレードするタイ

ミングでSambaを一緒に…というのも、ぐうたら管理者

としてはいいアプローチだ。Linuxのたいていのディスト

リビューションは半年程度のインターバルでバージョンア

ップしているし、本誌などの付属CD-ROMなどからも入

手できる。なにより、面倒な作業をほとんどしなくてすむ

のがいい。読者の性格や暇かげん、使っているディストリ

ビューションなどに応じて、最適なやり方を採ってほしい。

Sambaのオリジナルは、下記の本家Sambaサイトから

入手できる。ただし、エンドユーザーとしては、別の経路

から入手したほうが少ない手間で作業がすむことも多いの

で、アップグレードするためのソフトウェアをどこから入

手するかをきちんと検討しておくことが先決だ。

■本家Sambaサイト（http://www.samba.org/）

本家Sambaサイトからは、オリジナルのSambaのソー

スコードと、主要なOS（ディストリビューション）向け

のバイナリが入手できる。ドキュメントなどはすべて英語

なので敷居は少々高いが、間違いなく、もっとも早く

Sambaの最新版を入手できる。
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■ボランティア（など）によるSambaディストリビューション

Sambaについては、ボランティアベースで独自のディス

トリビューションが作成されていることもある。特に有名

なのが、小田切氏らによる「Samba日本語版」だ（「日本

Sambaユーザー会（http://www.samba.gr.jp/）」のサイ

トなどから入手できる）。ドキュメントの日本語化、日本

語環境での使い勝手の向上などが図られている。各種ディ

ストリビューション向けのバイナリパッケージも用意され

ているため、エンドユーザーにも容易にインストールでき

ると思われる。また日本Sambaユーザー会のWebサイト

には、Sambaの概要やインストール方法、トラブルシュ

ーティングなど、多くのノウハウが蓄積されている。これ

まで、各氏のボランティアによって運営されてきたSamba

関連の Web サイトもここに集約されつつあるので、

Samba関連の情報を集める上でチェックは欠かせない

Webサイトだ。

Sambaの場合、オリジナル版で日本語コード（EUC、

シフトJISなど）を含む各国語に対応しているため、使い

方さえわかっていれば英語版であっても日本語環境に合わ

せて使うこともできるのだが、やはり日本語のドキュメン

トなどが参照できるのはありがたい。日本語環境で使用す

るには、本家Sambaのものよりもお勧めだ。

■各ディストリビューションのサポートサイト

Linuxディストリビューションでは、それぞれのパッケ

ージ向けにポーティングしたSambaのアップグレードバイ

ナリをWebやFTPなどで公開しており、自由に入手でき

るようになっていることが多い。ディストリビューション

に合わせて細かな設定（各種ファイルの格納位置など）が

調整されているため、エンドユーザーとしても非常に簡単

に最新版のSambaにアップグレードできる。ディストリ

ビューションによっては、前述のSamba日本語版をベー

スにしたSambaバイナリを配布していることもある。

筆者の場合は、英語版のRed Hat Linuxを使っている

ということや、Sambaを実験ベースで使っているといった

ことから、本家Sambaサイトで配布されているオリジナ

ル（英語版）のSamba 2.0.6を使うことにした。幸い本家

Sambaサイトでは、英語版Red Hat Linux 6.0向けのバ

イナリパッケージも用意されていたので、これをそのまま

使うのが（筆者にとっては）一番ラクそうだ。

一般的には、各ディストリビューション対応のパッケー

ジがリリースされるのを待って、それを使ったほうがいい。

それは各ディストリビューション向けの細かな設定変更が

行われていてエンドユーザーレベルでの作業が非常に単純

だからだ。

自分が使っているディストリビューション対応のバイナ

リパッケージがある場合、Sambaのアップグレード作業そ

のものは非常に単純だ。特にRed Hat Linuxなど、RPM

でパッケージが配布されている場合には、rpmコマンド一

発で作業がすんでしまう。

ただし、その前準備や後始末には、それなりの手間をか

けたほうがいい。特に実用環境では、バージョンアップに

ともなう仕様変更や、アップグレード作業のミスでSamba

が動かなくなったりしたら大変だからだ。

■新しいSambaを入手する

前の項で紹介したように、最新版のSambaは、自分の

使っているディストリビューションなどに応じて、適切な

パッケージを入手しよう。注意してほしいのは、別のディ

ストリビューション向けのパッケージを使わないことだ。

ディストリビューションごとに、ファイルの格納先などの

設定は微妙に違う（こともある）。ディストリビューショ

ンごとの違いを把握したうえで「このパッケージは流用で

きる」と判断できたならともかく、最新版だからというだ

けで、やみくもにインストールするのは、自分からトラブ

ルを呼び寄せるだけの行為だ。

■バックアップ

まずは、現在使用しているSamba関連ファイルのバッ

クアップだ。オリジナルのパッケージから再インストール

できるドキュメントや実行ファイルなどはバックアップす

る必要はない。重要なのは、ユーザーが自分で作成・編集

した設定ファイルである。前回・前々回で扱った、次のよ

うなファイルをバックアップしよう。

/etc/smb.conf

/etc/smbpasswd

/etc/smbusers

バックアップといっても、それほど大げさに考える必要

はない。これらのファイルを別ディレクトリにコピーして

おけば十分だ。筆者の場合は/etc/backupというディレク

トリを用意して、/etcの下のファイルを編集する時には、
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とりあえず元のファイルをこのディレクトリにコピーして

から作業するようにしている。もう少しかっこよくやりた

いのなら、CVSやRCSといったバージョン管理システム

を使って、変更履歴を管理してもいい。

ちょっとしたファイルの保存には/tmpにコピーすると

いう方法もあるが、システムによっては、/tmpディレク

トリのファイルは、一定期間アクセスがないと削除される

ように設定されているので、大事なファイルのバックアッ

プには不向きだ。筆者の友人の中にも、「/tmpでプログラ

ム開発をやっていたもんだから、作っていたコマンドのソ

ースは消えちまった」などと、痛い目にあった人もいる。

ご用心、ご用心。

■ドキュメントの確認

繰り返しになるが、Sambaは現在進行形で開発が進め

られているソフトウェアだ。そのためバージョンアップで

は、バグフィックスとともに仕様の拡張や変更、そして以

前用意されていた機能が削除されることもある。ドキュメ

ントを読むのは面倒かもしれないが、事前にこれらに目を

通しておかないと、あとで思わぬトラブルに巻き込まれる

こともある。Sambaの場合、/usr/docの下のSambaディ

レクトリなどに格納されている。

ソフトウェアの仕様変更などについては、Webサイトで

も詳しく紹介されていることが多いので、まずはそちらを

チェックするのがいいだろう。

■testparmコマンドで設定をチェック

Sambaは、バージョンアップのたびに細かな仕様が変更

されている。特に注意が必要なのは、設定ファイル

（smb.conf）のパラメータの追加や削除、そしてデフォル

ト値の変更だ。これらはドキュメントにまとめられている

のだが、思わず読み落としてしまうことがよくあるので、

作業ミスを前提としたチェック体制があるといい。

Sambaには、smb.conf のデバッグ用ツールとして

testparmコマンドが用意されている。元々はユーザーが

作成したsmb.confのエラーチェック用ツールなのだが、

その機能を利用すればアップグレード時のチェックにも応

用できる。

コマンドラインから以下のようにtestparmを実行するこ

とで、ファイル（この場合はtestparm.dump.old）に現在

の、つまりアップグレード前のSambaの設定が出力される。

# testparm -s > testparm.dump.old

出力はテキストファイルなので、エディタやlessコマン

ドなどで内容を確認してほしい。これが、現在のsmb.conf

を読み取ったときにSambaがどのように設定されるかの

リストだ。なおアップグレード後、このファイルを利用す

るので、どこかに保管しておこう。

設定ファイルのバックアップなどの前準備が終わった

ら、いよいよアップグレード作業にとりかかろう。

■サービスを止める

アップグレード作業ではSambaの関連ファイルが大幅

に差し替えられるので、作業を始める前に、必ずSamba

サービスを止めておこう。コマンドラインで“samba

stop”と実行すればよい。

■RPMによるアップグレード

筆者のように、RPMベースのバイナリパッケージが配

布されているディストリビューションを使っていれば、フ

ァイルのインストール作業そのものはrpmコマンド一発で

すむ。読者の使用するパッケージが違う場合には、当然フ

ァイル名も異なるので注意してほしい。

# rpm -Uvh samba-2.0.6-19991110.i386.rpm

連載を1回目から読んでくださっている読者なら、「あれ

っ？」と思うかもしれない。そう、rpmコマンドでは、パ

ッケージのインストールもアップグレードも、ほとんど同

じように行えるのだ。オプションの-i（install）が-U

（upgrade）に変わっただけだ。これでSambaの関連ファ

イル（バイナリ、ドキュメント、設定ファイルなど）が最

新版にアップグレードされる。

■RPMを使わないアップグレード

RPM形式のバイナリパッケージ以外からインストール

する場合には、それぞれの配布形態に応じて作業する必要

がある。また、ソースパッケージの場合は各種設定をシス

テムに合うよう書き換えてからコンパイル作業を行わなく

てはならないが、今回は省略する。

■設定ファイル、smb.confの更新

Sambaのバイナリパッケージには、サンプルのsmb.
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confが含まれていることが多く、Sambaをインストー

ル・アップグレードすると、smb.confもそのサンプルファ

イルで置き換えられてしまう。すでにSambaを運用して

いる場合、それぞれの環境に応じてsmb.confをカスタマ

イズしているだろうから、元のsmb.confに復元する必要

がある。

rpmなどのパッケージ管理コマンドは、これらのファイ

ルを更新する場合には、元のファイルを別名で保存するよ

うになっている。たとえばrpmの場合、元のsmb.confは

smb.conf.rpmsaveというファイル名で保存される。もち

ろん、事前に行ったバックアップもあるはずなので、その

ファイルを利用してもいい。

ただし、仕様が変更されている可能性もあるので、ドキ

ュメントをしっかりと読んで、追加・削除されたパラメー

タに対応することや、デフォルト値の変更されたパラメー

タについては、明示的に値を設定するなどの作業が必要に

なる。

ドキュメントを参照しながらsmb.confの修正を終えた

ら、再びtestparmを使ってエラーチェックなどを行おう。

まずはオプションを付けないでtestparmコマンドを実行

して、単純な文法エラーがないかを確認する。ここで文法

エラーがないようなら、先ほどと同じように設定内容をフ

ァイルに出力し、古い設定と比較してみよう。

# testparm -s > testparm.dump.new

この新しいSambaの設定と古い設定とを比較するには、

diffコマンドなどを用いる。

# diff testparm.dump.old testparm.dump.new

パラメータのデフォルト値などが変更されていれば、そ

れをsmb.confに反映させる必要があるかどうかを検討し、

必要に応じて対処してほしい。

以上で、Sambaのアップグレードは一段落だ。“samba

start”を実行してSambaを起動し、クライアントから問

題なくアクセスできるかどうか、チェックしてみよう。

ここまではSambaの設定変更、つまりsmb.confの編集

には普通のテキストエディタを使用してきた。このやり方

にはいろいろとメリットも多いのだが、Windowsに慣れ

た（慣らされた）身としては、GUIのほうがお気軽に使え

るという読者も多いだろう。Sambaの開発チームにも同様

のリクエストが届いたのだろうか、現在のSambaには、

SWAT（Samba Web Administration Tool）と呼ばれ

る管理ツールが付属しており、ブラウザからWebベース

で設定変更などの作業が行えるようになっている（画面1）。

■インストール作業

SWATは、FTPサーバやWebサーバなどと同じよう

に、ネットワークサービスとして実装されている。その点

ではSambaサービス（smbd）と同じなのだが、smbdの

ほうは事前に起動しておく必要があるのに対して、SWAT

のほうはリクエストに応じてネットワークデーモン（inetd）

がSWATを起動するように設定する（smbdをこのように

設定することも可能だが）。したがって、Sambaのように

事前に起動しておく必要がない。その代わり、inetdの設

定ファイルを書き換えて、SWATサービスを登録してお

く必要がある。修正する必要があるのは、/etcの下にあ

る、servicesファイルとinetd.confファイルの2つだ。

SWAT自体はSambaに同梱される形で配布されている

ので、Sambaがインストールされていれば、SWATの実

行に必要なファイルもインストールされているはずだ。

■/etc/servicesの編集

/etc/servicesは、サービス名とTCP/IPのポート番号

の対応を記述したファイルだ。SWATの場合は、以下の1

行を追加すればよい。ディストリビューションによっては、
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Webベースの設定ツール「SWAT」



この指定がコメントの形で記述されていることもあるの

で、その場合にはコメントマーク（‘#’）を削除するだけ

でいい。また以下の指定がすでに記述されている場合は、

この作業は必要ない。

swat            901/tcp

■/etc/inetd.confの編集

SWAT を使えるようにするためには、もう 1 つ、

inetd.confの書き換えが必要だ。以下のような行を追加し

よう。ディストリビューションによっては、swatプログ

ラムの位置が違う（/usr/local/samba/binなど）ことも

あるので、読者のシステム構成に合わせてその部分は書き

換えてほしい。

swat stream tcp nowait.400 root /usr/sbin/swat swat

■inetdの再起動

上記の2つの設定ファイルを変更したら、その変更を反

映させるためにinetdを再起動する。このためにLinuxを

再起動する必要はない。psコマンドを使ってinetdのPID

（プロセスID）を調べ、killコマンドを使ってハングアッ

プシグナルを送るだけでいい。

kill -HUP PID

PIDには、psコマンドで調べたinetdのプロセスIDを指

定するわけだが、Red Hat Linuxなど、ディストリビュ

ーションによっては/var/runディレクトリに、主要なデ

ーモンのPIDを記述したファイルが作成されるようになっ

ているので、これを使ってもいい。

kill -HUP `cat /var/run/inetd.pid`

最後の部分を括っているのは、通常のクォートマークで

はなく、バッククォートだ。bashなど、UNIXやLinux

のシェルは、このバッククォートで括られた部分をコマン

ドラインとして実行し、その出力で置き換えてから元のコ

マンドラインを実行するようになっているのだ。

さて、2つの設定ファイルを修正し、killコマンドで

inetdを再起動したら、SWATが使えるようになっている

はずだ。

早速、Webブラウザを起動して接続したいところだが、

その前にsmb.conf のバックアップを行っておこう。

SWATは、smb.confを大幅に書き換えてしまう。ユーザ

ーが書き込んだコメントなどはすべて削除されてしまう

し、パラメータの指定順序なども勝手に並べ換えられる。

SWATによる管理が気に入れば、それはそれで構わない

のだが、「やっぱりテキストエディタを使うほうがいい」

と思ったときのために、バックアップを残しておきたい。

X環境でWebブラウザを起動し、“http://localhost:

901/”をブラウズすれば、画面1のようなSWATの画面

（「SWAT ページ」と呼ぶべきか？）が表示される。

Windowsなどのリモートクライアントから使うこともで

きる。URLの“localhost”の部分を、Sambaサーバのマ

シン名で置き換えるだけだ。たとえばマシン名が“svr01”

なら、URLには“http://svr01:901/”を指定する。接続

するとパスワードを尋ねるダイアログボックスが表示され

る（画面2）ので、そこでrootのユーザー名とパスワード

を指定すれば、Sambaの設定を変更できるようになる。

SWATでできることの大部分は、コマンドラインの各

種コマンドや、エディタによる設定ファイルの編集でも実

現できる。とはいえ、GUIベースの作業には多くのメリッ

トがある。特に嬉しいのが、ヘルプドキュメントを簡単に

参照できることだ。筆者の場合は英語版のSamba 2.0.6を

インストールしたので、表示なども英語になっているが、

最初に紹介したSamba日本語版の場合は、ヘルプドキュ

メントまで日本語化されているので、安心して作業が進め

られる。また、このヘルプを読むだけでも、スキルアップ

は間違いないだろう。

SWATを使ったSambaの管理については、次回以降少

しずつ紹介していくつもりだ。
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画面2 パスワード入力のダイアログボックス（Windowsクライアントから
Internet Explorerでアクセスした場合）

SWATを使ってみよう
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SGIが放つオープンソースソフトウ

ェアには非常に多くの種類がある。

Linux自身にかかわる部分からカーネ

ルの少し上のレイヤの部分、さらには

APIやアプリケーションまで存在する。

その中でも、前回まではSGIがこれか

ら提供するコアテクノロジーの一部を

紹介した。

しかし、SGIが世に送り出すものは、

モジュール単位のものだけではなく非

常に多くのものがある。性能向上のた

めのパッチから、アプリケーションま

で実に広いレイヤのものを送り出して

いる。

今回はその概要と中心となるSGI

Linux Environmentについて解説しよう。

;;

;;SGI Linux Environment

;;

1999年9月にSGIが改良を施した

Linuxを搭載したIA32サーバマシンが

発表された。ハードウェアとしては

IA32アーキテクチャのハイエンドサー

バであるが、その特徴はSGIによる機

能拡張の入ったLinuxが搭載されてい

ること、SGIによるトータルサポート

が提供されていることである。

このシステムに搭載されているSGI

Linux Environmentの拡張機能、さ

らに次期リリースにおける拡張機能は、

SGIのオープンソースソフトウェアとし

てWebサイト（http://oss.sgi.com/）

ですでに公開されている。このSGI

LinuxにはSGIの64ビットOSである

IRIXからの機能の一部がポーティング

されており、Linuxをエンタープライ

ズサーバとして利用するためのさまざ

まな機能が盛り込まれている。

これにより、いままでLinuxが使わ

れにくかった市場にも食い込んでいけ

るのではないかと思われる。

■SGI Linux 1.0

現在、SGI 1400Lサーバとともに出

荷 中 の SGI Linux Environment 1.0

（以降SGI Linux 1.0）では、次のよう

な観点から改良が施されている。この

リリースでは、基本的にISPやSOHO

などのインターネット向けサーバ向け

のパフォーマンスチューニングと連続

運用のための安定性向上を目的として

いる。具体的な改良点は以下の3点で

ある。

・Webサーバパフォーマンスの改善

―TCP/IPスタックの改良

・NFSの安定性の強化

―knfsdの改良

・セキュリティの強化

―ICMPに対するパッチ

1つ目の改良点がWebサーバのパフ

ォーマンス向上であり、残りが安定性

の向上である。Webサーバは標準の

最終回 SGI Linuxで提供されるコアテクノロジー

SGI Linux Environment

オープンソースに提供されるSGIのテクノロジー

ニューテクノロジー From m SSGIGI
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文：鈴木大輔
Text : Daisuke Suzuki

日本SGI株式会社オペレーティングシステム担当
日本Linux協会理事
ds-suzuki@nsg.sgi.com
daisuke@linux.or.jp



Red Hat Linux 6.0と比較して、約2倍

のパフォーマンスが記録されている。

独自の調査によるとさらに高いパフォ

ーマンスを発揮することもあった。

SGI Linux 1.0では細かなチューニン

グが中心であったが、SGIの拡張はほ

んの始まったばかりなのである。次に

紹介するSGI Linux 1.1の機能拡張を

見て頂けるとわかるだろう。

■SGI Linux 1.1

11月8日に発表されたばかりのSGI

Linux Environment 1.1では非常に多

くの改良が盛り込まれている。多くの

人々が期待していた機能も取り込まれ

ているのがわかる。その中には、すで

にオープンソースで発表されていたも

のもあるが、SGIはそういったものに

対してチューニングや改良を加えて取

り込んでいる。

今回の目的の一番の目玉はI/Oの改

良によるデータベースパフォーマンス

の向上であろう。まだ、具体的な数値

は出ていないが、かなりのパフォーマ

ンス向上があると報告されている。

SGI Linux 1.1では以下のような機能

拡張が施されている。

・厳選したAlan Coxパッチ

Alan Cox氏の作成したパッチキッ

トで、これには、ドライバのアップデ

ートやハードウェアRAIDのサポート、

NFSのバグ修正といったものが含まれ

ている。SGIはこれらのパッチのひと

つひとつを検証し、SGI Linuxに取り

込んでいる。

・DEVFS

デバイスドライバの状態を仮想的に

ファイルとして参照できるようにした

仮想ファイルシステムである。これに

よって、それぞれのデバイスのための

スペシャルファイルを用意する必要が

なくなり、さらに、デバイスへのメジ

ャー、マイナー番号の割り当てを自動

化することができるようになる。

・NFSv3 w/NLMv4

このサポートはNFSサーバとクライ

アント双方に適用されており、最新の

NFSv3プロトコルを用いてファイル共

有ができるようになる。IRIXなどの商

用UNIXの多くは、以前からNFSv3を

使っているため、相互接続がより良い

ものになったといえるだろう。

また、同時にサポートされたNLMv4

はネットワーク越しにファイルの排他

処理をできるようにした機構である。

これによってより信頼性の高いNFSを

運用できるようになる。

・I/Oパフォーマンスの改良

I/Oパフォーマンスの向上としては、

次の2つの機能を追加した。これらは

データベースを使う上で必要とされて

きた機能であり、多くのデータベース

ベンダーが期待していたが、現在まで

Linuxでは実装されていなかったもの

である。

―Raw I/O

ディスクに対してシステムのバッフ

ァを通さずに直接アクセスするための

機構である。この機能は通常のUNIX

では必ず持っているものであるが、

Linuxではデバイスへの直接アクセス

もバッファを通してアクセスしていた。

これによってデータベースのパフォーマ

ンスや、信頼性が向上する。

―POSIX非同期I/O（KAIO）

POSIX標準で定められた非同期I/O

のシステムをLinuxに実装したもので

ある。この実装はカーネルレベルでサ

ポートしているため、KAIOと呼んで

いる。KAIOによってデバイスごとに

I/O処理を並行して行うことができる

ようになる。

データベースのパフォーマンステス

トの結果によると、約35％の性能向上

が見られたとのことである。I/Oに限

定したパフォーマンス比較では、Raw

I/OとKAIOによってデバイスが持つ論

理値に非常に近いパフォーマンスを発

揮したとのことである。

・3.8Gバイトメモリサポート

現在、IA32上のLinuxでは、仮想メ

モリ空間が4Gバイトに制限されてしま

っている。さらに、物理メモリについ

ては2Gバイトのメモリしかサポートし

ていない。また、この2Gバイトについ

てもユーザーに与えられる空間は1Gバ

イトとなってしまう。

これに対してSGIの改良では、3.8G

バイトの物理メモリをサポートし、ユ

ーザー空間に3Gバイトが割り当てられ

るようになっている。大量のメモリを

使うプログラムも、この改良によって

可能になるだろう。

・内蔵カーネルデバッガ

従来のLinuxのカーネル開発では

printf（printk）を使用してデバッグ

していた。Linuxが非常に単純な構造

であったころはこれで十分であったが、

カーネルが複雑になるにつれ、この方

式ではデバッグしきれない状態になっ

ている。

これに対してSGIはカーネル内部に

デバッグのための仕組みを実装し、外

部から標準のデバッガを使ってデバッ

グできるようにした。また、リモート

マシンからデバッグできるようにその

サポートも実装した。これはすでに以

前から公開して、カーネル開発者から

Linux magazineJanuary 2000 225

ニ
ュ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
F
ro
m
 S
G
I



良い反響を得ていた機能を、SG I

Linuxとして標準に取り込んだもので

ある。

・クラッシュダンプサポート

上記のカーネルデバッガと同様にカ

ーネルをデバッグするための機構であ

る。商用UNIXでは一般的な機能で、

カーネルクラッシュした時のメモリイ

メージをディスクにダンプし解析する

ための仕組みである。これによって予

期しないカーネルクラッシュの原因を

解明することが可能となり、より迅速

な問題解決が期待できる。

・Spinlock Metering

これもカーネルのデバッグ用の機能

である。LinuxのSMPカーネルではデ

ータアクセスの競合が発生しそうな状

況ではデータの保護にspinlock（アク

ティブなCPU以外を止める）を使って

いる。

spinlockmeterは、そのspinlockの発

生状況をリポートするための機構で、

lockstatという新しいコマンドを使う

ことによって、これを見ることができ

る。SMPシステムのチューニングやカ

ーネルデバッグには有効であると思わ

れる。なお、この機能はシステム監視

によってパフォーマンスに影響を及ぼ

すことがあるため、標準では有効にし

ていない。

・Post/Wait Synchronization

この機構はプロセス間同期を取るた

めの非常に高速で軽量な機構（sleep、

wakeup、timer）である。これによっ

てプロセス間の同期を少ないコストで

実現できるようになる。そして、これ

を利用するためのライブラリも同時に

提供している。

・高速なgettimeofdayシステムコール

Linuxでは標準のgettimeofdayはシ

ステムコールとして実装されている。

すなわちカーネルで処理されるため、

この関数が実行されるたびにカーネル

とユーザープロセスのコンテキストス

イッチが発生してしまうのである。こ

れは非常にコストが大きく、大量にこ

のシステムコールが発生するとパフォ

ーマンスに多大な影響を及ぼしてしま

う。データベースではこの関数が実行

される回数が非常に多くなってしまう

ため、パフォーマンスに影響が出ている。

これに対して、SGIの提供する改良

した関数ではユーザープロセスですべ

て処理するようになっている。そのお

かげでコンテキストスイッチの起こる

回数を劇的に減少させることができ、

パフォーマンス向上に役立っている。

・新規ドライバ

以下のドライバが新しくサポートさ

れている。これらはSGI 1400のオプシ

ョンとして用意されているカードで、

それらをサポートするために開発した

ものである。

―QLogic 1080/1280 SCSI

―QLogic 2100ファイバチャネル

―Alteon、SGIギガビットイーサ

以上のようにSGI Linux 1.1では、

多くの機能が追加されている。また、

ここにあげた機能以外にも多くのバグ

フィックスがなされている。

SGIのサーバにインストールされた

SGI Linuxについては、これらすべて

の機能がSGIによって完全なサポート

が行われる。もちろんベースとなる

Red Hat Linuxの部分も同様にサポー

トを行う。言いかえれば、エンタープ

ライズコンピューティングに必要で、

かつ今のLinuxに不足している機能は

すべてSGIがサポートしていくと言っ

ても過言ではないだろう。

もちろん、すでにWebで公開されて

いるように、すべての改良はオープン

ソースコミュニティへと開放していく

予定である。今後登場するであろうも

のについてもどんどん開放し、SGI

Linuxに取り込まれ、Linuxの発展に寄

与できるのではないだろうか。

;;

;;SGI Linuxの今後

;;

SGI Linux 1.1でも多くの改良が発

表されたが、SGIの拡張はこれだけで

は終わらない。今回のリリースでは、
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データベースパフォーマンスの向上と

カーネル開発環境の向上が目的であり、

前回のWebサーバのパフォーマンス向

上とあわせてかなりエンタープライズ

向けの機能拡張が進んできた。

しかし、まだまだネットワークパフ

ォーマンスやファイルサーバのパフォ

ーマンスには問題もある。第1回で紹

介したXFSもそのひとつであろう。ま

た、プロセス管理機構、スケジューラ、

SMPの対応についてもさらなる改良が

必要であろう。さらに、IRIXの得意と

するメディアストリーミングについて

も、リアルタイム処理などを含めて改

良の余地はある。SGIはこういったも

のに対しても、これからも改良を続け

てゆきLinuxをエンタープライズサー

バからハイパフォーマンスサーバまで

使えるものに育てていく予定である。

さらにサーバ用途だけではなく、今

後はワークステーションに関しても

Linuxのサポートを行っていく。前回

のOpenGLやPerformerがそのひとつ

であるが、SGIのプロダクトとしても

今後出してゆく予定である。これによ

ってSGIはワークステーションからハ

イパフォーマンスサーバまでLinuxを

全面的にバックアップしていくことに

なる。今後のSGI Linuxはますます目

が離せないものになるだろう。

ここまではIA32システムの話をして

きた。しかし、IA32のLinuxを開発・

改良すると同時に、SGIはIA64への

Linuxのポーティングにも協力してい

る。このポーティングプロジェクトは、

Intel、SGI、IBM、HP、VA Linux、

Cygnusが参加し、Trillian Projectと

呼ばれている。このプロジェクトでは

最初のIA64プロセッサであるItanium

（aka. Merced）への移植、改良など

を行っている。この成果の一部は、

Supercomputing '99においてItanium

の16CPUのクラスタマシンが公開され

たことで、より現実味を帯びてきてい

るだろう。

これまで述べてきたようにSGIは

IRIXで培ってきた64ビットUNIXの技

術、スケーラブルシステムの技術を

Linuxへ投入していこうとしている。

IA64 Linuxがエンタープライズ、スケ

ーラブルな世界で登場するのも近いの

かもしれない。

最後に過去3回で紹介してきたオー

プンソースソフトウェアを含め、SGI

が現在提供しているものをまとめてお

こう。

・SGI Linux Environment

今回紹介したSGIの機能拡張された

Linuxディストリビューション。

・XFS

ハイパフォーマンス・ジャーナルフ

ァイルシステム。

・Linux/MIPS

Indy、Indigo2で動作するLinux。

・Linux on the SGI Visual Workstations

VWS320/540で動作するLinuxでSGI

Linux 1.1にはパッチが含まれている。

・Samba for IRIX

昨年からサポートを開始したIRIX版

のSAMBA。サポートも行っている。

・Jessie

Javaベースのクロスプラットホーム

統合開発環境。

・CRCalc

Constructive Reals Calculator、

Javaアプレット。

・OpenVault

ストレージマネージメント/フレーム

ワーク。大量のリムーバブルメディア

の管理が統合的に行える。

・STL

C++標準テンプレートライブラリ。

・GLX

前回紹介したXのOpenGL拡張。

これら以外にも開発中のもの、オー

プンソースにする予定のものもある。

今後もSGIのLinuxに対する取り組みに

期待していただきたい。機会があれば

また紹介してみたいと思う。
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僕らの住む世界は、もろくて、はかない。

それゆえ、美しく、尊い。

じゃあ、もろくて、はかないシステムというのはどう。

いらないな。

；

；LinuxとC言語

；

UNIXとC言語はとても密接な関係にある（詳しくは

UNIXやC言語の書籍の冒頭にそのクロニクルとともに必

ずといっていいほど書いてあるので見てくだされ。また後

ほど出てくるCライブラリでもISOの標準CとかPOSIXと

いったことにもここでは一切ふれないので、悪しからず）。

Linuxの場合も多聞にもれず、Linuxカーネル自身はC

言語で記述されていて、Linux上で動作するプログラムの

ほとんどもC言語で書かれている。C言語よりもいろいろ

な面で優れているといわれる、さまざまな言語も利用でき

るのだが、いまだにC言語が多いのだ。理由はいろいろあ

ると思うけど、今のところプログラミング環境を含め、そ

の経験と実績が根強く残っているのだろう、僕の勝手な意

見だけど。

C言語に限ったことではないが、一般にユーザーに評価

されているプログラミング言語は、その言語仕様はシンプ

ルかつコンパクトなものとなっている。複雑なものは、シ

ンプルなものを組み合わせればよいという発想だ。これは

理にかなっている。ただ、そのコアの部分だけを提供した

のでは、ユーザーの手間がばかにならない。そこでライブ

ラリと呼ばれる、あらかじめ共通的によく使われる機能ル

ーチン（関数）も同時に提供されているのだ。

C言語の入門時に最初にコールするであろうprintf()もこ

のライブラリルーチンなのである。またシステムのリソー

スを操作するには、通常、OSに対してシステムコールを

発行するんだけど、これをユーザープログラムから直接発

行することはまずなくて、そのほとんどはこのCライブラ

リを経由して利用する（できる）ようになっている。だか

らこそ、OSのシステムコールの種類やそのパラメータが

異なっていたとしても、ユーザーはそのことを気にしない

ですむのだ。

；

；リンクするということ

；

プログラムとライブラリを結びつけることを一般にリン

クするというが、このリンク方法には大きくわけて2つの

方法がある。それは、スタティックに結びつける方法とダ

イナミックに結びつける方法だ。

スタティックに結びつける方法では、必要となるルーチ

ンすべてをプログラム自体に含める。一方、ダイナミック

に結びつける方法では、プログラムには必要となるルーチ

ンの名前を記述しておいて、実行時にルーチンの実体と結

びつける。この場合、そのライブラリルーチンは複数のプ

ログラムからのリンク要求を処理できるようにメモリアド
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レスに依存しないコードで構成され、通常Shared（共有）

ライブラリと呼ばれている。

これらは、それぞれメリットとデメリットがあるのだけ

れど、最近の傾向としては、スタティックリンクすること

は少なくなり、共有ライブラリをダイナミックリンクする

ことがほとんどだ（いつからかは忘れたけどgccのデフォ

ルトオプションもそうなっている）。

昔は、システム障害時の復旧のことも考えて、/binと

/sbinのプログラムは最低限スタティックリンクされてい

たものではあるが、最近はそれらもダイナミックリンクだ

ったりする。古臭い人々は驚くかもしれないが、最近はそ

んなものなのだ。

；

；システムライブラリの位置付け

；

冒頭で述べたようにLinuxとC言語に深い結びつきがあ

ることは、いわゆるCライブラリがシステムの一部に位置

付けられていることからわかる。そのため、そのシステム

に不可欠なCライブラリをシステムライブラリと呼んでい

る。基本的には、特に手を加えないで、そのシステム上で

コンパイルして作成した実行ファイルはそのCライブラリ

に依存したものとなる。Linuxのシステムライブラリは、

libc4、libc5、libc6などと呼ばれており、libc4は、GNU

Cライブラリのバージョン1に、独自に手を入れたもので

あったが、現在主流のlibc6では、GNU Cライブラリのバ

ージョン2がそのまま使用されている。各Cライブラリの

詳細はここでは省くが、基本的にバージョンアップするた

びに機能拡張が行われていると考えればよい。

そういえば、LinuxカーネルもC言語で記述されている

わけだが、このCライブラリを使っているのだろうか？

答えは、使っていない。一般にCライブラリはユーザーモ

ードで動作するプログラム用に作成されたもので、カーネ

ルモードで実行されることはまったく考慮されていない。

だからカーネルのような場合はすべて自前で用意している

のだ。カーネルモードで動作するプログラムでは絶対に使

えないというわけでもないのだが、通常カーネルモードで

はもっと効率に実行できるコードを利用している。

；

；スタティックとシェアード

；

さて、今回はシステムライブラリを再構築してみようと

思うわけだが、その前に少しだけスタティックリンクとシ

ェアードリンクについて見てみることにする。

Linuxの場合、/libと/usr/libにあるlibc.＊ファイルが

システムライブラリである。その中心となるのが、

/usr/lib/libc.a（スタティックリンク用ライブラリ）と

/lib/libc.so.6（共有ライブラリ）だ。通常、拡張子がsoは

共有ライブラリで、aはスタティックライブラリと考えれ

ばよい。/libにはMathライブラリ（libm.so.＊）や暗号用

（libcrypt.so.＊）、Linuxスレッド用（libpthread.so.＊）

などのシステム共有ライブラリと呼ばれるものが、

/usr/libにはそれ以外のライブラリが置かれる。

ちなみに、各実行ファイルがどのようになっているかは、

ファイルの種類を判定するfileコマンドと共有ライブラリ

への依存状況を表示するlddコマンドで確認することがで

きる。例として、/bin/bash、/sbin/init、/usr/bin/viを

見てみることにしよう。

$ file /bin/bash /sbin/init /usr/bin/vi

/bin/bash: ELF 32-bit LSB executable, Intel 80386, version 1, 

dynamically linked (uses shared libs), stripped

/sbin/init: ELF 32-bit LSB executable, Intel 80386, version 1, 

dynamically linked (uses shared libs), stripped

/usr/bin/vi: ELF 32-bit LSB executable, Intel 80386, version 1, 

dynamically linked (uses shared libs), stripped

fileコマンドの結果については、特に説明の必要はない

と思うが、それぞれ共有ライブラリとダイナミックリンク

されていることがわかる。最後のstrippedについては後で

少し説明する。

$ ldd /bin/bash /sbin/init /usr/bin/vi

/bin/bash:

libtermcap.so.2 => /lib/libtermcap.so.2 (0x4001c000)

libc.so.6 => /lib/libc.so.6 (0x40020000)

/lib/ld-linux.so.2 => /lib/ld-linux.so.2 (0x40000000)

/sbin/init:

libc.so.6 => /lib/libc.so.6 (0x4001c000)

/lib/ld-linux.so.2 => /lib/ld-linux.so.2 (0x40000000)

/usr/bin/vi:

libtermcap.so.2 => /lib/libtermcap.so.2 (0x4001c000)

libcanna.so.1 => /usr/lib/libcanna.so.1 (0x40020000)

libc.so.6 => /lib/libc.so.6 (0x40071000)

/lib/ld-linux.so.2 => /lib/ld-linux.so.2 (0x40000000)

lddコマンドの結果は、実際に各実行ファイルがどの共
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有ライブラリに依存しているのかを表示している。それぞ

れlibで始まるファイルは共有ライブラリで、HEX表示は、

それぞれのプロセス空間内のライブラリがマップされるア

ドレスだ。

この結果からは、共有ライブラリだけでなく、ld-

linux.so.2というファイルがリンクされていることに気づ

くと思う。このld-linux.so.2は共有ライブラリではなく、

ダイナミックリンカローダと呼ばれる各プログラムが実際

に実行できるように前準備を行うプログラムだ。

ダイナミックリンクされた実行ファイルは、実行ファイ

ルが生成された段階では、このライブラリのこのルーチン

を使用する予定という情報しか含まれていない不完全な状

態なのだ。そこで、実行時に実際のリンクを確立しなけれ

ばならないわけだが、ld-linux.so.2は、必要な共有ライブ

ラリをロードして最終的なリンク状況を確立する役割を担

っている。この作業が終わってはじめてプログラムは実行

できるのだ。

この処理は完全に自動的に処理されるのでユーザーはま

ったく気にしなくてもよいのだが、1点だけ注意すること

がある。それは、共有ライブラリがどのように検索される

か で あ る 。 共 有 ラ イ ブ ラ リ は 、 環 境 変 数

LD_LIBRARY_PATH、そして/etc/ld.so.cache、/usr/

lib、/libの順に検索される。そのため、同じファイル名で

検索順の高い位置に問題のある共有ライブラリが存在した

りするとプログラムが実行できないという問題が発生した

りする。なお/etc/ld.so.cacheは、/etc/ld.so.confで指定

されたパスと/usr/lib、/libから見つかったライブラリフ

ァイルの情報を集めたもので、ldconfigコマンドでメンテ

ナンスできる。共有ライブラリを/usr/libに追加したとし

ても自動的に/etc/ld.so.cacheが更新される仕組みはまだ

ないようなので、今のところはrootユーザーが手動で実行

する必要がある。

；

；コンパイルしてみて確かめる

；

スタティックリンクとシェアードリンクの違いを実際に

プログラムをコンパイルしてみて、確かめることにしよう。

プログラムは何でもよいのだが、とりあえず、C言語の

入門書の最初に書いてあるような次のコードで試す（ファ

イル名はtest.c）。それぞれファイルのサイズとfileコマン

ドとlddコマンドの結果を見てみよう。

#include <stdio.h>

int main(void)

{

printf("Good?\n");

return 0;

}

まずは、何もオプションを指定しないでコンパイルして

みた。

$ gcc test.c

$ ./a.out

Good?

$ ls -l a.out 

-rwxrwxr-x    1 tadayo-m tadayo-m     4811 Nov 29 00:53 a.out

$ file a.out

a.out: ELF 32-bit LSB executable, Intel 80386, version 1, 

dynamically linked (uses shared libs), not stripped

$ ldd a.out

libc.so.6 => /lib/libc.so.6 (0x4001c000)

/lib/ld-linux.so.2 => /lib/ld-linux.so.2 (0x40000000)

次にスタティックリンクを指示する-staticオプションを

指定してみた。

$ gcc -static test.c

$ ls -l a.out

-rwxrwxr-x    1 tadayo-m tadayo-m   248604 Nov 29 00:55 a.out

$ file ./a.out

./a.out: ELF 32-bit LSB executable, Intel 80386, version 1, 

statically linked, not stripped

$ ldd a.out

not a dynamic executable

fileコマンドとlddコマンドの結果は予想どおりだと思う

が、ここではファイルサイズの違いに注目しておこう。た

かだかprintf()をコールするだけのプログラムなのに、こ

の違いである。これはスタティックリンクを使用しないで、

共有ライブラリをダイナミックリンクすることの1つのメ

リットだ。

もっとも、スタティックリンクとダイナミックリンクの

メリットとデメリットを語るには、もっとさまざまな角度

から検証する必要があるので、今回はやめておくが、一般

には必要に応じて使い分けるようになっている。
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そういえば、fileコマンドの結果表示でstrippedは何か

ということだが、これはシンボル情報の有無を表している。

このシンボル情報は、デバッグシンボルとは別ものなのだ

が、内部のセグメントシンボルを表すもので、objdump

コマンドやnmコマンドで利用することができる。この情

報が必要ない場合は、コンパイルするときに-sオプション

を指定する。なお、このオプションはスタティックリンク

の時にも利用できる。

$ gcc -s test.c

$ file a.out

a.out: ELF 32-bit LSB executable, Intel 80386, version 1, 

dynamically linked (uses shared libs), stripped

$ ls -l a.out 

-rwxrwxr-x    1 tadayo-m tadayo-m     3012 Nov 29 00:54 a.out

通常、このシンボル情報を利用するのは開発者だけなの

で、ディストリビューションのリリース版などでは、実行

ファイルからこれらの情報を取り除いたものが提供されて

いると思う。これを取り除くと、さらに少しだけファイル

サイズを小さくすることができるのだ。最初のオプション

なしの場合のファイルサイズと比べると、4811から3012

へと小さくなっているのがわかる。

一応、シンボル情報の有無によってどのような違いが生

じるかも紹介しておこう。

●nmコマンドの結果

$ nm a.out （シンボル情報なし）

a.out: no symbols

$ nm a.out （シンボル情報あり）

080494ec ? _DYNAMIC

080494cc ? _GLOBAL_OFFSET_TABLE_

080484a0 R _IO_stdin_used

0804958c A __bss_start

080494ac D __data_start

w __deregister_frame_info@@GLIBC_2.0

08048410 T main

0804958c b object.11

080494b0 d p.3

U printf@@GLIBC_2.0

●objdumpコマンドの結果を比較した抜粋

<  80482ab:     e8 f0 ff ff ff          call   0x80482a0

>  80482ab: e8 f0 ff ff ff call 80482a0 <_init-0x4>

<  80482d0: e8 fb 00 00 00 call 0x80483d0

<  80482d5: e8 56 01 00 00 call 0x8048430

>  80482d0: e8 fb 00 00 00 call 80483d0 

<frame_dummy>

>  80482d5: e8 56 01 00 00 call 8048430 

<__do_global_ctors_aux>

；

；スタティックリンクされたプログラムは残ってる？

；

システムにスタティックリンクされたプログラムがある

かどうかちょっと調べてみた。結果はいくつか残っている

ようである。でも特にコメントすることもないんだなぁ…。

興味があったら試してちょ。

$ file /bin/* /sbin/* /usr/bin/* /usr/sbin/* | grep statically |

cut -f1 " "

/bin/ash.static:

/bin/rpm:

/sbin/ldconfig:

/sbin/sash:

/sbin/sln:

/usr/bin/rpm2cpio:

/usr/bin/statserial:

；

；システムライブラリの再構築

；

さて、いよいよ本題に入ろう。システムライブラリの再

構築である。

システムライブラリを再構築したり、新しいバージョン

に差し替えたりする人は、採用予定のシステムライブラリ

の検証やプログラムの動作確認など、通常、開発に携わっ

ている人だろう。

それにも関わらず、ここではとりあえずやってみようと

いうのだからとっても無謀な冒険なのである。

だから、最初に忠告しておく。通常わざわざシステムラ

イブラリをコンパイルし直したりする必要はどこにもない。

こんなことをやると、今まで動いていたプログラムが動か

なくなったり、システムが不安定になったりして、再イン

ストールしか道はないという状況にもなりかねない。だか

ら、もしやろうと思うのであれば、システムが壊滅しても

よい状況など、それなりの覚悟で望んでほしい。また日本
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語版と名前のついたディストリビューションを使用してい

る場合、システムライブラリもそれぞれ日本語対応のため

にいくつか手が加えられていると思う。しかし、僕の環境

は日本語版ではないし、ここで紹介するのも、ftp.gnu.org

から持ってきたglibc-2.1.2を対象としているので、これを

そのまま適用すると、それぞれの日本語対応の部分が水の

泡となることは間違いない。

そんなわけで、これらをふまえてやってみようという人

だけ、試してみてほしい。

また、現システムがlibc5以前の場合は、いくつかの面

倒な作業も必要となるのだが、今回は面倒をみない。ここ

では、すでにlibc6を採用しているシステムであることが条

件だ。でも付属のINSTALLやFAQなどのドキュメント

には、いろいろ書いてあるのでそれらを参照にすれば、そ

れほど難しくないのでチャレンジしてみるのもよいだろう。

；

；GNU Cライブラリの最新版を手に入れる

；

まず、GNU Cライブラリを入手する。これはftp.gnu.

orgほかGNUのソフトウェアをミラーしているサイトから

ダウンロード可能だ。

glibc-2.1.2.tar.gz

glibc-crypt-2.1.2.tar.gz

glibc-linuxthreads-2.1.2.tar.gz

ファイルは3つだが、cryptは米国の輸出規制に引っか

かるために、そこには置かれていないと思う。これの入手

先は、glibc-2.1.2.tar.gzを展開したドキュメントの中に書

いてあるので、読んで拾ってこよう。また、各ディストリ

ビューションのソースCDに収録されているものでもかま

わないが、この場合はライブラリを再構築するメリットが

あるかどうかをよく考えてからにしてほしい。僕の場合は、

既存のライブラリが2.1.1だったので、バージョンアップし

てみたかったということと、Pentium Pro用のオプティ

マイズをしてみようと思ったからだ。

；

；コンパイル自体は難しくないけど…

；

これらのファイルを展開してコンパイルするには、ディ

スク容量は200Mバイト程度必要となる。コンパイルに必

要となるツールはINSTALLに書いてあるのでチェックし

ておいてほしいが、最近のディストリビューションであれ

ば全部揃っていると思う。

ファイルはそれぞれ適当なディレクトリに展開する。

cryptとlinuxthreadsは、glibc-2.1.2ディレクトリに展開

する。ほかで展開してしまったなら、"mv crypt glibc-

2.1.2"として移動すればよい。

まずは、glibc-2.1.2ディレクトリに移動し、compileな

どの作業ディレクトリを作成する（必ずしも作業ディレク

トリを作る必要はないが、一応）。次にcompileディレク

トリに移動し、configureを実行する。

今回の方針は、自分のシステムに最適化したシステムラ

イブラリを作って、それを実運用環境として現システムラ

イブラリと入れ替えてしまうことで、テスト用のシステム

ライブラリ環境としてではない。だからオプティマイズを

最 優 先 としている。 指 定 するオプションは、 - -

p re f i x=/us r、 - - enab l e - om i t f p、 - - enab l e - add -

ons=crypt,linuxthreadsだ。それぞれの意味はドキュメン

トやconfigure --helpとして確かめてほしい。それが終わ

れば、続いてmakeを実行だけだ。コンパイルにかかる時

間は環境によって異なるが、ぼくのPentium 200MHz程

度のマシンで4時間ぐらいかかる。きちんと計ったわけじ

ゃないけど、ものすごくかかる。だから僕はいつも寝る前

に始めて、結果は翌朝確認している（でもPentium IIIだ

とあっという間かも。持ってないからわからないけど）。

$ cd compile

$ ../configure --prefix=/usr --enable-omitfp --enable-add-

ons=crypt,linuxthreads

$ make;make check

make checkがきちんと終了すれば基本的には大丈夫

だ。また少なくとも安定版としてリリースされているバー

ジョンなので、コンパイルの段階で問題が発生する可能性

は低いと思われる。ただし、筆者の環境では、make

checkが完全には終了していない。実はmathライブラリ

のテストのいくつかでエラーが表示されたのだ。特に使う

ことのないルーチンだったし、pgccを使っていて最適化

のしすぎかなと適当な理由も見つかったので、無視してし

まったが、本来、無視すべきではない。make checkがき

ちんと終了しないようなら、インストールはあきらめるべ

きだ。この場合、configureの--enable-omitfpオプション

をはずしてやり直してみてほしい。これで問題ないようで

あれば、最適化に問題があると思う。あと、僕は以前、環

境変数にLDFLAGS=-sを指定しているの忘れたまま
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configureを実行してライブラリを作成してしまったこと

がある。一見コンパイルは成功したように見えるのだが、

シンボル情報がないためにld-linux.so.2でリンクが解決で

きない状態になってしまった。思わぬところに落とし穴が

あったりするのだ。

make checkがエラーなしに終了したら、いよいよイン

ストールだ。

# make install

この後、システムをリブートしてみると本当にうまくい

ったかどうかがわかる。成功を祈る。

システムライブラリを最適化したとしても、カーネルな

どと異なり、目に見える成果があるわけではないので、ち

ょっと寂しいのだが、とりあえず心の達成感を味わうこと

にしよう。

；

；国際化、ロケールの設定

；

再起動後きちんと動作しているようなら、次のステップ

に進もう。

僕の場合、日本語はktermとvi、emacsで利用できれ

ば満足なので、これといって国際化に興味はなかったのだ

が、一応ロケールデータをインストールしてロケールの設

定もしてみよう。

まずロケールデータをインストールする。これは先ほど

の c o m p i l e ディレクトリで行 う。 実 行 すると、

/usr/share/i18n/ディレクトリのcharmaps、locales、

repertoiremapsにロケールを作成するためのデータがイ

ンストールされる。

# make localedata/install-locales

次に実際のロケール情報を作成する。これには、

localedefコマンドを使用する。localedefは、定義ファイ

ルとキャラクタマップファイルを指定して必要なデータを

生成するようになっている。たとえば、アメリカの英語ロ

ケール（en_US）だと次のように作成する。同様にデフォ

ルトのロケールとなるPOSIXも作成する（下記のコマン

ドのen_USの部分をPOSIXにすればたぶん大丈夫）。

# localedef -i en_US -f ISO-8859-1 -u mnemonic.ds en_US

作成したロケールデータは、/usr/share/locale/en_US

（POSIX）ディレクトリにLC_COLLATE、LC_CTYPE、

LC_MONETARY、LC_NUMERIC、LC_TIMEファイ

ルとして保存される。

さっそく、ja_JP、日本の日本語ロケールを作成しよう

と思ったのだが、定義ファイルja_JPはあるもののそれを

解決できるcharmapファイルがないのだ。作るかインタ

ーネットで探せばいいんだけど、当面利用するあてもなく

面倒だったので、気分だけを味わうことにした。ja_JPを

適当な名前にコピーしてそのファイルの簡単にわかる部分

を漢字（EUC）に当てはめた。これだけだと、localedef

コマンドはエラーだよというものだから、--forceオプショ

ンでどうにか形だけ取りつくろう暴挙にでた（なっちゃな

いなぁ）。というわけで、気持ちだけ味わってみよう。

$ LANG=ja_JP ls -l

drwxr-xr-x    5 tadayo-m tadayo-m     2048  6月 14 08:33 Desktop

drwxrwxr-x    5 tadayo-m tadayo-m     2048  8月 9 17:31 Mail

-rw-------    1 tadayo-m tadayo-m      527 11月 14 04:32 mbox

-rw-rw-r--    1 tadayo-m tadayo-m   117994 11月 24 09:42 test.log

タイムスタンプの表示が6月などとなっているわけだが、

lsの場合はあまり見栄えがよくない。

続いて日本語のメッセージカタログが用意されているコ

マンドの表示も見てみよう。これはいいねぇ。

$ LANG=ja_JP mount -h

使い方: mount [-hV]

mount -a [-nfFrsvw] [-t ファイルシステム型]

mount [-nfrsvw] [-o オプション] special | node

mount [-nfrsvw] [-t ファイルシステム型] [-o オプション] special

node

スペシャルデバイスは -L ラベル 又は -U uuid で指示できます。

日本語版と名前のつくディストリビューションのいくつ

かは、このロケールの設定や日本語のメッセージをキチン

とサポートしている（ようだ）。もし英語版とかを使って

いて、ちゃんとしたロケール情報がほしければ、それらを

参考にするか、借りてくるのが手っ取り早いだろう。

そんなことをする必要があるんだったら、最初からそれ

らをサポートしたディストリビューションを使えばいいっ

て？　まぁ、そうなんだけど、日本語版が何となくいやな

人もいるでしょ、僕みたいに。
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■Linuxの内部仕様

Linuxカーネルとは本質的にどんなものなの

だろうか？ カーネルがLinux OSの中心部分

であるのと同様に、カーネルそのものも中心

とそれ以外の部分とに分けられる。いろいろ

な点で、このLinux 2.4の「中心部分」は

Linux 2.2のものとは異なっている。

Linux 2.2およびそれ以前のLinuxには、基

本リソース管理システムが含まれていて、そ

れはI/OポートやIRQラインや、その他の制限

付きのコンピュータアーキテクチャの細かい

点を、かなり雑に割り当てたり追跡したりし

ていた。Linux 2.4の上の新しいシステムに

は、もっと多くの汎用の実装が含まれていて、

それはネストしたリソースグループが使えた

り、定義済みのリソース型の依存を取り除い

たり、もしくはドライバが必要とする大部分

の作業を簡単にしたりする。

仮想ファイルシステム層（VFS）もまた、

以前のLinuxから大きく変更された。Linux

2.2の処理に大きな制限を与えていたもののひ

とつは、キャッシュ処理に2つのバッファを使

うことだった。1つは読み込み用で、もう1つ

は出力用だ。Linux 2.4でこの壁は完全に取り

除かれる。

Linux 2.2では、一度に実行できるプロセス

またはスレッドは、1024個までとなっている。

Linux 2.4はこの古い問題を片づけ、実行時に

設定できて、システムのメモリの量だけによ

って制限されるようなスケーラブルな制限を

実装した。

メモリの消費量に関して言うと、Linux 2.4

はLinux 2.2が必要とするのとだいたい同じ量

を必要とする。Linux 2.4からは、Intelマシ

ンでは最大4GバイトまでのRAMがサポートさ

れている。

■バイナリ形式

Linuxカーネルの中で重要な部分は、プロ

グラムローダであるということをわかっている

人は多いだろう。しかし、Linux 2.2において

「misc.」バイナリローダが追加されたことに

気がついていない人も多い。このバイナリロ

ーダは、Windowsや同等のOSとほとんど同

じ方法で、ヘルパーアプリケーションをある

バイナリ形式と結びつけることができる柔軟

なモジュールだ。

Linux 2.2はカーネルがELFとしてコンパイ

ルされる必要のある最初のLinuxだったが、

Linux 2.4はLinux 2.2よりもさらにELF形式

に依存している。ELFバイナリ形式をより完

全に活用することで、カーネル開発者たちは

コードのいくつかの部分をよりモジュール化

し、保守しやすくすることができる。

■CPUとバス

Linux 2.4にはLinux 2.2でなされていたの

と同様、各種プロセッサへの優れた対応が含

まれている。Intelのx86系列の64ビット版の

後継チップのリリースはもうすぐだ。Linux

2.4にはこのチップへの直接の対応はないが、

そのリリース直後からMercedの上でLinuxが

確実に動くようにするための作業をするグル

ープが複数存在することになるだろう。

しかし、プロセッサはコンピュータの中身

のほんの小さな一部分でしかない。その演算

処理と同様に重要なのは、そのバスのアーキ

テクチャである。この分野の最大のニュース

はISAプラグ&プレイで、ISAバス上でデバイ

スの設定や検出をしようというものだ。

この分野において、もっと刺激的なニュー

スがある。USBがLinuxカーネルに組み込ま

れたのだ。またUSBに加えて、I2Oデバイス、

すなわちPCIの拡張のサポートがLinux 2.4に

追加されている。理論的には、これによって

よりOSに依存しないデバイスやドライバが存

在できることになる。

PCMCIAバスは、標準カーネル配布版の中

でサポートされている。PCMCIAユーザーは

もはや自分のシステムをきちんと動かすのに、

別パッケージをダウンロードしてインストー

ルする必要がなくなった。

■ブロックデバイス

ユーザーの立場から見て、Linux上のデバイ

スには3つの基本タイプがある。ブロックデバ

イス、キャラクタデバイス、ネットワークデ

バイスである。それらについて順に説明しよ

う。

ブロックデバイスとは、データが個々にア

クセスできるバイトの配列であるものだ。ブ

http://linuxtoday.com/
毎月、米国の人気Linuxサイト「Linux Today」に掲載された記事の要約を
お届けします。記事の全文は日刊アスキーLinuxで読むことができます。
http://www.linux24.com/

Linux Today
米国LinuxToday提携

訳：日下部圭子

Linux 2.4のすばらしき世界
Text : Joe Pranevich
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ロックデバイスの一般的な例はハードディス

ク、フロッピードライブ、RAMディスクなど

である。あるデバイスが（たとえば自動排出

など）特殊な機能をもつ場合、任意のプログ

ラムから使えるI/Oコントロールを使って、そ

れらの特殊機能をサポートする。

IDEは、現在最も一般的にPCで使われてい

る種類のディスクである。Linux 2.4では

Linux 2.2でのIDEのサポートを改良して、ひ

とつのシステム内で使えるIDEコントローラ

の数を倍以上の10個に増やした。また、DVD

とCD-ROMチェンジャへのサポートを改善す

る、いくつかの変更もある。

Linux 2.4には、Linux 2.2でサポートされ

ているファイルシステムがすべて含まれてい

る。これらのファイルシステムにはFAT、

NTFS、VFATおよびFAT32、HFS、その他

非常に数多くのものがある。これらのファイ

ルシステムは、すべて何らかの拡張のために

書き直されていて、ときには新しいページキ

ャッシュ機構をサポートするために、たいへ

ん大規模な拡張が行われて、効率がよくなっ

ている。しかし逆に、Linux 2.2用に設計され

たバイナリのみのファイルシステムモジュール

は、Linux 2.4では動かない。

■フレームバッファ

もうひとつ、より複雑なブロックデバイス

のバリエーションはフレームバッファだ。フ

レームバッファとは単なる一区切りのメモリ

で、そこへの書き込みが画面上のピクセルの

色に影響するような範囲のビデオメモリを表

わすものだ。これは他のブロックデバイスよ

りも複雑だ。なぜならこれはパレット変更す

るioctlやその他のビデオ関連の関数に対応し

ているからだ。

Linux 2.4では数多くの新しいドライバの追

加と、古いドライバの改良が行なわれている。

特にここで重要なのは、数多くの「標準」

VGAカードとその設定を、少なくともいくつ

かのモードでサポートしていることだ。

■キャラクタデバイス

Linuxが認識する、2つめの種類のデバイス

がキャラクタデバイスだ。それらは読み出し

や書き込みができるが「位置」の解釈ができ

ず、順を追ってアクセスすることしかできな

い。ターミナル、ポート、キーボード、マウ

スなどがこれに含まれる。Linux 2.4はこの領

域についても改良を加えている。

この方面で最も大きなニュースは、Linux

2.4が初めてUSB接続のキーボードとマウスを

サポートすることだ。接続時にこれらの入力

デバイスは、自分が「ふつうの」キーボード

およびマウスであるかのようにふるまう。

そのように見えないかもしれないが、すべ

てのバージョンのLinuxの画面出力はキャラク

タモードだ。フレームバッファの場合、Linux

2.2とそれ以降ではターミナルドライバにフレ

ームバッファドライバを重ねて、同一の機能

を組み込みのテキストモードとして使う方法

に対応している。Linux 2.4ではこのサブシス

テムに大きな変更はあまりない。しかし今回

初めてコンソールから、たとえばプリンタな

どのパラレルポートへのリダイレクトをサポー

トした。

赤外線対応はLinux 2.2から進歩していて、

この領域ではネットワークのサポートの改良

などの多くの変更がある。

Linuxは一般的には「ユーザーフレンドリ

ー」なOSとは思われていない。したがって、

Linux 2.4に、音声合成カードへの対応が含ま

れていることを知って驚く人もいるだろう。

■ネットワークデバイス

キーボードやマウスの単純さとは大きく異

なり、ネットワーク処理とネットワークハー

ドウェアは、Linuxが常に群を抜いている部分

である。これらのデバイスは「キャラクタ」

でも「ブロック」でもなく、デバイスノード

が不要な特別な位置にある。

Linuxのネットワークソケットは、標準的な

UNIXのものと同じである。しかし残念なが

ら、標準にはいくつかの欠陥がある。ただし、

それらは標準から外れることなく修正するこ

とはできる。Linux 2.2とそれ以前のバージョ

ンでは、ネットワークソケットからの1つのイ

ベントを待っている多くのプロセスが存在す

る場合、ソケットがアクティブになると、化

それらのすべてが動き出す。Linux 2.4には

Linux上で「wake one」を実装する変更点が

含まれていて、アクティブ化の際に、1つのプ

ロセスだけを起動する。これによりApacheの

ようなアプリケーションはずっと効率がよく

なる。

また、Linux 2.4のネットワーク層は完全に

書き直されている。さらに、この中には、

Windowsを含む多くの一般的なOSの中で使

われるネットワーク処理用のスタックの特有

の癖に、うまく対応できるようにするための

多くの最適化が含まれている。

Linuxを端末として使うユーザーにとって、

PPPは重要な部分である。Linux 2.4にはいく

つかの大規模な書き換えと、多くのコードの

モジュール化が行われ、その中には長いこと

待たれていたISDN層からのPPP層と、シリア

ルデバイス上で使われるモデムなどのような

PPP層との組み合わせが含まれている。

結果として、おそらくLinux 2.4はその新し

いデスクトップ機能によって「デスクトップ」

Linuxとして知られることになりそうだ。誰か

が私の記事を、「Linux 2.4は、サーバや組み

込みシステムに非常に役立つ多くの機能を備

えている」というように引用しないように願

っている。だがこれらには、実際問題、本質

的な違いはあるのだろうか？

プロフィール
Joe PranevichはLinuxカーネルの開発に関

わっており、数々のパッチも提供している。

jpranevich@linuxtoday.com
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ある日突然、社命でWebサーバを管理することになったら、サーバプログラムには何を選

ぶべきか、選択肢は多い。最近ではサーバ用OSを買ったら、ただで付いてくるものまであ

る。だが、現在世の中で最も多く使われているのは、フリーで手に入るApacheである。

多くの手によって育まれたApacheは機能が豊富だが反面、設定には慣れが必要だ。本書は

そんなApacheの解説書である。初めてApacheに接する人なら、第一章「Apache入門」、第

二章「設定ファイルの使用」を読んで、まず動かしてみよう。また、各章が分野別の「○○

をするには」を集めた構成になっているため、すでにWebサーバの運用をしている人にとっ

ては、リファレンス的に役立つ。

各プラットフォーム向けのApacheを収録したCD-ROMが付属しており、すぐに使い始め

られる。にわか管理者から中級者まで、お勧めの一冊だ。

B ooks
Greg Holden, Matthew Keller 著　IDEA・C 訳

インプレス

B5変形判／339ページ／CD-ROM付き　　　　　　　　本体価格 2980円

Apache WebサーバーBlack Book

Sybase SQL Anywhere Studioは、RDBMSのAdaptive Server Anywhereデータベース

サーバと、データベース管理支援ツールをセットにしたものである。Linux版は現在βバ

ージョンを公開中だが、近日中に発売される。クライアント／サーバ型でもスタンドアロ

ンでも使用でき、OSを除いた必要なメモリが数Mバイトと小さいため、Windows用の

Sybase SQL Anywhere StudioはモバイルDB市場で広く使われている。

本書では、クライアントにWindowsマシン、サーバにLinuxを使用してリレーショナル

データベースを構築していく。付録CD-ROMは3枚組で、日本語redhat Linux 5.2 rel.2と、

60日間無償で試用できるSybase SQL Anywhere StudioのLinux版とWindows 95/98/NT

版を収録している。ネットワークでつながる2台のPCを用意することで、動作確認をしな

がらSQLデータベースについて学べるだろう。

梶原賢仁、菊池尚志著

セレンディップ

B5変形判／424ページ／CD-ROM付き　　　　　　　本体価格 4500円

Sybase SQL Anywhere Studio on Linux 詳解

本書は、Linuxでゲートウェイサーバを構築することを目的としたネットワークの入門書

だ。導入部では、ネットワークとはどのようなものかを、装置からプロトコル、インター

ネットの仕組みまで丁寧に解説し、中盤ではLinuxでのイーサネットLAN、PPP接続の設定

のしかたを説明する。そして、後半はサーバプログラムの設定へと展開する。ここでは、

DNSサーバ、DHCPサーバ／クライアント、IPマスカレードの話が中心となる。

対象とするディストリビューションは、Red Hat Linux、Debian GNU/Linux、Slackware

で、それぞれの設定方法が違う場合は個別にページを割いている。

あくまでゲートウェイサーバ構築を目的としているので、Apache、sendmail、Squidな

ど、ゲートウェイ以外のサーバサービスには触れていない。これらのサービスを利用する

場合には、ほかの解説書などとあわせて読むとよいだろう。

スタークラスター著

ナツメ社

A5判／272ページ　　　　　　　　　　　　　　　　　本体価格 2200円

Linuxネットワーク入門
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男澤 昌哉、中山 房
光夫 著
セレンディップ
B5変形判／352ペ
ージ／CD-ROM付き
本体価格 2800円

WindowsからLinuxへの近道
Linux超入門

B o o k s

Ellen Siever、
O ' R e i l l y ＆
Associates, Inc.
著　山崎 康宏、山崎
邦子、砂畑 浩樹 訳
オライリー・ジャパ
ン
A5判／673ページ
本体価格 4500円

Linuxクイックリファレンス
第2版

秋本 芳伸、岡田 泰子、
青島 純一 著
翔泳社
B5変形判／548ペー
ジ／CD-ROM付き
本体価格 4500円

Oracle8 for Linux
データベースサーバー導入計画

Eric Harlow 著　アン
ク 訳
翔泳社
B5変形判／512ペ
ージ
本体価格 3400円

GTK＋／GDKによる
Linuxアプリケーション開発

Debra Cameron、
Bill Rosenblatt、
Eric Raymond 著、
福崎 俊博 訳
オライリー・ジャパン
B5変形判／584ペ
ージ
本体価格 4800円

入門GNU Emacs 第2版

多比羅 悟 著
日本実業出版社
A5判／264ページ
本体価格 1800円

図解でわかる
Linuxサーバーのすべて

このところのLinux書籍は、「読み物」がロングセラーにな

っています。たとえば、『オープンソフトウェア』

（OPENSOURCES、Chris DiBona／Sam Ockman／Mark

Stone著、倉骨 彰訳、オライリージャパン刊、ISBN4-

900900-95-8）は、弊店の調査結果では、発売以来18週のう

ち14週がベスト10入りを果たしています。さらに、『伽藍と

バザール』（Eric Raymond著、山形 浩生訳・解説、光芒社

刊、ISBN4-89542-168-6）も、8週のうちベスト10入りが6

週あります。先月紹介した『特選 星降る夜のパソコン情話

～Linux狂騒曲～』（中村 正三郎著、ビレッジセンター出版

局刊、ISBN4-89436-131-0）も、発売以来売り上げ1位を独

占し続け、勢いは衰えていません。これらの3冊は、まだま

だ上位を独占するだけの力を持っているようです。

読み物以外では、『PC-UNIXサーバのためのクラッカー撃

退計画』（まえだひさこ著、翔泳社刊、ISBN4-88135-800-6）

が、8週連続で第2位をキープ（第1週だけ1位）しており、

手堅い人気です。さらに、Red Hat LINUX Secrets, 2nd

Editioinの訳本『LINUX大全』（Naba Barkakati著、橘 康

雄／中川 和夫訳、ソフトバンクパブリッシング刊、ISBN4-

7973-0832-X）は、Vine Linux 1.1と英語版のRed Hat

Linux6.0が収録された2枚の付属CD-ROMが好評のようで、

発売から6週のうち4週がベスト10入りしています。

新 刊 で は 、 待 望 の 『 Q t プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門 』

（Programming with Qt、Matthias Kalle Dalheimer著、杵渕

聡訳、�木 淳司監訳、オライリージャパン刊、ISBN4-

87311-007-6）が出版されました。Qtは、ノルウェーのTroll

Tech社によって開発され、KDEなどで利用されているGUIツ

ールキットです。本書には、このQtに関するプログラミング

テクニックはもとより、Qtを使ったOpenGLプログラミング、

Perlからのアクセスに関する情報も収録されており、至れり

尽くせりの内容です。

一方、GNOMEやGIMPなどで利用されているGTK+のほう

もプログラミングの解説書が何冊か出版されていますが、一

番最初に出版された『GTK+ではじめるXプログラミング』

（竹田 英二著、技術評論社刊、ISBN4-7741-0789-1）が依

然として人気が高いです。 （書泉ブックドーム古田島）

最近売れてるLinux書籍は？
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寒い日が続きますが、みなさまお元

気でしょうか？　え？　マシンの廃熱

で冬もポカポカ？　えーと、それは…

…う～ん……。

Linux on ノートPCへのご意見
12月号の特集であるノートへのイン

ストールは大変勉強になりました。

次はぜひアプリケーションの特集を

していただきたいと思います。フリー

の表計算ソフトがあれば紹介して欲し

いです。

（神奈川県　鈴木章仁さん）

「Linux on ノートPC」は少々期待

はずれ。もう少しつっこんだ内容が欲

しかった。ノートにインストールはし

たものの、Linux初心者の私にとって大

部分の記事は難しく感じた。初心者か

らベテランまで、どの層をターゲット

にするか、難しいでしょうね。

（栃木県　まるよしさん）

「Linux on ノートPC」にはたくさん

のご意見をいただきました。ノートPCに

は、ハードウェアが独自ものもあり、それ

に伴う問題やインストールの難しさもあり

ます。いつかまた特集を組みたいと思い

ますので、引き続きご意見をお願いいた

します。

フリーの表計算ソフトといえば、68ペ

ージで紹介したgnumericがお勧めです。

商用ソフトでは、TurboLinux PRO 日本

語版4.2にバンドルされるApplixwareは

いかがでしょう。

Sound Blaster Live!を鳴らす
Sound Blaster Live!が使える“フリ

ー”なLinuxはでないのかな。

（岡山県　桝平雄介さん）

11月号の「Linuxでサウンド三昧」で

お伝えしたとおり、 Sound Blaster

Live!の販売元Creative Technology社

が開発中のドライバを公開しています

（http://developer.soundblaster.com

/linux/）。また、本誌発売のころまでに

ALSA projectのドライバにも組み込まれ

る予定です（h t t p : / / www . a l s a -

project.org/）。開発版ということもあり、

使うにはちょっと手間がかかるようです。

早く正式版になると良いですね。

Windowsとの親和性なら
MLD Linux？

Linux MLD 4のレポートをお願いし

ます。製品紹介でも可。

（愛知県　山口猛さん）

今月の特集はいかがでしたでしょうか。

Windows 9xをメインに使っている方に

は便利なディストリビューションですね。

最新版のLinux MLD 4は、12月10日発

売です。

真のキラーアプリはコレだッ！
近頃、ようやく自分専用のパソコン

を持ち、LASER5 Linux 6.0、Turbo

Linux 3.0を入れた。安定しているとい

われるLinuxだが、なかなか安定起動し

ない。こうしている間にも…ハッ、

GNOMEのランチャがなくなっている!!

というわけで、設定ファイル特集やっ

てください。お願いです。

P.S. キラーアプリは「北斗の拳」（タ

イピングソフト）だ!!

（東京都　大村 裕さん）

GNOMEは、新しいプログラムなので

まだちょっと不安定ですね。

先月のポストペットに続き、Linuxのキ

ラーアプリ候補第2弾はタイピング練習ソ

フトの「タイピング奥義　北斗の拳　激打」

ですね。新製品の「タイピング泪橋　あし

たのジョー 闘打」もLinuxには対応して

いません（^ ；̂）。Linux版どうでしょ

う？＞株式会社SSIトリスターさん。

LASER5 LinuxのXFree86
実は、Linux magazineは付録のCD-

ROMを目当てに購入しました。Red

Hat Linux 6.1を使ってみたかったので

……。LASER5 Linux 6.0をパッケー

ジ購入して使ってみたのですが、元々

使っていたビデオカードをうまく認識

せず、Linuxを使うときだけ古いビデオ

カードに差し替えていました。でも、



試しに使ってみたRed Hatは、新しい

カードの方でX Window Systemを使

えてしまったので、大感激です。とい

うことは、LASER5もXFree86のバー

ジョンをUPすればOKということです

ね。頑張ろう。

（埼玉県　三浦智さん）

ビデオカードを差し替えてというのは大

変ですね。レーザーファイブのftpサイトで

XFree86の最新版3.3.5のRPMパッケー

ジが配布されています（ftp://ftp2.laser5.

co.jp/pub/contribl5linux/i386/）。

ただし、無保証ですので、それを踏まえ

た上でご利用ください。幸運を祈ります。

Linux widow？
うちのだんなは、Linuxにはまって妻

の私の相手をしてくれません。1月に

出産を控える私は不安です。

ですが、プレゼントは当てて欲しい

なぁ。

（岡山県　久富隆史さんの奥様）

お子さんが生まれれば、旦那様も変わる

でしょう（あ、今度はお子さんばかりで奥

様はかまわない……？）。元気なお子さん

の誕生をお祈りしています。

立ち上がれ！　ノート君っ！
Intel 468DX 75MHzの ノ ー ト に

PCMCIAのネットワークカードを2枚

差してIPマスカレードを動かそうとし

ています。Red Hat Linux 6.1を入れ

てみたのですが、Xを入れるとインス

トーラが途中でコケてしまって悪戦苦

闘中です。いつになったらこのノート

君はLinuxマシンとして立ち上がってく

れるのか？

（千葉県　柳淳二さん）

その後、うまく動くようになったでしょ

うか？　今でも動いていないのなら、テキ

ストベースのインストーラを使い、Xなしで

インストールしてみてはいかがでしょうか。

Linuxが動くようになったら、rpmコマ

ンドでXF ree86をインストールし、

XF86SetupなどでXの設定をすればうま

くいくかもしれません。

家内安全にLinux
主人の影響でパソコンを始めました。

Linuxでは、フリーのゲームを楽しんで

いますが、初心者が利用できるソフト

の操作性などの紹介を特集して欲しい

です。

（愛知県　伊藤純子さん）

お待たせしました。次号は、フリーソフ

トの特集です。ゲームも含め、100本のソ

フトを一挙に紹介します。Windowsの世

界とはひと味違ったソフトが目白押しです。

いぶし銀のような……
いまだにNEC PC-UX Rev.2ユーザー。

（神奈川　横田和海さん）

シブイですね。

PC-UXというのは、NECのPC-9800

シリーズ用のUNIXです。主に、80年代後

半～90年代前半に活躍していたそうです。

どのようなマシン構成なんでしょうか。ち

ょっと気になります。

Challenging spiritは
最大の武器

Linuxはわからないことばかり！　ハ

ードディスクのWindows 98はフォー

マットしてしまうし、もうやめよ～か

なと思ってまた挑戦している私です。

（福井県　山田 喜代治さん）

Linuxに限った話ではありませんが、何

度も失敗した方が上達することってありま

すよね。失敗は決して無駄になりません。

おっと、「エラソーに。お前は失敗から学

んでないゾ」と先輩編集者よりツッコミが

入りました。

それはさておき、Windowsとの共存の

しかたについては、今月の特集2はお役に

立ちましたでしょうか？

Linuxビジネスの難しさ
仕事をするふりをしてLinuxをイジっ

ていたが、今度本業にすることにした。

友人は納得したが、年老いた父母に

「Linux」を説明するのはまだまだ難し

い。「タダのモノを配って商売にしてい

る」とか言うと、絶句されてしまった

（言い方が悪いともいうが）。

（神奈川県　竹田寛郁さん）

新しいお仕事、頑張ってくださいね。

応援しています（私の両親は、私が働いて

いること自体を信じていないようです）。

ええええっっ (^^;; その2
BeOSも結構おもしろそうですね。

特集お願いします（ちょっとちがうか

な？）。

（愛知県　山口 猛さん）

はい、その特集はちょっと……。
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1999年12月号の特集1「Linux on ノ
ートPC」の52ページでTurboLinux 日
本語版 4.0のインストール元メディアと
してハードディスクとSMBサーバが利
用できるという記述がありますが、これ
らのメディアからのインストールはでき
ません。
お詫びして訂正いたします。ご指摘

くださいました岐阜県の勝股 充さんに
感謝いたします。

今月のごめんなさい
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